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　　　序　─　夏／蜻蛉とんぼが飛び、蝉せみの啼ないた日







　彼の名は、阿あ達だち静しず馬まといった。




　蜻蛉と、蝉しぐれの夏だった。

　その年の夏は例年よりも暑く、歩く度たびに粘ねばついた熱気の中を泳ぐような感覚があった。それでも夕刻となれば獰どう猛もうな日差しはなりを潜ひそめ、日中よりは幾らかましになる。

　四方を囲む山々では真昼と変わらず蝉が鳴いて、稜りよう線せんの向こうに幾いく重えにもこだまして聞こえた。見上げると、何匹もの赤い蜻蛉が群れを成して飛んでいる。遠目には仄ほの赤あかい霞かすみのようでいて、近くを通れば一匹一匹の翅はねの動きまで見て取れた。

　聞いた話によると、蜻蛉は自然界で最も美しく飛べる生き物なのだという。

　さもあらん。彼らは飛び方からして他の鳥や虫と一線を画している。苦もなく宙の一点にぴたりと滞空したかと思えば、垂直・水平に体を滑すべらせ、密集した群れの中で仲間とぶつかることなど一度もなく飛び続ける。

　少年の日の静しず馬まは、そんな蜻蛉とんぼを見上げていることが好きだった。

　蜻蛉かれらはどこから来て、どこへ行くのだろう。汗ばむ額ひたいを拭ぬぐいながらそんなことを思う。蜻蛉の群れは静馬の思考など知らぬげに、田畑や家々を見下ろしながら渦うずを巻く。

　山の中にある、ささやかな村が静馬の故郷だった。

　バスのエンジン音が遠ざかっていく。下の町へ遣つかいに出ていたので帰りが遅くなった。ゆるくカーブした農道を歩いていると、草木と土と焚たき火のにおいがした。ほとんど緑一面の畑には土のついたスイカがごろごろ転がっていて、蔓つるには黄色い花が咲いている。

「やあ静ちゃん、今帰りかい？　今日は遅いねぇ」

「ええ、少し町に降りていたもので……」

　道みち端ばたの三輪トラックから声をかけられ、静馬は馴な染じみの老人に微笑を返した。

　夏の学生服の襟えりを正し、鞄かばんを握にぎり直して足を急がせる。長閑のどかないつも通りの夕方だ。バス停から村の外はずれまで歩き、家々がまばらになってきた辺あたりで、他より大きな家が見えてくる。

　山やま肌はだに沿って建てられた屋や敷しきが、彼の実家である。

　その大きさに比べて、家人は少ない。昔は使用人も多くいたのだが、今は自分と兄、父の三人暮らしだった。近付くと蝉せみの鳴き声がいっそう濃くなる。その騒々しさたるや耳が痛くなるほどで、うっかりすると他の音を聞き逃のがしてしまいそうだ。

　少しがたつく引き戸を開け、外とは打って変わって静まり返った家の中に声をかける。

「ただいま帰りまし──」

　異常を察さつ知ちした。

　敏さとい静馬は、「何か」の変化をまず肌はだで感じた。空気が冷えている。異様な静せい寂じやくは、何かが起こってしまった後のそれだと直感が告つげる。そして何より、嗅かぎ慣れない臭においが鼻を突いた。

　火薬と、何か鉄てつ錆さびめいた臭しゆう気き。

　血の臭いだ。

　反射的に身を低くした。教えられた「有事」の備そなえを頭の中で諳そらんじるも、実践など経験が無いのでは動きの巧こう拙せつなど知れていた。できる限り周囲に注意を配り、なるべく足音を立てないように廊下を歩き、臭気が濃くなる方へ足を運ぶ。

　目的の部屋を覗のぞき込み、静馬は目を見開く。

「兄上……？」

　畳たたみの上に立つのは、同じく学生服を着た、兄の夕せき馬まだった。

　何をしているのかと問う前に、その足元に落ちているものを認める。

　拳けん銃じゆうだった。

　もはや銃身はすっかり冷え、銃口からの硝しよう煙えんも吐はき尽つくしている。

　言葉が追いつかない。直後に静馬は、拳銃の傍かたわらに横たわる人影を見つけていた。

　全ての気配が抜け落ち、ただの物と化した人間が。

「……静しず馬まか」

　赤い水たまりが夕せき馬まの足元を濡ぬらしている。父を見下ろしたまま、兄は振ふり返らず言った。

「……父上は、立派な軍人だったよ」

　誰に語りかけるでもない、再確認のような呟つぶやきを落とす兄。蝉せみしぐれと座ざ敷しきの光景、鼻を突く臭におい。その出来事は脳の奥深くに刻きざまれる。

　国を焼いた大戦よりもずっと前、彼らがまだ少年で、人の身であった時のことだ。
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　昭和一〇一年の物語が紡つむがれ、一度は退場したその男に命が戻る。

　だが今の時を進めるより先に、「彼」にまつわる物語を挿そう入にゆうせねばなるまい。




　彼の意識が再び時を刻きざむ束つかの間まの一いつ瞬しゆんに、瀑ばく布ふとなった記憶が脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。

　鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうは思い出す。

　ああ──そうだ。

　何かが変わる時は、いつも蜻蛉の夏だった。






　　　壱　─　信念







　昭和六十年代中期、まだ本国が《帝てい國こく》との本格的な戦闘に入るよりも前のことだ。

　最新鋭の戦略兵器にまつわる計画の話は、八洲やしま軍の下士官にまで届いていた。

　当然ながら詳しよう細さいまでは明かされていない。わかるのは、その兵器が八洲軍の機械技術の粋すいを集めた最高傑けつ作さくと言うべきものであること、製造数は極小であること、しかし一機一機で戦局を左右しうる戦闘力を実現できるということ。

　そしてそれは「操そう縦じゆう者」を必要とし、志願者を募集しているということのみだ。

　後に《鬼虫》として知られるこの兵器の計画は、若く健康な兵士の志願と各能力・適性の審しん査さから始まった。

　あらゆるテストを受けてそれら全てをパスし、「その場所」へ向かうことを許されたのは、さして名も知られていない兵士だった。

　阿あ達だち静馬一等兵。まだ若く、寡か黙もくな青年である。

　通常なら一般兵の立ち入りが禁じられている区画へ通された。狭せまい通路を何度か曲がると、どう見ても一箇所だけ雰ふん囲い気きの違う場所が目に入る。

　目的の一室にあるものが溢あふれて、廊下にまで出ているのだ。

　そこが彼女の研究室なのだという。扉の周辺を埋め尽つくすように書物やら何やらが山積みとなっている。資料だけではなく小説や新聞紙、少女趣味の人形や玩がん具ぐ、その他何だかわからない置物の類たぐいまでが廊下の一部を侵しん食しよくしていた。重なった椅い子すの上に置かれた陶とう器きの蚊か取り豚ぶたと目が合った。

「失礼します」

　扉を開けると、外より何倍も濃い空間があった。

　元々狭せまい部屋というわけではなさそうだが、とにかく物がありすぎて足の踏み場もない。廊下に溢れたものなど一部に過ぎないということがよくわかった。本や玩具や人形や置物が室内にぎゅうぎゅう詰めで、奥の窓まど際ぎわにある机を中心として巣のようになっている。

　物の間から差し込む細い夕日が、異様な雰囲気を演出しているようだ。何か甘ったるい匂においが漂ただよっている。特に目を惹ひくのは、壁に掛けられた色鮮あざややかな振ふり袖そでだった。

　もぞ、と机の前で蠢うごめく人影があった。寝ていたのか本を読んでいたのか。はだけ気ぎ味みの襦じゆ袢ばんの上に白衣というおかしな着こなしに、色いろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけ直す一人の女。

「片かた霧ぎり博士……ですね」

「んー？」

　相手は聞いているのかいないのかわからない。

　件くだんの兵器開発を牽けん引いんする若き才さい媛えん──と聞いてはいたが、想像とかなり違う。見たところ年は二十の半なかばほどか、静しず馬まとそう違いは無さそうだ。

　そこそこ長身で、豊満な肢し体たいを大胆に晒さらしているのだから目の毒ではある。静馬は内心ため息をついた。

「自分は阿あ達だち静馬一等兵であります。特秘兵器の試験を受け、片霧博士のもとへ向かうよう命ぜられました」

「んー」

　完全に生返事だった。

　女は背もたれに身を預け、つまらなそうに髪の先を弄いじっている。棒ぼう付き飴あめの棒が口から出ていて、その先せん端たんがぴこぴこ上下していた。声が届かなかったというわけでもないだろう、静馬は内心訝いぶかりながら再び声をかける。

「──博士、」

「キミさぁ」

「はい」

「なーんか、カタいねぇ。もうちょっとラクに喋しやべれない？」

「……はい？」

　予想外の切り返しに、流石さすがに聞き返した。女はそんな静しず馬まをじっと観察している。

　静馬は気を取り直した。

「自分は一兵へい卒そつに過ぎません。計画を率ひきいる立場の博士に対しては、これが最適な態度だと判断しますが」

「ええー。でもさあ、今後はそういうこともなくなるでしょ。上官ドノの話聞いてなかった？　これが上う手まくいったらもう階級とか関係ない立場になるのよ？」

「それとこれとは別問題です。手早く話を進めて頂きたい」

「やーだー。そんな堅かたっ苦しい態度のまんまじゃ相手してやんないもんねー。ぷーだ」

　へそを曲げてしまった。そのまま軋きしむ椅い子すをぐるぐる回し始める。

　静馬は往おう生じようした。このままでは一向に事が進まない。いよいよ観念して一つ大きなため息をつき、頭の中を入れ替える。

　この手の「切り替え」は昔から得意ではあったが、相手から馴なれ馴れしくしろと言われたのは初めてだ。目がすっと細まった。不要な力が体から抜け落ち、静馬は自然な動きで扉に背を預ける。そのまま腕を組み、一段低い声で返す。

「…………いいだろう。こんなもので満足か？」

「そっちが素す？　いいじゃんいつもそんな感じで。アタシそっちの方が好みよ」

「先せん刻こく言った通り己おれはただの一兵卒だ。分ぶんは弁わきまえる、心がけの話さ」

「ふぅーん……マジメなのねぇ。まいいや、オハナシといきましょっか。お茶いる？　お菓子もあるけど。手作りの飴あめちゃんなんかもあるわよん」

「要いらん。それより博士、計画の詳しよう細さいを」

「巴は月づき」

「今度は何だ」

「は・づ・き。アタシの下の名前。こっちで呼んでよ、静馬くん？」

　注文の多い女だが、従わないことには仕方ない。妙みように頑がん固こなところのある奴やつだ。

「……続けろ、巴月。そういつまでも問答をしている気は無い」

「ほいほい。そうねぇ、どっから話そうかしら。ていうかキミはどこまで聞いてんの？」

「言われるままに試験を受けたが、大した話は聞いていない。試験官もさして詳くわしいようには見えなかったな。戦局を左右する特とく殊しゆ兵器、操そう縦じゆう者は一機に一人のみ──とだけ」

　博士──片かた霧ぎり巴月はふむふむと頷うなずき、椅子に前後逆に座って静馬と向き合った。背もたれの上に腕と顎あごを乗せ、扉に寄りかかる静馬の顔をじっと見る。ごちゃごちゃに積まれた私物の山を隔へだて、巴月はそれの名から告つげた。

「まず、総称は《鬼き虫ちゆう》ってことで決まってるわ」

「キチュウ……？」

「オニのムシで、鬼虫。数は九機。名前の通り虫型の兵器よ。最初は意識して虫の形にする気も無かったんだけど、特化性を追求していったら自然にそうなったの」

　そう言って巴は月づきは書類の山に細腕を突っ込み、ものの二秒で目的のものを探さぐり当てた。

　ばさりと投げ渡す。静しず馬まがそれを受け取ると、設計図らしきその書面にはなるほど確かに一匹の「虫」がいる。

　細長く鋭いフォルムは、静馬が少年の頃に見上げた虫の姿とよく似ていた。

「──蜻蛉とんぼか」

　特化性を追求して、という言葉の意味が少しわかった気がする。

「うん。半分は実験機だけど、最初に造った個体で──さしずめ壱いち番式ってところかしら。キミはその《蜻蛉》に適性があるみたい」

「適性とはどういう意味だ。それにこの機体、操そう縦じゆう席が無いようだが」

　例えばこれが戦闘機の場合、操縦桿かん、各種計器、脱出装置など操縦士の任務遂すい行こうと生存に必要な設備があって然しかるべきだ。それらをまとめて操縦席を付けるとなると、どれほど小さくまとめても機体全長の三分の一は占めていないとおかしい。

　だが、設計図を見た限りではそんなものは見当たらなかった。省略どころか、まともな操縦席を取り付けようとさえしていない。こんなものに生なま身みの人間が乗り込めるとは思えない。

　静馬の考えを見み透すかして、巴月は続けた。

　さっきまでとは声色が違う。

「鬼き虫ちゆうは本体を搭とう載さいしての思考制せい御ぎよで動く。だから操作の時間差はゼロだし、機体の追従性だって手動で動かす兵器とは比べ物にならないってわけ。まだ理論上の域は出ないけどね。頭に回線くっつけて『適性』の検査したでしょ？　あれでブッ倒れたコもいたみたいだけど」

「そこがまずわからん。思考制御とは何だ？　空想科学の話でもしているつもりか」

「んふ。空想科学ね、言い得て妙みようだわ。ここからの話はほんとにそんな感じね」

　意図するところがわからなかったので、静馬は口を挟はさまなかった。無言で続きを促うながすと、巴月は細い指先で自分の唇くちびるを軽くなぞり、機密であるところの「その先」を語る。

　切れ長の目が、ひたと静馬に据すえられている。

「その機械は、自分で思考して、自分で判断する兵器なの。機械兵とかの自律稼か働どう兵器のことは知ってるっしょ？　今実戦配備に向けて色々テストしてる奴やつ。よーするにアレの系けい譜ふなんだけど、分類が同じってだけで実際は全然違う。性能が違い過ぎるから。あのテの自律兵器を突き詰めていくとこまでいっちゃって、その先の理論。──鬼虫にはね、核かくになる本体の脳が必要なのよ。それは誰でもなれるってわけじゃない。脳の波長が合う適性者を組み込んで、初めて鬼虫は動く……ってこと。必要なのはね、」

　巴月は、静馬の体を上から下まで舐なめるように見る。

　そして、試すような声色で言った。

「人間を素体とした自律兵器。つまり鬼虫の核は、全身を機械化した人間よ」

　静しず馬まの表情は変わらない。

　荒こう唐とう無む稽けいな妄もう想そうと切って捨てることもできよう。それほどには突とつ飛ぴな発想だった。しかしこの女の言うことは一から十まで本当で、この鬼き虫ちゆうという兵器の計画はあと一歩で実現するということを静馬は肌はだで感じている。

　この女は本気だ。静馬は笑いも怒りもしなかった。

「つまり、己おれの体を改造し、この蜻蛉とんぼとやらの部品にするということか」

「うん」

　巴は月づきは首しゆ肯こうし、満面の笑みを浮かべた。

　ここまで聞いても、さして狼狽うろたえない静馬を嬉うれしく思っているようでもあった。

「ま、人間を丸ごと機械に改造するなんて史上初ってカンジだけどね。アタシにかかっちゃ失敗はあり得ないわよ、今までの機械化は大体失敗が多かったみたいだけどね」

　巴月の言う通り、人体の完全な機械化など空前の試みだ。絶後ですらあるかもしれない。

　当時の機械化技術は──少なくとも民間に知れている範囲では、まだまだ発展途上の段階にあったものの、それなりに浸しん透とうしてはいた。例えば、事故など何らかの原因で人体の一部が欠けつ損そんした場合だ。

　義ぎ肢しや義眼、人工臓器や人工骨格など欠損した部位を補おぎなう機械化手術の例も、少ないが幾つか見られる。大たい抵ていの場合は必要十分な機能を補完するようだが、やはりどうしても機械であるわけだから、完全に生なま身みの体に馴な染じみきるわけではない。部位が変わったことによる身体的違和感はもちろんのこと、機械部分の異常動作による事故の例もあったようだ。

「そうだな。それはよく知っている」

「ん、何が？」

「何でもない、続けろ」

　静馬は表情に一いつ瞬しゆんだけ「何か」の思考の気配をよぎらせるが、うまく隠かくし通せた筈はずだ。

　巴月は数秒ほど黙だまって静馬を観察していたが、深く追求せずに少し笑った。

「それにしても、驚かないのね。アタシ的には結構な爆弾発言のつもりだったんだけど」

「覚かく悟ごの上だ。──話に聞く最強の戦略兵器が実現して、その操そう縦じゆう権がたった一個人に委ゆだねられるとして、そんなものに必要なのはいずれまともな手段ではない」

「なるほど想定の範囲内だったってワケ。それじゃ、そのまともじゃない話にもう一歩踏み込んでみましょうか」

　話はまだ終わらない。巴月にとっては機械化という時点で拒否されなかったのは好こう都つ合ごうだっただろう。

「──そうして機械化が成功した時、キミは過去を失うの」

　話としては、むしろここからが本番だった。

「つまり、これまでの記憶と経歴が抹まつ消しようされて、別の存在として生まれ変わるの。別の名前が付いて、阿あ達だち静しず馬まという『個人』じゃなくなる。八洲やしま軍最強の兵器っていう道具になる。これまでの、これからの人生が全部消えて、キミは一個の戦闘単位になるの。それでもいい？」

　恐らく。

　これが、最後の試験なのだと静馬は思う。

　巴は月づきの説明は、静馬自身の覚かく悟ごの程ほどを問うていた。ここで頷うなずくことが最後の一線になるのだ。阿達静馬は消え、鬼き虫ちゆうの壱いち番式という兵器になる。名も記憶も人生も未来も捨て、己おのれの全てを戦いの為ための機能として捧ささげるのだ。

　つまりは、人間としての実質的な「死」だ。

　沈ちん黙もくは十秒と続かなかった。

「覚悟の上……と言った筈はずだ。もとより己おれは、その為にここへ来た」

　はっきりとした答え。自己の研究に対する巴月の自信がそうであるように、ここまで来た静馬の決意もまた強固だった。

「…………愚ぐ問もんだった、ってワケね。合格よ。壱番式の《蜻蛉とんぼ》は、キミみたいな人にこそ相応ふさわしいわ。それにしてもちょっと拍ひよう子し抜けねえ、『お前は頭がおかしい』くらいのことは言われるつもりでいたけど」

「今いま更さら正気の有無を問うのも無意味な話だ。それとも、お前には狂人の自覚があるのか？」

「んー。ぶっちゃけどっちでもいいかな。狂気も正気もただの客観的評価よ。そのテの値札に興味は無いの、アタシはアタシができることとやりたいことをやるってだけ」

「莫ば迦かと天才は紙かみ一ひと重えだな」

　巴月は目を丸くして静馬を見返し、唐とう突とつに椅い子すをぐるぐる回し始めた。興奮を抑おさえきれないようだった。狭せまい空間に長い髪と白衣の裾すそが翻ひるがえり、そこかしこから埃ほこりが散る。眉まゆをひそめる静馬にも構わず、巴月は楽しくて仕方がないといったように、

「ねねね、もっかい！　今のもっかい言って！」

「紙一重がどうした」

「違う違う、そのちょっと前！　天才の前！」

　察して、呆あきれた。

「……莫迦かお前は」

「うひひひひひひひひひひ」

　当たりだったらしい。いよいよ気き味みが悪くなってきた。お前は頭がおかしい、と今こそ言うべきかもしれない。

「そうそう、こうでなくっちゃ！　こーゆー相手が欲しかったのよん。みんなアタシの顔色窺うかがってばっかでさー、天才だかなんだか知んないけどやんなっちゃうわよねぇ」

　足をばたばたさせる巴月に、静馬は二度目のため息をつく。放っておくとこのまま興奮しっぱなしのようにも思えたので、とっとと話を進めることにした。

「それで、鬼き虫ちゆうの本体がいるのはまだ《蜻蛉とんぼ》だけか？　九機造られると聞いたが」

　ぴた、と巴は月づきは動きを止めて、

「あ、うん、今は三機。弐に番式の《蜘く蛛も》が決定、参さん番式の《蟷螂かまきり》に候補者が一人」

「そちらの適性者は？」

「んふふ。まず蜘蛛はねぇ、アタシ。アタシが使うの」

　流石さすがに言葉を失った。

「あっは、意外そーな顔！　だってさぁ仕方ないじゃない？　自分の成果は自分で確かめたいし、性能だって特等席で見たいもん。それにやーよ、アタシだけ歳取ってくの」

　当然のようにそう言って、片かた霧ぎり巴月は妖よう艶えんに笑む。

　黙だまってさえいればこの世のものとは思えぬ美び貌ぼうを見返し、静しず馬まは確認するように呟つぶやく。

「…………やはり、お前は莫ば迦かだな」

「うひひ」

　しかし、莫迦というのなら、そんなものに首を突っ込む自分もまた同類かもしれない。

　造る莫迦に加わる莫迦、前者が巴月で、後者は静馬の他に当時もう一人いた。




　その男と初めて出会った場所は、何の変へん哲てつもない木こ陰かげだった。

「朽くち木きとはお前のことか？」

　座り込む男の横に立つと、そいつはこちらを一いち瞥べつした。

「そう言うあんたは阿あ達だちサンかい」

　朽木才さい蔵ぞうは、いかにも覇は気きのない表情で静馬を見返す。

　軍属ではない。どこかから巴月が拾ってきたのだというが、詳しよう細さいはわからない。

　鬼き虫ちゆうの件がなければ、互いが互いを認識することも無かった二人だ。

　訓練場の木陰だった。場内では若い兵士が訓練を繰り返しており、誰もこちらには気付いていない。才蔵はそんな様をぼけっと見守っている。

「……にしてもヒマで仕方ねえ。軍の訓練っつうのには興味があったけど混ざることもできねえなんてな。実験が始まんのを待つのはいいが、いよいよ体にカビでも生えそうだ」

　現状は、二人とも待機とのことだ。

　この時点で阿達静馬と朽木才蔵の両名は、既すでにどこにもいないことになっている。静馬であれば何らかの負傷や病気による退たい役えきか、それとも訓練中の事故による死亡とでもされているのか。いずれにせよもうあの訓練場にいる兵士達と共にいることは叶かなわない。

　才蔵は、参番式《蟷螂》の適性試験に合格した男だ。

　事前に聞かされていた蟷螂の特性から、その適性者となると武人のような奴やつかと予想していたのだから少し意外だ。見れば頭の上に小さな蝶ちようが止まっている。気付いているのかいないのか、逃げる様子もない蝶を頭のてっぺんに乗せながら才蔵は質問した。

「そっちは壱いち番式なんだろ。お仲間に会えりゃ聞きてえと思ってたんだがな、一体どういうつもりであんなモンに志願したんだ？　それもあんたみてえな真ま面じ目めそうな奴やつがよ」

「なら己おれは、お前が言う不真面目な人間ということだ。……大したことじゃないさ。ただ、そうしたかった。特に迷う理由も無かったし、試験に撥はねられることもなかっただけだ」

「だけって言うには思い切りが良すぎやしねえか？　正気の沙さ汰たとは思えんぜ」

「お前はどうなんだ」

　才さい蔵ぞうがこちらの動機に興味を示しているのはよくわかったし、こちらもそうだった。巴は月づきの言う条件を考えれば考えるほど、それを呑のむ奴が自分以外にいるとは思えない──という全く同じことを、静しず馬まと才蔵の両名が思っているのだ。

　問い返されるのは承知の上だったのだろう、才蔵はさして思い悩む素そ振ぶりもなく答える。

「それこそ大したこっちゃねえ。あの女が言うにゃ、鬼き虫ちゆうは最強の兵器らしい。てことは、いつでも最前線で思う存分暴れられるってこったろ？」

「戦いたいのなら、歩兵として入隊してからでも可能だろう」

「人間一人の腕が立ったところで益やく体たいもねえ話だ。軍刀と豆まめ鉄でつ砲ぽう振りかざした人間が戦車に突っ込んで勝てるわきゃねえしな。──俺はさ、」

　にわかに、才蔵の身中に「何か」の熱が沸わいた。

　ぼんやりしていた才蔵の気配が、音もなくざわめいた。頭は全く動いていないのに、その上の蝶ちようが驚いて飛び立つ。自分が止まっていたものの正体に今いま更さら気付いたように、蝶はそのままどこかへ逃げ去っていった。

　才蔵は歯を剥むき、不敵に笑っていた。

「真まっ向こう切って戦車に勝ってみてえのよ」

　そう遠くないうちに実現される未来を想像し、その目が楽しげに細まる。

「……本気で言っているのか？」

「たりめえだ。冗談じゃこんなこた言わねえ」

　くい、と才蔵は顔を上げて虚こ空くうを見上げた。ついさっきまで覇は気きに欠けるように見えた双そう眸ぼうの奥には、確かに彼だけが持つ熱があった。

「人間のまま血みどろになってくたばるのが自分の天てん井じようならそれも悪かねえとは思ってたさ。けど俺にはその先に行く才能があるとよ。つまりあんたと同じで、迷う理由が無かったのさ」

　冗談や韜とう晦かいの類たぐいでないことなど顔を見れば一発でわかる。この男にとってはそれが目標で、それさえあれば何でもいいのだ。刀があれば振るう、銃じゆうがあれば撃うつ、道具があれば使う。彼にとっての「才能」はそうした当たり前のことの延長線上にあって、つまりは目的に対する手段でしかないのだろう。

「酔すい狂きような奴だ」

「この世であんたとあの女にだきゃ言われたくねえ台詞せりふだな」

「……違いない」

　あの女──片かた霧ぎり巴は月づきの洗礼を受けたのは、才さい蔵ぞうとて同じだ。その計画を率ひきいるのが彼女、乗ったのが自分らならば、酔すい狂きようの度合いでは五十歩百歩だ。

　巴月の言ったことがふと脳のう裏りをよぎる。

「──お前も聞いただろう。鬼き虫ちゆうになるということは、人として死ぬということだ」

「らしいな」

　巴月は今後も計画の続行があるから例外だろうが、他の八機は記憶と経歴を消される。

　これは人の記憶と鬼虫の自我が衝しよう突とつすることを危き惧ぐするが故ゆえの処置である。あるいは人としての意識が、彼ら自身の精神の負担になるという危惧もある──とは巴の説明だ。例外たる彼女の《蜘く蛛も》には特別な処理が施ほどこされているのかもしれない。

　人として生まれた以上はまず親がいる筈はずだ。生まれ落ちた瞬しゆん間かんから一人きりで生きてきた人間などいるわけもなく、年齢を重ねれば重ねた分だけの繋つながりがある。鬼虫はそうした繋がりを、何もかも全て失うことになる。

　才蔵はしかし、さして迷う風もなく言った。

「捨てるに惜しいもんを持ってる奴やつぁ最初っからこんなヤマに首なんざ突っ込まねえさ。あんたもそうなんだろう？」

　静しず馬まは言葉では答えず、沈ちん黙もくを肯こう定ていとした。

　恐らくは、全員が──新たに加わるであろう六人の誰しもが、まともに生きていく中で得た繋がりを惜しいと思わないのだろう。自みずから捨てるか、何かをきっかけに失ってしまったか、それを失ってもなお進む理由があるのか。

　そうした何もない者達の集団であるのだろう。

　静馬がそうであるように。

「己おれはな」

　少し口が軽くなった。ただでさえ尋じん常じようならぬ計画、その長に選ばれたという事実は、覚かく悟ごを決めていたとしてもすぐに呑のみ切れるものではない。巴月以外の「同どう僚りよう」の存在に、今は少し心が楽になっている。自分でも気付かぬうちに気を張り過ぎていたかもしれない。

　そういえば、このように自己の心中を吐と露ろすることはしばらく無かった。退屈な時間がそうさせたのだろう。対する才蔵は地蔵のように呆ほうけ、静馬の話を聞くともなしに聞いている。ともすれば右から左へ抜けているのではないかと思えるほどだが、その態度が逆に気安い。

　ただそうしたかった──という先にある自分の目的を、こうして口にするのは初めてだ。

「己は、自分の目で見たいと思っている。この戦いを、この先どう展開するにしても、その顛てん末まつやそこで戦う兵士を」

　才蔵は黙だまって聞いている。

　静馬は、口に出すことを自身への誓せい約やくとするように告つげる。

「敵や味方問わず、これから出会うであろう全ての兵士が……何を思い、いかなる意思と共にそこに立つのか。見たところでどうなるわけでもないが、己おれは、それだけでいい」

　進んで立つ者もいるだろう。戦いを厭いとう者もいるだろう。それでも武器を取る彼らは、何を思い生き、何を思い戦い、あるいは何を思いながら死ぬのか。

　思えば漠ばく然ぜんとした目的だ。だが静しず馬まにとってみればそれが全てだった。

　言葉を切り、少しの沈ちん黙もくが降りた。ふと才さい蔵ぞうが目だけ動かして横の静馬を見上げる。

「……そりゃ本気で言ってんのか？」

「冗談でこういうことは言わん」

　それこそお互い様だ。才蔵は頭をぼりぼり掻かいて、ため息をつく。

「参ったな。貴重な同期は変わりもんばっかってか。先が思いやられるったらねえ」

「お前とあの女にだけは言われたくない言葉だ」

「は、違いねえ」

　──あの女、と言えばだ。

「ところでよ」

「ああ」

　ここからは声を潜ひそめて、

「……後ろからすげー見られてる気がすんだが」

「……奇き遇ぐうだな。己もだ」

「振ふり向くか？」

「よそう。いちいち反応してやるのも癪しやくだ」

　かれこれ五分ほどになるだろうか、後ろの茂みに誰かいる。

　正体など考えるまでもなかった。そんなことをするような奴やつが二人も三人もいるとは思いたくない。どうせこちらの会話を見てにやにやしていたに違いないのだ。

　無視することにした。

「いつまでも外でくっちゃべってんのも間抜けな絵え面づらだな。茶ぁでも飲むか」

「賛成だ」

　そのまま後ろの気配を完かん璧ぺきに無視して歩き出すと、茂みから「あっ」と声が上がった。

　慌あわてて巴は月づきが飛び出してきた。

「ちょっとちょっとちょっと！　今のはこっち見て声かける流れじゃないのぉ!?」

　言うなり遠慮もせず間に飛び込んできて、巴月は二人の肩に腕を回した。右の静馬と左の才蔵に、わざとらしく心外そうに非難の視線を向けた。

「いい年をしてはしゃぐな」

「んなとこで油売ってねえで仕事しろよ。どんだけヒマさせる気だ」

「えっ、あれ？　なんかアタシの扱あつかい決まってる感じ？　ほらほらキミ達の巴月ちゃんよ？　かわいいかわいい同どう僚りようですよー？　あっ引っ張られ……ちょちょちょっ」

　ずるずるずるずるずる。

　間に飛び込んだのが運の尽つきだ。足並みを合わせた左右の二人に引きずられて、巴は月づきは捕つかまった宇宙人よろしくそのまま連行された。しかしこれはこれで悪くないと思い始めたのか、自分だけ一回り背が低いのをいいことに、足を浮かしてぶら下がりを決め込んだ。

　楽しそうに笑い始める巴月に、静しず馬まと才さい蔵ぞうはどうやら墓ぼ穴けつを掘ったと思い知る。

　この光景だけを見ていると、まだ若い彼らこそ最強の戦略兵器《鬼き虫ちゆう》になる最初の三人だとは、まさか誰も思いはすまい。




　壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどう。

　弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえ。

　参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びし。

　彼らはそのように名を改めた。

　そして竜胆は己おのれが望んだように、それぞれの鬼虫を迎え、また見送ることとなる。
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　壱、弐、参の三機を第一世代と言うなら、四、伍ご、六番式は第二世代に当たる。

　彼らが竜胆の前に現れたのは、昭和七十年に差し掛かる頃だ。

　四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつに関して言うなら、第一には粗そ野やで口も目付きも悪い乱暴者だ。

　こういうタイプの男が少なくないことを竜胆は知っていた。大たい抵ていは社会から外はずれた無法の者で、世間の陰かげに潜ひそんで生きるような人種だ。実際のところ井筒の経歴も似たようなもので、ここで鬼虫として選ばれずとも、まともな死に方ができる望みは薄かった。

　しかしその一方で、不器用なほどに真まっ直すぐな男でもあった。その直情性は時として攻こう撃げき性にもなりうるが、井筒が他の無法者と違ったのは、あくまで己自身を自みずからに課したルールで規定しているという点だった。

　黙だまっていても悪人面づら、口を開けば言葉も悪い上に一昔前のバンカラめいた実力主義者であるから、事の最初には手を焼いたものだ。

「……ックソ……!!」

「まだ続けるつもりか？」

　その時、早朝の登と坂さか研究所、地下に備えられた小規模の演習場に井筒は倒れていた。

　そもそもの始まりは、覚かく醒せいした井筒の第一声による。

　全身の機械化と「虫」へのリンクなどを終え、自分で動けるようになるには少しの時間が必要だったが、すぐさま調子を取り戻した井筒は最初の三人を順に睨にらみつけてこう言った。

　──テメェらン中で一番強つえェのはどいつだオラァ！

　要するに、そいつをぶっ飛ばして自分が頭になろうとしたのである。

　剣けん菱びしは呆あきれたし、巴ともえに至っては爆笑した。

　竜胆りんどうはあくまで真ま面じ目めに井い筒づつの要求を検証し、指揮官たる壱いち番式としてひとまず自分が名乗りを上げた。実害が無ければ言わせておいても構わないが、今後加わる仲間に対しても突っかかるようならば面めん倒どうで敵かなわんという合理的判断からだった。

　結果、井筒は一発で負けた。

　互いに武器も特別攻こう撃げき術──鬼き虫ちゆうが持つ固有の特とく殊しゆ能力も用もちいない、徒と手しゆ空くう拳けんでの立ち会いだ。鬼虫としての適性距離は互いに違った為ため、純粋に力量を競うならそれ以外に無かった。

　それでいて尚なお、竜胆の技量は井筒を圧倒した。

「クソがッ、テメ、まだ終わってねェぞ……！」

　両手をだらんと垂らした竜胆に対し、井筒は負けじと構える。

　彼の闘争心はまだ折れていないようだ。その不屈さは素す直なおに驚嘆に値あたいする──が、いつまでもこうして向き合っているのも不毛な話だった。そこで竜胆はある提案をした。

「──延々とこうしていても仕方が無いな。己おれは通常の待機状態に戻る。お前はその気になればいつでも仕し掛かけて来い。相手をしてやる」

「はァ!?　おいそりゃどういう意味だ！」

「言葉通りだ。好きな時に仕掛けろ。己は武器も術も使わん」

　そう言い捨てたきり、竜胆は井筒をそれ以上どうともしなかった。

　流した碧へき眼がんの端はしに最後まで井筒を捉とらえることなく、竜胆は踵きびすを返す。つまりいつどんな時にでも挑いどんで構わないということで、言葉の意味を理解した井筒の額ひたいに青あお筋すじが刻きざまれていく。

「んなっ……上等だコラァ!!　吐はいたツバ飲むんじゃねェぞテメェ今に吠ほえ面づらかかせてやっから首洗って待っとけやァ!!」

　そして、井筒は本当にそれに乗った。

　必然、日が暮れるまであっちこっちでぽんぽん吹っ飛ばされる男の姿が見られた。

　いつでも好きな時に仕掛けろ──というのは不意打ち上等という意味で言ったのだが、井筒は己の主義に反するのかはたまた阿あ呆ほうなだけか、仕掛ける度たびにいちいち、

「いくぞコラァ!!」

　と叫んでは負け、

「タマ取ったらァ!!」

　と叫んでは負け、

「覚かく悟ごしろやァアアア!!」

　と叫んではことごとく返り討うちにされた。

　最後の一合などは外で挑んだ為ため、井筒は何メートルも弾はじき飛ばされて縦たて回転してどうと落ちた。「治なおす身にもなって欲しいわぁ」とは巴ともえの弁で、容よう赦しやない攻こう撃げきに応じて竜胆りんどうの反撃もまた容赦がなく、強きよう靭じんな人工骨格の幾本かが容た易やすく叩たたき折られていることもしばしばあった。放っておくわけにもいかないので治すが、その度たびに飛び出していくのだから始末に負えない。

　地に倒れ伏ふし、井い筒づつはしばらくそうしていた。

　竜胆は特段何かを言うでもなく、カウンターで叩き込んだ掌しよう底ていの手て応ごたえを軽く振ふり落として歩き始める。その背後で井筒が体を起こした。彼の気配がざわりと波打ったのを感知して竜胆は右みぎ掌てをゆるく開くが、直後に意外なことが起こった。

「参りましたァッ!!」

　振り返ると、井筒がその場にひれ伏していた。

「……どういう風の吹き回しだ？」

「アンタにゃ敵かなわねェ！　兄貴と呼ばせてくだせェ!!」

　つまりは一種の降こう伏ふく宣言だ。

　が、そこはバンカラ一直線の井筒のこと、自分より明らかに強い竜胆を兄貴とすることで自分の中の序列を決めたようだ。ごく単純な力こぶ基準の価値観だからわかりやすくはある。

　井筒はそのまま巴の元に赴おもむき、

「姐あね御ごッ！　今まで手間ァかけさせてスンマセンっした!!」

　パックでいちご牛乳を飲んでいた巴は、呆ぼう然ぜんとして口の端はしからずるりとストローを抜いた。

「……なにコレ。どゆこと？　頭でも張り倒した？」

「降参したらしい。今後は己おれの指揮下に入るとのことだ」

「あ、そーなの。つーかそれが当たり前なんだけど……うーん姐御ねぇ、まいいか」

　返り討うちに遭あう度に治していたのも当たり前の行為ではあるが、井筒はそれに恩を感じていたようだ。横で聞いていた剣けん菱びしがあくび一つして肩を竦すくめる。

「静かになりそうで何よりだぜ。お前みてえなのでも慕ってくれんならいいじゃねえか、巴」

「ンだこのタレ目！　兄貴と姐御に馴なれ馴れしくしてんじゃねェイワすぞコラァ!!」

「…………。えっ、マジかよ。俺だけそういう扱あつかいなのか……」

　良くも悪くも単純な男だった。

　こうと決めたら梃て子こでも動かない部分がある。そういう男であるからこそ、真まっ向こう切って敵と睨にらみ合う最大の鬼き虫ちゆう《蜈蚣むかで》と適合したのかもしれない。




　伍ご番式《蛾が》・奔ほん王おうの万まん字じは、几き帳ちよう面めんで慎重な変人だった。

　どこの魔ま界かいから引っ張り上げてきたのかと思われるばかりの異様な風ふう体ていだが、改造前はれっきとした人間である。これで意外なことにかつては研究員の一人で、巴とは別の意味で名の知れた変人だったと聞くが、そちらに明るくない竜胆は彼のことも知らなかった。

　カレはねえ、面おも白しろいわよお──とは、巴の弁。

　彼は覚かく醒せいしてすぐ周囲の情報を求めた。もちろん、目覚めた適合者にはこちらが持ちうるあらゆる情報を伝える用意がある。だが彼が取った行動はこちらの予想を超えていた。

　機械化された指先で自身の頭をこつこつ叩たたき、万まん字じは何事かを思し案あんして口を開く。

「ちと待ちたまえ。紙と筆記具はあるかね」

「ん？　これでいい？　はい」

　万字は慣れた様子でペンを手に取り、ごつい機械手にも関わらず器用に筆記を始める。上から巴ともえが覗のぞいてみるが文字が小さすぎて何を書いているかよく見えない。

「質問があるのだがよろしいかね」

「ほいほい。なんでございましょ」

「今ざっと思い付いただけで百二十七の質問があるがまずは、」

「多いわね……」

　淡々としていながら、怒ど涛とうの質問が始まる。

　万字はそれから一定のペースを保って、巴に質問し、その度たびに何事かをノートに書き記しるすという行為を繰り返した。

　鬼き虫ちゆうやその本体や今後の予定についてはもちろんのこと、先せん輩ぱいに当たる竜胆りんどう・巴ともえ・剣けん菱びし・井い筒づつのこと、基地のことやその周囲のこと（特に資料室の場所や蔵書について）、重要なものからどうでもいいことまで巴はひたすら質問攻ぜめに遭あうこととなる。

「ねーぇ、まだやるのぉ？　アタシもう疲れちゃったよぉ。後でデータまとめて電そ脳こに送るっていうので手ぇ打てないかなぁ？」

「ムム待ちたまえ。やはり口頭が望ましい。吾わが輩はいの手で書き記してこそ意味があるのだ……」

　落ち窪くぼんだ藍あいの眼めが巴と手元を何度も行き来し、ほぼ新品状態だったノートの書面が小さい文字でびっしり埋め尽つくされていく。細かいとかどうでもいいとかを通り越して問答はもはや哲学めいた様よう相そうを呈ていしていき、そのまま二時間ほど過ぎたところで、

「んだらァーッ!!」

　部屋の扉を蹴けり開ける奴やつがいた。

　井筒である。職員の静止を振ふり切って乗り込んできたのだ。

「おいこらデカブツ！　姐あね御ごに手間ァかけさせてんじゃねえ！　そんなに問答がしてェならこのオレが拳こぶしで語ってやんぞコラァ!!」

　革かわ手袋に包まれた文字通りの鉄てつ拳けんに「はーっ」と息をかけて井筒が凄すごむ。

　対する万字はといえば、この時ばかりはどよんとした眼めをぱちくり開いて井筒を見返している。ペンの尻しりで帽子のつばをくいと押し上げ、三さん白ぱく眼がんのガン付けをまじまじ見返した。

　そして、巴に視線を転じて追加の質問をする。

「珍しいペットかね？」

「゛あァッ!?」

　巴ともえはわざとらしく口に手を当てて「のほほ」と笑った。

「あら、おわかり？　宅のかわいい蜈蚣むかでちゃんですのよ」

「姐あね御ごは黙だまっててくだせェ!!　だッこのテメ今なんつったもっぺん言ってみろコラオレがなんだってェ!?　返答によっちゃ手足ポキポキ折んぞこのハリガネ野郎ォ!!」

　対する万まん字じの調子は全く変わらない。むしろ学術的興味を持っているかのような目線で「ほほう……」と唸うなり、井い筒づつの様子を文章としてノートにしたためた。

「珍ちん獣じゆうならぬ珍虫である様子……と」

　ぷちっ。

　何かがキレる音がした。ツンツンに立った井筒の髪がピンと尖とがる。

「ト、サ、カ、に、来たぜ……。屋上出ろやッ!!　今すぐヤキ入れブバァーッ!?」

　やおら後頭部に叩たたき込まれた掌しよう底ていの勢いで、井筒は前のめりに縦たて一回転してそのまま顔から床に墜つい落らくした。突っ伏ぷして動かなくなった井筒を見下ろし、呆あきれ顔の男が立っている。

「……お前はまず喧けん嘩か腰ごしで事に当たる癖くせを改めろ」

　一発で事態を収しゆう束そくさせたのは、いつの間にか後ろに立っていた竜胆りんどうだった。

「ふーむ？」

「こいつのことは気にするな、悪人ではない。巴と己おれに関しては少々むきになるきらいがあるようだが……いずれ慣れる筈はずだ」

「ふむ。それは承知したが、察するに、貴き殿でんが壱いち番式の？」

「そうだ」

　頷うなずくと、万字はやはり何事かノートに書き込む。すらすら走るペンの動きを見守りながら、逆に竜胆が質問した。

「それは習慣か？」

「ぬーん。こうせねばならん気がしたのだよ。やってみるとこれが中々どうして具合が良い。こういうものを、体が覚えているとでも言うのだろうか？」

「面おも白しろいでしょ。このコ、すぐにこうしたのよ。流石さすがってゆーかなんてゆーか」

　当然、今ここにいる万字はつい先日までの人間だった彼とは違う。巴を除いた全員がそうであるように、記憶と経歴を一いつ旦たん消去されている。習慣などというものも忘れて然しかるべきではあるが、万字はこの行動を完全には忘れなかったようだ。

「言葉とは、」

　ノートを走らせながら、万字は垂れ流すようにとりとめもない独ひとり言ごとを吐はく。

「言葉とは他者との交信手段であり、思考の発はつ露ろであり、記録に用もちいる記号であり、ありとあらゆる表現の核かくである。伝達手段は複数あり、まず発声、筆記、

『そして今はこのように通信波での伝達も可能であり、』

　こうして言葉を伝達し、記録することこそ知的生物の特権にして義務。我々は言葉の海に沈むことを躊躇ためらってはならず、また止めてもならない。つい昨日までの吾わが輩はいが今の吾輩と同じことを考えていたのなら、同じようにその結論に至っていた筈はず」

　万まん字じは筆記や発声または発信それ自体を楽しんでいるようだった。巴ともえは竜胆りんどうを振ふり返ってきゅっと目を細め「ね、面おも白しろいでしょ？」と目で言う。万字は最後にこう締しめくくり、

「ならば、この習慣が残ることも必然であったと推測する」

　ぱたん、とノートを閉じた。

　全てのページが裏と表の上から下まで文字に埋まり、もう一文字たりとも記しるせない。

　この時間のみで一冊丸ごと使い尽つくしたのだ。

「ついては、まず新たなノートの支給を要求したいのだが、構わないだろうか？」




　六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおりは、最初は極めて寡か黙もくな男だった。

　覚かく醒せいから巴ら整備班の説明や調整、蟋蟀の運用テストなど全てを粛しゆく々しゆくと消化し、何の問題も特別な行動も起こすことはなかった。

　機械的なほどに模範的な態度だが、井い筒づつや万字の例を見るに、機械化手術を受けたからこうなったとは思い難がたい。他ならぬ巴自身が、鬼き虫ちゆうの核かくをただの傀かい儡らいとして調整するような真ま似ねは絶対にしない。

　であれば元々こういう男だったのだ。竜胆は庵の立ち回り方を直感で理解していた。

　このような人間はたまにいる。自分以外の全てから距離を置き、「観察者」としての立場を守っている者だ。これもまた、鬼虫になったとしてもそうそう変わるものではない性質ということだろう。彼と他者の間には、決定的な一線があった。

　仲間の過去について言げん及きゆうすることは禁じられている。同じ鬼虫であっても敢あえて仲間の経歴を教えられることはないが、実際に施せ術じゆつする巴と、隊長たる竜胆は全て知っていた。

　庵は、囚人だった。

　ある日、竜胆が廊下を進んでいると、ふと動体反応を感知したような気がした。足を止めて突き当りの薄うす闇やみに視線をやり、迷わず声を投げる。

「出て来い、庵」

　果たして言葉通り、角にはいつの間にか庵が寄りかかっていた。竜胆でさえ、迂う闊かつにまばたきをしたら視認が覚おぼ束つかなくなってしまいそうだった。

「──やっぱり気付かれるか。驚いたな」

「気配を消して歩くのは悪あく癖へきだ。是ぜ正せいしろ」

「そう？　でも少なくとも今のはわざとだったよ。あなたが気付くかどうか試したくてね」

「……なお悪いな」

　彼は鬼虫において、狙そ撃げき手しゆとしての役割を持っている。

　彼自身、小しよう銃じゆうや拳銃など個人が携けい行こうする銃器に親しみ、射撃のみならず整備までも得意とする。万まん字じの例に鑑かんがみるに、庵いおりのそうした部分も人間であった頃に染み付いたものだろう。

　そして隠おん密みつを是ぜとする狙そ撃げき手しゆとしての癖くせか、庵はしばしば姿を消すことがある。

　なにもどこかへ遁とん走そうするわけではない。ふと姿を見かけてもすぐ見失ったり、立ち話を切り上げて別れ際ぎわふと目を離した一いつ瞬しゆんに消えているなど、幽ゆう霊れいのようですらあった。

　彼自身の特別攻撃術が無意識に発動しているのかと思えばそうでもない。庵が術を発動して本気を出せばこんなものではないからだ。

「蟋蟀こおろぎには慣れたか？」

「問題ないよ。むしろ馴な染じみ過ぎて怖こわいくらいだ。この世にあれほどしっくりくるものがあるなんて思いもしなかった」

　言って、庵は女のような顔に微笑を浮かべた。

「そうか。なら良い。それで？」

「ん？」

「己おれを試すつもりで近付いたというだけではあるまい。用なら手短に話せ」

「……これもお見通しか。いや大したことじゃないんだ。少し聞いておきたいことがあって」

　竜胆りんどうは無言で先を促うながす。

「まず、あの虫は、喋しやべるだろう？」

「ああ」

　鬼き虫ちゆうのいわゆる「虫」と本体は、互いの脳と脳を接続し直接言葉やデータをやりとりする。

　これにも個体差があって、例えば本来電子戦を重視している蜻蛉とんぼ、戦闘以外の精せい密みつ作業も得意とする蜘く蛛もなどはかなりの頻ひん度どで本体に伝達事項を投げる。それ以外にも個々の言葉をよくよく吟ぎん味みしていると、虫の個体にも「性格」のようなものがあるようにも思える。

　蟋蟀はどちらかと言えば「饒じよう舌ぜつ」な部類に入る。その性質上、周辺の地形や気候のデータも識別し、庵に逐ちく一いち伝えるからだ。

「あれを聞いていると、なんとなく、漠ばく然ぜんと不安になることがあるんだ。自分が自分でなくなるような……そういうことは無いかなと思って。あなたは隊長だし、虫と一いつ緒しよにいることが一番長い。なんというか…………しっくりしすぎる」

　庵の方からこうして何かを言うこと自体が珍しい。

　一人でものを考えすぎるという点においては、ある意味で万字に似ているかもしれない。しかし似てはいてもやはり両者は違って、庵は自分の思考を基本的に表に出すことがない。

「いいや、無い。己は己だ」

「それは、蜻蛉も含めて……という事？」

「無論だ。──案ずるな。その程度でお前という存在は崩ほう壊かいしない」

　竜胆は、簡潔にそれだけ告つげた。

　庵は驚いて碧へき眼がんを見返した。お見通しか、というような静かな笑みがその頬ほおに漏もれる。

「……なりたてだから、かな。我ながらおかしな心配と思うよ。お化ばけを怖こわがる子供みたいだ」

「恥じる必要はない。恐れることそれ自体は極めて正しい感情だ」

「ああ……すまない、ありがとう」

　言って、庵いおりは消えた。

　あっという間に姿を晦くらました庵の気配の残ざん滓しを感じながら、竜胆りんどうは踵きびすを返す。

　不安定なまま安定している、庵はそんな男だ。彼はその精神の深部に「恐れ」と「不安」を飼い続けていた。他者から距離を置くのもその為ためか。

　だが、恐れは否定されるべき情動ではない。恐怖は自己とそれ以外を決定的に分かつ一種の境界線であり、肉体的にしろ精神的にしろ、己おのれを守ろうとすることはそれ自体が動物的に正しい行為なのだ。機械化手術を受けたからといって恐怖から目を背そむけると、本格的にただの道具へと成り下がるのだから。

　少なくとも竜胆は、そう思っていた。




　七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえでは、巴ともえ以来の女性の適性者ということになる。

　これ以降の鬼き虫ちゆうは、分類としてはいわゆる第三世代に当たる。各機の開発は順調に進んでおり、昭和七十年代の前期から中期にかけて、二人の適性者が現れた。

　その一人が、楓だった。

　それぞれの鬼虫にはそれぞれの特化性があったが、第一世代は多分に実験的要素を含んでいたことがその理由だろう。最初の三人が適合することで出したデータを第二世代に応用し、第三世代は完全に本体の適性を最重視した調整となっている。

　適性者を見出すのは、他ならぬ鬼虫そのもの。このことを、皆は「虫が選ぶ」と呼んだ。

　楓は民間から徴ちよう用ようされた女だった。

　盲めしいた目を治なおさずそのままに──というのは、彼女自身の希望であったという。

　竜胆は巴と並んで立ち、ドックにずらりと並ぶ「それ」を見ていた。

「これが全て子機か？」

「そそ。一機一機は弱いけど、偽ぎ装そうと逃げ足ならかなりのもんよ。もともと戦闘用じゃないし」

　数列に並んで隊たい伍ごを組む《蟻》の子機は、全て同じ姿かたちをしている。全長は一メートルほど、色は白、特別な武装は無いが格闘装備として鋭い顎あごを備えている。背部に搭とう載さいしているのは円状のレドームだ。数は目算でざっと二十。しかしこれは一部だという。

　そしてその中心にあるのは、子機よりも二回り大きな親機の蟻だ。

　最低限の機動力を確保した上で、全身を堅けん牢ろうな装そう甲こうで覆おおっている。全体としては子機と同じ蟻のフォルムを保っているが、群れの中心に鎮ちん座ざする様はまさしく女王と言うべき貫かん禄ろくだ。

　その中に楓はいる。

　ざわ──と、竜胆の脳のう裏りにざわめくものがあった。知覚がだぶるような感覚だった。自分の中にもう一人の視点が生まれて、それが自分の後頭部を見下ろしているような。

　今、蟻ありの群れではある特殊なネットワークが構築されている。整然と並んだ虫の間には漣さざなみのような「共有」の波動があり、竜胆りんどうが感じたものはその余波に過ぎない。

「はい完了。大丈夫よ楓かえでちゃん、出てきてー」

　巴ともえが声をかけると、親機の背部が音もなく開いて一人の女が姿を現した。

　体を外気に晒さらして軽く首を振ふると、髪がさらりと宙を泳いだ。楓は目を閉じたままの顔を二人に向け、鷹おう揚ように微ほほ笑えんでみせる。

「──これで、よろしいかしら？」

「うんうんカンペキ。さっすが、初めてとは思えないくらいだわ」

「ふふ、ありがとうございます」

　音もなく床に降り立ち、楓は二人の前に歩み寄って一礼する。楚そ々そとした立ち居振ふる舞いは絵に描いたような撫子なでしこのそれで、あらゆる意味で巴とは大違いだ。

　楓は目を閉じたままだが、そうとはまるで思えない。鬼き虫ちゆうとしての知覚能力の強化という以上に、彼女は「見えない」なりの世界の感じ方を知っているのだろう。

「そんで大丈夫？　疲れてない？　肩とか凝こってないかな？　……ほっといても凝ってそうよね？　なんならアタシが揉もんであげむぎゅ」

「あらいやですわ、巴様ったら。殿との方がたの前で……」

　指先で巴の鼻をむぎゅと押さえて制する楓。間合いの測り方も完かん璧ぺき。「やーん」と言いつつも嬉うれしそうな巴を一いち瞥べつするに留とどめ、竜胆は蟻の親機を見やる。

「……なるほど。いよいよ超常現象の域だが、実用できればこれほど有用なものもないな」

「そうでしょうか？　わたくしも、皆様のお役に立てればいいのですが……」

「完全に補佐だからね。縁えんの下の力持ちって奴やつよ、キミならばっちりこなせるわ」

　鼻はなっ面つらをさすりながら、得意げに胸を反そらす巴。

　彼女の特とつ攻こう術の名は《知覚疑験シムステイム》。

　その能力は、知覚と思念の伝達。いかなる媒ばい介かいも必要としないが故ゆえに何者の阻そ害がいも受けることなく、子機を通じてあらゆる情報や演算、感覚の共有を可能とする。一ひと言ことで言えばそれこそ空想科学に登場する精神感応テレパシーの能力だ。楓が強く念じれば、蟻のネットワークをもって受け手の知覚や思念をある程度操作することさえ可能だという。虫の本体の特攻術でしか実現しえない一種の超常現象だ。

「よしっと。んじゃアタシちょっと親機の方に手ぇ入れてくるから外はずすね。あっ、竜胆くんヘンなことしちゃダメよー？」

　言い残して、巴はたったか駆かけていった。竜胆はわずかに眉まゆをひそめ、楓は少し困ったように首を傾かしげた。

「……するのですか？」

「真に受けるな……」

　それはともかく、楓かえでをちらと一いち瞥べつして確認を取った。

「お前は七人目の鬼き虫ちゆうだ。先の六人のことはもう頭に入っているな？」

「ええ、もちろん。竜胆りんどう様に巴ともえ様、剣けん菱びし様、井い筒づつ様、万まん字じ様、庵いおり様…でしょう？」

「そうだ。先さき程ほど巴が言ったように、実戦ではお前は完全に補佐に回るだろう。前線に出る虫の性能と戦い方は全て頭に入れておけ」

「承知致しましたわ」

　頷うなずく楓の立ち居振ふる舞いはどこまでも様になっている。

　巴以来の女性ということもあるが、楓はこれまでの鬼虫の中でもやはり異質な雰ふん囲い気きを纏まとっている。軍属に限らずあらゆるところから引っ張ってきたのが鬼虫の適性者ではあれ、楓の姿はこうなってさえ、どこまでも「戦い」というものとは遠い存在に思えてならない。

　楓が参加することに対しては、井筒が物もの凄すごい反発を見せた。

「女ァ!?　どういうこった女ってなァ!!　ンな奴やつを鬼虫にするってんスか!?」

　要は女子供を戦場に出すなど言ごん語ご道どう断だん、ということだ。

　巴も女なんじゃないか──とはその場にいる全員が思ったことだが、同時に巴が女とも思えないということもわかるので何も言わないでおいた。当時まだ一応の紅こう一いつ点てんだった巴が一人だけ「あれ？」という顔で周りを見ていたことは黙もく殺さつする。

　ともあれ、井筒の言うことにも一理はあった。

「しょーがないでしょー。手段があって、目的があって、その鍵かぎがあって──虫が選ぶんだから。それに状況はいよいよ緊迫状態にあるわ」

　巴はそう返して、独ひとり言ごとのように付け加えた。

「……だいじょぶ、最後まで責任は取るわよ」

　小声だったが、竜胆には聞こえた。それが妙みように頭の中に残っている。

　なんにしろ、結果的に楓はここにいる。それが自身の決定でもあることを竜胆は知っているから、今いま更さら彼女がここに立つことにどうこう言うつもりは毛もう頭とうない。

　だが──

「竜胆様？」

　時間にして数秒程度の思考に、楓の声が挟はさまった。

　我に返る。らしくない、と自分でも思った。

　楓を案じる気持ちは当然ある。もっともそれを言うなら自分以外の全ての鬼虫に対してそうで、彼らの意思を尊重しつつも、壱いち番式の竜胆は彼らの行く末について余よ計けいな憂ゆう慮りよをすることがしばしばあった。要いらぬ世話だと自覚している為ため、他の誰にも言っていないことだが。

　楓は閉じたままの目をゆるやかな曲線にして、穏おだやかに言った。

「大丈夫です。わたくしの心配は無用ですわ」

「……。迂う闊かつだな、無意識に口に出していたか」

「竜胆りんどう様が今お考えになっていることくらい、声に出さずともわかります」

「それはその力でか？」

「まさか。女の勘かん、とでも申しておきましょうか」

　指先で自分の口に軽く触れ、楓かえでは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えむ。

　一見、清せい楚そな印象を与える楓も、口を開けば存外飄ひよう々ひようとしたものだ。微笑む楓には、何もかも包み込むような不ふ思し議ぎな大らかさがあった。

　それでいて、相手の心の内を見み透すかす鋭さもある。閉じたままの瞳ひとみが何を「視みて」いるのかは、竜胆にさえわからない。

「──お優しいのですね。わたくしは恵まれています。ただ竜胆様、あまりお一人で抱かかえ込まれませぬよう、ご自愛くださいませ」

　どうやら、そこまで見透かされていたらしい。

　竜胆は目を伏ふせ、軽くため息をついた。

「努力する。お前こそ、今は自分を最優先に考えろ」

「ふふ。善処しますわ」

　ぺこりと一礼して去っていく楓。それを見送りながら、竜胆はやれやれと首を振ふる。

「……鬼き虫ちゆうの女は曲くせ者もの揃ぞろいか」

　そして近いうちにもう一人、竜胆曰いわくの「曲者」の女が加わることとなる。




　八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎは、まだ年とし端はもいかない少女だった。

　当然また井い筒づつが猛反発した。女子供を戦場に出すなど言ごん語ご道どう断だん、しかも今度は女で子供となると井筒にとっては二重によろしくない。巴がまた「アタシは？」という顔で周りを見ていたことはやはり黙もく殺さつされた。

「納得いかねェ!!」

　卓に拳こぶしを打ち付け、井筒は吼ほえた。

「なんだってガキを加えなきゃならねェんスか姐あね御ごッ！　オレァやっぱりどうしても呑のみ込めねェ！　そんなヤツを鉄てつ火か場ばに出すなんざ認めらんねェッスよ!!」

「その話は楓ちゃんの時もしたでしょ？　蟻ありの機動は見たじゃない、何の問題も無かったわ」

　この時点で鬼虫は既すでに実戦に投入されている。最前線に立つ井筒は、確かに楓の的確な補佐を受けていた。

「んぐ……ッ！　楓のヤツはギリギリいいとして！　つーかそれとこれとは別ッス!!」

　いつも刺とげ々とげしい井筒に「ギリギリいい」と言われて、楓は頬ほおに手を当てにっこり笑った。

「まあ。ありがとうございます」

「褒ほめてねェよ！　おい剣けん菱びしテメェもなんか言え！」

　井い筒づつが話を振ふると、隣となりで船を漕こいでいた剣けん菱びしがぱちりと目を覚ます。

「………………。あ、悪わりぃ聞いてなかった。何が？」

「寝てんじゃねーよ!!」

　手元に目を落としていつも通りにペンを走らせていた万まん字じがふいと顔を上げ、

「ぬーん。言いたいことはわかるがね井い筒づつ氏。鬼き虫ちゆうが一機いるのといないのとでは大違いであることは承知の筈はず。それで生き延びる味方がいることも考慮すればもはや個人の問題ではなく……ふむ、それにしても少女と巨大兵器……これはなかなか絵になるのではないか……」

　これまで黙だまって話を聞いていた庵いおりは、井筒の主張に歩み寄りを見せた。

「けど一理はあるよ。鬼虫の性能に性別や年齢は関係ないなんて百も承知だけど……そういう子は、できることなら戦いと関係ない場所にいて欲しい。……僕なりに君の考えを解釈してみたけど、合ってるかな、井筒？」

「なッ……わきゃねーだろ！　ガキが出てこられっと目め障ざわりで仕方ねェっつってンだ!!」

「合ってるんだね」

　巴ともえは頬ほお杖づえをつき、複雑な表情で返す。

「そりゃ確かに他に適性者がいたらそうするって手もあるわ。でも、これまでも相当待った。別の誰かが見つかるまで待ってられるとは思えないわね。──竜胆りんどうくんはどう思う？」

　腕組みをする竜胆に視線が集中する。

　特に迷うことはない。竜胆の答えは、いつも一つだった。

「決めたのは、あの娘だ。最終的な決定権は本人に委ゆだねられる。その意思を無む下げにはできん」

　結果として、その少女は八番式の蜉蝣かげろうの本体として加わった。

　これまでの七人とはまるで違うタイプの少女で、初めて見た時に少なからず面めん食くらったことを覚えている。底抜けに明るく、どこか暢気のんきで、優しい娘だった。

　ある時ある前線基地で彼女と話した内容が、竜胆の記憶に色濃く残っている。

『状況を報告しろ』

『こっちは問題ねえ、ちまちました襲しゆう撃げきはあったが虫を見りゃ撤てつ退たいしていったよ。その内でけえ機き甲こう部隊でも持ってくるか、さもなきゃ夜襲でも仕し掛かけるてくるかもしれん。警けい戒かいしとく』

『了解した。こちらも似たようなものだ。南部は任まかせる、変化があれば報告を。以上だ』

『あいよ』

　剣菱との遠距離通信を終え、竜胆はふと周囲を見渡す。

　空気が湿っている。山中に隠かくされた基地で、そう遠くない場所に無む辜この民の生活圏が広がっていた。避難は問題なく済んでいる筈だが、本格的な戦闘が始まれば絶対に安全とも言い切れまい。余裕がある内に今一度確認をしておくべきかと考えたところで、ふと声がかかった。

「──あ、いたいた。竜胆ー」

　ふと、視界に光が散った。

　錯さつ覚かくかもしれない。頬ほおを撫なでる涼りよう風ふうに振ふり返ると、声の主が駆かけてくるのが見える。

　無む明みようの柊ひいらぎは、「冬」のような少女だった。

「柊か。どこへ行っていた」

「うん、あのね……よっとと」

　腰こしの辺あたりまで伸びた色の薄い髪が、忙せわしない足取りに応じてふわふわ揺ゆれた。同じようにはためくのは季節お構いなしに巻かれたマフラーで、このじめじめした場所では暑そうにも思えるが全くそうは見えない。むしろ、かえって涼すずしげだった。

　柊は手に持った袋を広げて、自慢げに竜胆りんどうに見せた。

「はい、じゃーん！」

「……なんだこれは？」

「梨なし！　村の子に貰もらったんだー。せっかくだし一いつ緒しよに食べようよ！」

　また避難民の子供と遊んでいたらしい。

　柊のこの手の行動に苦く言げんを呈ていしたところで無意味なことは、竜胆も十分承知している。

　鬼き虫ちゆうや作戦に関する守秘義務は守っているし、一応は一線を引いて接しているようだから無理にやめさせる必要はないのだが、行く先々で人々と仲良くなる様子ではかえって疲れるのではないかと思わなくもない。

「？　どしたの、梨キライだった？」

「いや。呆あきれているだけだ」

　えー、柊が口を尖とがらせるのにも構わず、袋から小ぶりな梨を一つ掴つかみ取る。

　緊張感に欠けはするが、一個人としての竜胆は柊のそういう性質が嫌きらいではなかった。竜胆は少し歩いた先にある川に向かい、梨をざっと洗って水を払い、構わずそのまま齧かじり付く。

　とてとてついてきた柊が竜胆の真ま似ねをして、小さな口で梨を齧った。

「おいしいね」

「ああ」

　最強の自律型機動兵器の本体が二人、小川のほとりで並んで梨を食べている。

　頭の中で今後の予定と作戦について考えを巡めぐらせていた竜胆だったが、ふと視線を感じて横を見ると、柊がこちらをじっと見上げている。

「なんだ」

「竜胆ってさ。結構一人でいることあるよね。知ってるよ、私」

「それがどうした？」

　特に意識していたわけではないが、確かに言われてみればそうだ。

　ここ最近はあちらこちらを飛んでいるから鬼虫の面々が揃そろうことも少ない。しかしそうでなかった時でも、竜胆は一人で物思いに耽ふけっている時がしばしばある。

「そういう時って大体いつも難しい顔してるからさ、いろいろ考えてるんじゃないかって。私としてはちょっぴり心配なわけです」

　柊ひいらぎはこれまでの七人と比べても格段に若い。それ故ゆえに純粋で、能のう天てん気きに見えて物事の本質を見み極きわめることに長たけている。何も考えていないようでいて、意外と思し慮りよ深いのかもしれない。

　そういえば、と楓かえでに言われたことを思い出した。あまり一人で抱かかえ込むな、と。

「……そうだな、考えねばならんことは山ほどある。この戦争のことや、お前達のことや」

「それって、私みたいな子供まで鬼き虫ちゆうにしなきゃならなかったことについて？」

　当たっていた。

　沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取り、柊は続ける。

「後悔してる、とか？」

「少し違うな。己おれが悔くやんだところで意味の無いことだ。その権利も無い」

「そう？」

「決めたのはお前だ。お前自身が後悔していなければ、己はそれでいいさ」

　──本当にそうか？

　とうに定めた筈はずの答えについて、頭のどこかで疑問視する自分がいる。

　決めたのは彼女の意思だと。その決定を尊重するべきだと。本当にそうなのか。

　確かに、最終的に鬼虫であるという道を選び取るのは適性者本人だ。竜胆りんどうから柊に至るまで必ずそうしてきた。だが、もしそれぞれの適性者が首を横に振ふったとして、彼らが日常に帰れる可能性は果たしてあっただろうか。

　彼らには彼らなりの理由があり、複雑に絡からまりあった不ふ可か視しの糸によって最初から道は絞しぼられていたのではないか。これは竜胆自身覚えていないことだが、かつて朽くち木き才さい蔵ぞうが阿あ達だち静しず馬まに言ったことが結局のところ正せい鵠こくを射ていたのではないか。

　──捨てるに惜おしいもんを持ってる奴やつぁ最初っからこんなヤマに首なんざ突っ込まねえさ。

　静馬はそうだった。才蔵もそうだったのだろう。

　他の者もそうだったのだろうか。柊はそうだった。まだ見ぬ九番式も、そうなのか。

　言葉を切った束つかの間まの沈黙に、柊は竜胆の中の何かを見た。

「でも、なんだか悲しそうな顔してる」

　表情を変えたつもりはない。

　上目にこちらの表情を窺うかがう柊。彼女にはそう見えたのだろうか。夕日と同じ色をした目を見返して、竜胆はどう返したものか少し迷う。川の流れと、風に葉が揺ゆれる音が聞こえた。

　梨なしを持ってこちらを見上げる少女は、どこまでも無む垢くにこちらの心に触れる。

「己は、悲しそうに見えたか？」

「うん。ちょっとだけ」

　悲しいのだとしたら、自分は何を悲しんでいるのだろうか。
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　そうか──とだけ返し、そこでまた少し沈黙があった。柊は勢い込んでわしわしと梨を齧かじり進め、あっという間に芯しんだけにしてしまう。ふうと一ひと息いきついて、頭の中で何事か考えをまとめる気配。ややあって、改めて口を開く。

「──、ん。そうだね。私は、私が決めてここにいる。前のことは覚えてないけど、無理やり連れてこられたんじゃないと思う。だってそれは竜胆りんどうが許さないでしょ？」

　合っている。竜胆は柊ひいらぎの過去を知っている。

「けど、私が捨てたのは、きっと大事なものだった」

　それも合っている。柊は自分の意思で自身の人生を捨てた。恐らくは平へい穏おんに暮らせた筈はずの、少なくとも戦いとは縁のない「ただの少女」であることをやめた。

　柊は目の前の小川に靴の先で触れ、それでも笑った。

「だからここにいる私には、それを捨てるほどのもっと大事な理由があったんだと思う」

　柊は、孤児院の出だった。

　彼女が最年長で、他の子供達は大きくて十歳程度。今にも崩くずれ落ちそうな小さな院だった。柊はお姉ちゃんと呼ばれていて、経営難にあった孤児院の中で子供達と親しみ、一人しかいない年老いた院長を支えていた。もっと大きくなったらすぐに働くつもりでいたようだ。

　そこに通達が来た。

　鬼き虫ちゆうの一員となれば、軍部から多額の報ほう奨しよう金が出る。吹けば飛ぶような小さな孤児院には有り余るほどの金で、それさえあれば経営難から脱するなど簡単なことだった。

　彼女は迷わなかった。知るのは本人と院長のみで、快かい諾だくした少女に対し院長は最後の最後まで止めようとしていた。表向きは、どこか遠くに奉ほう公こうに出ると伝えられた。

　子供達は泣いていた。柊ひいらぎは、朗ほがらかに笑っていた。

　その場で彼女を迎えた竜胆りんどうはあの時の光景をよく覚えている。行こうか──明るくそう言って車に乗り込み、少女は自分の家に大きく手を振ふった。それが彼女の意思だった。

　──戦争に出るんでしょ？

　そうだと答えても、彼女は悲しむ素そ振ぶりを見せなかった。

　──だったら私、みんなを守れるってことだ。あはは、なんだかカッコいいねぇ。

「……そうだな。それは己おれが保証する」

「うん」

　思えばらしくない話をしたものだ。余よ計けいなことを考えている時ではあるまいに。竜胆は頭を切り替え、いつの間にかこちらも芯だけになっていた梨なしを見下ろして、柊に手を伸ばす。

「？」

「もう一つ貰もらおう」

「あは。はーい」

　彼女は何も悔くやんではいない。それに対し竜胆ができることは、どの道いくらも無い。

　柊がここに立っているのならば、自分は鬼虫の長として彼女に空戦の技を教え、生き残るように導くのみだ。他の全員に対してもそうだ。壱いち番式の使命は、部下を導き、彼らの意思を完かん遂すいさせることなのだから。
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　そして竜胆は彼らを率ひきいて、ある一つの確信を持つに至る。

　人を捨て兵器となった身でも、その者にはその者の独立した意思と人格がある。

　共にいた八人の中で、全く同じ考えを持つ個人は一人としていなかった。

　本来、人格というのはその人間が今こん日にちここまでの人生において集積した経験によって形成されるものだ。誰と出会い、どのようなことを体験し、どう思考したのかの軌き跡せきがすなわち個人の人格だと言っていい。

　だが人間には、これまでの軌跡を失って、それでもなお消えない部分がある。

　記憶よりもなお深くその人間に染み付いた意思は、人を「自分」たらしめる最大の要素にして、自分と他者とを決定的に分かつ境界線だ。

　そのようなものを、あるいは「魂たましい」と呼ぶのかもしれない。

　仮説と呼ぶにもいささか馬鹿馬鹿しさが残る。誰にも言ってはいないが、いつからか竜胆はそれを信じることにしていた。鬼き虫ちゆうだけではない、敵味方の兵士にも根底に染み付いた意思の基盤があるのだ。

　煎せんじ詰めれば、竜胆りんどうの思想の根本には、そうした「意思」なるものへの憧しよう憬けいや敬意とも言うべき信頼があった。
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　そして最後に、九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜ように関して言うなら──

　戦争の終結から更さらに、二十年ほど時を下らなくてはならない。

　荒廃した灰色の廃はい墟きよのこと。語るべきは仲間を失った二匹の虫──昭和八十一年の夏の、防ぼう衛えい都市《尽じん天てん》で起こった出来事について。

　廃都市の真っ暗な夜空を飛ぶ二機は、一機は銀の、もう一機は金の軌跡を闇やみに引いた。

『──本当に、生きている者は誰もいないのか？』

　悄しよう然ぜんとした呟つぶやきが電脳に届く。

　竜胆は答えない。周辺をサーチして、次に取るべき一手をただ冷静に模も索さくしていた。眼下には気の遠くなりそうな虚きよ無むが広がっていた。地上のどこかで瓦が礫れきが転がる音さえ明確に届く。

『竜胆……』

　少年の声から力は失せている。無理もない。鬼き虫ちゆうの仲間が失われたのだ。表面上は仲間意識など持っていないことを装よそおっていた九曜だが、取り繕つくろう余裕など欠片かけらも残ってはいまい。

『滅ほろびはせん。人は今なお地下で眠っている筈はず。いずれ、この国は新たな世代に継つがれる』

　静かにそう答えると、暫しばしの沈ちん黙もくの後、彼は重々しく問うた。

『…………どうする、竜胆。小しよう生せいはまだ戦える。敵の残党を探さがし、狩りに回るか』

　どうすればいいのか教えて欲しい──言葉の裏で彼はそう言っていた。

　九曜にとって、思い付くことはもはや戦いしか無かった。その胸中には間違いなく「敵」への復ふく讐しゆうの一念があったに違いない。九曜の精神は著いちじるしく安定性を欠いていた。

『否いな。もう残ってはいまい』

『ならば……鬼虫は、どうすればよいのだ』

　蜻蛉とんぼの翅はねの形を成なしていた液体金属《水みず鉄かね》がどろりと流動する。それらを構成する幾億幾兆ものナノマシンを一つ一つ認識しながら、ただ淡々と、冷れい徹てつに返す。

『新たな世代は、戦いの無い世代だ。それを望む。そして、その時代に、己おれは無用』

　竜胆はもはや確信している。

　この男を放置していると、遠からず最悪の暴走兵器となる。

　そして同時に、自分自身の電脳が変調を来きたさないとも言い切れない。

　答えは一つだった。機体を反転させ、識別信号を抹まつ消しようし、蜻蛉はその銀の刃を閃ひらめかせる。

　誰もいなくなった廃はい墟きよでの空戦は、ものの数分で終わった。戸と惑まどいながらも応戦する蜂は、それでも確実に腕を上げていた。殺さないようにするには多少の努力が必要だった。




　蜂はちを落とし、蜻蛉とんぼは音もなく軍道九十九号線の入り口に降り立つ。

　墜つい落らくしていく蜂の怨えん嗟さを覚えている。これで良い。あとは、待つ最中にやることがある。

　尽じん天てんの地下には、人々が眠る大型の地下壕ごうがあった筈はずだ。

　その一方で、激戦区となったこの都市の周囲には夥おびただしい自律兵器がいた。

　尽天だけでなく、近きん隣りんの死にはぐれた機械兵もここへ行き着くだろう。その総数たるや数え上げるのも馬鹿馬鹿しいほどで、彼らが大挙して地下に押し寄せれば生存者が幾らいようと一時間と持つまい。

　彼らの為ためと己おのれの為、二つの理由を加味して竜胆りんどうは冷静に自己の行動を決断する。ある時蜻蛉は、自身の識別信号を消した上での広域の救難信号を飛ばしたのだ。

　相手にとって未定義個体の信号は、自動的に「敵」と見み做なされる。廃墟で蠢うごめく兵器達に対する事実上の宣戦布告だった──敵はここにいるぞ、己おれを殺しに来い、と。

　そうして二十年もの長きに渡り、一匹の蜻蛉が廃墟に留とどまり続けることとなる。周辺の自律兵器は、実にその九割近くが蜻蛉に斬きられて機能を停止した。

　ただ、待っていた。

『▼告／待機状態、八百六十五日ト十二時間ガ経過。本体ノ脳波ニ乱レアリ』

『……案ずるな、まだ狂わんさ。やることが残っているからな』

　自みずからの辿たどった道を飾り立てるつもりは毛もう頭とうない。往ゆく道にあったのはありのままの火と鉄と屍しかばねであり、腥なまぐさい血の大河であり、地じ獄ごくのような死の荒野だった。今いま更さら、有ゆう終しゆうの美を飾ろうなどとは考えるも愚おろかであると自覚している。

　誰にも知って欲しいとは思わない。これは単なる自分の我わが侭ままに過ぎない。

　果たすべき義務ではなく、竜胆自身の魂たましいが望むことだ。

　十八年目にして人間が目覚めた。彼らと九く曜ようが出会うことは、計算にはなかったにせよ、あるべきこととして望んだ。竜胆にとって人々はある意味、九曜に対する人質でもあった。

　九曜の「スイッチ」を入れ、そこに秘める真の力を引き出す為ために。

　幾つもの、幾つもの夜を越え、蜻蛉はそこに居続けた。

　人々に立ちはだかる物狂いの鬼き虫ちゆうとして。いつか、その頸くびに届く刃を待ちながら。
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　あるいは、長い長い時間の中でふと、心の内を掻かいた記憶の残ざん滓しに関して言えば。

　そのことを竜胆自身は覚えていない。脳の奥深くに封ふう印いんされた記憶であるから、それが自身の少年期の体験であったことも自覚してはいない。休眠状態にあった時の夢としてぼんやりと浮かび上がる、手の届かない光景に過ぎない。

　父が死に、兄と弟の道はどこかで分かれた。

　もはや遠い昔、全てが変わった、あの蜻蛉とんぼの夏。
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　そして現在──昭和一〇一年、黒くろ塚づか部隊のある拠きよ点てんにて。

　その碧あおい眼めが開いたのを、男は確認した。

　狭せまく薄暗い一室。外は昼も夜もなく異様に静かで、ただみっしりと詰まった機材の駆く動どう音のみが聞こえる。密室の中心には縦たて二メートル横一メートル程度の、ベッドや手術台と言うには無ぶ骨こつすぎる台座がある。

　男は、そこに横たわる竜胆りんどうを見下ろしている。

　後ろに撫なでつけた黒髪、場所と季節を問わず全身を包む分厚い軍服。光を照り返さない真っ黒な瞳ひとみは、その表層に何の感情の気配も感じさせない。徹底的なまでに無表情なこの男は、目の前で眠る竜胆と面おも影かげに似たところがあった。

　甲こう虫ちゆう式／特機一号丸《兜カブト》の虎杖いたどりである。

　またの名を黒塚夕せき馬ま。そして、何十年も前に捨てたもう一つの名を、阿あ達だち夕馬という。

「吾わたしを覚えているか」

　何の前置きもなく問う。

「──」

　竜胆はゆっくりと上体を起こした。

　虎杖のそれとは対照的な白い軍服が、薄暗い密室で奇き妙みように映はえた。後ろで結っていた銀髪は解け、ばらばらの乱れ髪になっている。額ひたいと目め許もとを隠かくす前髪を搔かき上げ、沈ちん黙もくする。虎杖の質問へもすぐには答えられない。

　──何な故ぜだ。

　──己おれは、死んだ筈はずだ。

　あの尽じん天てんの海で起こったことを覚えている。間違いなくこの身に起こったことだ。それを証明するのは、指先の「ある感覚」だった。額にはっきりと刻きざまれた、刃の傷きず痕あとだ。

　横目を流して虎杖を見る。その姿には覚えがある。

「……黒塚夕馬。暗部の特トク四ヨン〇マル四ヨン旅団、黒塚部隊の隊長──。自分は直接お会いしたことはありませんが、話は聞いています」

「なるほど。それが今の貴様の認識か」

　笑うでも怒るでもなく、虎杖はただ淡々と返した。

　突然、竜胆を頭痛が襲おそう。

「く、」

　自分で発した言葉が持つ強きよう烈れつな違和感に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　黒くろ塚づか部隊のことは竜胆りんどうも知っていた。鬼き虫ちゆうの九機のように前線には立たず、裏の汚れ仕事を請うけ負っていた隊であり、隊長の名は黒塚夕せき馬ま。だが知っていることと言えばそのくらいだった。黒塚部隊はその性質上決して表舞台に立つことはなく、誰がどれほど在隊していたのかもわからない。だからその隊長であるところの黒塚の顔もまた、知らない、

　筈はずだが。

　四し天てんの竜胆としての知識と、今この頭の中で芽め吹ぶいた記憶が認識にずれを生んでいる。

　自分は、この男を、知っている。

「いつまでも目を逸そらせるというものでもあるまい。違うか、阿達静馬？」

　その名は、かつて持っていた人間としての自分のものだった。

　それが決め手となり、記憶が僅わずかに蘇よみがえる。星ほし鉄がねの素そ子しが疼うずき、竜胆は思い出した。

　自分の正体と、目の前の男の正体を。

「……捨てた名です」

　虎杖いたどりから目を離さず、静かに返した。

　阿あ達だち静しず馬まと夕馬。互いの本名と立場を理解した上でしかし、竜胆はあくまでも自己を鬼虫として、虎杖を黒塚部隊の長として接する。

「自分は、鬼虫の壱いち番式であります。人であった時期があったとて、それらは全て過去に捨て去ったもの。今いま更さら拾い上げることなどありますまい。貴官もそうなのでしょう──黒塚隊長」

　竜胆はこの時点で、虎杖が機械化手術を受けていることを見抜いていた。

　この男が「兄」ならば、年齢が計算に合わない。外見だけから判断すると、心身共に健康な三十がらみの男といった風にしか見えない。であれば、機械化して老化が止まっていると考えるべきだ。

　虎杖は竜胆の態度に腹も立てない。黒い瞳ひとみはどこか観察的で、何を考えているのか竜胆にもわからなかった。

「そう言うな。数十年ぶりの再会だ、積もる話もあろう」

　今のところ敵意は感じない。竜胆は頭の隅すみで思考を続け、知るべきことを整理した。

　試しに周辺をサーチしてみたが、この部屋には強力な防ぼう壁へきが張られていて電子索さく敵てきが上う手まくいかない。まずもって状況が何もわからない以上、迂う闊かつな手は控ひかえるべきだ──竜胆はそう判断した。

「ならば、幾つか質問があります」

「流石さすがに冷静だな。いいだろう」

「今はいつですか」

「昭和一〇一年の十月だ。お前が撃げき墜ついされてから二ふた月つきと経たっていない」

「蜻蛉とんぼはどこに？」

「格かく納のう庫こに保管してある。安心しろ、損そん傷しようは殆ほとんど無い」

　やはり、蜻蛉もまとめて回収されているようだ。

　一度は死んだ自分を蘇よみがえらせたということは、虎杖いたどりが率ひきいる隊はどこかで星ほし鉄がねを得たということになる。そしてそれを自分に仕込んで再さい覚かく醒せいまで持ち込んだということは、それが可能な技術者をも抱き込んでいるということだ。

　そして彼らは、いずれまともな手順でここまで漕こぎ付けたわけではあるまい。

　ここまで来れば理由にも大おお方かたの察しはつく。竜胆りんどうは確認の質問を投げる。

「……何なに故ゆえ、自分を覚醒させたのです」

「貴様には有用性がある。過去を捨て、兵器としての道を選び取ったのなら、最後の最後まで使い潰つぶされる程度の覚かく悟ごはしている筈はずだ。さて──そろそろ『管かん制せい下』に入ってもらおうか」

　──。

　不意に、頭の中に「何か」が触れた。

　知っている感覚だった。接続リンクの前触れだ。電子干かん渉しようではない。それよりもっとずっと深く直接的な、単なる機械技術では再現不可能な、一種の超常現象──

　──神タ経キ加オ速ン!!

　迷わず、発動する。

　竜胆の知覚が加速した。

　発動時間はたったの０・１秒。それでいて主観では何千秒にも匹ひつ敵てきする超加速の世界に、竜胆は一いつ瞬しゆんで突入する。自身の電脳への干渉を解かい析せき。あらゆる電子手段に該がい当とうしない「それ」に対して光学神経の幾つかを閉じ、脳への接続を強制切断する。

　竜胆は眉まゆ一つ動かさずそれをやってのけた。

　そしてまた虎杖も、表情一つ変えず見守っている。

「もう一つ、質問があります」

　竜胆は虎杖を見み据すえ、静かに問う。

「──楓かえでに何をした」

　ざわ。

　一段低い声と共に、竜胆の纏まとう空気が激変した。

　今の干渉は、間違いなく七番式・霖りん鬼きの楓の《知覚疑験シムステイム》のそれ。しかも補佐として情報の共有を行うような接続ではなく、完全に支配権を奪うばいにかかる干渉だった。楓がこのような強硬手段を取る筈はずはない。

　まだ手の内がわかったわけではない。だがこの一手で、竜胆は虎杖を完全に「敵」だと認識した。気配が瞬時に切り替わり、狭せまい室内の空気が張り詰める。びりびりと響く敵意を全身に感じながら、虎杖は涼すずしい顔で返す。

「この程度の干かん渉しようは容た易やすく撥はね除のけられるか……。流石さすがに、神タ経キ加オ速ンは伊だ達てではないようだ」

「質問に答えろ」

「なに、機能を有効に使っているまでのことだ。兵器は兵器らしく、道具は道具らしくな」

　竜胆りんどうが仕し掛かけた。

　予備動作の一いつ切さいを省略して体たい躯くを翻ひるがえし、死角から踏み込んで突きを放つ。立てた二指を針と見立て、虎杖いたどりの眼球を貫通してそのまま脳のう幹かんまで貫き通す軌き道どう。

　虎杖の体表面付近の空間が歪んだ。

　合わせて虎杖が片腕を掲かかげる。防ぼう御ぎよの形に固定化された《波は動どう》が一気に噴ふき上がり、竜胆の突きを外側に逸そらした。顔面のすぐ横を高速で過ぎた腕を掴つかみ取り固定する。

　ほんの僅わずかに掠かすめた虎杖の頬ほおが、鋭利な刃物で斬きられたようにぱっくりと裂さけていた。水みず鉄かねは別所に保管している為ため、これは純粋に竜胆自身の体術だった。

　頬の傷から垂れた血液を舐なめ取り、虎杖は至近距離から竜胆を見つめる。碧あおい瞳ひとみはどこまでも冷静で揺ゆらぐことを知らず、この状況でさえ全く折れない戦意をありありと感じさせた。その体が音も無く沈み、残った左手がゆらりと開く。

　──使うつもりか。

　神タ経キ加オ速ン。その「世界」に至った竜胆を正面から止めることは不可能に近いということを、虎杖は深く承知していた。それでも、相あい対たいする虎杖は慌あわてる素そ振ぶりも見せない。

「貴様ほどの男を前に、吾わたしが何の用意もなかったとは思うまい。──さしもの壱いち番式といえ、目覚めたてで少し勘かんが鈍っているようだな？」

「！」

　竜胆の動きが止まった。

　彼の後頭部には、いつの間にか忽然と出現した銃じゆう口こうが押し付けられている。

　銃口を起点として、銃身が姿を現す。八洲やしま軍正規採用の自動拳銃が照明を照り返し、それを握にぎる右手が露あらわわになり、連なる腕と身体からだ、そして顔が完全に現れた。

「……庵いおりか……？」

　竜胆は、最初そこにいる者が本当に庵であるかどうか判断しかねた。

　いつの間にこの空間に身を隠かくしていたのか。気配さえ完殺するステルス能力は明らかに通常装備のそれでなく、疑いようもなく六番式・鉤こう行ぎようの庵の《幻影擬態フアントム》だ。

　だが、後ろに立つ庵が本当に彼であるかの確信が持てない。気配が違いすぎる。

　肩越しに振ふり返ると、彼の「仮面」と目が合った。

　庵は今、顔の上半分を機械仕掛けのヘッドギアで覆おおっている。鼻から上がほとんど覆い尽つくされ、見知ったあの憂うれいを湛たたえる目を見ることはできなかった。代わりに竜胆を捉とらえ続けているのは、ギアの目の辺あたりにある無機質なカメラアイだ。

　これが庵であったとして、いずれまともな状態ではなかった。

　何な故ぜこのようなことをするのか。考えるまでもない。

「──これ以上、何と戦うつもりだ」

　虎杖いたどりは答えない。

「戦争は終わった筈はずだ。己おれは荒れ果てた国をこの目で見た。死んだ鬼き虫ちゆうを手に入れて、何と戦う。何故、戦う……！」

　虎杖は質問には答えず、ただ鼻で笑うのみだった。

「……ふん。同じことを、九番式が言っていたな」

　九番式。

　あの夏に蜻蛉とんぼを撃げき墜ついし、生き延びた少年。あそこから何も無ければ今も生きている筈だが、今やその安否すら危ぶまれる。奴やつと会ったのか──そう言おうとした時、虎杖の手に更さらなる力が籠こもった。掴つかみ取られた竜胆の腕が「みり」と軋きしみ、骨格にまで五指が食い込む。

　口の片かた端はしを吊つり上げ、虎杖は厳然と告つげた。

「問答は終わりだ。今度は出力を上げるぞ」

　接続。

　虎杖の体を介して、接触状態からの知覚疑験シムステイムが撃うち込まれる。

　強きよう烈れつな干かん渉しようは、当時の楓かえでの能力限界を明らかに凌りよう駕がしていた。対応が遅れた一いつ瞬しゆんに脳をこじ開けられ、どこか懐なつかしくさえある思念干渉に絡からめ取られて、竜胆りんどうは力を失う。

　しかし。

「────」

　彼は、それでさえ数秒耐えた。

　碧へき眼がんをひたと虎杖に据すえ、強きよう靭じんな眼光にて虎杖を刺し──僅わずかな沈ちん黙もくの後、やっと意識を失う。その様子を確認して、背後の庵いおりは拳けん銃じゆうをホルスターに納める。

「……何と、何故、戦うだと？　貴様が私にそれを問うとはな、静しず馬ま」

　ともあれ、目的は果たした。目覚めたばかりの竜胆は流石さすがの冷静さであったが、あまり意識を保たせておくのも危険だ。このまま蜻蛉とんぼと共にこちらの手て駒ごまとなるべく調整しなくてはならない。目配せすると、庵は音も無く消える。

　艦かん内ない無線で技師を呼び戻そうとした時、ふと扉の外に気配を察さつ知ちする。

　事が済むまで外はずせと言こと付づけていた以上、技師の一人ではないだろう。虎杖は床に倒れ伏ふした竜胆をもう一度台に横たえ、片手で重い機密ドアを開いた。

　立っているのは、一人の女だった。

　年の頃は二十に届くかどうかといったところ。この無ぶ骨こつな艦内にはあまりに似つかわしくない姿だが、その顔付きは異様に落ち着いている。どこか高貴な印象を与える美しい顔立ちも、能面めいた無表情では華やかと言うには足りない。濡ぬれ羽ば色の長い髪の奥に光る瞳ひとみは、上目に虎杖をじっと観察していた。

「お目覚めですか。しかしあまり動き回るのは感心しませんな」

　彼女は時としてこのように艦内を徘はい徊かいする。普段はほとんど何もせず何も言わないのだが、退屈しているのか、それとも何か思うところでもあるのか。

　少なくとも今回は、竜胆りんどうに興味を持って来たのだという程度には推測できた。

　その通りと見えて、女は虎杖いたどりの横から顔を覗のぞかせ、眠る竜胆を見つけて聞く。

「……リンドウというのは、あいつか？」

「いかにも、あの男が四し天てんの竜胆。『最強の鬼き虫ちゆう』にして、本官の愚ぐ弟ていであります。残念です。もう少し早くおいでになっていれば、会話もできたでしょうに」

　女はとぼとぼとした足取りで室内に入り、眠る竜胆を見下ろす。

「こいつは、おまえの弟なのか？」

「はい。血縁といえど人であった頃の話でありますれば、数十年ぶりの再会になりますが」

「……そうか」

　何を思うか、白く細い指先で竜胆の頬ほおに触れ、女はゆっくりと問うた。

「──おまえたち兄弟は、どこで道を分かたれたのだ？」

　虎杖は薄く笑う。

「長い話になります。全てが終わった後にでも、腰こしを据えてお聞かせ致しましょう」

　その女の纏まとう気配は、家に帰れなくなった迷まい子ごのそれにも似ていた。

　出会った頃からいつもそうだった。

　短い付き合いではない。この女もある時点で自分の時を止めている。長らく続いた停滞の中にあって、共にいた時間は長くとも腹の底を見せたことは一度として無い。虎杖はあくまでも恭うやうやしく、その体を気き遣づかった。

「さあ、お戻り下さい。今のうちにゆっくりお体を休めておかれた方がよろしい。これから忙しくなります故ゆえ」

　女は竜胆から手を離し、こくんと頷うなずいた。

「…………ああ、わかった」

　そのまま踵きびすを返し、夢から覚めたように部屋を後にする。それきりすっかり壱いち番式からは興味を失ったかのような歩みだった。もう頭の中では全く別のことを考えているかもしれない。

　その背に声をかけ、虎杖は一礼した。

「お休みなさいませ──殿でん下か」






　　　弐　─　交錯







　防ぼう衛えい都市《白しら萩はぎ》での戦闘から数日が経過した。

　このところは昼夜の区別を時間の区切りとしてしか見ていない。特に帝てい都と南部にある登と坂さか研究所の職員達は寝起きの時間もばらばらで、ほとんど所内に住み込みのようになっていた。研究所と中央管理局から光は絶えず、ひっきりなしに回転を続けている。

　現在、状況に動きは見られない──。




　登坂地下の長い廊下を歩き、詰つめ襟えりの少年があるドアの前に立った。

「こちら九番式。施せ錠じようの解除を要求する」

　要求が通り、その部屋のロックが次々と解除されていった。

　中はさして広くも無い一室だった。もともと空き部屋の一つで、そこをさながら留置所のように改造したのは必要があってのことだ。中にまで張り巡めぐらされたセンサー網、申し訳程度に置かれた卓と椅い子すやベッド、部屋の主は二人。

　まだ幼い少年と少女が一人ずつだ。

　少女は行ぎよう儀ぎよく椅い子すにちょこんと座っていて、扉が開くのに気付くと思い出したように顔を上げた。厚ぼったい前髪を指で少し上げて、藍あい色の瞳ひとみで来客の姿を認める。

　一方で少年は、相変わらず部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえている。来る時はいつもそうしているのだが本当に四六時中そうしているのだろうか。確かに、その気になって休眠状態にでも入れば、食事も睡眠も飛ばしてそのまま動かずにいられるが。

　なにしろこの二人は、もう人間ではないのだから。

　彼らは、特とく殊しゆ兵器《甲こう虫ちゆう式》の本体である。

　黒くろ塚づか部隊によって造られた、鬼き虫ちゆうに匹ひつ敵てきする新たな「虫」。白しら萩はぎの戦闘によって身み柄がらを拘こう束そくされてからは、戦闘力を封ふうじられた上でここに収容されていた。

「けっ。バカ蜂ばちがまた来たよ」

　特機四号丸《天テン道トウ》の日ひ足あしは、こちらをじろりと睨にらんでわざとらしく悪あく態たいをついた。態度だけはまだまだ反抗的で、噛かみ付くような目付きは全く変わらない。

「……くよう」

　両足を揃そろえて椅子に座ったまま、特機三号丸《蛍ホタル》の久く留る守すはぽそりと呟つぶやいた。

　鬼虫九番式《蜂》・金きん翅しの九く曜ようは、ドアの横の壁に背を預けて二人を交互に見比べる。

　扉はまだ閉じない。あとからもう一人来るからだ。日足などはその扉の向こうを恨うらめし気に睨んでいるが、逃げようとしても無駄なことは百も承知だろう。

　久留守と日足の首には、弐に番式・羅ら刹せつの巴ともえが造った首輪が巻かれている。これは蜘く蛛もと巴にリンクしたもので、二人の戦闘演算を阻そ害がいする効果があった。だから、今の彼らは機械兵一体にも容た易やすく制圧される程度の動きしかできない。

「白萩基地の発掘作業が一通り終わった」

　九曜はまず、手短にそれだけ報告する。

　白萩は帝てい都とから北に数百キロ離れた海沿いの防ぼう衛えい都市で、黒塚部隊の主要基地があった場所だ。巧こう妙みような偽ぎ装そうで隠いん匿とくされていたが、巴が放った斥せつ候こうと機転で場所が割れ、そこで戦闘が起こった。

　調査ではなく発掘と言ったのは、文字通り基地が埋まってしまっていたからだ。そこで行われた四番式の《蜈蚣むかで》と、今まさにここにいる《蛍ホタル》の火力戦は熾し烈れつを極め、地上はすっかり更さら地ちになってしまっていた。地上の調査と地下基地の発掘はそれなりの苦労を要した。

「あっそォ。でアンタのかわいい蜂はお元気？　ボロぞーきんみたくなってたんじゃない？」

「修復は進んでいる。問題ない」

　日足の皮肉に怒りもせず、九曜は淡々と答えた。

　日足が言う通り、白萩で得られた最大の戦利品は、九曜の虫の《蜂》だ。

　二月ほど前の夏の暮れ、防衛都市《尽じん天てん》の空域で行われた戦闘の果てに、蜂は撃げき墜ついされて海に沈んだ。日ひ足あしの《天テン道トウ》に奪うばわれた後、その白しら萩はぎに隠かくされていたのだ。

　──あの男。

　蜂はちを無理やりに操あやつって自分達の前に立ちはだかった、朧おぼろと名乗る男を思い出す。奴やつを逃がしてしまったことが悔くやまれる。いずれ決着を付けねばならない相手だ。

　ともあれ、九く曜ようは話を進めた。

「主要基地は最低でもあと一つある。これは確かだな？」

　日足は答えない。久く留る守すは頷うなずく。

「……たぶん、そうだとおもう」

　久留守は八洲やしまの言葉があまり上手じようずではなかった。もともと無口なせいもあるだろうし、故郷は本土から離れた島の村であったというから無理からぬ話ではある。

「その基地と思おぼしき場所への通信記録が取れた。だが、この座標はおかしい。どこへ通信していたのだ？」

「だーから知らないっつってんでしょぉ？　ボクらはずっと白萩に待機してたんだからさぁ。おんなじこと何回も繰り返さなきゃわかんないの？　バカ？」

　あからさまな悪あく態たいだが、九曜は怒らない。

　大人おとなであろうと思っている。

　九曜は鬼き虫ちゆうの中では最も新しい九番式だが、この甲こう虫ちゆう式の三号と四号はそれより更さらに時代を下る。つまり、この三人の中では九曜が最さい古こ参さんに当たるのだ。いわば先せん輩ぱいだ。先輩なのだからこの程度で腹を立てていては話にならない。

「白萩の機材から抽ちゆう出しゆつした情報の解かい析せきも進んでいる。無む論ろん、君達の甲虫にも手が入っている。知っていることは全て、」

「ごはんですよー！」

　と、開きっぱなしの扉から元気のいい声。

「む、叶かな葉はか」

　九曜は振ふり返った。入ってきたのは小こ柄がらな少女で、結ゆったお下げが元気に揺ゆれている。

　叶葉はにこにこしながら、手に持った盆ぼんを卓の上に置いた。

「…………おお」

　久留守は大きな目で盆に見入った。昼食である。ありあわせの材料だが、叶葉の手にかかれば立派な料理となった。今日は野菜炒いためだ。

「まあいい。質問は後でまたする」

「あれ、何かお話でしたか？　お邪じや魔ましちゃいました……？」

「いや、構わぬ」

　久留守は料理に釘くぎ付づけで、卓上と叶葉の顔を何度も見比べている。この状態では話もあったものではないだろう。この久留守は伍ご番式・奔ほん王おうの万まん字じから受け継いだ《火焔操作フロギストン・改》の特とつ攻こう術を操あやつり、その出力たるや彼を上回るほどだが、その分燃費が悪い。

　ということらしいが、その実ただ大おお喰ぐらいなだけなのではと思わなくもない九く曜ようだった。

「……あの、あの、おねえさん」

「はい、じゃあ食べる前にいただきますしましょうか。手を合わせてください」

「いただきますっ」

　手を合わせてぺこりとお辞じ儀ぎ、その後すぐ猛もう然ぜんと料理に挑いどむ久く留る守すだった。下した街まちで偶然出会ってからというもの、すっかり叶かな葉はの料理がお気に入りのようだ。

　さて、と叶葉は部屋の隅すみに笑いかけた。

「日ひ足あしさんの分もありますから、どうぞ！」

　日足は無視した。

「……あのう、日足さ」

「るっさいバカ女」

　大人おとなであろうと思っている。

　なので、九曜は日足の暴言にも怒らない。なにしろこいつは自分よりも後こう輩はいなのだ。

「先に言った筈はずだ、彼女は懲こりぬぞ。意地を張るのはやめたらどうだ」

　やはり日足は無視する。そもそも最初に甘口カレーを持ってきた時が例外であって、日足は料理が冷めようが叶葉が何度同じことをしようが思い通りになどなってやらんという構えだった。久留守はどんどん食を進めながら、ふと顔を上げて日足を見た。

「ひあし」

「なんだよバカチビ」

「おいしいよ」

　知るかそんなもん──という顔で、日足はそっぽを向いた。叶葉はむうと唸うなって、とりあえず持ってきておいた虫よけ網あみを日足の料理にぱさっと被かぶせておいた。

　ふと九曜は、箸はしを咥くわえた久留守がこちらをじーっと見ていることに気付いた。

「……何だ、また万まん字じの話か？」

「ううん。きて」

　九曜は応じて久留守の前に立つ。すると久留守は立ち上がって、自分の椅い子すを指差す。

「すわって」

　そうする。と──従ってはみたが行動の意味がわからず、こいつは一体何がしたいのかと訝いぶかしんだところで、久留守は意外な行動を取った。

　九曜の上に座ったのだ。

　いきなり何をし出すのかわからず、対応に困った。叶葉は目を丸くして二人を見比べているし、日足も「何やってんだこのバカ共」という顔でいる。

　試しはしたものの、大した意味もなかったのかもしれない。久留守は九曜の上でもぞもぞと尻しりを動かし、座り直しては食を進め、やがてがっかりしたような声を出した。

「……やっぱり、おじさんのほうがいい」

　この久く留る守すが言う「おじさん」とは、万まん字じのことを指す。

　彼女はもともと戦災孤児の一人だった。そして、復ふく讐しゆう者しやでもあった。

　万字に保護された久留守は、以降彼をおじさんと呼び慕したっていた。しかし万字はその後、敵に対する自爆攻こう撃げきで戦死することとなる。そのことを知った久留守は彼を助けなかった他の鬼き虫ちゆうや中央に強い憎悪を抱き、黒くろ塚づか部隊に合流した。

　彼女には虫への適性があった。蛍ホタルを駆かり、帝てい都とに牙きばを剥むいたのはその為ためだ。

　しかし今は精神的に落ち着いているようだ。まだ他の鬼虫には会いたがらないが、久留守の命を助けた九く曜ようには多少は心を許しているらしい。

「……確かに万字の方が体は大きかった。座り心地もその分だけ上等であろう」

「うん」

「……それで、降りぬのか？」

「うん」

　らしい。久留守は九曜に座って足をぷらぷらさせながら、もりもり料理を食べ続ける。

　大人おとなであろうと思っている。九曜は怒らない。

　久留守はどこか上じよう機き嫌げんな様子でいて、ふと気付くと叶かな葉はがこちらを見ていた。驚き半分、もう半分は──何だろう。むくれているようにも見えるが。叶葉のそんな顔を見たことがほとんどないので、どうして不機嫌そうにしているのか九曜にはわからなかった。

　その辺あたりは久留守の方が敏さとかった。空の食器を前に手を合わせ、箸はしを置いて叶葉を見る。

「おねえさんもやりたい？」

「え、あっ」

「いいよ。はい」

　ぴょん、と九曜から飛び降りて場所を譲ゆずる久留守。

「……別に構わぬが……」

　しかし叶葉は往おう生じよう際ぎわが悪く、

「い、いえそんなあたしは別に、そういうことがしたいわけではなくてですねその」

「うん」

　何が「うん」なのか、わたわたする叶葉に久留守はあっさり頷うなずいて、彼女の手をぐいっと引いた。不意を突かれた叶葉はそのままよろめいて、久留守が引くまま九曜の膝ひざの上にとすんと座らされる。

　遅まきながら自分のやったことを知って、叶葉はみるみる赤くなっていく。九曜はというと座ったまま微動だにせず、何か思し案あんしているような顔で黙だまっていた。
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　おずおずと、気まずそうに振ふり返る叶葉。

「…………あ、あのう」

「君、体重が増加したのではないか」

「!?」

　確かに、叶かな葉はとしても思い当たるところはあった。

　ここのところ非常事態続きで、捨すて屋やを一日駆かけ回っているよりも登と坂さかに詰めている時間の方が多い。その関係で職員達にも食事を作ることがあって、味見の回数もそれだけ増えていた。

　が、だからといって認めるわけにはいかないのだった。

「や、やだなそんなわけないじゃないですか！　気のせいですよっきっとそうですっやだな九く曜ようったらもー！」

　む、と九曜は眉まゆ根ねを寄せた。自分の感知能力を疑問視されているようで心しん外がいだった。

「見くびるな。噓うそではない。現にこれまでのデータと比して具体的には、」

「あーっ!!　あーっ!!　気のせい！　気のせいですからっぜったいっ!!」

　弾はじかれるように九曜から離れた。これ以上体重を細かく計測されたらたまらない。色んな意味で動どう悸きが激しくなった胸を押さえて後ずさる。

　九曜は「絶対に間違いないと思うのだが……」と首を捻ひねった。ともあれ。

「まあいい、君は戻れ叶葉。小しよう生せいはまだ彼らに質問することが──」

「ふーん、デブったの？　こんなちみっちゃいケツしといて？　はっ」

　いつの間にか日ひ足あしが叶かな葉はの後ろに立って、冷笑的に言い放つ──と同時に、小さな手で叶葉の尻しりをひっぱたいた。日足に全く気付かなかった叶葉の体が浮いた。

「ひょわぁあっ！」

　大人おとなであろうと思っている。

　というのにも、限度というものがある。

「日足」

　九く曜ようは立ち上がったと思ったら一いつ瞬しゆんで日足の横に立ち、ぽん、とその肩に触れ、

「はぁ？　ナニ気安く触ってんあばばばばばばばばばばばばばばば!?」

《電磁制御エレキテル》発動。

　仕置きとしては十分な電気ショックを直接打ち込み、気付いた叶葉が慌あわてて止める。

「ってダメ！　ダメです九曜それはやりすぎ！」

『──あ、九曜くんそっちいるー？』

「む」

　叶葉に体当たり気味に止められるのと同時に、聞き慣れた声の通信が入った。手を離すと体の痺しびれた日足はその場にへたり込んで目を白黒させている。

　そこに久く留る守すがとことこ歩み寄って手を差し伸べた。復ふく讐しゆうという一念が無くなった今、久留守は日足にもそれなりに柔らかい態度でいる。日足は「はっ」として久留守を見上げた。

「だいじょうぶ？」

「っさい！　くっそ、チョーシ乗んなよ旧式！　アホ！」

　久留守の手を振ふり払い、日足はへたり込んだまま這はうように部屋の隅すみに戻る。

『なになに何かやったの？　ダメよー捕ほ虜りよを乱暴に扱あつかっちゃー』

　得るものが多ければ解体するつもりでいた女の言葉とは思えないが、確かに仕置きにしてもやりすぎた気はする。一ひと息いきつき、九曜は冷静になった。

「……気を付ける。それで何だ、巴ともえ」

　弐に番式・羅ら刹せつの巴は、ここから数ブロック離れた鬼き虫ちゆうのドックにいる。

　そこには、こちらが所有する虫──蜘く蛛も、蟷螂かまきり、蜈蚣むかで、蜂はちがいる。更さらには敵方の天テン道トウと蛍ホタル、蛾がの機体も保管されている。解かい析せきの為ため、破は壊かいした甲こう虫ちゆうの機体の修復も進んでいた。

『うん、ちょっとまた蜂に繋つながって欲しくてね。今から来られる？』

「了解した」

　通信を切り、久留守らへの質問は後回しにするべきだろうと判断した。横を見ると叶葉がまだこちらの腕を掴つかんでいて、むうっと頬ほおを膨ふくらませている。

　大人であろうと思っているのに、流石さすがに大人げなかったという自覚はある。九曜は日足に向き直り、素す直なおに頭を下げた。

「すまぬ。電でん撃げきはやりすぎた」

「…………」

　やりづらいのは日ひ足あしだった。いっそ虐ぎやく待たいでもされれば敵として心の持ちようもあるのに、扱あつかいがこれでは自分だけ空から回りしているようだ。日足は何も言わずそっぽを向いた。久く留る守すが両者を見比べ、ぺたしと九く曜ようの背中を押した。

「いってもいいよ。ひあしには、あたしがいいきかせておくから」

「む。そうか」

「あの、じゃあ、夜もまたごはん持ってきますね」

「うん」

　そういうことならと、九曜は踵きびすを返す。頷うなずく久留守に微ほほ笑えみかけて、叶かな葉はも続く。

　ふとその背に声がかかる。

「──絶対に、隊長が来る」

　硬く冷たい日足の言葉は、自分に言い聞かせているようでもあった。

「オマエらだって《兜カブト》は知ってんだろ。《鍬クワ形ガタ》もいる。隊長の兜はもうすぐ完成するし、朧おぼろだって、ムカつくけどボクより強い。……あの二人が来たら、皆殺しだぞ」

　肩越しに振ふり返ると、敵意をたっぷり込めた日足の目がこちらを睨にらんでいた。

　九曜はその眼まな差ざしをまともに受け、しかし一いつ切さい怯ひるまない。既すでに腹は決まっていた。

「……承知の上だ。そう簡単に敗北するつもりは、こちらにも無い」

　日足はそのまま押し黙だまり、じっとこちらを睨みつけている。

　彼はドアが閉まる瞬しゆん間かんまで、そうしていた。
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「──んっとに攻せめちゃこねェのか？」

　同じ頃、街のビルの上に一人の男が立っている。

　下した街まちにも背の高い建物は幾つもあるが、そのほとんどは空からのビルだ。今はまだこれら全てを埋められるほどの人口もない上に、なにしろ古いビルだから老ろう朽きゆう化の問題もある。補修作業が間に合っていない以上、何が起こるかわからないボロのビルに入ることは禁じられていた。もっとも、道具を持ち込んで不法に入居している者も少なくはないようだが。

　四番式・弩ど将しようの井い筒づつは屋上から市場を見下ろしながら、通信で疑問を吐と露ろした。

　相手は参さん番式・夜や叉しやの剣けん菱びし。彼は単身市場を歩き、怪あやしい者がいないか巡じゆん回かいしている。

『可能性は低いってとこだろう。つっても完全にゼロじゃねえからこうして俺らも見回りに出てんじゃねえか。──あ、おっちゃんその饅頭まんじゆう一個くれ』

「あ!?　何してんだテメェ！　姐あね御ごの許可もねーのに買い食いたァいい度胸だなコラ！」

『堅ぇこと言うなよこの程度で』

　あいよー、と薄紙に包まれた饅頭まんじゆうを一つ渡す親おや父じに新円を払い、剣けん菱びしはそのまま饅頭にぱくついた。小こ遣づかいである。巴ともえから渡された。

　井い筒づつは舌打ちし、とにかく話を進める。現状、こちらの姿勢は「待機」ということになっている。こちらから攻せめ入るにも確たる情報が無いから仕方が無いと言えばそうだが、井筒は完全に納得したわけではなかった。

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ。何が何でも打って出て敵の先手を取るべきではないか、と井筒は思っている。こちらの本ほん拠きよ地ちはとっくに敵にばれているのだ。

「向こうにゃその特機とやらが三機と量産型と……蟋蟀こおろぎに蟻ありもいンだろ？　真まっ向こう切って突撃ススメってな具合に攻めてきやがったらどォすンだよ、そうなりゃ戦争だぜ」

　ここで敵が総力戦を仕し掛かけたら、こちらが後手に回ることになる。井筒はそれを危き惧ぐしているのだ。しかし剣菱は慌あわてる素そ振ぶりも見せず、のんびりと答えた。

『蟷お螂れと蜈蚣おまえがいるってことの意味がわからん敵さんでもねえだろう。蜂はちの修理も結構な早さで進んでる。ここで畳たたみ掛けるにしたってどうしても無理があるぜ』

　こちらの虫は四。蜂はまだ修復中、蜘く蛛もも戦闘には適さないが、蟷螂かまきりと蜈蚣むかでが万全でいることの意味はかなり大きい。この二機は全九機の鬼虫で最も戦闘を得意とする二機で、つい先日も甲こう虫ちゆう特機の蛍ホタルと天テン道トウを撃げき破はした。それも、ほぼ無傷で完かん封ぷうしたのだ。

　単純な数ならば向こうの方が多いというのは間違いない。だが仮に全ての戦力をぶつけてきたとしても、この二機とぶつかるには少なからぬ覚かく悟ごが必要な筈はずだ。

『連中は何がなんでも俺達を潰つぶさなきゃいけないわけじゃねえ。戦争をもういっぺん起こすつもりなら、鬼き虫ちゆうを押さえた後にもやるこた山積みだ。登と坂さかの設備だって使いてえだろうしな、ここで無理に攻め込んで余よ計けいなしっぺ返しを食うのは向こうにとってもうまくねえだろうよ』

　このタイミングで正面から総力戦にかかれば、帝てい都と側とて決死の抵抗をするのは必然。

　純粋な虫の保有数ならば向こうが上回っているのは確かだが、かといって被害をゼロに抑おさえるのは不可能だ。

　だから少なくとも、真正面からの総攻撃は無いと考えていい。

　先日のように蛍が来た時とは状況が違うのだ。

　だがそれを差し引いても、懸け念ねんされることがあるのは間違いない。

「……蜻蛉アニキがいるかもしれねェんだぞ」

　もし、竜胆りんどうが敵に回ったとして。

　万全な状態、かつ全力の蜻蛉とんぼがもし敵に回れば、剣菱と井筒の二人がかりでも抑おさえ込めるか怪あやしい。今はまだ静かなものだが、それが竜胆の再さい覚かく醒せいに失敗しているからなのか、それとも何か別の理由があるのかは推測するしかない。

『……その時は、その時さ。どの道こっちから打って出るにも、蜂が直るのは待ちてえところだ。飛べる奴やつがいるのといないのとじゃ大違いだしな』

　とにかく、現時点での総そう攻こう撃げきは無いと判断する。無理に攻せめ込んで互いの戦力を喰くらい合うよりは、敵もこちらの動向を監かん視しすることを選ぶだろう。

　──そう、このように。

　同時に、剣けん菱びしと井い筒づつはそれを感知した。

「オイ」

『気付いてんよ。……二機だな。俺は右を追う、お前は左だ』

「ッせェ、わァってンだよ。オレに指図すンなや」

　通信を一いつ旦たん切る。井筒はビルの屋上を跳ちよう躍やくで渡り、ある地点から迷わず飛び降りた。

　剣菱は饅頭まんじゆうを腹に収めて欠伸あくびを一つ、密集した人混みのど真ん中で踏み込み、誰にもぶつからず風のように姿を消す。




　雑然とした路ろ地じ裏うらは、日ひ陰かげとなっていて真昼でも薄暗い。剣菱はそこに入り、一機の機械兵に声をかけた。

「何やってんだ？　面おも白しろぇことなら俺も混ぜてくれよ」

　ここに立っている筈はずのない機械兵である。

　明らかに動きがおかしい。本来の巡じゆん回かいコースから外はずれており、出力を抑おさえて熱源反応を偽ぎ装そうしている。ここら一帯の機械兵とその巡回コースは全て剣菱の頭に入っており、彼らに無線で確認したところこんなところに仲間がいる筈はずはないという。

　当たりだ。

　直後、その機械兵は剣菱のいる方向とは真ま逆ぎやくに逃げ出したのだが、

「悪わりぃな、そこ間合いなんだわ」

　人が見れば、納のう刀とうの音しか聞こえなかったであろう。

　踏み込みの一発で距離を詰め、右の一刀が逆さか手てに抜き放たれた。高こう周しゆう波は振しん動どうによって圧倒的な切断力を持つ刃は対象を横薙なぎに両断してそのまま止まることなく、血払いの一ひと振ふりをも済ませて一いつ瞬しゆんで鞘さやに収まっていた。

　これは、敵方の機械兵だ。斥せつ候こうということだろう。

「……やれやれ」

　対象の完全沈ちん黙もくを確認して、剣菱は肩をすくめた。




　人通りの少ない小道に、どん、と着地する。

　乾いたアスファルトに小さな亀き裂れつが走った。着地点は怪あやしい機械兵の真ん前、どうせなら踏み潰つぶしてやるつもりでいたが、相手も流石さすがに反応を感知して足を止めたようだ。

　ヤクザ座りめいた着地の姿勢のまま、井筒はすぐ目の前にいる機械兵を下から睨にらみ上げた。

　機械兵が何か動きを見せる。出がかりを潰す。問答無用だ。

「──爆はぜろやオラァッ!!」

　井い筒づつは立ち上がりざまに敵の胴体に強きよう烈れつな右みぎ膝ひざ蹴げりをぶち込んだ。

　人工骨格がひしゃげ、砕くだけ折れる感触。即座にコマンド。井筒の脚が音を立てて変形し、膝頭から銃じゆう口こうが覗のぞく──脚部一体型の散弾銃シヨツトガンである。

　発射。銃火が弾はじけ、密着状態から散さん弾だんをぶち込まれた機械兵はたまらず吹き飛び、上半身と下半身が分断されて路上に散らばった。

「ハッ、雑ざ魚こが！」

　脚部を元に戻し、ぺっと唾つばを吐はき捨てる。

　どんなに細かなものでも、こいつらに情報を持ち帰られると厄やつ介かいなことになる。逆に言えばこういう奴やつがいる内は、敵も本格的に攻せめる踏ん切りがつかないと考えられる。

　戦闘とも言えない会敵を数秒で終わらせ、井筒はふと登と坂さかのことを思って顔を顰しかめた。

　対処するべき問題は、帝てい都との内側にこそあるのだ。
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　弐に番式・羅ら刹せつの巴ともえは、登坂のドックに詰めて昼夜問わず作業を続けている。

　その姿は、二十年前までとはがらりと様変わりしていた。

　かつて瀕ひん死しの状態から自己改造を施ほどこしたことによって、昔の成人女性としての身体からだより一回り以上幼くなっているのだ。今の巴はせいぜい十に届くかどうかの童女の姿で、ぱっと見れば帝てい都との登坂研には不ふ釣つり合いな子供でしかない。

　だが、その菫すみれ色の振ふり袖そでに刺し繍しゆうされた「弐」の番号は偽いつわりではない。姿こそ違えど鬼き虫ちゆうの開発を牽けん引いんした天才科学者は健在で、入れ代わり立ち代わり持ち場を交替する職員達にほぼ不休で指示を飛ばしている。

「──さて、と」

　巴は作業中にのみ付けている眼鏡めがねをくいと上げて、周囲を見渡した。

　やるべきことは大きく二つ。

　まず一つ──巴は、ドックの一角に眠る巨大な虫に視線を転じた。

　金色の装そう甲こうは傷付き、所々が欠けつ損そんしている。翅はねを展開していないその姿は記憶よりずっと小さく見え、赤い複眼も今は光を失い沈ちん黙もくしている。傍そばで口を開いているのは、予備パーツなどが格納された専用の繭まゆ──「九」の格かく納のう槽そうである。

《蜂はち》は今、急ピッチで修復処理を受けていた。

　二十年ぶりに見た。巴はあらゆる感情の混ざり合う目を細めて、蜂へと足を向ける。蜂は黒くろ塚づか部隊の手によって歪いびつな改造を施されており、機体へのダメージもあって本来の機能の一割も発はつ揮きできていない状態にあった。

　蜂はちが飛べるか飛べないかで、戦力は激変する。

「──っと、ここがこうで、この辺がこうなってるから……」

　巴ともえはつかつか歩を進めながら、蜂の前にうずくまる少女の背中を見る。

　作業中に独ひとり言ごとが増えるのは彼女の癖くせだろうか。後頭部で一ひと房ふさにまとめた髪が揺ゆれている。ノートと蜂を交互に見比べながら夢中になって手を進める彼女に、巴は後ろから駆かけ寄って、

「すっずーなちゃーん！」

「ぎゃああああっ!?」

　むにゅっといった。

　いきなり後ろから胸を鷲わし掴づかみにされて、安あん東どう菘すずなはものすごい悲鳴を上げた。巴の下げ駄たの音が鳴っていた筈はずだが、それにも気付かないほど集中していたらしい。

　やってはみたものの巴も驚いた。小さな両手では収まらないブツを上下左右にぐにぐに動かして確かめながら、巴は神しん妙みような顔をする。

「わかっちゃいたけど昔のアタシよりも上ね……。恐ろしい子……！」

「とっとと巴さん!?　いきなっ、何っ、なにすんのよぉ！」

「んふふ。でも上には上がいるのよぉ。おねーさんキミの成長をお手伝いしちゃう！」

「何の話よ!!　っていうかだから離せってばー!!」

　なんだなんだと研究員の視線が集まる。巴は茶ちや目めっ気けたっぷりにニタァと笑って、感触を味わったところで解放してやった。

「あははー。ただの挨あい拶さつよぉ。いつも頑がん張ばってる菘ちゃんにご褒ほう美びみたいなー」

「ご褒美になってない……っ！」

　胸元を庇かばって後ずさる菘の顔は真っ赤だ。そんな彼女と蜂を見比べて、巴は「へえ」と感嘆の声を上げた。

「おいこら、なに遊んでるんだ」

　と、そこに別の声が挟はさまる。

　機材の詰まった段ボールを抱かかえ、黒髪の少女がてくてく歩いてくる。

　蓮はす宮のみや鴇とき子こ。八洲やしま国の第三皇女の姿と名を持つ彼女は、その実、本人の影武者または記憶の保存の目的で「造り出された」複製人間である。しかし当の彼女は今や自分の正体を知りながらそれを受け容れ、自分なりの生活を送っている。

　その隣となりを歩く巨大な機械兵は、護ご衛えいの菊きく丸まる。近頃は改造を繰り返されているから、最初に九く曜よう達と出会った時より体が微び妙みように大きくなっていたりする。彼は逞たくましい両肩に鴇子の何倍もの重さの段ボールを担かついで、無言のままに巴と菘を見詰めた。

「あっ、鴇子ちゃん。それが聞いてよこのコったらおっぱいすごいのよおっぱい。しかもアタシの見立てじゃまだ成長の余よ地ちがあるときたもんよ」

　むむ、と鴇子は眉まゆをひそめた。興味があるらしい。対抗意識かもしれない。

「そ、そんなにすごいのか……？」

「そんなにすごいの。キミも触ってみる？　いーよいーよアタシが許すから」

「私が許さないわよっ!!」

　ともあれ、である。

　蜂はちの修復は、予想よりもハイペースで進んでいる。

　巴ともえは研究員への指示や他の鬼き虫ちゆうの手入れなどを並へい行こうしている為ため、完全に蜂にかかりきりというわけにはいかなかった。にも関わらず作業が予想以上に順調なのは、この菘すずながいるからだと巴は気付いている。

　いかに帝てい都との登と坂さか研けんとはいえ、今の研究員は戦前までと比べてどうしても練度で劣おとる。これは古こ参さんのメンバーが抜けた以上必然のことであり、これまで実際に鬼虫の整備を経験した者はほとんどいなかった。

　だが、菘にはそれがあるのだ。夏、南の防ぼう衛えい都市《尽じん天てん》にて、少人数で行われた蜂の修復作業に見習いとして参加したという経験が。

　もちろん、ただ手伝いの経験があるというだけで彼女の手て際ぎわの良さは説明できない。巴は彼女に、技術者としての目から見た確かな才覚を見ていた。

　──このコ、結構すごいかも。

　整備士の安あん東どう稔みのるのことは巴も知っている。昔も腕うで利ききとして知られ、今は尽天で暮らしている老人だ。彼が率ひきいた整備班なら、夏の短期間で蜂が飛べるようになったのも頷うなずける。菘はその孫というのだから血と言うべきか──だが、やはりまだ甘い部分はある。

「あ。ココちょっと間違ってる」

「え、うそ、どの辺が？」

「うん、とりあえずお手本見せたげる。工具貸して」

　さっきまでの怒りはどこへやら、すぐ切り替わって真ま面じ目めな顔で巴の手元を注視する菘。体の発育よりもよほど大事な「成長の余よ地ち」を感じ取って、巴はにんまり笑った。

　九く曜ようと叶かな葉はがドックへ足を踏み入れたのは、それからほんの数分後のことだった。

「巴」

「お、来たわね。……あの二人はどうだった？」

「変わらぬ。久く留る守すは大人おとなしいが、日ひ足あしは頑かたくななままだ」

　簡潔に答え、九曜は蜂はちを見上げた。照明の下で改めて見ると、やはり痛ましい姿だ。生き真ま面じ目めで責任感の強い九曜にとっては、この姿は複雑なところがあろう。

「接続する。菘、頼む」

「はいよ、こっちでモニターしとくから」

　右手で襟えり足あしを搔かき上げ、うなじのジャックを展開する九曜。蜂の胸部に繋つながるコードと接続し、信号のやり取りで副脳の状況を確認。エラーを潰つぶしていく。巴はそれを見守っていた。尽じん天てんでもこのようなことをしたようで、手て馴なれている。

　九く曜ようは接続を解除して一ひと息いきつく。ふと自分を見つめる叶かな葉はに気付き、不ふ思し議ぎそうな顔で、

「……どうした？」

「あ、いえ。その、大丈夫かなって……」

　言葉を濁にごす叶葉。その視線が蜂はちと九曜を行き来している。巴ともえは叶葉の態度に何かを言い淀よどんだ気配を感じたが、心配をしているのは事実だろう。

　九曜には、あるべき左腕が無い。

　白しら萩はぎでの戦闘によって飛ばされた左腕は、蜂とはまた別口で修復されている。巴は「ああ」と声を上げて、職員達に声をかけた。

「そうそうそっちも。──おーい、もうアレ持ってきちゃってー」

　一人の職員が、小型のカプセルに包まれた「左腕」を持ってくる。

　こちらの修復もなかなか手こずった。はっきり言ってしまえば、原型を留とどめているのが不ふ思し議ぎなほどだ。電レ磁ー投ル射ガ砲ンの狙そ撃げきを受けてその人工筋きん繊せん維いはずたぼろになっており、骨格もほぼ粉々だ。もっと時間に余裕があればいざ知らず、今すぐに施ほどこせる処置は幾らもない。

　結果、九曜の左腕はかつて装着していた籠こ手てとほぼ一体化していた。「肉」と「骨」といった生体パーツは機械仕し掛かけのそれに取って代わり、感覚としては義ぎ手しゆに近い。

「こちらはもう使用できるのか？」

「うん。一応ちゃんと接続すれば当たり前に動かせるし、神経伝達レベルを上げたら反応速度も上がるわ。けど、機械の部分がほとんどになってるから最初は戸と惑まどうかも」

「構わぬ。接続してくれ」

　外がい套とうをずらし、詰つめ襟えりの上のボタンを開いて左肩を露ろ出しゆつさせた。そこには腕が千ち切ぎれ飛んだ肩の断面があり、横で叶葉が小さく息を呑のむ。

　表面はほぼ人間と変わらないのに今は内部機構が露出しており、はっきり機械だとわかるのが異様だ。複雑そうな表情の叶葉が「何」を考えているのか──巴はなんとなく察しつつも敢あえて言げん及きゆうはしなかった。

「──作業は進んでいるようだな」

　九曜が左腕を繋つなぎ、試しに動かし始めたところで声がかかる。

　そちらを振ふり返ると、三人の男女が立っていた。一人は少し疲れた様子の壮年、一人は銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた白衣の女性、もう一人は飛び抜けて背の高い屈くつ強きような肉体の老人だ。

　可か児に哲てつ郎ろう、百も舌ず喜き久く乃の、島しま田だ宗そう吾ご──百舌は登と坂さかの研究員だが、可児と島田は中央の職員である。帝てい都との内外で起こったいざこざに対処する「特別渉しよう外がい課」の二人だが、色々と縁があってここの課が鬼き虫ちゆうと黒くろ塚づか部隊の案件に当たっている。様子見に来たようだ。

　ぺこり、と一礼する百舌。巴は手をひらひら振ふって、可児に返答した。

「思ったより順調で何よりってトコ。最初の見立てより早く態勢も整いそうだわ。それでそっちは？　お偉えら方がたはなんか言ってる？」

「ああ。その件なんだが……」

「良い。私が言おう、可か児に君」

　咳せき払ばらいする可児の肩を叩たたいて、島しま田だが前に出る。童女の巴ともえと向き合うと、その身長差はもはや何かの冗談めいていた。遥はるかな高みから見下ろす島田を、巴は見返した。

「あら。どしたの、改まっちゃって？」

「今回の黒くろ塚づか部隊の案件については、一度ゆっくり話し合いたいと思うておる。無論、当事者である鬼き虫ちゆうも交まじえて、な。今日はその確認を取りに来たのだが、構わんかね？」

「会議ってこと？」

「うむ。一応、諸君の身み柄がらは我々の課が預かる形になっておる。お飾りのようなものとはいえ私が代表であるからして、お偉方から引っ張って来いと言われたのだよ。いや忙しい時に悪いとは思っとるがのォ」

　島田は少年のように笑って、申し訳なさげに「スマン」と片手を立てた。

　なるほど、要求としては至し極ごく真まっ当とうだ。鬼虫はこの件に関する当事者も当事者、非常事態続きではあれいつまでも現場ばかりに置いておかず一度きっちり顔と話を通しておくべきということだろう。むしろ、これまでやっていなかったのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

「なるほど、アタシは構わないわよ。時と場所が決まったら事前に伝えて」

　好こう都つ合ごうだしね──とは言わずにおいた。

「いやぁすまんすまん。ふむ。──しかし、これが蜂はちか」

　島田はふと首を傾け、傷付いた蜂を見上げた。

「……これほど傷付いておるとはな。一度は安あん東どうが直したと聞くが」

　む、と九く曜ようが反応した。

「尽じん天てんの時の話か。然しかり。あの時は、安東少しよう尉いら整備班によって蜂は復活した」

　ごつごつした顎あごに手を当て、島田は唸うなる。

　彼は尽天の安東とは旧知の仲にあると聞く。ならばその手腕もよく知っていよう。

「奴やつが手こずるほどならばその時もよほど酷ひどかったのであろう。……そちらのことを私は知らんが、今ここにある蜂もかなりのものだ」

　蜂を見上げる目がどこか眩まぶしそうなのは、装そう甲こうが照明を弾はじくからだけではあるまい。

　島田は小さく、確かめるように呟いた。

「──天下の鬼虫がこれほど傷付くとはな。状況はそれほど逼ひつ迫ぱくしておるということか」

　戦前から軍部にいたという島田は、その頃から鬼虫の伝説を知っていた。

　九機にしてそれぞれが一いつ騎き当とう千せんの、最強の自律兵器。鬼虫の前に立って生き延びたものは人も機械もおらず、敵にとっての死神であり、味方にとっての守しゆ護ご神しんだった。

　二十年の時を越えて今ここにあり、またしても激戦の只ただ中なかに飛び込んだこれら鬼虫に思うところがあるのだろう。軍関係者の古こ参さんが持つ鬼き虫ちゆうへの思い入れは、それぞれの立場に関わらず並なみ々なみならぬものがあった。

「この調子であれば修復もさほど長い時間はかからぬであろう。その間、小しよう生せいの自律判断はこちらの叶かな葉はの補助を受けている。問題は無い」

「……叶葉？」

　何な故ぜかそこで、島しま田だが反応した。熊くまのような顔の、意外とつぶらな目を丸くして叶葉を見下ろす。生なま身みで菊きく丸まるにも迫る巨漢だ、小柄な叶葉と並ぶとそれこそ熊と小動物を連想させる。

「君は、叶葉と言うのかね」

「あ──はい、そうです、けど……？」

　島田は、遅まきながら彼女の名を知ったようだ。

　九番式に深く関わる一般人の少女──というくらいの認識はあっただろう。しかし彼女自身は特別なところもないただの娘で、島田もさして名に関心がなかったのか、それともタイミングを逃のがしたのかで今まで知らずにいたようだ。可か児にがうっかりしたように、

「お伝えしておりませんでしたか？　しかし室長、彼女をご存じで？」

「む……いや、そういうわけではない。しかしなあ、何だったかなあ、どこかで聞いた気がするのだ。はて記憶違いだったか……」

　お偉えらいさんに注視されて叶葉は少し緊張した。普通に考えて、民間人の叶葉と帝てい都と中央の島田とでは接点が無い。それこそこのような非常事態でもなければ、名も知らないままだったろう。

「ん？　……ああ、ああ！　すまんな、委い縮しゆくさせてしまったようだ。なに気にせんでくれ、思い出せんということは私の勘かん違いか何かであろう。歳は取りたくないものだなあ！」

　わはははは、と笑う島田。その声があまりにでかいので叶葉は「わ」と驚いた。真横の可児は慣れたもので、さりげなく耳を塞ふさいでいた。

　そこでふと、巴ともえが通信をキャッチする。

「おっ、と。剣けん菱びしくんと井い筒づつくんからだわ。ちょっと外はずすわねん」

　かぽかぽかぽ、と下げ駄たを鳴らしてその場を辞す。足音に合わせて鈴の音が鳴り、巴はそのままドックから廊下へと出た。

　回線を開く。声に出さず通信波のみでの会話。

『──姐あね御ご、ネズミがまた二匹見つかりやした！』

『潰つぶしてそっちに回しといた。解かい析せき頼むぜ』

『ん、りょーかい』

　そして、やるべきことのもう一つ。

　依然として最優先は鬼き虫ちゆうだが、疎おろそかにできない問題がある。

　中央か登と坂さかのいずれかに、黒くろ塚づか部隊の息のかかった内通者がいるのだ。

　鬼虫が中央と合流しての最初の作戦──星ほし鉄がねの回収および《蜻蛉とんぼ》と《蜂はち》の輸送は、内通者による情報の漏ろう洩えいもあって事実上の失敗に終わった。

　そしてつい数日前の作戦、つまり《蛍ホタル》の追つい撃げきと《蜂はち》の奪だつ還かんは、内通者がいることを逆さか手てに取った巴ともえの策で成功を収めた。だが《蜻蛉とんぼ》はまだ敵の手の内にあり、最初の失敗を完全に取り戻せたとは言い難がたい。

　一人、三み原はらという男を捕とらえたのが今のところ唯ゆい一いつの収穫だ。

　しかし彼は、黒くろ塚づか部隊の実態をほとんど知らずにいた。行方ゆくえ不ふ明めいになっていたという彼の実父に関する情報と引き換えに、こちらの情報を横流しさせられていたのみ。つまり、彼自身は黒塚一派の一員ではなく、ただ利用されていたのだ。これは厄やつ介かいな事実だった。

　昭和一〇一年現在、行方不明のままとなっている八洲やしまの国民は相当数に上る。

　死亡しているのかどこかで生きているのか、戦後の混乱で安否の確認さえ取れていない。親類縁者が行方知れずとなっている市民は数多く、今の中央や登と坂さかの職員達も例外ではない。

　つまり、同じ手で動かされているのは三原一人とは言い切れないということだ。

　甲こう虫ちゆうの機能、特に鬼き虫ちゆうに匹ひつ敵てきする特機の性能に鑑かんがみるに、黒塚部隊にはかつての鬼虫の開発陣がいると見て間違いない。かつての部下達の顔と名を思い出しながら、巴は頭の中で過去の登坂と今の登坂の面々をすり合わせている。

　もはや内通者がいるという事実は全体に知れ渡っていた。職員達は表向きいつも通りに作業を続けているが、どこか相互に監かん視しし合っているような緊張状態にあった。

　巴の中では、疑わしきとそうでない者が急速に選より分けられている。

『そっちァどうなんスか姐あね御ご、クソ野郎はみつかったンで？』

『まーだー。誰がクロにしても慎重になってるみたい。前みたいな炙あぶり出しはぶっつけの作戦でしか使えないし、あんな綱つな渡りはもうゴメンなのよねー』

『いつまでも水面下で睨にらみ合いってわけにもいかねえだろう。取っ掛かりはねえのか？』

『取っ掛かりねえ、ちょーどお偉えらいさんが今後のことで会議したいって言ってるみたいだから……とりあえず、その辺でカマかけてみるしかないわねぇ』

　現状、九く曜ようには蜂に集中させたい。ひとまず彼らが仕し留とめた斥せつ候こうの機械兵について了解し、二人に帰き還かんするよう言っておいて通信を切った。

「──あの、巴さん」

　肉声で声をかけられ、ん、と巴はそちらを向いた。

「あら。百も舌ずちゃん？」

　巴を追って来たのだろう、百舌が立っていた。何かしら思い詰めたような表情でいる。

「……その。少し、相談が」




　ひとまず、すぐそこの給湯室で相談とやらを聞くことにした。

　何の相談かは予想がついている。巴は壁に寄り掛かり、熱い茶の入った湯ゆ呑のみで両手を温めながら先んじて切り出した。

「──お父さんのこと？」

　ぴく、と百も舌ずの肩が跳はねる。当たりだ。というより、それ以外に無い。百舌はおずおずと頷うなずき、躊躇ためらうように言葉を紡つむぐ。

「……そうです。私の父も行方ゆくえ不ふ明めいで、あなたも知っての通り、鬼き虫ちゆうの開発陣の一人でした」

「つまり、もしかしたらお父さんが黒くろ塚づか部隊にいるかもしれない……と」

「…………はい」

　甲こう虫ちゆうを造った者の中には、かつての鬼虫開発チームがいる。数々の要素を検証しても、これは間違いのないことだった。

　彼女の父は十じゆう蔵ぞうといい、当然巴とも旧知だ。百舌はそんな父と、父が携たずさわった鬼虫に憧あこがれて登と坂さかに入ったという。相応の努力もあっただろう。姿を消した父の背を追ってここまで来たのだ。もしかしたらもう亡き者となっているかもしれない、と思いながら。

　それが、ここに来て敵の部隊にいるかもしれないという可能性が出てきた。

「今は確証が無いからなんとも言えない。アタシが今キミに言えるのは、三み原はらくんみたいな真ま似ねはするな……ってこと。相手の思う壺つぼになっちゃうと誰のためにもならないからね」

　言うべきことを淡々と言う巴に、百舌は複雑な表情を見せた。

　巴は百舌十蔵が敵方にいるという前提で助言している。勿もち論ろん「かもしれない」の領域に過ぎないにせよ、敬愛する父が敵としていることを信じたくない気持ちがあるであろう百舌には、いささか酷こくな物言いではあったかもしれない。

　かといって、慰なぐさめなどむしろ余よ計けいだ。可能性がある以上、覚かく悟ごを決めなければならないのは確かなのだから。

「百舌さんはあんな連中に手を貸す人じゃない……って、ここは言いたいとこなんだけど、残念ながら保証はできないわ。カレが二十年ずっと生きてきたんなら、それは人の心が変わるには十分すぎる時間よ」

　言って、巴はその言葉が丸ごと自分に返ってくるものだということに気付く。

　庵いおりと楓かえでについて。

　蟋蟀こおろぎと蟻ありの姿が、敵として確認された。彼らのことをよく知る巴は、二人が黒塚部隊に手を貸すような者でないと断言できる。

　しかし──自分自身が言った通り、二十年は、長い。

　彼らが仮にその間も生きていたとして、心が変わらないという保証がどこにある？

「……怖こわいわよねえ」

「え……？」

「なんでも。とにかく、なんでもいいから何かあったら言って。一人で抱かかえ込もうとしたって利用されるだけよ。アタシの周波数は教えたでしょ？　何事も冷静に、ね」

　言い切り、茶をぐいっと飲み干す。口を大きく開いて「ぷは」と息を吐はき出し、すぐさま踵きびすを返した。やるべきことは山ほどあった。

「……ま、でも。もし生きてるってことがわかるんだったら、それはそれで進歩じゃない？」

　振ふり返りざまに笑い、巴ともえはその場を後にした。

　自分のやるべきことを思い返し、優先順位を付け、それらを確実に行う。

　巴にとっての最優先はどんな時も鬼き虫ちゆう。その機体であり、その本体である「彼ら」。戦前からぶれたことは一度もない。

　一度もないが故ゆえに、少しばかり堪こたえる状況ではある。

　巴は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑い、踊るような足取りでドックへ戻っていく。
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「九く曜よう……」

　蜂はちを見上げていたところ、ふと九曜は気き遣づかわしげな声を聞いた。

　すぐ隣となりに視線を転じると、叶かな葉はがこちらを見上げていた。

「どうした」

　問うと、叶葉はまた言葉に詰まった。

　どうも彼女らしくない。状況が二転三転する近頃では気持ちが落ち着かないのも当然のことだが、それを差し引いても何か悩んでいるように見えた。叶葉は九曜の顔と、その左腕と、蜂とを順に見比べて、観念したように言った。

「……やっぱり、心配だな、って」

　九曜の安否についてか、はたまた別の懸け念ねんがあるのか──九曜はそこまで考えたところで、あることに思い当たる。

　この状況は、あの尽じん天てんでの夏と少し似ていた。

　蜂が復活して九曜と接続を果たした後、叶葉は暫ざん定ていの司令ではなくなる。

　尽天において蜂が直った時、九曜は当然のこととして叶葉の司令登録を解除した。そして回復した「自律判断」に基づき、彼女から教わったことや人々と交流した記憶を全凍結し、問題なく戦闘機動のみを行える「ただの兵器」に戻ろうとした。

　今にして思えば、あれは間違いだったのだと自分でもわかる。あのままの自分でいたら蜻蛉とんぼには勝てなかったし、こうしてここにもいられなかった筈はずだ。

　だから九曜は、はっきりとこう言った。

「心配は要いらない。もう、あの時のような過あやまちは犯おかさない」

「……ん……」

「君から離れるようなことはない。司令という役割があってもなくても関係ない。これは小しよう生せいが決めたことだ」

「おい丸聞こえだぞ」

　いきなり鴇とき子こが首を突っ込んできた。

　うわびっくりした、と叶かな葉はは跳はねた。考えてみれば作業の真っ最中で、すぐ傍そばには蜂はちの前にしゃがみ込む菘すずなもいるのだ。

「わあ!?　ご、ごめんなさい！」

「あんたらそーやってたまに二人の世界に入るのやめなさいってば！　こちとら忙しいのよっほれほれ次いくわよ次！」

　菘はジト目で二人を見上げて急せかした。何せ蜂との交信テストはまだ続きがあるのだ。

「むむ。了解した」

　慌あわてる叶葉に反して、九く曜ようはあっという間に頭を切り替えた。

　鴇子は「まったくしょうがないなこいつらは」という風にふんっと鼻息を吹き出して腕組みする。菊きく丸まるはというと、どういうつもりかこっちに親指を立てていた。若い二人を応援するという意思表示なのかもしれない。

「尽天あつちで何があったかは知らんが大丈夫だろ。九曜こいつが叶葉おまえから離れるなんてありえんと思う。菊丸の次に忠義が深いやつだからな！　そうだな菊丸！」

　菊丸はもう片方の手で鴇子に対して親指を立てた。最近知った動作なのか気に入っているらしい。どんどん態度がざっくばらんになってきている気がする。びしっ、と鴇子が同じ動作を菊丸に返した。教えたのは彼女かもしれない。

　叶葉は、安心したように笑った。

「……そですね。──よしっ、じゃあこっちも皆さんのお手伝いがんばりますか！　それじゃとりあえず、ごはんの支度してきますので！」

　こういう日常での作業にこそ自分の仕事がある。なんだかんだと考え込んでいる時間は無いのだ。気を取り直して、叶葉はもういつも通りの自分に戻っていることを自覚した。となれば長居は無用だ、こちらはこちらでやることがある。

「ん！　味見なら任まかせろ！　よし来い菊丸っ」

　ぱっと立ち上がり、鴇子は駆かけ足で叶葉を追った。菊丸もまた鴇子の呼びかけに反応し、のっそりした足取りで二人に追い付く。

「──あ、九曜！」

　思い立って足を止め、振ふり返って声をかける。九曜は不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見た。

「ありがとうございます。あたしも九曜から離れませんよ！」

「そうか。了解した」

　九曜はそう返して、当然のように頷うなずいた。その呆あつ気けなさが逆に嬉うれしかった。

　叶葉は蜂に背を向け、頭の片かた隅すみに浮かんだ言葉に静かに封ふうをする。

　──あなたは、人間だったんですか？

　未だに確認を取ったことはない。

　いつか九く曜ようの深層意識に入った時に見たものは、確かに九曜自身の記憶であった筈はずだ。それが仮に九曜の「人間であった頃の記憶」ならば──恐らくは鬼き虫ちゆうの、そして甲こう虫ちゆうの本体も皆かつては人間だったということになる。

　けれど、今いま更さら九曜を疑うつもりは欠片かけらもないのは確かだ。

　君から離れないと、今しがた言ってくれたばかりではないか。

　彼は彼で、それは変わらない。過去の姿が何であっても構わないとさえ思う。彼らがどのような道どう程ていを経てここに至ったのかは、今敢あえて追求するべきことではないのだろう。九曜も、巴ともえも剣けん菱びしも、井い筒づつも自分の役目を果たしている。だったら自分は自分で、こんな状況だからこそ九曜を支え続けるべきだ。

　ただの無力な小娘に過ぎなくても、鬼虫に縁を持った者として。

　だから、胸の奥に少しだけある正体不明の不安は、きっと些さ細さいなことなのだ。






　　　参　─　理想







　件くだんの会議は、十月二十日の午後二時に開始された。

　中央管理局の広い会議室の外は厳重な警備と盗聴防止の電子防ぼう壁へきに守られている。黒くろ塚づか部隊の案件に深く関わる可か児に、島しま田だをはじめ、現在の帝てい都との重じゆう鎮ちんが集まる会議だ。

　もっとも、確たる政府や組織形態自体がまだ確立していない状況だ。現状はそれぞれ街や国の復興に努つとめる各課の代表に過ぎないのだが──管理局の中心が集まることには間違いない。

「チッ、オレらの直接通信も届かねェってか」

「巴ともえがやったことだ。一片の情報も漏もらさねえつもりだろう」

　頑がん健けんな鉄筋で造られた管理局ビルの屋上に、剣けん菱びしと井い筒づつは待機している。

　二人して退屈そうに、冷えた焼き芋いもを齧かじっている。巴からの小こ遣づかいで買ったものだ。大の男が肩を並べて芋を食うという一つもありがたくない絵え面づらだが、待機以外にすることがないのだから仕方がなかった。

「九く曜ようのヤロウは？」

「蜂はちのとこにいる。奴やつにゃあっちに集中させとかねえとな」

　鬼き虫ちゆうの側からは、代表として巴ともえが出ることになっている。

　これに関して井い筒づつは最初反対した。最低でももう一人、巴の傍そばに自分か剣けん菱びしか九く曜ようが立つ必要がある。万が一の場合に備そなえた護ご衛えいとしてだ。この三人は巴と同じ鬼き虫ちゆうであるから、会議に列席する権利もある筈はずだ。

　しかし、巴はそれを断ことわった。余よ計けいな緊張を避けての判断か、それとも他に何か考えがあるのか。結局彼女に押し切られ、二人してここで周辺警けい戒かいと相あい成なったわけだ。特に、突っ走りがちな井筒は軽率な行動を取らないよう強く言い付けられていた。

「しっかし、姐あね御ごもわかんねェお人だぜ。どういうつもりなんだかよォ……」

「ここでうだうだ言ってても仕方ねえさな。何か起こるときゃ起こるし、何も起こらねえときゃ起こらねえんだ」

「ケッ」

　半分ほど残った焼き芋いもにがばっと食らい付き、一気に飲み下して井筒は歩き出す。

「おい、どこ行く」

「中の見回りに決まってンだろが。トチ狂ったアホが姐御のいる会議室に近付かねェか、このオレが目ェ光らしてやンだよ」

　まるで番犬だった。立てつけの悪い屋上扉をばこっと蹴けり開け、ポケットに手を突っ込んだままずんずん階段を降りていく井筒を見送る。

「……ま、なるようにならぁな」

　その会議が、今後の方針を決定付けるものだとは剣菱も承知している。

　またその過程で幾つかの真実も明かされることとなるだろう。確証はないが、いつもの勘かんで剣菱はなんとなくそう思っていた。




　一方で、九曜は変わらず蜂と向き合っている。

　ドックには叶かな葉はと鴇とき子こ、それから菊きく丸まるの姿はない。彼女らは昼時に捨すて家やに働きに出ていて、時間的にそろそろ戻ってくる筈だ。ついでに夕食の買い出しでもしていることだろう。

　ともあれ蜂だ。

　過か日じつの尽じん天てんと違うことは、今回は破は壊かいだけでなく内部への改造が施ほどこされていることだ。設備と部品の揃そろった登と坂さかならば外がい装そうの破は損そんを修復すること自体は難しくない。だからむしろ問題は内部の──特に副脳周りの、黒くろ塚づか部隊のネットワーク化に合うべく施された改変だ。

　そして、手こずっているのもそこだった。

「……内部骨格に組み込まれた《星ほし鉄がね》の割合が増えている」

　九曜は呟つぶやく。星鉄とは、隕いん石せきに含がん有ゆうされる鉄のことだ。その組成は地上で生まれたものと違い、鬼虫の主脳と副脳の神経伝達の核かくとなっている。

　新たに発見された星ほし鉄がねの隕いん石せきは、その半分を黒くろ塚づか部隊に奪うばわれた。だから恐らくこうして蜂はちに組み込まれたものも、そこから切り出したものの一部なのだろう。

「一回、起動はしたんでしょ？」

「然しかり、数秒のみだが翅はねが開いた。あの時の信号を再現すれば覚かく醒せいする筈はずだが……」

　ふーむ、と唸うなりながら菘すずなはマシンとの睨にらめっこを続ける。そういえば、と思い立ったように話題を変えた。作業中の雑談はいつもの癖くせのようになっている。

「ちょっと前に言ってたけど、あれさ、白しら萩はぎの。えーと」

「なんだ」

「通信？　の相手の場所がおかしかったってやつ。あれどういう意味だったの？」

　白萩の生き残ったコンピューターから、はっきりとした通信記録が発見された。そこから敵のもう一つの本ほん拠きよ地ちがわかればと、大おお雑ざつ把ぱながら送信先の座ざ標ひようを割り出すことに成功したが、大雑把であるにしてもありえない結果が出たのだ。

「──海底なのだ。しかも、移動している」

「海底を移動……っていうと、潜せん水すい艦かんってこと？」

「恐らくは。しかし仮にそうだとして、内部に多数の甲こう虫ちゆうを建造する設備があるとも思えぬ。おかしいというのはそういうことだ。まさか間違いではないと思うが……しかし、敵が移動手段として潜水艦を保有していることは確かであろう」

　確かに、かつて八洲やしま軍は無数の潜水艦を保有していた。本土が島国である以上、洋上が戦場となることも多々あった為ため、その手の兵へい装そうは枚まい挙きよに暇いとまがない。中には大型の原子力潜水艦も存在したが、実用化にこぎつけたのが一いつ隻せき、もう一隻は完成を待たず戦争を終えた。

「敵が潜水艦を保有しているとしても、どこかに拠点はある筈だ。その件も踏まえて中央で会議を進めるであろう」

「前言ってた奴やつね。可か児にさんと、あのムキムキの島しま田だって人も出るんでしょ？」

　それに加えて管理局各課の代表、そして巴ともえが出る。

　ところで、島田と言えば──

「彼は、叶かな葉はのことを知っているように思えた」

「あ、うん私も思った。知ってるっていうか、なんかうろ覚えみたいだったけど……あれって何だったのかな？」

　島田は、叶葉という名前に反応した。

　顔を見ても反応しなかったということは、直接の面識は無かったのだろう。誰かと勘かん違いしている可能性もあるが、思えば引っかかるものがある。

「……カナの家族を知ってた、とかかな」

　ついそう口走り、菘は自分の言葉に自分で微び妙みような顔になった。戦前の叶葉の細かい経歴は、菘も九曜も詳くわしく知らない。彼女自身があまり話したがらなかったからだ。

　早い内から天てん涯がい孤独になったという彼女は、そんな過去を感じさせないほど健けな気げに働いている。本人が語りたがらない以上、あまり過去を詮せん索さくするべきではないのかもしれないが。

「──って、あ、そろそろ時間！」

　ふと菘すずなは、首からチェーンで提さげた懐かい中ちゆう時計に目を落とし慌あわてて立ち上がる。この時計は菘の手製で、頑がん丈じようさを追求しているせいか少女が持つには無ぶ骨こつすぎる外見だ。それが胸元で右へ左へ揺ゆれるのを見ながら、九く曜ようは不ふ思し議ぎそうに聞いた。

「む。どこへ行くのだ？」

「通信室。そろそろ報告だし。蜂はちのことでおじいちゃんに聞きたいことあんの」

　尽じん天てんの通信塔とうはこの登と坂さかにも繋つながっており、最近は蜂の修復についての定期的な通信を交かわしていた。安あん東どう以下尽天の整備班の意見は、この作業においても貴重だ。

「なるほど了解した。そちらは頼む」

「じゃあちょっとしたら戻るから、九く曜ようはそこで蜂はち見といて。よろしくー」

　菘が走っていくのを見送るのもそこそこに、九曜は改めて蜂と向き合う。

　時刻は、午後二時を五分ほど過ぎていた。中央では今頃、会議が始まっていることだろう。
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　古こ木ぼくの匂においがする会議室に、大勢の人間が列席している。

　大半は男性で、若くとも四十、上は七十といった老人もいた。この中では可か児にであっても年少だ。現在の帝てい都とを運営する上で不可欠なトップが今、一同に会していた。

「君が例の、弐に番式か」

　そして、この場にはあまりにも似つかわしくない童女に彼らの視線が集中していた。

　この中で彼女を知らない者などいない。敵国に大だい打だ撃げきを与えた九機の戦略兵器《鬼き虫ちゆう》の一員にして開発主任、羅ら刹せつの巴ともえ──本名を片かた霧ぎり巴は月づき。

　戦後を生き延びた彼らからすれば、巴の姿は過去からそのまま現れた偶ぐう像ぞうの具現に思えるかもしれない。しかし彼らの表情には、感嘆よりも驚きがあった。無理もない、こんな姿だ。

「何と言ったものか。随ずい分ぶん、可愛かわいらしい姿になったものだが……」

「あらん、ありがと♪　アタシも光栄よ、戦後の帝都のお偉えらいさんと対面できたんだから」

　飄ひよう々ひようと返す巴は、四角の卓からは外はずれた場所にいる。一人だけ卓を囲うことなく、壁を背にして立っているのだ。老人の一人が不ふ思し議ぎそうに促うながした。

「どうした？　かけたまえ」

「アタシは壁でいーわ。こんなちっちゃいカラダじゃ、椅い子すに座ったって顔も出せないし」

「そうかと思って子供用の高椅子があるのだが……」

　本当にあった。そちらを見ると少女趣味な感じの高椅子がぽつんと並んでいる。座ると「ぴぷー」と音がしそうな。

「あらかわいい。てかどっから持ってきたのそれ。……ふぅ、とにかくお気になさらず。こっちの方が気楽でいいわ。始めて」

「ふむ、そうですな。時間が押している。さて諸しよ兄けい、さっそくですが──」

　島しま田だが切り出し、ゆるやかに会議は始まった。

　最初に現状の確認。一同は事前に粗あら方かた伝えられているが、詳しよう細さいはまだ知らないこともある。

　まず、敵部隊がかつて軍に存在した特トク四ヨン〇マル四ヨン旅団──《黒くろ塚づか部隊》であること。

　彼らはこの二十年で軍備を整え、帝てい都との復興と並へい行こうして着々と準備を進めていた。そうして生み出されたものが、量産型の鬼き虫ちゆうとも言うべき虫型兵器《甲こう虫ちゆう》。また、はっきり鬼虫と同等の力を持つ五つの《特機》だ。

「彼らはそれを用もちいて、再び戦争を起こすつもりです」

　室内の空気が、ぐっと重くなる。

　この力で帝都を掌しよう握あくし、海の向こうの《帝てい國こく》との戦争をやり直す。そして今度こそ奴やつらを制圧し、停滞した歴史に正しい道筋を与えるのだ──とは、隊長たる《兜カブト》の虎杖いたどりの言げんだ。

　はっきりとした作戦でもそうでない時でも、既すでに彼らとは幾度となく激突している。

　こちらにも十分な戦果はある。現在は束つかの間まの睨にらみ合いが続いているような状態であり、停滞はそう長くないだろう。

　各機の損そん傷しようは度外視するとして、こちらが保有する虫は七機。鬼虫の蜘く蛛も、蟷螂かまきり、蜈蚣むかで、蛾が、蜂はち、そして甲虫の蛍ホタルと天テン道トウだ。対して敵部隊は、不確定ながら恐らく六機。甲虫の兜、金亀コガネ、鍬クワ形ガタ、鬼虫の蟋蟀こおろぎ、蟻あり──蜻蛉とんぼ。加えて、量産機。

　機体の修復または調整度合を考えると、バランスは細かく変動する。だがいずれにせよ保有する虫の数がそのまま戦力に大きく響くことは間違いない。

「……まるで将しよう棋ぎのようじゃないか」

　誰かが呟つぶやいた。なるほど確かに、限られた強力な駒こまを運用するべきという点に関しては、状況は将棋に似ている。

「けどこっちに不利な点があるわ。一つは、まだ敵の本ほん拠きよ地ちを割り出せていないこと。向こうは帝都の場所なんてよーく知ってるからこれはまずい。一応、白しら萩はぎの通信記録から海底にそれらしいものがあるのはわかったけど、これもまだ十分じゃない。多分、敵さんは潜せん水すい艦かんで移動してるのね」

「海底!?　となると地上より捜さがしにくいぞ、海を総ざらいとはいかんだろう！」

「艦があるということは、どこかにドックもあるということでしょう。沿岸に捜そう査さ隊たいを派は遣けんするべきでは？」

「長期に渡って海底を進むほどの潜水艦となると限られている。それこそ原子力潜水艦ほどでないと無理だ。相手はそんなものまで用意していたのか？　一から建造したとは思い難がたい、出所はどこだ？」

　卓の各所から声が飛ぶのを、巴ともえは冷静に観察していた。小さな手を振ふって彼らを制し、

「待って待って、そっちも大事だけどもう一つ。こっちの方が痛いってことがあるわ」

　右から左に視線を動かして、言った。

「裏切り者の頭をまだ押さえてない」

　はっきりと発せられた「裏切り者」という単語に、場の緊張感が高まった。

「中央も登と坂さかも、現場は緊張してる。そりゃそうよね、お互い誰がそうなのかわからないんだもの。管かん制せい室に一人、いいように利用されてるコがいたわ」

「誰を信用していいかわからない状況……と言っても過言ではないな」

　島しま田だが付け加え、束つかの間ま、不ぶ気き味みな沈ちん黙もくが降りた。

　さてどう切り込んでいくべきか──巴がそう考えたところで、これまで黙だまっていた可か児にが何かを決意したように口を開く。

「その件に付ふ随ずいしてだが、一ついいだろうか」

　可児は、確かに巴に向かって発言していた。

　予想外な動きだった。巴は全員に注いでいた視線をひたと可児に据すえ、

「なに？」

「ここではっきりさせておきたいことがある。弐に番式、羅ら刹せつの巴……あなたについて」

　──はっきりさせておきたいこと、ねえ。

　大おお方かたの予想はつく。自分を呼んだ理由にはそれもあっただろう。

「つまり、何が言いたいの？」

「順を追って話そう。今は昭和一〇一年、戦争が終わったのは二十年も前のことだ。そこで君と参さん番式の剣けん菱びしは記録上、戦死したことになっている。しかし、生きていた。事の顛てん末まつは聞いたが、しかしどうも引っかかる」

　そうだ。

　巴は黙って続きを促うながす。そう、それは当然持つべき疑問であることに違いない。

　可児は、核かくとなる疑問を口にした。

「君達は、これまで何をしていたんだ？」

　巴と剣菱は、戦争を生き延びて二十年かけて帝てい都とに帰き還かんした。

　巴は瀕ひん死しとなった自身の体を改造し、結果として今の姿となった。そうして同じく瀕死の状態にあった剣菱を回収して修復、以降は回復を待って潜せん伏ぷくし、この国に戻った。それが、九く曜ようと井い筒づつ含む全員に巴が説明した大方の筋すじだ。

　可児はそれを疑問に思っているのだ。

「要するにアタシと剣菱くんを疑ってるってこと？」

「いいや、基本的には信用している。……九割は。君達の助力が無ければ、帝都はとっくに黒塚部隊の手に落ちていたし感謝もしている。残り一割は、疑いというより……不確定要素だ」

　巴ともえの説明からは、大おお筋すじを補ほ填てんする詳しよう細さいが抜け落ちている。

　それは確かに、完全に信用するには大きすぎる穴だ。

　どこにどうやって潜せん伏ぷくしていたのか。いつからいつまで活動していたのか。どのような手段でこの八洲やしまに帰ってきたのか。もっと言えば、なぜ黒くろ塚づか部隊に気付き、なぜ彼らを止めようと考えるに至ったのか──。

　巴と剣けん菱びしが辿たどった道筋は、まだ明かされていない。こちら側の誰かが裏切り者で、誰しもにその可能性があるのだとしたら──巴が中央の職員全員を疑っているように、彼らもまた巴を疑うこともできるのだ。

　巴は少し目を伏ふせ、考えを巡めぐらせる。数秒で決意に至った。

「…………そうね。いつまでも黙だまってても仕方ない、か」

　いつまでも隠かくし通せることではなく、またそうするべきでもない。どこかで話さなければいけないことだ。まさかこのタイミングで向こうから切り込んでくるとは思わなかったが、時間の問題に過ぎなかったということだろう。

　状況がもっと落ち着いてから語ろうと思っていた、必要な真実がある。

「確かに普通に考えれば有り得ないことよねぇ。アタシが生きてて、剣菱くんを回収して、どうにか本体も鬼き虫ちゆうも直して万全な状態になって、誰にも見つからず二十年過ごして、こうやって帝てい都とに合流した……なんて、そんな都つ合ごうの良すぎる話」

　そう、二十年は、長い。語られぬ空白期間には幾らでも疑問を挟はさみ込める。

　巴には真の目的があった。

　腕組みをしたまま、巴は卓に座る八洲やしまの要人達を見み据すえて、試すように告つげた。




「アタシはね。戦争を、本当の意味で終わらせに来たの」
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　いつもと変わり映ばえのしない室内に、久く留る守すはじっと座っていた。

　平時はほぼ何もすることがなく、やることと言えば考えるくらいだった。同室の日ひ足あしは登と坂さかの職員はおろか久留守さえ突っぱねる頑かたくなさで、ろくに会話も成立しない。

「……ここから出なきゃ……まず隊長と連絡を取って……」

　備そなえ付けのベッドの上で、日足は独ひとり言ごとを繰り返している。とはいえ、今ここで彼にできる抵抗など知れていた。それでもまだ諦あきらめていない日足を横目に、久留守は今までずっと自分が考えていたことを言おうと考えた。

「ねえ」

　返事はなかった。久く留る守すはもう一度、

「ねえ、ひあし」

　二度目もやはり返事はなかったが、久留守は粘ねばった。椅い子すから降りてベッドまでぽてぽて歩み寄って、日ひ足あしの前に立つ。そうしてようやく日足は険けわしい目をこちらに向けた。

「あんだよ、ぽんこつチビ」

　おまえだってチビのくせに、と思ったが言わない。それより大事なことがある。

「ここのひとたちのこと、どう思う？」

「は？　どうって何だよ。敵以外のなんだと思えっての？」

　日足は断固として即答した。

　つまらないこと聞くな──と言いたげな日足の目に、しかし徐々に疑惑が湧わいてくる。こちらを見下ろす久留守の藍あい色の瞳ひとみに、彼はこれまでとは違う何かを感じ取った。

「……おい。オマエ、まさか、」

「──あたしは、どっちがほんとなのか、わかんなくなったの」

　前置きもなく、はっきりと言った。

　その時の日足の表情は、あらゆる感情がない交まぜになったもののように見えた。

　まず苛いら立だちと怒り。そして戸と惑まどいと、恐らくは不安。日足はその時確かに、久留守に裏切られたかのような顔を見せた。いくら口では邪じや険けんにしていても、ここでは互いにとって同じ部隊に身を置く味方は互いしかいないのだ。

「どっちが？　……どっちがって何だよ。おい、じゃあなにか、まさかここの連中にほだされちゃったって言うんじゃないだろうな!?」

「ちがうよ、……ちがうけど、」

「何が違うんだよ！　そう言ってるようなもんじゃないか！　どっちが本当って、帝都こつちの方が正しいかもって言うつもりかよ!?」

　弾はじかれたように立ち上がる日足。並び立つと、日足の方が少しだけ背も高い。

　その剣けん幕まくに、久留守は少し気け圧おされた。至近距離からこちらを睨にらみ付け、日足は彼自身の中で最もありえず、そして最も恐れているであろうことを問う。

「──オマエつまり、隊長のこと疑ってんのか」

　それは正確ではない。まだその判断すら覚おぼ束つかないのが今だ。久留守は小さく首を振ふって否定する。決定を下す前に、まず知る必要があった。

　頭の中でこだまするのは、万まん字じの言葉だ。

　自みずからの決定に、責任を持つこと。

「おしえて。ひあしは、どうしてたたかうの？」

　急に矛ほこ先さきが己おのれに向き、日足は言葉に詰まる。彼から視線を外はずさず、久留守は訥とつ々とつと続ける。

「あたしはね、おじさんのかたきをとろうって思ったから。いままでずっとそうだった。でもたぶん、それだけじゃだめなんだって、わかった」

　自分自身の殺意こそ正しいと思っていた。帝てい都との奴やつらと鬼き虫ちゆうの生き残りはみな焼き殺すべき仇きゆう敵てきで、誰しもが復ふく讐しゆう対象の「悪者」だと思い込んでいた。

　少しだけ、自分に似ている気がした──と。

　敵だった筈はずの九番式は、そう言って自分の命を救った。

　認識が裏返り、多面性を見せた。心の底から彼らを許したわけではない。だが、考えるべきことは他にもあるのだと今は気付いている。

　日ひ足あしは久く留る守すから目を逸そらし、わざとらしく鼻で笑った。

「決まってんじゃん、そっちの方が楽しそうだったからだよ！　隊長は言ったんだ、ボクに力があるってさ。そんでみんな壊こわしちゃえば楽しいだろうなって思ったのさ！」

「それだけじゃない。それだけじゃ、きっと甲む虫しはうごかない」

「……うるさいぞ！　なんなんだよオマエさっきからッ、くだんねーこと抜かすな!!」

　日足の怒ど号ごうにも、久留守は怯ひるまない。一いつ瞬しゆんも彼から視線を外はずさず、違うと知りつつ問う。

「ほんとうに、きかいになって、みんなこわしたいだけなの？」

「ああそうだよブッ壊すんだよ甲こう虫ちゆうでさァ!!　こんなとこにいつまでもいられるか！　今でも残ってんのがおかしいんだよ！　こんな場所、ほんとは今すぐ潰つぶしてやるべきなんだ!!」

　──？

　久留守は、日足の言葉に微び妙みような違和感を覚えた。

　こんな場所は早く脱出して反はん撃げきに転じるべきだ、という意味だとはわかる。けれど日足の声色に滲にじんだ負の感情は、かつて自身も燻くすぶらせていた怨うらみに似ている気がした。まるで中こ央こを、登坂研究所ここ自体を憎んでいるような。

　日足は最後に、至近距離から久留守を睨にらみ付けて捲まくし立てた。

「それに虫が戦えって言ってる。その通りにするとキモチがいいんだ。そんだけでいいだろ、なにごちゃごちゃヨケーなこと考えてんだよ！　ヒトの頭ンなか探さぐってんなよバカが!!」

　言葉が途と切ぎれ、日足はそれでも噛かみ付くような視線を外さない。久留守はほんの少しだけ悲しそうに眉まゆ根ねを寄せ、どこか縋すがるような小さな声でなおも言った。

「あたしは、ひあしがなにをかんがえてるのか、知りたい」

　久留守のひたむきな視線に、日足は心底から拒絶と嫌けん悪おの表情を見せる。

　姿かたちの全く違う化ばけ物ものを見るように顔を歪ゆがめてそっぽを向き、日足はそのまま何も言わない。その時ふと、扉の付近に取り付けられたモニターから声が入った。

『──どうかしましたか？　何か揉もめ事が？』

　怒号を聞き付けてのことだろう。監かん視し映像にも二人が言い争っている姿は映うつった筈だ。モニター越しに、扉の前に立つ百も舌ずの不ふ審しんそうな顔がある。

　日足は、彼女の顔に釘くぎ付づけになった。

「ううん、……なんでもない。ちょっと、けんかしただけ」

『……そうですか。念の為ため、室内はいつも監かん視ししてます。不ふ審しんな真ま似ねは謹つつしんで下さい』

「うん。ごめんなさい」

　素す直なおに返す久く留る守すを押しのけ、日ひ足あしは大おお股またで部屋を横切ってモニターにかぶりついた。

「──おい」

『……？』

「あんたもずって言うんじゃないのか」

　名前は教えていない筈はずだ。

　百も舌ずが目を見開いた。九く曜ようらが教えたのかもしれない、と彼女は考えたがそうする理由がない。状況と言葉の意図が呑のみ込めず言葉に詰まる百舌だったが、日足は構わなかった。

　すぐ後ろには久留守の訝いぶかる視線。百舌の顔を凝ぎよう視ししたまま、日足は言った。

「ボク、あんたのこと知ってるぞ」

　その時の彼の表情もやはり、あらゆる感情が混在したものだった。
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　戦争を終わらせに来た。

　巴ともえは、確かにそう言った。

　戦争の終了は、どちらかの勝利と敗北という完全な決着のみではない。八洲やしまの現状がその一例だ。想像を絶する激戦によって両者とも疲ひ弊へいしきり、自然消しよう滅めつのような形で今に至る。だがそれはいずれにせよ正常な形ではなく、本当の意味で戦争は終わってなどいなかった。

　ならばその終結に必要なものとは何か。

「……停戦協定か」

　島しま田だが呟つぶやき、巴が頷うなずく。

「そう」

　こうなっても八洲が存在するように、大洋の遥はるか向こうには《帝てい國こく》も依然として存続している。であれば、どこかで「手打ち」が必要となる。

　二十年越しの協定。本当の本当に戦争を終わらせる唯一の手段。島田は卓に両りよう肘ひじをついて巴を見つめ、その言葉から導かれる当然の事実を推理した。

「そしてそのような案を持ち込むということは、君はつまり──」

「《帝國》と、通じていた、と……!?」

　半なかば呆ぼう然ぜんとして島田の言葉を引き継つぐ可か児に。巴は、いともあっさりと頷く。

「そう。──順を追って話すわ」

　無数の視線が巴に集中していた。そこに籠こもる各おの々おのの感情は様々だった。島田のように比較的冷静な者もいれば、可か児にのように驚きが先に立って考えがまとまらない者、帝てい國こくという名に半なかば条件反射的な敵意を滲にじませる者。しかし総じて、巴ともえ本人が思っていたよりは全員が冷静だった。流石さすがは酸すいも甘いも嚙かみ分けた上層部というわけか、話が進めやすくて助かる。

　細い指先を宙に躍おどらせ、巴は二十年前のあの時から時間を辿たどり始める。




　戦中、蜘く蛛もが作戦で致命的なダメージを受けたことは真実だ。

　基地周辺に蜘蛛の体内で調合した「毒」を散布し、時間をかけて自己修復を済ませ、蜘蛛で動けるようになった時には冗談のように時間が経過していた。

　その間に戦況は推移し、蜘蛛も万全な状態でなかったこともあってか、巴からの連絡手段は随ずい分ぶん長いこと失われていた。そもそも回復に時間を使い過ぎた。激動する戦況に追い付くことは叶かなわず、軍の指揮系統から完全に外はずれて独自の行動を取るしかなかった。

　ある時点から、巴は戦争が決してまともな方法で終わらないであろうことを予見していた。

　実際、それは当たった。双そう方ほう引き時を失った激戦は、どちらかの国、あるいは両国ともに消しよう滅めつするまで続くかに思えた。もはや勝敗の行方ゆくえを案じる意味も無く、巴は己の中の優先順位に基づき、まずは鬼き虫ちゆうを求めた。蟷螂かまきりの回収に成功したのは、そのように動いた上で幸運が重なった結果であり、他の仲間を回収するまでに至らなかったのは失態だったと言える。

　巴が大陸にて帝國と接触したのは、戦争が終わった直後のことだ。

　つまり、両国が戦力の全てを吐はき出し切った直後の、最も消しよう耗もうした時ということになる。

　これは複数の要素を加味した上での判断だった。まずこれ以上の長期間潜せん伏ぷくするのは無理がありまたそのつもりも無かったこと、大洋を渡る装備を持たなかったこと、「仲立ち」になれるのは恐らく自分しかいなかったこと。

　そして鬼虫の行方を知るには、帝國と八洲やしまの両方の情報が必要だったこと。まずは手近だった方を選んだというだけの話だ。もちろんただでは済まず、殺されかけたというだけでは済まなかったし、事を進めるだけでもかなりの時間を要した。

　結果、取り付けたのは一つの取引だ。




「一ひと言ことで言えば、調査。こっちがどうなってるのかのね」

　注がれる視線を意にも介かいさず、巴は淡々と続けた。

　もともと八洲の側にあった鬼虫の巴ならば、潜伏も容易ということだ。場合にもよるが抵抗なく帝都と接触を取ることもできる。

　巴は八洲の現状をまず陰かげに潜ひそんで独自に調査し、剣けん菱びしはいざという時の懐ふところ刀がたなとなった。こちらの街々はどのような状況にあるのか、中ちゆう核かくだった帝都は機能しているか。まだ活動している鬼虫は果たして一機でも存在するのか。

　第一には、八洲の人々はまだ戦いを続ける気があるのか。

「今となっちゃあっちもこっちも厭えん戦せん思想よ。もしも帝てい都と全体が軍備を整えて、みんながみんな戦いを続けるつもりだったら、アタシは容よう赦しやなくアナタ方を無力化するつもりだったわ。今いま更さら続きなんて言われたらアタシにとっても不ふ都つ合ごうだったし」

　水を打ったような静せい寂じやくの中に、不ふ釣つり合いなほど軽い調子の巴ともえの声だけが染み渡る。

　受け取る言葉を苦労して噛かみ砕くだいた可か児にが、慎重に確認する。

「そこで発見したのが、黒くろ塚づか部隊……か……」

「そ。アタシが一番危き惧ぐしてた徹底抗戦派ってわけね。流石さすがに驚いたわ、甲こう虫ちゆうなんてものまで持ってくるとは思わなかった。そこから先は知っての通り、のんびりするヒマもなくって非常事態続きで、今」

　言葉を切り、巴は薄く笑った。

「にしても笑っちゃうわよねぇ。あんなに大きな国が、こんなに小さな八こ洲こを怖こわがったのよ？」

　正確には、彼らは鬼き虫ちゆうを恐れたのだ。

　ごく少数で幾つもの戦場をひっくり返し、重要な作戦を完かん遂すいし、巨大な国に大だい打だ撃げきを叩たたき込んだ九機の戦略兵器。そんなものがただ一機でも現存し、なおかつ闘争の意思があればひとたまりもない。

　そこの条件がクリアできれば、巴が持ち込んだ先の「協定」に話を進める。

　太い腕を組んだまま島しま田だが問う。

「わからんな。君の言葉、どこまで信ずるに足る？」

「どこまでもなにも、利害の一致って以外にある？　あっちはやめたい、こっちも同じ。人間同士、利害関係が一番強固な信頼って相場が決まってるじゃない。まあアタシは機械だけど」

「たとえ協定が結ばれたとしても、奴やつらがこちらに不利な条件を吹っかけてくることは当然あり得る。そこまで呑のみ込めと言うのかね？」

「その先はそれこそ卓の上で決めることでしょ？　今決まってることでもなければアタシの関わることでもないわね」

「──なら君は、何を目的として取引を交かわした？　まさかただ互いの国の為ためとは言うまい」

　続く可児の問いに、巴は即答した。

「それこそ愚ぐ問もんよね。九機の鬼虫を、みんな回収することよ」

　まさかここまで拗こじれるとは思わなかったけど──と付け加え、ちろりと舌を出す。

　説明は終わりだ。巴は開いた両手をひらひらさせて、もう一度全員を見渡した。

「さて、アタシの手の内は明かしたわよ。──これだけは覚えといて欲しいけど、この機を外はずすと、もう両方とも本当の本当に後戻りが利きかなくなるわ。二十年前に一回終わった戦争を、今度こそどっちかが完全に消えるまでやるしかなくなる」

　そしてまた、束つかの間まの沈ちん黙もく。

　誰かが口を開いた。

「……なるほど理解したよ。戦争を終わらせる為ために、抗戦派の黒くろ塚づか部隊を抑おさえなくてはならない、と、君の立場からはそう言うのだな」

「ええ。んでアタシが思うに、おんなじ抗戦派の頭があっついヒトが中央にもいて、早いとこ炙あぶり出さなきゃいけないって言ってるわけ」

「ではこの案件にさえ決着が付けば、この二十年の停滞をも終わらせることができるのか」

「そうね。いつまでもこのままじゃいられないのはどっちも同じでしょ」

　結局のところ、戦争の終結を決定するのは卓の上でのことだ。

　当然ただでは済まない部分も山ほどある。奪うばったものも奪われたものも多すぎた。改めて卓を囲って噴ふん出しゆつする問題はこれから数え切れないほど出てくるであろうし、すぐ簡単に事が決するなどそれこそ有り得ない。

　しかし、それは今ここで心配することではない。

　どこかで区切りを付けなくてはいけない。決着とは、そういうことだ。

「──終わらせなければ、始まらぬ、と」

　誰かが呟つぶやく。

　頷うなずきかけたところで、巴は異変に気付く。人間の聴力では届かない、ごくごく小さな金属のこすれる音。鋼こう鉄てつの、懐ふところに収まる程度のサイズの、それなりの重量がある何かが安全装置のロックを外した音。

　それが、ほぼ同時に、

「そういうわけには、いかんよ」

　複数。

　直後、無数の銃じゆう口こうが巴に向けられていた。

　彼らは示し合わせたように拳銃を構えていた。卓上の実に半数以上がそうしていた。

「な……!?　こ、これはどういうことです!?」

　そうしなかった少数のうち一人、可か児には明らかに狼ろう狽ばいして周囲を見渡した。皺しわを刻きざんだ老人の手がそれぞれに銃を握にぎり、そのうち一つが可児の頭をポイントする。

「君は黙だまっていなさい。大事な話をしている。我々の、八洲やしまの為にだ。わかるね？」

「──待て、何をしているかわかっているのか!?　早まるな！　こんな真ま似ねをしていい筈はずがなかろう！　……く……っ！」

　島しま田だが声を荒げる。だがその言葉も、額ひたいに向けられた銃口に封ふうじられた。島田はそのまま押し黙り、険けわしい表情で彼らを睨にらむ。

　徹底抗戦を叫ぶ勢力による内ない紛ふんは、古今東西珍しくもない事態だ。敵に関わらずとも、協定の話をした時点で内部の者も少なからず反感を抱くことを巴は危き惧ぐしていた。それは当然あるべき可能性であった為、余よ計けいな反発勢力が生まれないよう考えてもいた。

　だが杞き憂ゆうだったようだ。どうやら、既すでにそうなるまでもなかったようだから。




「九く曜よう!!」

　同じ頃、登と坂さかにいた九曜は、先さき程ほど通信室に行った菘すずなが駆かけ戻ってくるのを確認した。

　随ずい分ぶん早く戻ってきたものだ。蜂はちの件で話すことがあるというからもう少し時間がかかると思っていた。九曜は振ふり返り、菘の表情から只ただならぬ気配を感じ取った。

「……どうした？」

「はぁっ、はっ、は、き、聞いて……！」

　全力で走ってきたようで、九曜の目の前で息を整える菘。

「っ、おじいちゃんと話したの。蜂のことと、それから中央こつちのことと、そしたら……!!」

「……何かあったのか」

　続きを促うながす一方で、九曜は叶かな葉はのことを考えた。彼女は別のところで働いている。何かが起こっているにしても恐らく何も知らない。

　胸元を押さえながら、菘はそれを伝える。

　つい数分前の、尽じん天てんとの通信でのことだった。




「あーらやだ。大のオトナがちっちゃなオンナのコに向かってみっともなーい」

　十は下らぬ銃じゆう口こうに射られ、巴ともえはわざとらしくおどけた。

　戦闘型の鬼き虫ちゆうならいざ知らず、これほどの銃で一気に撃うたれて平気でいられる自信は巴には無い。それに加えて今はこんな体だ。本体のみの純粋な戦闘力は、仲間達より遥はるかに劣おとる。

　銃を隔へだてて彼らの顔を見詰め、巴は一段低い声で呟つぶやく。

「……そうよね。まあそんなこったろうとは思ってたわ」

「ほう？」

「いくら二十年もあったって、完全に独力であれほどの軍備を整えられるわけがない。ガラクタの再利用だって絶対に無理がある。どこかで何かと深く繋つながってなきゃ甲こう虫ちゆうの完成なんてどだい無理のある話だしねぇ」

　確認された限りの兵力でも、黒くろ塚づか部隊はただの武装勢力としては破は格かくどころか有り得ない。

　そこに、長期に渡り海底を巡じゆん行こうする移動手段の存在だ。ますますもってただで用意できるものではない。更さらに──

「確か聞いたことがあるのよ、『移動できる基地』の話」

　名は忘れた。巴は鬼き虫ちゆうにかかりっきりで、それ以外の通常兵力の計画には深く関わっていない。だがそんな中に興味深い話があったからそれだけは記憶の片かた隅すみにあった。

　ただ聞いた話によると、あれは計画段階で頓とん挫ざしたというが。

「はは、なるほど敏さといな。いやまったくその通りだよ」

「どのみちおエラいさんのうち誰かが手回ししてると思ってたのよ。まさかこんなに多いなんてさしもの巴ともえちゃんも予想外だったけどー」

「まあいい、君には黙だまっていて貰もらおう。……停戦協定の話は予想外だった。時間も無い、危ない橋だが計画を急がせなくてはならんな……」

「内部の裏切り者に一いつ斉せい号令するとかってハナシ？　やだ怖こわい、見過ごせないわー」

　取り乱さない巴を、老人はせせら笑う。この閉じられた部屋で彼らは優位にあった。盗聴などの介かい入にゆうを防ぐため、物質的にも電子的にもここは完全な密室状態にある。

「ふむ、面おも白しろい冗談だ。そんな様で一体何をするつもりかね？　んん？」

「何をするつもりかって？　……へぇ、目的の割にはなんだか平和なこと言うのねぇ」

　巴は指先を一寸も動かさぬまま、にっこり笑って、言った。

「もうしてるわよ、お生あい憎にく様さま」

　一人が拳けん銃じゆうを取り落した。

　音に驚いて要人達がそちらを向く。見ると、その一人は混乱した様子でしきりに目をしばたかせていた。そこからは幾らもかからなかった。彼は何か言う暇ひまもなく、頭から卓の上に落ちて完全に意識を失った。

　規則的な呼吸が聞こえる。死んではいない。巴は自信の特とつ攻こう術の効ききを目で確認し、その名をぽそりと呟つぶやいた。

「──《毒物操作エレメント》」

　巴の特攻術は、あらゆる「毒」を調合して造り出す。生物毒のみならずコンピューターウイルス、または薬物の類たぐいも思いのままに生み出せる。

　この霧きりは致死性のない催さい眠みんガスだ。こんな体だから体表面から散布できる総量も知れたもので、全員に浸しん透とうするには少し時間がかかってしまった。

　だが、こうなったら時間差はほぼ無い。

　次々と、密室にいる巴以外の全員が昏こん倒とうするように眠った。

　直後に振ふり袖そでから展開したワイヤーが、その場の一人一人をがっちりと拘こう束そくした。銃を構えなかった可か児にと島しま田だも眠り、ぐるぐるに縛しばられたが、こうなればついでだ。ごめんで済むだろう。

　一人も逃がさなかった。人間の力では身動きも取れないほど強固に拘束した人間達をぐいっと引っ張って、壁に横一列に並べた。

「さて──」

　もう一仕事だ。

　巴は眠る裏切り者のうち適当に一人選んで歩み寄り、小さな平手で頬ほおを張った。

「はいどーもおはよーございまーす。よく眠れたかしらん？」

「……!!　……!?」

「巴ちゃんねー聞きたいことがあるのー。答えてね？」

　巴の手には、床から拾った拳銃が一いつ挺ちよう。銃口を相手の顎あごの下にごりっと押し付ける。

「烏え帽ぼ子しってどいつ？」

　有う無むを言わさず引き金に指をかける。喋しやべらなければ構わず撃うって次に当たるぞ、と言外に示している。相手は皺しわだらけの顔を歪ゆがめ、歯は噛がみして口を開いた。

「……烏帽子は……私だ。いや、私でもある」

「でもある？　なにソレ」

「共用の名だ。──恐らくこの場の全員が一度は烏帽子を名乗っただろう。下の者に指示したり、勧かん誘ゆうする時には決まってそう名乗るのだ」

　つまり「烏帽子」とは、彼らのような内通者の共用の名ということか。

「じゃあ、この間の三み原はらってコに声をかけたのは？」

「私だ。三原信しん次じの父はよく知っている……彼はかの旅団にいる」

「井い筒づつくんに余よ計けいなこと吹き込もうとしたのは？」

「…………覚えがない。少なくとも、私以外の誰かだ」

　井筒が言うには、機械兵の口を借りて彼に勧誘の言葉をかけたのも「烏帽子」だ。その烏帽子がどいつであるかはともかく、そう名乗る者達がここに集まっている。

　だが、だからといって「烏帽子」が実態を持たず、不特定多数の凡人が共用する「ただの名前」とは思い難がたい。久く留る守すの証言では、甲こん虫ちゆうの特機二号丸である《金亀コガネ》の本体がその名を持つというではないか。本物の烏帽子は、間違いなく、いる。

　時間はある。どれほど遅くなっても、このまま一人一人尋じん問もんにかけるべきだ。このワイヤーは人力ではまずびくともしないし、縛しばり方にも一ひと工く夫ふう加えているから人じん外がいの力であっても振ふり解ほどけないようになっている。その辺あたりの加か減げんは何度か暇ひまな菊きく丸まるをとっ捕つかまえて試したから間違いない。彼が抜けられないなら、誰も力では抜けられない。

　壁一列に並べた人間達は、全員深い眠りに落ちている。巴はぺろりと舌を出して、毒物制御エレメントを発動した。吐と息いきに暗い紫むらさきの色が付き、小さな体内では瞬しゆん時じに大脳上皮の酩めい酊てい作用を引き起こす薬物──一種の自白剤の調合が完了。が、

　そこで、異変に気付いた。

　一人足りない。




　──む？　今、なんと言うた？

　菘すずなが言うには、話をしている最中、安あん東どうは急にそう問い返したという。

　最初、どうして祖父がきょとんとしているのかわからなかった。大したことを言ったつもりはない。確かにここ最近は定期連絡する暇ひまもなく、激動する帝てい都とは尽じん天てんとまるで別世界のようだったが、これまでの説明は前回までにしておいた筈はずなのに。

　──何って、え？　えーっと蜂はちの話だけど、なんか変なこと言った？

　どこに引っかかったのか見当もつかない。話したのは蜂の修復の進しん捗ちよくと、つい先さき程ほどまであったこと。九く曜ようや叶かな葉はや鴇とき子こ、巴ともえや可か児にや島しま田だや百も舌ずとの会話で安あん東どうの話題が出たこと。

　安東も最初は聞き違いか記憶違いかのどちらかと思いかけたらしく、「ふうむ……？」と少し考えて、改めて問い質ただした。

　──お前、島田と言うたか？　島田とは島田宗そう吾ごのことか？　帝てい都とにおるのか？

　島田という名の、安東と旧知の老人がいる、と伝えたのは菘すずなだ。安東は思わぬ名前を聞いて驚いた様子だった。

　これは菘は与あずかり知らぬことだったが、いつも尽じん天てんとの定期連絡を担当する可児と通信士は、島田の存在を彼本人から口止めされていた。理由を問うと、島田は少年のようにいたずらっぽく笑ってこう言ったものだ。

　まだお互い忙しい、事が済んだ後に私から直接連絡を取る。奴やつを驚かせたい──と。

　──うん。って、可児さんから聞いてなかった？

　菘はそれを知らなかった。彼女が尽天とコンタクトを取ったのは、蜂はちの修理に関するいわば緊急的な措そ置ちだった。

　──いや聞かんなあ。しかし……島田……妙みようだの。そやつ本当にそう名乗ったのか？

　様子がおかしい。

　思いがけず旧友の名前を聞いて驚いている、というのとは少し違う。ここでその名前が出てくること自体が本気で理解できないようだ。通信機の向こうから伝わる思し案あんの気配に菘はなんだか不安になってきて、恐る恐る先を促うながした。

　──ね、ねえ。なんなのよいったい。あの島田っておじいちゃんがどうしたの？

　そして、安東は言う。

　──島田あやつは、もう死んでおる筈はずだぞ？




「だから、早まるなと言うたろうに」

　ずん。

　一人足りない、と気付いた直後のことだった。

　巴の胴どうを、一いち撃げきの手しゆ刀とうが貫通していた。
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　見下ろすと、強きよう靭じんな筋肉を備えた丸太のように太い腕が目に入る。

　全身が異様な音を立て軋きしんだ。どろりとした血液が後あとから後から溢あふれ、胴に開いた穴から下を真っ赤に塗り潰つぶして、足元に血ち溜だまりを作った。菫すみれ色の振ふり袖そでが血をたっぷり吸い、その分だけ重くなったせいで肩からずり落ちる。

　貫通と言うことすら不適当かもしれない。相手の腕と巴の体の釣つり合いが取れなすぎて、童女の矮わい躯くはほとんど上と下で分断されかかっている。

　こふ、と口から鮮血が迸ほとばしる。己おのれの血を味わったのは、実に二十年ぶりだった。

「老おい先さき短い連中はどうにも先走っていかん。もう少しゆっくり進めるつもりでおったが……まあこの分では、どの道あまり悠ゆう長ちように構えてはおられなんだか」

「お……お前、が……」

　巴ともえの血を浴びた要人が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくのを、巴はノイズにまみれた思考の中で聞いた。

　視界が霞かすむ。機械の身でもこの甚じん大だいなダメージは「致命傷」と判定される。貫つらぬかれた穴から下はもう何の信号も受け付けず、エラーしか返ってこなかった。

　不ふ可か解かいだ。巴はこの中に特機がいることを想定した上でワイヤーを操作した。あそこまでがっちり縛しばり付けた以上、抜け出す手段は物理的に無いと断言できる。しかし──島しま田だを横たえた壁かべ際ぎわには、傷一つ乱れ一つ無いワイヤーだけが、ぽつんとあった。

「いかにも。私が《烏え帽ぼ子し》ですよ」




　島田宗そう吾ご、特機二号丸《金亀コガネ》の烏帽子は、初めてその正体を明かして笑む。




『「──＊＃』、かふ、『│＜:＆』」

「にしても君にはつくづく驚かされる。君一人いるのみで登と坂さかの回転率が跳はね上がった上に、トントン拍びよう子しでこちらの陰かげを暴あばきおる。しかし自分を餌えさにするなら、もう少し戦闘こちらの勘かんを磨いておった方が良かったなあ」

　みり、と島田──烏帽子の全身に尋じん常じようならぬ力が籠こもった。気付くのが遅すぎた。体を貫く左腕の筋肉が蠕ぜん動どうするのを感じると共に、巴ともえの口からまだこれほど残っていたのかというほどの血が零こぼれる。烏え帽ぼ子しは今、長く封ふうじていた「戦闘状態モード」に移行している。

　殺やられる。

　特とつ攻こう術発動。体内に残った毒を総動員し、巴は背後の烏帽子を道連れにすることを決意し、

　直後、二つのことが同時に起こった。

　会議室の天てん井じように大穴が開き、正面ドアが爆ばく散さんした。

　天井は頑がん健けんな鉄筋の造りにも関わらず、圧倒的な破は壊かい力を持つ超振動ジエツトに破は砕さいされ、屋上からここまでを一直線に繋つないだ。

　その穴から飛び降りた剣けん菱びしが、既すでに抜き放っていた二刀を電光のように振ふり抜く。

　白はく刃じんが薄うす闇やみを裂さき、同時に烏帽子が飛び退すさった。体に大穴を穿うがたれた巴の体が宙を泳ぐ。

　──外はずした!?

　剣菱は、己おのれの奇き襲しゆうが明らかに敵より速かったことを確信している。今の斬ざん撃げきは決して避よけられるものではなかった。にも関わらず刀身に何の手て応ごたえも伝わらない理由の説明がつかない。

「姐あね御ごッ!!」

　両扉をヤクザ蹴げり一発でぶち破やぶった井い筒づつは、室内の惨さん状じようを目まの当たりにして絶叫した。

　この会議室は堅けん固ごな施せ錠じようとジャミングに守られた物質的・電子的密室で、中で何が起こっているのかは鬼き虫ちゆうにもわからない。異常を察さつ知ちしたのは剣菱だったが、それでも突入が遅れてしまった。

　距離を取る烏帽子から注意を外はずさず、剣菱は巴の体を受け止めて接触通信をぶち込む。

『巴！　生きてるか！』

　返事は帰ってこない。ダメージが許容限界を遥はるかに超えて、電脳を一時的に強制停止させているようだ。薄く開いたまま光を失う紫むらさきの眼めを覗のぞき込み、剣菱は舌打ちする。

「──なんと、気付きおったか。このまま静かに済まそうと思うておったのだが……やはり厄やつ介かいな者共よなあ」

「とんだペテン師だなおい。大たい抵ていの野郎は顔でも見りゃあ腹に何か持ってんのは見抜けるつもりでいたが、あんたは全然だった。まんまと騙だまされたぜ」

「おお？　ほっほ、そりゃ褒ほめとるのか？　生あい憎にくだがペテンではないさ、特別渉しよう外がい課の島しま田だ宗そう吾ごも私のちゃんとした顔だ。こちらはこちらで正直だったというだけに過ぎんよ」

　本気で斬きるつもりだったし、速度も狙ねらいも全く狂いはなかった。それでもかすり傷一つ受けていない島田を前に剣菱は身構え、横から井筒の声を聞いた。

「剣菱」

「──」

　大たい抵ていの場合、井筒が仲間を改めて「名前」で呼ぶのは、彼が本マ気ジな時に限る。

　空気が熱を持っているようだった。

　ヒビが入るほどに強く床を踏みしめ、井い筒づつが室内に踏み入る。既すでに手袋は投げ捨てられ、機械の四し肢しは露ろ出しゆつしている。

「とっとと姐あね御ご連れて登と坂さかに戻れ。時間がねェ」

　剣けん菱びしの腕に抱かれた巴ともえは、それこそ人形のように軽く冷たい。

「いいのか？」

「……いンだよ。これ以上ガマンさすなや……!!」

　言葉少なに返す井筒の視線は、一点を突いたまま微動だにしない。いつもの調子からは想像もできないほどに冷たい声から、その内部に今は辛かろうじて抑おさえ込んでいる熱を感じ取り、剣菱は迷わず立ち上がる。

　烏え帽ぼ子しは髭ひげまでも白い顎あごを指の腹で撫なで、興味深げに呟つぶやいた。

「ほう、面おも白しろい。夕せき馬まの阿あ呆ほうに面めん倒どうを押し付けられて窮きゆう屈くつで敵かなわなんだからなぁ、これぐらいは楽しませてもろうても罰ばちは当たるまいて！」

　黙だまれ、という意思を、井筒は躊躇ためらいも無い砲ほう撃げきで叩たたき付ける。

　持ち上げた左脚の膝ひざが音を立てて開き、空気圧で小型榴りゆう弾だんを射しや出しゆつした。

　爆発。

　巨漢のどてっ腹を狙ねらった榴弾はしかし狙いを外はずし、会議室の奥の壁を破は砕さいして爆発し火か炎えんを噴ふき上げる。たまらないのは取り残された要人達だった。眠りから覚めた彼らは悲鳴を上げて身を低くし蹲うずくまるが、井筒も烏帽子もそんな様は視界に入ってもいない。

　剣菱は既すでに巴を抱かかえ、その場から消えていた。全速で登坂に走ったのだ。床に生々しく残った血ち溜だまりを一いつ瞬しゆんだけ見下ろし、井筒はもう我慢しなくていいことを知った。

　非常事態警けい報ほうが響き渡る。会議室のスプリンクラーが弾はじけて室内に雨を降らす。烏帽子が構える。頭から水を浴びながら、しかし井筒の内部の熱は萎しぼむことがない。

　怒りが火を噴ふき、体内の重火器を展開して、井筒は吼ほえた。

「──このクソ野郎は、オレが直じき々じきにブッ殺すッ!!」
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「烏帽子殿が戦闘態勢に入ったようです」

　同時刻、太平洋の水面近くまで浮上した影がある。影はどんな水すい棲せい生物よりも巨大で、無機質だった。原子力潜せん水すい艦かん《嶽がく》の内部で帝てい都との動きを察さつ知ちし、初老の管かん制せい官は静かに告つげた。

「……想定外のことが起こったか」

　虎杖いたどりは、この二号丸の烏帽子をそれなり以上に信頼している。

　隊の中で、最も付き合いが長い部類に入る男だ。飄ひよう々ひようとした部分もあるが、あらゆる場面において老ろう獪かいな彼は何をするにも慎重かつ巧こう妙みようで必要以上に「急ぐ」という概念を持たない。

「烏え帽ぼ子しが不用意に攻せめる筈はずはない。鬼き虫ちゆうの力量を侮あなどったというわけもあるまい」

「侮ったのは中央の老人達でしょう。彼らは鬼虫の力を忘れつつあった。脳にまで暈ぼけが回ったと見える」

　吐はき捨てる管かん制せい官は、技術畑の人間だ。たとえ姿かたちが変わり弱体化したところで、少しでも「鬼虫」なるものを理解する者は彼らを前に迂う闊かつな手など打たない。それを深く知ればこそ、帝てい都との「黒くろ塚づか派」の軽けい挙きよに憤いきどおりを感じているらしい。

　ともあれ、だ。

　烏帽子は戦闘力一つとっても、本体ならびに《金亀コガネ》の両面でオリジナルの鬼虫に後おくれを取らない。素質はあれど経験に乏とぼしい日ひ足あしと久く留る守すとは違う。しかしながらあの参さん番式と四番式の存在する敵陣の只ただ中なかにおいては流石さすがに不利だ。

　虎杖いたどりは黒い瞳ひとみをぬるりと滑すべらせ、別の管制官に確認を取る。

「──《蟻あり塚づか》の稼か働どう効率は？」

「良好。残った星ほし鉄がねを全て組み込むことで範囲・精せい度どともに跳はね上がっています」

「核かくの稼働に問題は無いだろうな。性能の向上ばかりで核に負担を強しいると処理が面めん倒どうだ」

「ええ、現状は安定しています。恐らくもっと強い信号にも耐えられるでしょう」

「ですがそれには《触覚アンテナ》を置かねば」

　六番式は竜胆りんどうの監かん視しに回っている。こちらの側に日足がいないことは痛いた手でだ。さて、増援を送るとして最も早い手はどれか。

「なら、行くよ」

　その時、狭せまい室内の隅すみにじっと立っていた男が声を上げる。

「……朧おぼろか」

　甲こう虫ちゆう式／特機五号丸《鍬クワ形ガタ》の朧である。

「じいさんを一人にさせてもおけない。久しぶりに挨あい拶さつもしたいしね」

「鍬形はあと少しだが、すぐには持っていけん。お前一人に任まかせることになるが、構わんな？」

　恐らく、虫の戦闘にはならない。

　出たとしても本気で戦闘機動を取ることはできまい。場所は帝てい都とのど真ん中だ。蟷螂かまきりや蜈蚣むかでなどが動けば、復興して間もないあんな小さな街などものの数分で焦しよう土どに戻る。

　ならば恐らく、基本的には本体のみでの白はく兵へい戦せんが主となるだろう。

　無理な話ではない。朧自身の最終調整は終わっている。

　この男の戦闘能力を知らばこそ、虎杖は躊ちゆう躇ちよせず決定を下した。

「いいだろう。お前の任務は電脳に直接通達する。準備を済ませて出しゆつ撃げきしろ」

「ああ」

　ばさり、と年季の入った外被コートを羽は織おる朧。その内側で金属が擦こすれ合い、錆さびた鈴のような鈍い音を立てた。彼がこれから行く場所はまず間違いなく虎こ穴けつだ。にも関わらず、足取りは散歩にでも出るかのように軽い。

「忘れ物だ」

「？」

　振り返る朧おぼろに、虎杖いたどりはあるものを投げ渡した。

　朧は片手で受け取り、数秒ほどしげしげと観察した後、慣れた動作で頭に乗せる。

「……悪くない。昔を思い出す」

　軍帽である。昔から愛用していた朧の私物だ。生地はよれ気ぎ味みだが厚手でつばが長く、深く被かぶれば目元を完全に隠かくすことができる。

　帽子と前髪の奥の紅くれないの瞳ひとみをまたたかせ、朧は出た。

　海面にわずかに出た艦かんのハッチを開き、よっこいせ、と艦体上部に立つ。

　ごく不安定な足場にも関わらず、彼のごついブーツは艦体から一ミリもずれない。

　朧は指の背で帽子のつばをくいと押し上げ、空を見上げた。雲一つない、どこまでも突き抜ける蒼そう穹きゆうが広がっていた。天気晴せい朗ろう。海も凪なぎ、穏おだやかな波音だけが聞こえる。風はなく、燦さん々さんと降り注ぐ真昼の陽光が目に痛いほど眩まぶしい。おあつらえむきの快晴だ。

　朧は今、専用の白はく兵へい戦せん用装備に加え、大きなザックを背負っている。今から長期の行軍にでも出るのかと思うほどの荷物だが、それでも顔色一つ変えない。

「さて──」

　ぱり、と朧の体が光を帯びる。

　本来ある筈はずのない怪かい光こうである。足を起点に朧の体表面を流れていく仄ほの赤あかい光はばりばりと音を立て、徐々に出力を上げていく。

　九番式の少年が自在に操あやつるのと同じ、電でん磁じの光だった。

「行くか」

《反転》。

　次の瞬しゆん間かんだった。

　周囲の太陽光がぐにゃりと歪ゆがんだかと思えば、朧の体が音もなく浮き上がり──飛んだ。




　朧一人の小さな反応が急速離脱していくのを見送り、虎杖は手早く確認を取る。

「金亀コガネは？」

「もう潜っています」

「よし──塚を起動、朧の働きに備そなえ温めておけ。本ほん艦かんは再度潜せん水すい、西に舵かじを取る」

　周囲がわずかにざわめいた。

　実のところ、それはほぼ完成状態にあった。テストを行っている暇ひまも場所も無いからぶっつけ本番という形になるが、虎杖は成功を確信していた。




「お披ひ露ろ目めだ。《神しん鯨げい》を動かす」






　　　四　─　激動







　街中に非常時警けい報ほうが鳴り響いた。

　突とつ如じよとして日常に介かい入にゆうした音に、人々は足を止める。

　機械兵が弾はじかれたように動き出す。だが指揮系統が乱れており、彼らは彼ら自身で行動を判断できない。必然、巡じゆん回かい時の基本プログラムである「未定義反応を追跡せよ」「有事の際は市民の避難誘導をせよ」という二つの命令を実行した。

　中央に走る者、火器のロックを外はずして周辺警けい戒かいを続ける者、最寄りの避難所に市民を導くべく市場に降り立つ者。けたたましく鳴り響くサイレンと人々のざわめきが、漣さざなみのように街々に波は及きゆうしていく。

「……？」

　その時、叶かな葉はと鴇とき子こは市場にいた。

　買い出しも終えて、今から登と坂さかに戻ろうとしているところだった。食材の詰まった袋を両手で抱かかえ、叶かな葉はは中央の方を見た。

　菊きく丸まるが二人の前に立ち、油断なく周囲を索さく敵てきする。

　よく晴れた真昼の日常が、警けい報ほうと共に非日常へと変異していく。
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　同時刻、中央管理局の十六階の窓が砕くだけ散り、影が二つ躍おどり出た。

　井い筒づつと、烏え帽ぼ子しである。

　直下の地面まで真まっ逆さかさまだった。普通の人間ならまず助からない高度を高速で落下しながら、井筒は鳶とび色の三さん白ぱく眼がんで烏帽子を睨にらみつける。数メートル下を同じく落ちる烏帽子は地に背を向け、大の字になってこちらを見上げている。

　井筒は迷わず、両手の機関銃じゆうを烏帽子の真ま逆ぎやく、空に向けて発射した。

　炸さく裂れつ音と共に銃じゆう弾だんが撃うち放たれ、マズルフラッシュを背に井筒は発射の反動で加速した。

「む！」

　目を見開き、烏帽子は両腕を組んで防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

　無駄だ。ぶち抜く。

「どらァアッ!!」

　反動の加速をも落下に乗せ、井筒はそのまま、敵の胴どうに体ごとの右みぎ膝ひざ蹴げりをぶち込んだ。

　老いた巨木のような巨体が軋きしむ。そして井筒の右膝に仕込まれているのは、機械兵にも叩たたき込んだ散弾の銃口──零ゼロ距離だ。吼ほえて、展開、発射。

「一ぱァつ！」

　くぐもった銃声が轟とどろき、

「二発!!」

　烏帽子の体が揺ゆれ、密着状態から全ての散弾が撃うち込まれ、

「三発ッ!!」

　硝しよう煙えんと爆はぜた実じつ包ぽうを宙に残し、二人は一ひと塊かたまりとなって落ち、

「──最後だッ!!」

　両の五指を首と心臓に抉えぐり込み、ありったけの機関銃をお見舞いし──地面に激突した。

　烏帽子の巨体が地面に叩き付けられ、衝しよう撃げきと共に砕くだけたアスファルトが飛び散る。遅れて落ちてきた薬やつ莢きようが次々と地面で跳はね返って小さな音を立てる。

　井筒は直前に烏帽子の体を蹴って身を翻ひるがえし、十メートルは転がって態勢を立て直した。落下地点は無残に砕け散り、幾いく筋すじもの亀き裂れつが放射状に走っている。濛もう々もうと立ち込めるセメントダストでその中心がどうなっているか視認できないが、井筒は見るまでも無く察さつ知ちしていた。

　手て応ごたえが無い。

　これが通常の機械兵なら十回は死んでいるような猛もう攻こうだ。攻撃は全て命中した、というより外はずしようが無かった。敵がどれほどの防ぼう御ぎよ力を持っていようと無傷でいられる筈はずはない、が。

　その時、井い筒づつの背後から丸太のような手がぬうっと伸びた。

「ちィッ！」

　両指を肩越しに後ろへ向け、そちらを見もせず発はつ砲ぽう。一ひと跳とびで通りを飛び越え、銃じゆう口こうを向けたままそちらを睨にらむ。

　井筒の後ろに背はい後ご霊れいのように立ったそいつは疑いようもなく烏え帽ぼ子しで、どのようにしてかそこまで移動したのだ。

「燃えとるのォ。嬉うれしゅうなるわ」

　白しら髭ひげを蓄たくわえた口をにんまり曲げて、烏帽子は笑う。

　彼の両腕の皮膚は今や剥はがれ落ち、その下の高分子の人工筋肉が露ろ出しゆつしていた。異常に盛り上がる筋肉の密度は凄すさまじく、まさにそれ自体が凶きよう器きと言うに相応ふさわしい。こいつは──少なくとも本体のこいつは、格闘戦に特化しているタイプだ。恐らく両脚も同じ状態だろう。

　井筒はばしんと両りよう拳こぶしを打うち合わせ、今の装そう弾だん数を確認すると同時に周辺を索さく敵てきした。機械兵が急行している。局内に多数、外にも幾つかの人間の反応があるが、彼らは戦域から逃げているようで近付く気配は無い。

「カスが、妙みようちくりんなワザ使いやがって……」

「なぁにこの程度は余技のようなものよ。君だとて、《術》は持っておるのだろ？　さてどのように殺してくれるのだね？　銃殺か、爆殺か、それとも圧殺か？」

「全部だ。きっちりすり潰つぶしてやっから安心してくたばりやがれッ!!」

　にぃぃ、と烏帽子が笑む。白い歯が剥むき出しになり、老人なりの深い皺しわが幾つも刻きざまれた。

「それは良いことを聞いた」

　そして、攻せめに転じた。

　尋じん常じようならぬ筋肉による踏み込みは、烏帽子の巨体を砲弾と化した。一いつ瞬しゆん、その四し肢しに陽炎かげろうのように走る「ゆらぎ」を見る。何の工く夫ふうも無い直線距離。

　──しかし。

　自分の照しよう準じゆん精せい度どなら必中でありながら、井筒は正面突とつ撃げきする烏帽子に銃口を向けなかった。

　こいつは、何らかの方法で攻撃を無効化している。

　回避と防ぼう御ぎよのいずれかはわからない。だがあれほどの攻撃を叩たたき込んだというのに無傷である以上「何か」があることには間違いなく、正面から闇やみ雲くもに攻撃するのは得とく策さくではない──井筒は冷静だった。そこまでを瞬時に思考し、次の一手を淀よどみなく演算する。

　井筒は、怒りとは炎ほのおではなく炸さく薬やくであることを知っている。

　頭の中で怒りを燃やし続けていると思考が鈍る。そうではなく、感情は爆発力だ。然しかるべき瞬間に着火し、爆発させ、最大の熱量を打ち込む。であればその爆発力を敵に叩き付ける寸前まで、内にある怒りを冷静な思考で飼い慣らす必要があるのだ。

　激情家と見られがちな井い筒づつだが、戦闘中の思考は驚くほど冷静だった。「なんとなく」で大方を察さつ知ちする直感型の剣けん菱びしとは真ま逆ぎやく、論理的思考で戦闘を進めるタイプだ。

　井筒は屈かがみ、厚手のジャケットから取り出した一発の閃せん光こう弾だんを宙に放っていた。

「……んん!?」

　烏え帽ぼ子しが目を見開いた時には、閃光弾は爆発していた。

　大音響と閃光が瞬しゆん間かん的に周囲を埋め尽つくす。両脚でアスファルトを削けずり、急停止する烏帽子は視界の端はしから飛び込む何かを察知する。

　榴りゆう弾だんである。巨きよ躯くが咄とつ嗟さにそちらに反応する──だが、その榴弾は「こつん」とアスファルトを叩たたいてから何の反応も見せずただ石ころのように転がった。そちらに気を取られた一瞬、

「──おォらアッ!!」

　信しん管かんを殺した榴弾とは真逆から、井筒が仕し掛かけた。

　死角から抉えぐり込むアッパーが、敵の顎あごをまともに捉とらえる。

　今度は手て応ごたえがあった。ぱぐ、と存外軽い音と共に烏帽子の体が浮く。だが直ちよく撃げきと同時に、烏帽子の眼めがぎろりと井筒を見た。

「！」

　怪かい力りきを秘めた巨体が化ばけ物ものめいた動きを見せる。その腕の動きを捉とらえることは井筒にも不可能だった。瞬しゆん時じに追撃を取りやめ、井筒は飛び退すさる。烏帽子もまた殴なぐられた勢いのままに数歩後退し、距離を取った。

「……ち……」

　右手を見下ろすと、薬指と小指が、小枝のように折られていた。

　銃じゆう身しんでもある鋼こう鉄てつ製の指があの一瞬で、手の甲にくっつくほど捻ねじ曲げられていたのだ。

　舌打ちして左手で指を戻す。もう一秒でも長くあそこに留とどまっていたら右腕ごと持っていかれたかもしれない。完全に機械の腕だが、危険信号としての「痛み」はある。脳に生まれたエラーを殺し、烏帽子を睨にらんだ。

　だが、やはりだ。

　意識外からの攻撃をも完全に無効化することは、少なくとも不可能らしい。

「ぐ、……ぐっく……」

　俯うつむき、烏帽子は低く唸うなっていた。殴りつけられた顎をごきごき音を立てて戻し、血液をべっと路上に吐はき捨てる。腹でも立ててるのかと思い、井筒は罵ば声せいを投げる。

「痛いてェかよクソジジイ！　けどなァ、姐あね御ごの痛みはこんなもんじゃねェと思えやッ!!」

　烏帽子の表情が激しく歪ゆがむ。

　しかし、直後に起こったのは意外なことだった。

「ぐぅぅうおおぉぉおおおおッ!!」

「……あァ？」

　その通り、烏え帽ぼ子しは痛がった。

　身み悶もだえして獣けもののような声を上げ、尋常ではなく痛がった。

「ぐぅぅううふうううう……痛いッ!!　おおぉおおぐううううッ!!」

　機械にも──少なくとも機械化された鬼き虫ちゆうの本体にも、痛覚はある。

　甲こう虫ちゆうの本体も同じであろう。

　触覚の一種であるから、これを消去すると五感の一つが消失するにも等しい身体的違和感が生じる。そもそも痛みとは自身の機体からだに対する危険信号であり、機能として無くてはならないものだ。痛覚を切ること自体はできるが、普通しない。烏帽子も同じだろう。だが。

「うぐぅうっ、くく、おおぉおッぐ、くははははははははァッ!!　痛いぞう！　これはァ痛いなぁぁぁああはははははははははッ!!」

　不ぶ気き味みなのは、相手が痛がりながら笑っているということだった。

　拳こぶし一発喰くらった程度のそれではない。むしろ、痛覚を増ぞう幅ふくさえしてはいまいか。

　さしもの井い筒づつも言葉を失う。過か剰じようなまでの痛がりようと異常なほどの哄こう笑しようは十秒ほど続き、烏帽子は最後に「ふは」と満足げな息を吐はいて、ぴたりと止まった。

「──よし。良い感じだ」

　満面の笑みだった。

「ンだテメェ、気きッ色しよく悪わるィ……」

「そう言うな。なにしろホレ、私も機械の身だ。それに相手の攻撃を避ける手があるということももう気付いてるんだろう？　そうなってしまうと『痛み』というものにどんどん鈍感になってしまってのう。だから良いのを喰らった時は、本気で痛がるようにしておるのだ」

　生え揃そろった歯を剥むいて、烏帽子は晴れがましく笑った。

「そして、だからこそ実感できる。私は生きている！　生きて、戦っている！　故ゆえに、痛みとは素晴らしいものだ!!」

「ちッ……このクソ変へん態たいが！　ンなに痛ェのが好きなら嫌いやってほど味わわせてやらァ!!」

「ふむん、楽しみだ！」

　踏み込む直前、井筒は味方信号の急速接近を確認する。

　烏帽子の周囲の物もの陰かげから、一気に十体以上の機械兵が飛び出した。

　機械兵らは戦闘している二人が「四番式」と「島しま田だ宗そう吾ご室長」であることを視認しており、上層部の島田の謀む反ほんに判断の鈍りを見せたが、破は壊かい行為を行う彼を「敵性」と認識。彼を無力化すべく全速で烏帽子に飛びかかる。

　さしもの烏帽子といえ、井筒に加えて多数の機械兵を全て相手にはできない。

　だが、直後に起こったのは意外なことだった。

　機械兵の指先が己おのれの体に触れる直前、烏帽子は振ふり返りもせず、電波で命じる。

『管理信号コード〇二送信／甲こう種しゆ指令／停止せよ』

　びくん、と機械兵の体が一度大きく跳はねた。

　そこから先は幾らもかからなかった。信号を電脳に打ち込まれた機械兵の全員が、糸の切れた人形のように動きを止める。烏え帽ぼ子しは範囲内の全ての機械兵を睥へい睨げいし、厳然と命令した。

『座りなさい』

　ひとたまりもなかった。

　全ての自律系を支配された機械兵達が、一体の例外もなくその場に頽たおれた。まるで真上から見えない力で押さえ込まれたような──いや、それ以上だ。電脳に作用する「指令」は、いかなる物理手段にも勝る絶対的な強制力だった。

「甲こう種しゆ指令だと？　野郎……！」

「おかしいことはない。この程度の権限なら私とて持っておるよ。さて、」

『甲種指令／敵味方定義反転／目標・登と坂さか研究所／制圧作戦──開始』

　機械兵に限定した最大限の広域通信。この程度、どころではなかった。烏帽子の持つ権限はこの帝てい都とにおいて最上級のものであり、通常指揮を執とる可か児に哲てつ郎ろうのそれよりも上回る。「島しま田だ宗そう吾ご」の放つ甲種指令は、帝都の管理下にある機械兵にとって最優先・最大効力の命令だ。

　恐ろしいことが起こった。

　機械兵の認識が完全に裏返る。数秒前までの彼らとは頭の中身が正反対だった。弾はじかれたように立ち上がり、全身に力を込めて元来た道を引き返す。目標は──登坂研究所だ。

　それを見送り、烏帽子は悠ゆう然ぜんと構えを取った。

「さて、野や暮ぼな邪じや魔まは消えた。続けようか？」

　地鳴りがする。

　どの道こいつを見過ごせない。街が非常事態に裏返っていく。戦闘演算を再開する思考の片かた隅すみで、井筒は巴ともえの安否を案じた。
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　島田宗吾は、死んだ筈はずの人間である。

　安あん東どうはそう言った。戦中の死亡報告を、彼は確かに聞いたのだという。当時の情報の流れにはわからないところも多いが、問題はそいつが帝都の中央に在籍しているということだ。

　菘すずなからその話を聞いた九く曜ようは、すぐさま登坂を飛び出して中央に急行しようとしていた。地上に出たところで警けい報ほうを聞き、本格的な異常が起こっていることを知る。

　そして、まさに帝都中央の方角から駆かけてくる影を認めて咄とつ嗟さに足を止めた。

　剣けん菱びしは常に似合わぬ緊張した表情で足を止め、九曜を見返す。

「九曜か。まずいことになった。中央で井筒が戦ってる、相手は烏帽子……あの島田ってえ爺じいさんだ、とんだ狒ひ々ひ爺じじいだよ」

　やはり、間かん者じやか。そして井い筒づつを置いて剣けん菱びしがここに戻った「理由」を彼の腕の中に認め、九く曜ようは目を見開く。

「巴ともえ!?　その傷は……!?」

「奴やつこさんにやられた。貫ぬき手てで一発ってとこだな。……まだ生きてるが、ギリギリだ」

　剣菱に抱かれた巴の体たい躯くは、哀あわれなほどに小さく見えた。腹に開いた大きな穴からの出血はもう止まっているが、彼女の下半身だけでなく剣菱の体までも真っ赤に染め上げている。肌はだは紙のように白く、閉じた目が開く気配は無い。

「こいつの電脳に、どうも会議の映像と音声記録が残ってるらしい。こんなこともあろうかと、ってことだろうな。遺ゆい言ごんのつもりかもしれんが冗談じゃねえ。今すぐドックで治させる、お前は敵の対処頼む。──もしかしたら一人だけじゃねえかもしれねえ、俺も巴を預けたらすぐ応援に出るつもりだ。気を付けろよ」

「──」

「九曜」

　剣菱に声をかけられ、絶句していた九曜が我に返る。

　巴が、一いち撃げきでここまで追い込まれた。

　二十年前よりも随ずい分ぶん縮んでしまった体が、輪をかけて小さく見える。剣菱に抱かれた巴はいつもの軽口を叩たたくこともない。頼もしい筈はずの戦友の姿が、今はひどく儚はかなく見えた。

「お前にゃやることがある。こいつは大丈夫だ。……のんびりしてる暇ひまはねえ、わかるな？」

「……っ、ああ」

　低く抑おさえた剣菱の声に気を取り直し、九曜は無理やりに巴から目を引き剥はがした。

　一方で、叶かな葉はらのことを思う。彼女はまだ市場にいるのではないか。鴇とき子こも共にいる筈だ。

　あの二人には菊きく丸まるがついている。まずは自分も現場を確認しなくては──そう思い前を向いたところで、異様な気配を察さつ知ちした。

　気配は、そのまま無数の動体反応となって九曜の直感を裏付けする。

「巡じゆん回かいの機械兵が……こちらに向かっている？」

「──ち、そういうことかよ」

　烏え帽ぼ子しの表向きの立場、彼が持っているであろう権限とそれにより可能なことを理解し、剣菱は舌打ちする。仲間であった筈の機械兵が何をされたのか、どうしてここに来ているのか。

　その答えは、すぐにわかる。

　そして、登と坂さかの内部にも警けい備びの機械兵はいた筈だ。

「俺は中をどうにかする、しくじるなよ九曜！」

「了解……！」

　流れが激変していた。ついさっきまでの「日常」が今この時には完全に消え去っている。

　九曜はこちらに急接近する「敵」の反応を正確に数え、全速で駆かけ出した。

　九く曜ようを見送り、剣けん菱びしは改めて巴ともえの顔を見下ろす。

「……軽くなったもんだな。ったくよ、どこまで軽くなりゃ気が済むんだお前は」

　童女の姿になった巴を初めて見た時、軽くなったもんだ、と思ったことを覚えている。

　昔の巴をよく覚えていればこそ、こうなった彼女には驚いたものだ。それにも今や慣れたが、こうして腕の中にすっぽり収まっているとその軽さを実感せざるをえない。ただでさえ小さい身体からだから大量の血が失われ、その美び貌ぼうも相まってそれこそ人形めいている。

　陶とう磁じ器きのように白い肌はだと伏ふせられた瞳ひとみの長い睫まつげ、赤い唇くちびるの端はしから垂れるやはり赤い血。「黙だまっていれば美人」というのが巴に対する大方の評価だが、こうまで黙っていられると困る。

「らしくねえだろ……これじゃ調子が狂っちまうぜ」

　目を細め、剣菱は僅わずかに口の端を歪ゆがめる。傍はた目めにはそうとわからない表情の変化だった。踵きびすを返すと、だらんと垂れた巴の脚が揺ゆれ、下げ駄たの鈴が小さく鳴った。




　菘すずなは、何が起こったのかわからず呆ぼう然ぜんとしていた。

　ドックや施設内を巡じゆん回かいしていた警けい備びの機械兵が、突とつ如じよとして牙きばを剥むいたのだ。

　研究員達は次々と制圧され、コードで縛しばり上げられる。頭の中が追いつかない。機械兵の目的は鬼き虫ちゆうだった。彼らのアイセンサーは鬼虫が眠る繭まゆに向けられ、そのうちの一部が、菘の隣となりにある蜂はちの機体に注がれた。

　正気に戻った。この事態は、異常だ。

「──っ、ダメ！　これはダメっ!!」

　咄とつ嗟さに蜂を庇かばう菘に、まばたきの一いつ瞬しゆんで機械兵が接近する。常人の動体視力では見ることもままならない。息を呑のむ暇ひまもなく、鉄の掌てが菘に迫り、

　疾しつ風ぷうのように飛び込んだ剣菱が、機械兵を蹴けり飛ばしていた。

　まともに喰くらったその個体は真横に吹き飛び、壁に激突してその動きを止める。完全停止ではないが、電脳に振動を叩たたき込まれて戦闘演算は不可能な状態に陥おちいった。

　剣菱の目は細められ、既すでに戦闘態勢に入っていた。

「戦友のよしみだ、斬きらねえでおいてやる。だが寝てな」

「け、剣菱さん!?」

　わけがわからない。慌あわてて周囲を見ればドックにいた機械兵はあらかた片付けられ、解放された研究員がこちらに駆かけ寄ってきている。だがこれで終わりではないようだった。数え上げるのも馬鹿馬鹿しい無数の足音が近付いてきて、剣菱は油断ない視線をそのまま菘に向ける。

「無事で何よりだ、嬢ちゃん。とにかくこいつを頼む──死にかけだ、総出で治してくれ」

　こちらに預けられた小さなそれが、巴の体だと気付くのに一瞬の空白があった。

「……!!」

　異常に軽い。ぎりぎりの一線で生命維い持じ装置が稼か働どうしているだけの、予断を許さぬ状態だ。

「こここ、これ、こんな!?　どうして!?」

「説明は後だ。……まあ気にすんな、邪じや魔まする奴やつぁ俺が全部止めるからよ」

　瀕ひん死しの巴ともえを見て菘すずなや研究員は動どう揺ようしたが、流石さすがというべきか、行動は早かった。蜘く蛛もの繭まゆにアクセスして脳のリンクを試み、小さな体を台に寝かせて蘇そ生せい作業に取り掛かかる。

　剣菱はその手術台を守るように立ち、両手に唾つばを吐はいて擦すり込み、二刀を抜いた。

　そのまま刃を返す。操あやつられているとはいえ、これから向かってくる機械兵は味方でありこちらの戦力だ。全員を斬きればそのまま後々こちらが不利になる。

　峰みね打うちで止めるしかない。

　索さく敵てき圏内に無数の人型動体反応が入った。剣菱は静かに構え、笑いもせず呟つぶやいた。

「俺も結構腹が立ってるんでな。そのつもりで来な、お友達」

　同時に、この場にいる人間の職員達をざっとサーチする。

　──ん？

　襲おそい掛かる機械兵。剣菱は刀の峰でそいつの頭を殴なぐり飛ばし、もはや人間には視認不可能な速度の戦闘機動を取る。一方で、大急ぎで巴の修復作業に取り掛かる職員達の中に本来いるべき誰かがいないことを思い出す。

　百も舌ずは、どこにいるのだろうか。




　時間は多少前後する。

　不ふ可か解かいなことが起こったのは、剣菱が登と坂さかに戻るほんの数分前だった。

「……私を……知ってる？」

　百舌は最初、四号丸の少年が何を言っているのかわからなかった。敵部隊の甲こう虫ちゆうがまさかそんなことを言うなど夢にも思わず、しかし虚きよ言げんだとしても意味がわからない。

　戸と惑まどう久く留る守すと、カメラ越しに穴が開くようにこちらを凝ぎよう視ししている日ひ足あし。扉一枚を隔へだてて立つ子供が何を考えているのかわからなかった。

　百舌が逡しゆん巡じゆんしている時、その「不可解なこと」は起こった。

　部屋を覆おおう結界のようなセンサーが、消えたのだ。

　その瞬しゆん間かんこそ、中央管理局の会議室で巴が腹部を貫つらぬかれたのと同じ時だった。主脳の停止により遠隔でリンクしていた蜘蛛もまた機能不全に陥おちいり、必然として、蜘蛛が張り巡めぐらせていたこの部屋のセンサーも機能しなくなった。

　状況が理解できない。

「──だめ！　ひあし、だめ!!」

　久く留る守すの叫びに我に返った。

　センサーが無意味になってしまえば、扉はただの扉だった。分厚すぎるほどの電子の壁が完全に取り払われ、日足は当たり前のように扉を開き、小さな姿を現す。そうして顔を顰しかめ、未いまだ自分を拘こう束そくし続ける首輪を忌いま々いましげに引っ掻かいた。

「……くそ。やっぱ邪じや魔まだな、これ」

　この首輪には別に解除コードが用意されており、それを入力しなければ完全に外れない。

　見張りの機械兵が劇的な反応を見せた。扉の左右に構える彼らは全く同時に拳けん銃じゆうを抜き、廊下に出かけた日ひ足あしの頭をポイントする。

　小さなブーツの底が廊下の床を踏む直前で浮いている。百も舌ずは思わず一歩後ずさる。目だけを動かしてこちらを見る日足の眼めが、年相応の少年のそれとはまるで思えない。

「百舌のおじちゃんが言ってたよ。娘がいるって。最後にそいつを見たのはボクと同じくらいの頃だったから、多分ボクが年取ってたら同い年になってたろうなってさ」

「──!!」

　間違いない。それは、父のことだ。

　そこからの沈ちん黙もくはほんの数秒だったかもしれないが、百舌には異常に長く思えた。

　拮きつ抗こうを破やぶったのは、意外なことに機械兵だった。

　二体の頭がびくんとのけぞる。広域通信で電脳に「何か」を、恐らくは特定波長の信号を打ち込まれた反応だと百舌には一目でわかった。

　だが、こんな時に何が──そう思うまでもなく、機械兵は走り出していた。

　百舌の左右を目にも留まらぬ速さで走り抜け、通路の向こうに消えていく。見張りの持ち場すら即刻放ほう棄きするほどの信号は、それがかなり上位の管理権限を持つ者の放つ「甲こう種しゆ指令」であることを意味している。

　二体とも完全な戦闘機動を取っていた。背中の小しよう銃じゆうへと持ち替え、一体の拳銃が床に落ちてかつんと音を立てる。

「……え……」

　事態に思考が追いつかない。

　立ちはだかる者が誰もいなくなり、日足は「ははっ」と笑いを漏もらした。その場に落ちた拳銃を拾い上げる。小さな手には、機械兵の自動拳銃は不似合いなほど大きかった。

「たぶん、烏え帽ぼ子しがやったんだ。顔も見たことねーけどやるじゃんか」

　日足は首を動かして懐かしそうに施設内を見渡し、ぶつぶつ呟つぶやきながら歩き出した。

「……甲こう虫ちゆうを取りに行くのは……たぶん、危ないから……とりあえず外に出て、烏帽子と会わなきゃ。それから……」

「待っ……待ちなさい!!」

　我に返った。今、止められるのは自分しかいなかった。駆かけ出して少年の小さな肩に触れた瞬しゆん間かん、日足の体が大きく翻ひるがえる。

　彼は容よう赦しやしなかった。小さな体が旋せん転てんし、振ふり上げられた小さな、女のそれよりも小さな子供の平手が、力だけ信じがたいほどに激しく百舌の頬ほおを張っていた。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねが吹き飛び、百も舌ずは廊下に倒れ込む。「痛い」というより「熱い」という感覚が先に立った。口の中が切れて血の味がする。どう見積もっても、子供の力ではなかった。

「……ねえ、状況わかってなくない？　アンタ今、下へ手たすりゃ死にそうなんだよ？」

　もちろん、それでも通常の戦闘力よりずっと弱くなっている。機械兵とかち合ったとしても片手で制圧される程度だ。しかしそうであっても、何の力も持たないただの人間一人を破は壊かいするなど容た易やすいことだ。

「ひあし!!」

　遅れて久く留る守すが飛び出し、日足から百舌を守るように立つ。
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　日足は久留守に視線をやり、心底うんざりしたように顔を顰しかめた。

「で……そっちは一体何なわけ？　忙しんだよボクは。来るなら来る、来ねーなら来ねーではっきりしてよ」

「だめ」

「なにが」

「いっちゃ、だめ。いまいったら、ほんとうに、」

　ぐっ、と久留守は日足を見み据すえて、

「ほんとうに、もうもどれなくなる！」

　ここが最後の岐き路ろだと、久留守は直感している。盲もう目もく的に戦い続ける甲こう虫ちゆうの道か、もしかしたらそれ以外にもありうる別の道か。少なくとも、前者を突き詰めると必然の死が待っていることを久く留る守すは今や実感していた。

　しかし日ひ足あしは、それを鼻で笑った。

「戻れなくなる？　何言ってんだ、違うね、むしろこれで元に戻るんじゃないか。ボクはボクに戻る！　黒くろ塚づか部隊の甲こう虫ちゆうの、それも特機だ！　特別なボクにだ！　それでいいだろ！」

　言葉を切り、そのまま久留守から百も舌ずへと視線を転ずる日足。もはや話すことの意味も無いと思ったのか、久留守を見もしない。

「──でアンタさ、これ外はずしてくれない？　解除コードくらい知ってんでしょ？」

　この首輪もまた巴ともえが造ったものだが、先述のセンサーと連動した蜘く蛛ものプロテクトが今や外れている。機能こそ生きていても、首輪単体のロックの強度は知れたものだ。そもそもからして蜘蛛の機能を前提とした急造でしかなく、手伝った百舌はそれを知っていた。

「……っ」

　百舌は頬ほおを押さえながら息を呑のんだ。今や目の前に立つ二人が外見通りの子供ではないことを、頭ではなく痛みを伴ともなう実感として理解していた。

「アンタのお父さん、ボクらのとこにいるよ。百舌十じゆう蔵ぞうでしょ。隊長から紹介されたおじちゃん達の中にいたぜ」

　父の名を、本当に黒塚部隊の者から聞かされるとは思わなかった。彼の言葉が本当かどうかもわからない。ただ、同じ部隊にいた久留守は日足の証言を否定しない。

「これ外はずしてくれたら連れてってやるよ。あの人、娘さんのこと心配してたよ。生きてるだろうかってさ。登と坂さかにいるなんて思ってなかったみたいだから、びっくりするだろうな」

　父の顔が思い出される。

　記憶の中の父の顔はまだ若い。彼も二十年を生きたならきっとずっと老けているだろう。父の背を追ってここまで来た。鬼き虫ちゆうに憧あこがれ、父に憧れた。二十年間心の中にありつづけた父の名が今ここではっきりと、しかしよりにもよって敵として耳に入るとは。

「ほら、急がなきゃ。早く行かないともう二度と会えないかもよ？　だってさ、こっちとあっちは敵なわけじゃん。どっちかが死んだりするかもしれないんだよ？　──百舌さん、あんたにずっと会いたがってたよ？」

　指先で首輪を弄いじりながら、日足が近付いてくる。

　それに久留守が立ち塞ふさがった。これ以上一歩も進ませないつもりで、間近から日足を睨にらむ。

「なに。まだいたの、裏切りモン」

「……か」

「はぁ？」

「ひあしの、ばか」

　面と向かって言われ、日足の目が一気に険けわしくなる。

「──なんだと、」

「ばか。ばか！　ひあしのばか!!　おおばかっ!!」

　何を言おうとも聞く耳を持たない日ひ足あしには、もうこれしかない。久く留る守すはそう思ったのかもしれない。舌足らずにもそう繰り返す久留守の背中を、百も舌ずは呆ぼう然ぜんと見守っている。

　そして、日足にも我慢の限界が来た。

「…………オマエの方が、大バカだろうが!!」

　久留守の胸むな倉ぐらを掴つかみ上げ、日足は噛かみ付くように叫んだ。

「おかしいのはオマエなんだよ！　今いま更さらなにふざけたこと言ってんだっ！　ボクは、……ボクはまだ役に立つんだ、オマエなんかと一いつ緒しよにすんな!!　隊長が待ってるんだ！　ボクはあっち側で、『オニ』は帝こ都こだ!!　戻らなきゃいけないんだよ!!」

　オニという呼び名の意味がわからなかった。まるで、それこそ子供の鬼おにごっこや隠かくれんぼで使うようなそれに思えた。

　──戻らなきゃいけない。

　戻さなきゃいけない。それは、父に対してもそうだった。

　けど。

「……駄目」

　傍はたから見れば子供の喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいにしか見えないだろう。

　百舌は両手で久留守の肩に触れて、日足から慎重に引き離す。胸元より低い位置にある久留守の顔が、心配げにこちらを見上げている。

「このままじゃいけない。確かに父さんには会いたい……でも、だからといって、今あなたを逃がすわけにはいかない！」

　かつても鬼き虫ちゆうの開発に従事した彼は、今の甲こう虫ちゆうを支える技術班の中心にいるに違いない。

　だが、それはいけないことだ。鬼虫とそれに連なる技術は、こんなことに利用されるべきものではない筈はずだ。百舌十じゆう蔵ぞうの娘である以前に登と坂さかの現役研究員として、巴ともえの言葉を思い出した百舌の判断は正しかった。

　彼女に間違いがあるとすれば、今ここで、日足を説得しようとしたことだ。

「お願い、馬鹿な真ま似ねはやめて。あなたも父さんも間違ってる！　こんなことをしていてはいけないのよ！　久留守さんの言う通り、本当にもう後戻りができなくなる……っ！」

　日足はうんざりしたような、眠たそうな半目で久留守と百舌を見比べる。

「…………あ、そ」

　そして、撃うった。

　次の瞬しゆん間かん自分に何が起こったのか、百舌は脇わき腹ばらから溢あふれる血を見下ろしてやっと理解した。

　体が急に重くなる。その場に膝ひざをついて、百舌はようやく自分が日足に撃たれたのだということを実感した。脇腹に穿うがたれた小さな穴が信じがたいほどの熱を持っている。

　気が遠くなった。銃じゆう創そうから血ごと体温が抜けていくような気さえする。

「おねえさん!!」

　久く留る守すが叫んだ。すぐに日ひ足あしが持つ拳けん銃じゆうを奪うばい取ろうとするのは流石さすがの判断だったが、それでも一足遅い。銃口は既すでに、久留守の額ひたいをポイントして動かない。

「こんなもの、……っ！」

　呻うめいて右手に力を込める久留守だったが、何もできないことに気付く。首輪のせいだ。多少なりと身体能力が高いとしても、今や久留守も日足もほとんどただの子供──今ここで撃たれたら、どうすることもできず、当たり前に死ぬ。

「……怖こわいだろ、ただの拳銃が。ありえねーコトだよ普通さ。こんなもん付けてちゃ、ボクもオマエもただのガキだ」

　日足は動けない久留守をその場に縫ぬい止めたまま、膝ひざを突く百も舌ずの懐ふところに手を突っ込んでまさぐる。既に上体から力が失せていた百舌がバランスを崩くずし、横ざまに倒れ込む。

「これだ。バカじゃん。大人おとなしく従ってりゃ撃うたれなくて済んだのにさ」

　日足の手には百舌の端たん末まつが握られている。慣れた動作で操作する日足は、ものの数秒で首輪の解除コードらしきものを発見し、迷わず首輪に送り込んだ。

　当たりだ。かち、と軽い音がして、首輪が安っぽい玩具おもちやのように呆あつ気けなく外はずれた。

「……ひあし……！」

「ふん。一回だけだけど、こんなちゃっちい銃に頼るなんてね。──おいバカ久留守、」

　日足がぎろりと久留守を睨にらみ付け、その体が翻ひるがえる。

　次の瞬しゆん間かんには、久留守の小さな体が吹き飛び、真横の壁に激突していた。

「か……ッ、は、ぅぐ……！」

　リミッターを外はずした日足の蹴けりだった。その蹴りを受けた脇わき腹ばらと、壁に激突した肩のダメージはかなり大きい。久留守はその場に小さくうずくまり、苦く悶もんの声を上げる。

「オマエだって虫が無いからもう何もできやしない。そこで這はいつくばってろよ。ボクは戻って新しい甲こう虫ちゆうに乗るんだ、今度そのツラ見せたらマジで殺すよ」

　言って踵きびすを返し、日足は通路の奥へ消えていった。今の久留守の足では、それを追うことさえできない。

「……お、ねえ、さ……」

　床を這はい、倒れ込む百舌に近付く。急所は外はずれているようだがまだ出血が止まらない。血でべっとり濡ぬれた体をどうにか持ち上げ、息があることを確認した。

「ふ、ぅ……く……っ！」

　苦悶の声を漏もらす百舌の顔色は既すでに青く、額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。早く治療しなくては。だが久留守では医務室がどこなのかすらわからない。

　百舌は心配そうに自分を覗のぞき込む久留守に気付き、彼女なりに状況を理解したようだ。絶望と自責の念が表情にありありと現れた。

　久く留る守すはそんな表情を間近に見て下した唇くちびるを噛かむ。首輪を付けられた状態では通信機能すら制限されており、助けを呼ぶばかりか、どこで誰がどうしているのかもわからない。

　だが迷っている暇ひまはない。久留守は百も舌ずの下に身を滑すべらせ、全身に力を入れて彼女を背負った。久留守の身長では背負うというより覆おおわれる形になってしまう上に、力が制限されているからこれでも少し苦しい。それでも、久留守が今できることはこれしかなかった。

「なおさなきゃ。いむしつは、どこ？」

「あなた……。ごめん、なさい……私のせいで……」

「いいからっ」

　一歩踏み出して大きくよろけた。こちらとて蹴けり飛ばされたダメージを引きずっていた。

　どうにか踏み止まる。百舌はそんな久留守をじっと見下ろして、ぽつぽつと言葉を落とす。

「い、医務室は……東の連絡通路を抜けた、先に……。く、久留守、さん」

「なに」

「床に落ちてる……それ、を」

　見れば、日足が投げ捨てたままの端たん末まつがある。

　そうか、これで通信をすれば──そう思って端末を拾い上げて百舌に渡すが、彼女が取ったのは久留守にとって意外な行動だった。

　かちゃ、と軽い音が首元から聞こえた。

　そうかと思えば、外はずれた久留守の首輪が床に落ちて跳はねていた。

「あ──」

「……本当に、ごめんなさい……さっきの、痛かったでしょう」

　体の調子が戻る。ぐん、と知覚が拡大し、小さな四し肢しに力が漲みなぎる。蹴りのダメージは残っていても、ほとんど本調子に戻ったと言っていい。

「──いいの？」

　非常事態とはいえ久留守の立場が敵の捕ほ虜りよであることに変わりはない。何かの責任を負わされるのは百舌なのだ。しかし百舌は、青い顔のまま首を振ふった。

「あの子を、追って」

　日ひ足あしの反応はもう遠く離れている。一いち目もく散さんに帝てい都とに向かっているようだ。どこへ行くかは久留守も日足自身もわかってはいなさそうだが、戦いの中心に飛び込めばそこには味方がいる筈はずだと踏んでいるのだろう。

「……あなたは……本気で、あの子を止めようとしてるみたいだった……。私には、できないから、……なんだか思い出したの。あの子……確か、どこかで……」

　確かに、今ここで日足を追跡できるのは久留守しかいない。九く曜ようも巴ともえも、剣けん菱びしも井い筒づつもどこにいるかはわからないが、きっと戦っている。

「うん、わかった」

　久く留る守すが日ひ足あしの反応を追跡しながら頷うなずくと、百も舌ずは安心したように目を伏ふせる。

「でもやっぱり、おねえさんが先」

　まずは医務室。百舌に応急処置を施ほどこして、それから追う。

　床を蹴けり、久留守は医務室へ風のように走り出した。
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　ざわめく市場の真ん中に立ち、菊きく丸まるは四方を油断なく見渡している。

「菊丸っ……なあどうした、何が起こってるんだ？」

　後ろには鴇とき子こと叶かな葉は。鴇子は突然のことに驚いて菊丸の背中にぴったりくっつき、買い物袋を抱かかえたままの叶葉も不安げだった。

　機械兵の動きが妙みようだ。

　街のサイレンから非常時警けい報ほうが鳴り響いたのも異常ながら、その後の彼らの動きは輪をかけておかしかった。

　最初の数分、彼らは市民の保護および周辺警けい戒かいという任務に従い索さく敵てきと避難誘ゆう導どうを行っていた。だがある瞬しゆん間かんからぴたりと動きを止め、まるで頭の中身が上書きされたように、言い換えれば作戦内容が唐突に変更されたように、一いつ散さんに走り出したのだ。

　彼らの脚は、多くが登と坂さか研究所のある南に向かっていた。

「お──おい、何だこりゃあ!?」

　混乱の中で雑踏から飛び出した男が、菊丸の胸にぶつかって目を丸くする。

「き、機械兵……!?　お前あいつらの仲間か!?　一体何がどうなってやがんだ!?」

　菊丸は懐ふところからノートを取り出し、ページを一枚破やぶいてペンで図画を記す。そうして最も寄よりの地下避難所を示し、太い指で男の胸にずいっと押し付けた──「いいから早く逃げろ」と目が言っている。

　外がい套とうのフードを取り、菊丸は自己の内部機関をゆっくり戦闘状態へとシフトさせていく。

　菊丸は機械兵というカテゴリーでも特別な位置にあり、皇女の護ご衛えいとして存在する。基本的な判断もまた自分で行える為ため、帝てい都との機械兵と同じ管かん制せい下にはなかった。

　それ故ゆえに烏え帽ぼ子しの「甲こう種しゆ指令」も通じず、鬼き虫ちゆうという攻こう撃げき対象からも外はずれていた。

　そして菊丸の聴覚センサーは、中央の方から連続した銃じゆう声せいと爆発音を拾っていた。恐らく既すでに戦闘が行われており、戦っているのは鬼虫のうちいずれかの仲間だ。

「敵、ですよね？」

　緊張の面おも持もちで問う叶葉に、菊丸は首しゆ肯こうした。

　まずはこの二人を安全な場所へ。しかし何な故ぜか、登坂に連れ帰る気にはなれなかった。嫌いやな予感がする。ここは一般市民に紛まぎれて避難所にいさせた方が手っ取り早いか。

　戦いの中心から外はずれたここは、異様な雰ふん囲い気きに包まれている。機械兵はみな姿を消し、取り残された市民達だけが蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。見晴らしの良くなった通りの向こうを見み据すえながら、菊きく丸まるは鴇とき子こと叶かな葉はの手を引いた。

「……九く曜ようは……九曜やみなさんは、大丈夫でしょうか」

　大丈夫だ。

　菊丸はそう断言するようにはっきりと頷うなずいてみせる。

　叶葉は菊丸に頷き返したところで、服の胸元に手を突っ込んであるものを取り出した。

　首から提さげていた小型の通信端たん末まつだ。中央の管かん制せい室、登と坂さか、そして九曜などに繋つながる非常用のものだ。

「あ、あれっ？」

　だが混線しているのか、繋がりにくい。通信機を上下にひっくり返して四苦八苦している叶葉から視線を外し、菊丸は周囲を見回す。

　今のところこちらに敵対の意思を見せる対象はいない。速いペースで離れていく無数の人間の反応、それよりもっと速く離れていく機械兵、物もの陰かげに取るに足らない小動物が複数と、

　物もの凄すごい速さで接近してくる何かが一つ。

　──上空、

　空から来る。建物の上を驚くべき速度と高度で跳とび渡る何かがいる。帝てい都との中央は混乱状態にあり、管かん制せい室もまともに機能しておらず、捕ほ捉そくが遅れていた。

　ましてそれが、航空兵器とも思えぬごくごく小さな反応であれば尚なお更さら。

　──人？

　黒い影が墜つい落らくする。

　直後、人間の姿をしたものが、通りのど真ん中に着地していた。

　放射状に散らばる全ての人間の視界の外、彼らにとって全くの死角となった通りの中央にその男は降り立つ。ぱり、と電気が弾はじけ、僅わずかな磁じ気きに菊丸のセンサーが反応する。男は砂すな埃ぼこりの中で何事もなかったかのように立ち上がり、ずれた軍帽をまた深く被かぶり直した。

　菊丸と鴇子と叶葉だけが、それを見ていた。

　顔はよく見えなかった。分厚い外がい被ひのせいで体格もよくわからない。背中に大きな背はい嚢のうを負っているのもそれを助長していた。だが菊丸は、相手の反応を覚えていた。覚えているが故ゆえに違和感があった。

　こいつは、白しら萩はぎの地下で戦ったあの五号丸の男だ。

　ただ、その内面に秘められたエネルギー量があの時とは比べ物にならない。本当にあいつなのかとすら思うほどに。

　その時ふと、ぎゅ、と外がい套とうの裾すそをつまむ小さな手に気付く。

「菊きく丸まる……っ」

　鴇とき子こだ。逃げよう、と彼女の目は言っていた。菊丸の力量を疑っているわけではない。だがただでさえわけのわからない状況で、菊丸にまで何かあったらと不安に思っているのだ。

　身に余る気き遣づかいだ。できることならまず二人を連れて避難したい。だがもう無理だ。

　奴やつはすでに、こっちを見ている。

　菊丸は外がい套とうを脱ぎ捨て、そのままそれを鴇子と叶かな葉はに被かぶせる。そうして二人の頭をそれぞれ一ひと撫なでし、大おお股またで一歩踏み出した。

　目ま深ぶかに被った帽子と長い前髪の下、ただ昏くらい紅くれないの瞳ひとみだけが炯けい々けいと光って見えた。奴の立つ場所だけが異様な静せい謐ひつに満ちているような感覚。その深部にいかな感情をも読み取ることのできない、影の中の人じん外がいの瞳。

「──暫しばらくだ。なあ──」

　先手必勝が戦の常だ。

　菊丸は、奴が言葉を切る前に仕し掛かけた。

　脚部で吸い溜ためた圧縮空気の噴ふん射しやに乗って踏み込む。

「ぅわ！」

　鴇子が声を上げる。菊丸の背後で風が爆発し、突風に吹かれた二人の少女は外套に守られてその場に立ち尽つくした。理想的な速度だ。加速と重量を乗せた鉄てつ拳けんがまともに当たれば人型の目標はただでは済まない。

　視界を塞ふさがれた鴇子と叶葉は、その瞬しゆん間かんに起こったことを見み逃のがした。

　いや、あるいは、菊丸自身ですら理解できていないのかもしれない。




　一いち撃げきだった。




　地面が震しん動どうするほどに重い音が轟とどろき、攻こう撃げきを受けた菊丸が吹き飛んでいた。

　地上数十メートルを吹き飛ぶ鉄てつ塊かいが菊丸だと、二人の少女には信じられない。

　何か激しい光が弾はじけ、風が止み、彼女らの視界が戻る頃には菊丸は遥はるか後方のビルに激突して動かなくなっていた。大魚が回遊するように身を翻ひるがえすその男は、右手に一ひと振ふりの刀を持っている──三十二式・八洲やしま軍サーベル型拵こしらえ軍刀。その、柄つか尻じりでの打撃だ。

「……なあ。警けい告こくくらいは聞いておくべきだったんじゃないのか？」

　特機五号丸／《鍬クワ形ガタ》の朧おぼろは、そう言って片手で襟えり元もとの乱れを直す。




　九く曜ようは塀へいも建物も一ひと息いきに跳とび越え、道みち筋すじを無視した直線ルートで帝てい都と中央へ急行していた。

　前方一八〇度の視界に無数の機械兵の姿がある。彼らは捕ほ獲かく対象としての九番式を照しよう準じゆんし、四方八方から問答無用の攻撃を仕し掛かけた。

「──退ひけっ！」

　九く曜ようは右手に軍刀《紫し電でん》を握にぎり、横から飛びかかる機械兵を抜き様ざまに斬きり上げた。

　軍刀を握にぎる両腕を切断され、一体がビルとビルの間に落ちていく。戦闘不能になったその個体の動力反応から完全に停止していないことを確認し、九曜は次へ視線をシフトする。

　壊こわし切ってはいけない。彼らは操あやつられているだけだ。

　だが操られていようがいまいが、彼らはお構いなしの全力だ。最新の整備を受ける正規機械兵の性能は、廃はい墟きよに溢あふれる暴走兵を何倍も上回る。更さらに、登と坂さかに加わった巴ともえの手腕と度たび重かさなる実戦データの影響で、彼らは九曜が帝都に来たばかりの頃より遥はるかに平均戦闘能力が向上していた。

　右から左へ視線を走らせ、九曜の左腕が電でん磁じを帯びた。

　装そう甲こうを纏まとう上腕が展開し、左九〇度にニードルを水平掃そう射しや。電磁加速された針しん弾だんはこちらを狙ねらう小しよう銃じゆうの銃口に飛び込み、真まっ向こうから貫かん通つうしてそれを構える機械兵の胴どう体たいにまで届く。

　一発で十分だった。加速針が帯びる電流は貫通点から機械兵の全身に伝でん播ぱし、内部機関に電気ショックを与えて機能停止に追い込む。

　機械の割合が増えたことに少し違和感はあれど、左腕の性能は向上している。音も立てず駆く動どうする五指をちらと見下ろし、九曜は前を睨にらんだ。

　幾つ目になるかもわからぬ屋根を蹴けって跳ちよう躍やくした時、隙すきを見て無数の機械兵が攻せめる。軍刀の切きっ先さきと銃じゆう剣けんの穂ほ先さきと徒と手しゆの拳けん打だが一いつ斉せいにこちらを狙ねらう。

「！」

　この機動。

　九曜の記憶に蘇よみがえるものがあった。幾度か繰り返された機械兵との演習の光景。

　単機の性能が突とつ出しゆつしている人型個体に対する、少数での制圧を旨むねとする機動だ。跳ちよう躍やくや方向転換や攻こう撃げきなどの出がかりを狙い、重ならない軌き道どうで最低三種の手を持って攻せめるべし──ああそうだ、九曜は彼らの訓練に付き合ったではないか。

　歯は噛がみした。

　他ならぬ無言の戦闘機動でこそ、彼らが「仲間」であることを実感させられた。

「《電磁制御エレキテル》、範囲放射!!」

　叫び、左腕の装そう甲こうが盾たて状に変形した。加速針弾の射しや出しゆつ形態ではない。

　そして同時に、九曜を中心とした球状数メートルの範囲が電界となる。時間差は無い。空気を伝わり放たれた電撃が、接近する機械兵の電子回路を直接叩たたいた。

　体のコントロールを奪うばわれた歩兵達の中心で、九曜は旋せん風ぷうめいた機動を見せる。

　空中で回転、走る紫電の切っ先で二体を撫なで斬ぎりに、右足の踵かかとで一体を蹴けり飛ばし、左腕の一撃で一体の頭部に電撃をぶち込む。

　吹き飛ぶ四体を置き去りにし、九曜は次の屋根に着地した。振ふり向くこともない。

「馬鹿者……っ」

　やり場のない怒りと焦あせりが、口をついて出る。

　新手がまた次々とこちらに押し寄せてくるのを見ながら、九く曜ようは全身に力を溜ためた。

　まともに走ればさして時間がかからない筈はずの距離を、九曜は刃と銃じゆう弾だんを潜くぐり抜けながら走り抜ける。機械兵をどれほど無力化したかもわからないままひたすらに前進した。井い筒づつはまだ戦っているのか。この街中で虫を暴れさせることはできない。登と坂さかはどうなっているか、剣けん菱びしと巴ともえは無事なのか。

　市場にいる筈の叶かな葉はは、鴇とき子こは、菊きく丸まるは──

　その時、右前方のビルの壁が砕くだける音を聞いた。

　何か大きな質量物体が激突する音だった。機械兵の重量ではない。音を聞いたところで、九曜はここがいつもの市場にほど近いビルの上だということに気付く。

　識別信号を検証し、信じたくない答えを得る。

　菊丸だ。

　至急そのビルの穴に飛び込み、九曜は見た。

　外と中の壁を何枚もぶち抜き、貫かん通つうする直前の最後の壁に菊丸がめり込んでいる。

　彼の目が弱々しく明めい滅めつしている。その分厚い胸部装甲が異常にへこんでいるのが見えた。ただの打撃どころか、対物狙そ撃げき銃の直撃を受けてもこうはならない。どう見ても戦闘不能だ。

「菊丸!!　──何があった!?」

　動けない彼に触れ、数秒前までの記憶情報を読み取る。

　そして、視みた。

　菊丸は尚なおも立ち上がろうとするが、ダメージが深すぎて機体操作が上う手まくいかず痙けい攣れんするようにしか動けない。九曜は無言で彼を制した。これ以上戦うと本当に死んでしまう──言って聞くとは思えず、指先で菊丸の頭部に触れ、《電磁制御エレキテル》を発動。

　精せい密みつ操作による電子干かん渉しようにより、菊丸の電脳を休眠モードに切り替える。巨体を軋きしませ立ち上がろうとしていた菊丸は動きを止め、眠りに落ちるようにぐったりと四し肢しを落とした。

　その様子を最後まで見守ることなく、九曜はビルの穴目め掛がけ走り出した。籠こ手てを展開、疾しつ走そうの軌き跡せきに電流の光が残り、真昼の陽が差す穴から飛び出し、跳ちよう躍やくの最高点から狙ねらいを定め、

　撃うつ。

　電気的な射しや出しゆつ音を振ふり切り、超音速の加速針しんが飛ぶ。一発、装そう填てんされている中で最も口こう径けいの大きい三〇センチ針弾だんだ。

　地上と空中を一直線に結び、電でん磁じの槍やりは確実に標ひよう的てきの頭部のど真ん中を狙ねらっていた。異様に閑かん散さんとした市場の真ん中、立ち尽つくす二人の少女、そこから距離を置いて立つ見覚えのある男。

　男、朧おぼろは頭部を狙って飛来する針を視認し、伸ばした右手を掲かがげる。

　そして、人差し指と中指の二本でそれを挟はさみ込んで止めた。

　蒼あお白じろい電気が瞬またたき、残光がちらつく中で朧おぼろは狙ねらいを定め、手首のスナップだけで針を投げ返した。針はただの投とう擲てきだけでは説明のつかない速度で飛び、辿たどった軌道をそのまま逆戻りするように九く曜ようの頭に先せん端たんを向ける。

　九曜は即座に右の紫し電でんで斬きり上げる。

　甲かん高だかい音と共に針が弾はじき飛ばされ、半なかばで折れて宙を舞った。

　九曜はそのまま叶かな葉はと鴇とき子この目の前に着地した。奴やつは、正面に立っていた。

「貴様か……っ!!」

「……君か」

　何かが違う。

　菊きく丸まるが覚えた違和感は、九曜の中にも生じていた。奴の虫はまだ完成しておらず、万全ではなかったと聞くが──この分だと、白しら萩はぎで会った時と同じとは思わない方がいい。

　九曜は振ふり返らず、後ろで呆ぼう然ぜんとしている二人に叫んだ。

「二人とも身を隠かくせ！　どこでもいい、ここから離れろ！」

　金かな縛しばりになっていた鴇子が、その声にびくんと跳はねる。

「で……でもっ、きっ菊丸が、菊丸がっ！」

　悲痛な声だった。彼がああなったことは、九曜にも信じられない。傷はあれ以外になく、つまり一いち撃げきであそこまで吹き飛ばされたということになる。

　一つ確かなのは、彼は鴇子と叶葉を守ろうとして戦ったということだ。そしてそんな二人をいつまでもここに立たせているわけにはいかなかった。

　ここはもう、戦域だ。

「──っ、鴇子さま、逃げましょう！」

　先に正気に戻った叶葉が鴇子の手を取り、自分と鴇子に菊丸の外がい套とうを巻き付けた。少し重いが防ぼう弾だん・防刃じんに加え索さく敵てきを偽ぎ装そうする効果もあり、あるとないとでは大違いだ。

「あ、や、でも、でも」

　焦しよう燥そうする鴇子は、ビルの穴を見上げてしきりにそちらに走ろうとした。叶葉は小さな体を全部使うようにして鴇子を引き留め、九く曜ようを振り返った。菊丸は本当に無事なのか──と目で問うている。

「菊丸は生きている。だが今は動けぬから休眠状態にさせている。──今は自己の安全を求めよ、彼もそれを望んでいる筈はずだ」

「九曜は……」

「問題ない。行け、早く！」

　叶葉がぐっと息を呑のみ、鴇子の手を引いて路ろ地じ裏うらへ走った。

「菊丸……っ！」

　掠かすれた声を最後に残し、鴇子もよたよた駆かけていく。九曜はそれを見ずに音だけで確認し、朧おぼろを前に構え直した。




「大丈夫です」

　避難所の場所を考えながら走り、叶かな葉はは独ひとり言ごとのように言う。

「大丈夫です。九く曜ようも、菊きく丸まるさんもみんな、大丈夫。大丈夫です」

　自分に言い聞かせる言葉でもあった。

　これまで、帝てい都とのど真ん中で戦闘が起こることはなかった。初めての事なのだ。

　遠くから喧けん騒そうが聞こえてくる。みんな逃げているのか、捨すて家やは無事だろうか。呼びかける声や何かが割れる音、火事場泥どろ棒ぼうへの怒号や逃げ遅れた誰かの悲鳴、それらが混こん沌とんとして満ち満ちている。生まれては消える音を聞き流しながら、叶葉はあの軍帽の男のことを思い出していた。

　──あのひとは？

　顔は見えなかった。体格もわからなかった。声もよく聞こえなかった。

　それでも何かが引っ掛かった。

　心のどこにどうして引っ掛かるのか、それだけがわからない。




　かしゃり、と朧の身体からだから奇き妙みような金属音が響く。

「今いま更さらお喋しやべりすることもないだろう。好こう都つ合ごうだ、ここで済ませちまうよ」

「……こちらの台詞せりふだ。小しよう生せいは、貴様を許すわけにはいかぬ」

　に、と朧が微ほほ笑えんだ。

　距離は二十メートルほど開いているが、双そう方ほうの速さを考えると十分に「近距離」だ。

　どちらが先に動くか。

　街の音が遠い。つい先せん刻こくまで賑にぎわっていた筈はずの市場はもうすっかり無人になり、東西に伸びる道はいつもよりも何十倍も開けて見える。左右に構える露ろ店てんは店じまいもされず開かれたままで、まるで景色だけはそのままに、人間だけが消え去ってしまったかのような異界じみた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　どこかで爆音が響いた。

　それが契けい機きだった。

「!!」

　ニードルを射しや出しゆつして踏み込もうとした九曜は、直後の朧の行動を目まの当たりにする。

　弾はじくようにして外がい被ひの前を開いたのだ。

　そしてその中を見た。分厚い生地の裏側に縫ぬい付けられた無数の革かわのホルダーと、ずらりと並ぶ数多あまたの刃──着剣装置を取り外はずした、二式・小型銃じゆう剣けんだ。

　朧は両の五指の間に銃剣を挟はさみ取り、同時に、投げた。

　使い手を離れた十の銃じゆう剣けんは、恐るべき速度で九く曜ように殺さつ到とうする。

　先せん端たんは全てこちらを向いていた。九曜は身を低くして踏み込み、ニードルと紫し電でんでそれを迎げい撃げきする。連射した針の先端が銃剣とかち合い、互いが軌道を逸そらされ回転して宙を舞った。あと一歩で右眼に突き刺さるところだった銃剣を斬きり弾はじき、刃の嵐を切り抜けた。

　異常な狙ねらいと速度だ。投とう擲てき？　いいや違う。少なくともただの投擲ではない。もっと何か、外的な力がこの銃剣に作用している。

　視界の端はしにちらつく光を視認し、九曜はすぐにそれに思い当たった。

　まさか。

「電でん磁じ誘ゆう導どうか……!?」

　九曜は銃剣の軌き跡せきに磁気を感知していた。それは言うなれば自分のニードルランチャーのように──しかしレールを用いた電磁加速ではなく、磁気による誘導ではないか。

　もはやあと一秒で刃の間合いという距離、朧の紅くれないの眼めが妖あやしく光る。

　その右手が、サーベル拵ごしらえの軍刀を抜いた。




「特とつ攻こう術発動──《電磁制御エレキテル・深しん》」




　──同じ能力!!

　朧は右にサーベル、左に銃剣を構え、赫かく々かくたる電光を全身に纏まとった。




　　　　[image: ]




「ッどォうらァァアアッ!!」

　煙えん幕まく弾だんが噴ふき出す濃厚な煙けむりから、井い筒づつが飛び出す。

　その両手には、根元からちぎり取った道路標識が握にぎられている。

　己おのれの身長よりも長い鉄の棒ぼうを、井筒は軽々と振ふり回した。「進入禁止」の円い鉄板が鈍いギロチンのようにぎらりと光り、地面すれすれを滑すべって遠心力と共に振り上げられる。狙ねらいは円えん軌き道どう上の、烏え帽ぼ子しの首だ。

　金属音。

　標識の半なかばから先が飴あめのように捩ねじれ、手しゆ刀とうで斬り飛ばされた鉄板が宙を舞う。こちらの顔面を狙ってぬっと伸びた掌てに、井筒は咄とつ嗟さに機関銃を叩たたき込んだ。

「むゥッ！」

　また激しい金属音が連続し、腕を弾くと共に唸うなり声が響いた。直後、立ち込める煙が「ぎゅるん」と流動した。奴やつのいる場所を中心に凄すさまじい風圧が渦うずを巻く。来る。

　飛び退すさる井筒。その鼻先を、斬るような鋭さの回し蹴げりが過ぎた。

　ほんの僅わずかに掠かすめた鼻頭の肉が消失するように吹き飛ぶ。数滴の血は、風圧で赤い霧状になって風に散らされた。

　放射状に散りゆく煙と硝しよう煙えん、砂すな埃ぼこりの中で、巨きよ躯くの怪かい物ぶつが双そう眸ぼうを瞬またたかせる。

　井い筒づつはまた距離を取って着地した。ばしゅ、と椀わん部ぶの排気口から熱気を吐はき出して両手の銃身を冷却。

「クソが。伊だ達てに筋肉ダルマじゃねェってか、あの野郎！」

　恐らく、相手の体術は剣けん菱びしにも匹ひつ敵てきする。

　烏え帽ぼ子しの近接格闘能力は、弩ど将しようの井筒をして「間合いに入られたら死ぬ」と思わしめた。心底からそう思ったのはこいつで三人目だ。

「ん～～～～……動きが激しいと、やはりすぐには、上う手まくいかん」

　首を鳴らす烏帽子は、痛みを愉たのしむように低く唸うなる。少なくないダメージを刻きざみ込んでいる筈はずだが、それ自体が鎧よろいを思わせる筋肉には大した損害ではないように思われた。彼の肉体には古傷が幾つも残り、一種の戦いくさ化げ粧しようを思わせる異様な雰ふん囲い気きを漂ただわせている。

　こちらを向き、烏帽子はまた歯を見せて笑う。

「良いな。動きに迷いが無い。一時期は心配しておったのだぞ？」

　──やっぱな。

「あン時オレにナメたこと抜かしやがったのはテメェだな、クソジジイ」

「いかにも。しかしなんだな、ちと堅かた苦くるしすぎたかのう」

　かつて井筒は、機械兵の口を借りた何者かの「勧かん誘ゆう」を受けた。

　黒くろ塚づか部隊に合流しないか、と。戦争を過去のものにしない為ために。死んだ兵士の奮ふん闘とうを無駄にしない為に。

　馬鹿馬鹿しい。

「ケッ……ンなこったろォとは思ってたぜ。でェ？　また能のう書がき垂れたりはしねェのかよ？」

「ふん。一度振ふられたのだから食い下がるようなみっともない真ま似ねはできんよ。それに、」

　構え直す烏帽子。

　威い圧あつ感に空気がひりつく。井筒は一歩も下がらない。

「──いまさら演説など無意味なんだろう？」

「たりめェだ。誰が変へん態たいジジイのベシャリなんざ聞くかボケ」

　ここでは虫は使えない。

　蜈蚣むかでを出せば街の被害はただでは済まない。動くだけで大だい惨さん事じな上、その火力を展開しようものなら避難所もろとも灰かい燼じんに帰すのが落ちだ。ここは本体のみでこいつに対処するしかないが、残ざん弾だん数の都つ合ごうを考えてもあまり時間をかけてはいられない。

　──賭かけるか。

　井筒は頭の中でとっとと結論を出し、全力で走り出した。

　烏え帽ぼ子しとは正反対の方向へ。

「ん!?　おおい待て待て、それはなかろう!?」

　暢気のんきさすら感じる声を上げ、烏帽子が追う。生なま殺ごろしはごめんだとでも言うつもりだろうが、それはこちらも同じだ。まさか本気で逃げるわけがない。

　奴やつは攻こう撃げきを無効化する何かを持っている。有効打を通すには、完全な意識外から攻撃するか、何らかの方法で無効化手段を封ふうじるか。前者は一対一である以上よほど上う手まくやらねば難しい上に、一度それで攻撃を通しているから生なま半はん可かな目め晦くらましは通じない。では後者はどうか。

　井い筒づつは察さつし始めていた。無効化とは、何かしらの防ぼう壁へきや装そう甲こうといった類たぐいのものではない。

　恐らくは──

　背後を振ふり返ると、十数メートル後ろから烏帽子が追いかけてきている。巨漢ゆえに井筒と比してもかなり歩幅が広く、動きだけを見るとゆっくりしているようなのが不ぶ気き味みだ。

　疾しつ走そうしながら、井筒はあるものを探さがしていた。中央街区の道は下した街まちより整備された幅はば広ひろの道路で、御所や局を中心として整然と交差している。基本的には戦前と同じ筈はず。

　であるからには、敵の爆撃や破は壊かい工作に対する備そなえも残っているに違いない。

「チッ！　筋肉ジジイと追いかけっこなんざクソ益やく体たいもねえ！　だがよッ！」

　視界の隅すみに目的のものを見つけ、両脚で急ブレーキ。

　──見つけたぜ！

　井筒は振ふり返り様ざま、照しよう準じゆんもそこそこに左の銃じゆうを発射した。マズルフラッシュの向こうに烏帽子の不ふ敵てきな笑みが見える。

　当然、弾だん丸がんは当たらなかった。烏帽子は足を緩ゆるめもしない。

　その時井筒は烏帽子だけでなく、その周囲にまで注意を配っていた。

　そして弾道をトレースした結果、烏帽子に放った弾丸が、そのまま彼の背後に立つ電柱に連続して食い込んだのを視認。──やはりだ。

「オラァッ!!」

　右を突き出し、井筒は烏帽子ではなく、目標の場所に無数の銃じゆう弾だんをぶち込んだ。

「乱心しおったか!?　どこを狙うておる！」

　烏帽子の身体からだが大きく沈む。最後の踏み込みだ。半身になって引かれた右腕に力が籠こもり、中指を中心として錘おもり状に細められたそれは貫ぬき手ての形。このまま一気に接近し、巴ともえにそうしたように井筒の胴どうをぶち抜く腹はら積づもりだろう。

「アホか、狙ねらい通りだっつの」

　烏帽子の怪かい力りきが解き放たれる直前、彼の視界の端はしで何かが弾はじけた。

　水だ。

　道の脇わきから突然吹き出した水が、辺り一帯に局地的な雨を降らせる。

　井筒の記憶通り、このエリアには敵の襲しゆう撃げきおよびその二次災害に対する備えが幾つも残っている。最もわかりやすいものでは、火災だ。

　井い筒づつが射い抜ぬいたのは、歩道の脇に露ろ出しゆつした給水栓せんである。

「まだまだァ！」

　間かん髪はつ入れず、井筒は次の一手に出る。全身に力を溜ためて跳ちよう躍やく。すぐ横のビル壁を蹴けり砕くだいて更さらに上へ。そして井筒が跳とび過ぎた後には、ジャケットから取り出したありったけの手しゆ榴りゆう弾が宙に残っていた。

　対人ならびに対人型目標用の破片手榴弾が一いつ斉せいに爆発する。

「むん……ッ！」

　烏え帽ぼ子しは地面に踏ん張り、両腕を組んで防ぼう御ぎよ姿勢を取った。

　その体がふとぶれるようにゆらめくのを、井筒は視認した。

　空中にある井筒は、強化された知覚能力で「それ」を目に焼き付ける。

　十を下らぬ手榴弾の放つ破片は、今更どこへどう逃げようとも無傷では済まない密度だ。にも関わらず、烏帽子の体にそれらが食い込み、食い込んだかと思えば通り抜けた。

　一方で、同時に降りかかる豪ごう雨うのような水滴は、確かに烏帽子の体に付着している。

　決まりだ。奴やつは恐らく自身の特とつ攻こう術でもって、物体をすり抜けることができる。しかしそれは一つの物体に対してであって、「透すかす」と定めたもの以外まで完全に無効化することはできない。あくまで烏帽子自身の感覚と判断でもってそれを決定するのだ。

　──そいつァわかりやすいけどよォ。

　直後に起こったのは、連れん鎖さした爆発による周辺の破は壊かいだった。

　噴ふん出しゆつし続ける水の幕と、崩くずれ落ちた無数の瓦が礫れきとが、全て烏帽子に降りかかる。中には瓦礫の大きなものや倒れる電柱まであり、取るに足らないものとそうでないものが一いつ緒しよくたになって全方位から烏帽子を覆おおい尽つくす。

　そんな時、果たしてそれらに紛まぎれた「本命」の攻こう撃げきを的確に見分けることは可能だろうか。

　ましてや、高速で展開する白はく兵へい戦せんの中で。

　井筒は知っている。いかに高性能な戦闘兵器といえ、咄とつ嗟さにそんなことができるのは、《神タ経キ加オ速ン》を自在に操あやつるあの男以外にいないと。

　跳ちよう躍やくの最高点で曲芸のような宙返り。両腕が鋼はがね色にぎらつき、合計十の銃じゆう口こうが真下の標ひよう的てきをぴたりと捉とらえる。

「今度は、どいつが痛ェかわかるかよ……!!」

「なに……ッ!!」

　一いつ斉せい掃そう射しや。気付いた時にはもう遅い。

　水や瓦礫や埃ほこりを貫つらぬき、それらより圧倒的に熱く鋭い鋼こう鉄てつの雨が、真上から烏帽子を捉えた。

「──ぐぅうおおおぉぉおおぉおぉおおッ!!」

　捉えた。秒間数百発の弾だん幕まくは、凄すさまじい密度でもって烏帽子を覆い尽くす。

　確かな手て応ごたえがあった。

　掃そう射しやの反動で僅わずかに浮き上がった体が重力に引かれ、落ちる。落下の軌き道どうに十の細い硝しよう煙えんが線を引き、井い筒づつはよろめく烏え帽ぼ子しから一いつ瞬しゆんも視線を外はずさない。

「ッラァ!!」

　最後の一いち撃げきだ。

　烏帽子の胸むな倉ぐらに膝ひざ蹴げりを叩たたき込み、そのまま地面に縫ぬいとめた。

　膝ひざの散さん弾だん銃じゆうを展開して胸元をポイント、同時に頭に指先を突きつける。機械兵の身体からだを吹き飛ばす機関銃を連続して受けたのでは、さしもの巨体もただでは済まない。強きよう靭じんな人工筋肉に覆われた烏帽子の巨体が傷付き、体表面に刻きざまれた無数の弾だん痕こんから血液を流している。

　思い出したように、無数の薬やつ莢きようが地に落ちて転がった。

「手間ァかけさせやがって。ようやく捕つかまえたぜ」

　く、と烏帽子は口の端はしを吊つり上げ笑う。

「……やりおる。……流石さすが、と言うべきか……特とつ攻こう術を見み破やぶりおるか」

「誤ご魔ま化かす気なんざ無かったろうが。やり方がお粗そ末まつなんだよボケが。……ダラダラくっちゃべってる暇ひまァねェ」

　聞くことはある。抵抗力を奪うばう必要もある。

　まずは、巴ともえを傷付けたこの両腕から潰つぶす。井筒は自らの左右の機関銃を、それぞれ大の字に横たわる烏帽子の両腕に向ける──

　ずん。

「ッ!?」

　突とつ如じよ、一ひと際きわ大きい地鳴りが、いや地じ震しんが起こった。

　真下の烏帽子は、無抵抗なまま笑っていた。

「テメェ、今何をしやがった……!?」

「確かに誤ご魔ま化かす気などありはせなんだ。我が特攻術は、物体を透すかし、あるいは潜もぐるもの。──物理攻こう撃げきへの格かつ好こうの防ぼう衛えい手段になるが、そればかりでもない、ということだ」

「野郎ッ!!」

　地鳴りが加速度的に強くなっていく。井筒は既すでに、こちらに高速で接近する何かの熱源反応を捉とらえていた。

　しかもそれが、出で鱈たら目めにでかい。

　井筒は一いつ瞬しゆんで判断を切り替え、両の銃じゆう口こうを烏帽子の頭部に向けて撃うった。もはや一秒でも生かしておくリスクの方が遥はるかに高い。だが。

　放たれた弾丸は烏帽子ではなく直下のアスファルトを叩いていた。弾丸を透とう過かされたのではない。最初は錯さつ覚かくかと思ったが違う──倒れ込んだ烏帽子の体が、その態勢のまま地面そのものにずぶりと沈み、今や四し肢しの先を残してほとんど地面の中に潜り込んでいた。

　地面に、「波は紋もん」が生まれていた。

　物理的に有り得ないことだった。

　波一つない水平の湖面に一石投じたような波紋が烏え帽ぼ子しの体を中心に広がっていく。それでありながら井い筒づつが触れる地面は常と変わらず固く、分厚いアスファルトとその下の固められた土、或あるいは廃はい棄きされた地下道の堅けん牢ろうな骨組みを感じさせた。

　烏帽子の姿が波紋の中心に「とぷん」と沈む。

「何か」がこの地面の下を通過するスペースなどありはしない筈はずだ。しかし。

　遥はるか地下から急速接近してきた巨大な反応は、まるで深海を泳ぎ渡るように上昇し、今まさに井筒の真下にあった。

　──甲こう虫ちゆうか!!




『《物体透過フレア》最大展開!!　二号丸《金亀コガネ》──浮き上がれいッ!!』




　直後、井筒の左右に太い柱が生まれていた。

　地面の波紋と共に飛び出したその柱は直径二メートル前後で無数の節を持ち、先せん端たんに巨大な鉤かぎ状のアームを持って生きもののようにうねる。長さはこれだけでも十メートルを超えるが、地表に露ろ出しゆつした部分だけであって恐らく全長はこんなものではない。

「こいつァ……前まえ肢あしか!!」

　それらの先せん端たんがこちらを向いたと察さつ知ちした井筒は、咄とつ嗟さに跳とび退すさっていた。

　これほどのサイズの物体が触手めいて機敏に動くのだから、風圧も只ただ事ごとではない。轟ごうと荒れる風に先さき程ほどまでの戦闘の痕こん跡せきが吹き散らされる。

　何人もまとめて呑のみ込めるほど大きく開いた両のアームが、直前まで井筒がいた空間を挟はさみ込んでいた。軌き道どう上にたまたま残っていた電気自動車が巻き込まれ、井筒の身代わりとなるようにものの数秒で紙くず同然にぐしゃぐしゃに潰つぶされる。

　見るからに堅けん牢ろうな装そう甲こう、内部に仕込まれた途と方ほうもない量の人工筋肉とアクチュエーターは、動くだけで重機をも薙なぎ倒すほどの力を感じさせる。井筒単体の火力では一本でも捩ねじ切ることなど不可能だろう。

　そしてこれが前肢なのだとしたら──感じ取った反応の巨大さと照らし合わせて考えると、敵のサイズは蜈蚣むかでにも匹ひつ敵てきする大型だ。

「ちィッ……!!」

　物体を透すかして潜もぐる、と奴やつは言った。

　ならばこの金亀コガネは、地中深くを透とう過かして潜り、泳ぐようにしてここまで来たというのか。

　直後、金亀は二本のアームをそれぞれ外回りに一回転させた。

　文字通り「一回転」である。範囲内に存在する全てのものはアームの描く円軌道を阻はばむものにはなりえない。壁も電柱も標識も車も、ゴミも打ち捨てられた電話ボックスも全て、背せ筋すじが冷えるほど強きよう烈れつな腕力で薙なぎ倒されて吹き飛び宙を舞う。

『楽しかったぞ、四番式！　次は参さん番式ともども、虫同士で相あい戦たたかいたいものよな!!』

　そして、水面ならぬ地面に両のアームは沈んだ。

　瓦が礫れきと共に半なかば吹き飛ばされるようにして退避した井い筒づつは、歯は噛がみしてその反応をトレース。すぐさま登と坂さかのドックに最優先の通信をぶち込んだ。

『四番式だ!!　敵の甲こう虫ちゆうが出やがった！　東に逃げてンのをオレが追うッ、蜈蚣むかで用意して二十番の経路で出せるようにしろ！　大至急だ!!』

　叫び、全速で駆かけ出した。

　登坂の地下から裏うら戦せんで繋つながる第二十番射しや出しゆつ口は、帝てい都との東とう端たん──埠ふ頭とうに最も近い。そこなら街を巻き込むこともない。

　奴やつが向かうのは、東の海だ。

「あァ……!?」

　しかし井筒は、地形も何もかも無視して地中を泳ぐ金亀コガネが妙みような道みち筋すじを辿たどっていると気付く。

　一いち目もく散さんに東、ではない。その機体はゆるやかにカーブし、恐らくは下した街まちの、とある市場を経由する軌き道どうを取っていた。
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　鮮あざやかな赤と深い紅くれない、二つの双そう眸ぼうが互いを捉とらえて離さない。

　下した街まちの市場はもはや、九く曜ようと朧おぼろ以外に誰もいない戦場と化していた。

　九曜は戦域外へ逃げて行った叶かな葉はと鴇とき子この反応を追うことをやめていた。その必要が無かったというより、その余裕すらも無かったのだ。

　一いつ瞬しゆんでも朧から意識を外はずせば、間違いなく死ぬ。

　異常な速さで薙なぎ払われるサーベルの切きっ先さきを、その刃が纏まとう電光まで辛かろうじて認識。

　逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げた紫し電でんの刀身が閃ひらめき、首を狙ねらったサーベルを弾はじき返す。

　激しい火花と二種の電光が散り、双方飛び退のいて構え直した。

「すぅ──」

　九曜は静かに呼吸を整え、相手の出方を窺うかがう。

　朧が振ふるう刃はその実、通常の軍刀よりもかなり重い造りだった。

　細剣のごとく片手で軽々と振るっているが、握にぎり手は太く、刀身も通常より幅広い段だん平ひら。切れ味そのものより頑がん丈じようさを重視した極端な肉厚の刀身で、光を照り返し鈍く虹にじ色に光るそれはまるで鉈なたを思わせる。

　拵こしらえ自体もまた、偏へん執しつ的なまでに強度を追及しており、各部を補強する金具はその単純な数でも普通の軍刀の倍はある。戦車の正面装そう甲こうに何度斬きり込もうと歪ゆがむことさえあるまい。

　腕がびりびりする。先さき程ほどのように弾はじくだけならまだしも、正面から受け止めきる自信は九く曜ようにも無い。

「これな、同どう田た貫ぬきってのを基礎に鍛きたえた奴やつで、無む銘めいだが気に入ってるんだ。この力で、」

　朧は、確かめるように無銘のサーベルを真横に振ふった。

　切っ先の速度を計りかねる。ぶわっと風圧が上がり、十メートル以上離れた露ろ店てんのひさしが大きく揺ゆれた。九曜の前髪もまた揺れた。

「本気で振っても、壊こわれない。──そんなのはこいつだけでね」

「……ふん。それは結構であるな」

　九曜の念頭には、菊きく丸まるを吹き飛ばした一いち撃げきがあった。

　彼の記憶を読み取った九曜は、菊丸に何が起こったかを、少なくとも彼自身の主観情報において感じ取っていた。柄つか尻じりの打撃を喰くらったのと同時に、その打撃点で何かが起こり、途と方ほうもない衝しよう撃げきが体内で爆発して詳しよう細さい不明の力で遥はるか後方へ押し飛ばされていた。

　恐らくその一撃に殺意は無かった。文字通り「退どかす」目的だったのだ。

　だが、電でん磁じ力を操あやつる《電磁制御エレキテル》で、そのような攻撃は果たして可能だろうか。

　朧おぼろの特とつ攻こう術は、久く留る守すの《火焔操作フロギストン・改かい》がそうであるように九曜の特攻術に手を加えたものだ。しかし完全に同一ではない以上、九曜では再現できない何かがあると見て間違いない。

「ただまあ、そっちもかなりの業わざ物ものみたいだが……」

「……無む論ろんだ。──」

　言葉を切ったその空白。

　両者が同時に無数の照しよう準じゆん波はを感じ取り、九曜と朧は同時に放った。

　ものの数秒の出来事だった。二人の間に眩まばゆい閃せん光こうが散り、互いを隔へだてる空間を無数の超音速のニードルと銃じゆう剣けんが穿うがつ。電でん磁じ加か速そくの針と電磁誘ゆう導どうの刃はそれぞれの先せん端たんを吸い寄せるように激突し、弾け、貫つらぬかれ、金属音と火花となって散り散りに砕くだける。

　それらの残ざん響きようすら聞き届けぬままに、二人はまた刃の間合いに入っていた。

　九曜は走り、朧は跳とんでいた。散り散りになった針と刃を隔てて睨にらみ合う。地を這はうほどの低姿勢から宙を見上げた九曜は、旋せん転てんして無銘を振りかぶる朧の姿を捉とらえた。

　見るのではない、「視みる」のだ。視覚のみならず聴覚で、嗅きゆう覚かくで、あるいは体表面をぴりぴり痺しびれさせる触覚で──あれを使う。

　──《疑似神経加速タキオン・エミユレート》!!

　ほんの、０・３秒。

　九曜の主観世界が超加速する。

　振り下ろされる朧の無銘の威い圧あつ感は、周囲の空気を歪ゆがめているようにさえ思えた。軌き道どうが読める。全神経を回避と次の一手に注ぎ、全ての動きを最小限に留とどめる。脳へ負ふ荷かをかけないぎりぎりの一線、一いつ瞬しゆんの超高速演算のみに留とどめる。

　見切った。

　互いの剣先が触れ合う至近距離、九く曜ようは朧おぼろの上段を紙かみ一ひと重えで避けていた。

「ん、」

　紅くれないの目に驚きの気配、直後に無む銘めいの切きっ先さきが九曜を外はずれて地面に叩たたき付けられ、

　その一撃で、地面が割れた。

　衝しよう撃げきと共に、地に何メートルもの縦たての亀き裂れつが走る。亀裂の起点はまさに無銘の切っ先で、あたかも朧の上段一いつ閃せんが地面ごと叩き割ったかのようだった。

　しかし九曜はその衝しよう撃げきを思考の端はしに追いやった。後の先、刀を振ふり終えたばかりの朧を狙ねらい今度はこちらが斬ざん撃げきを放つ。

　朧は咄とつ嗟さに左手で銃じゆう剣けんを抜き、紫し電でんを受けたが止めきれない。紫電の一閃は銃剣を小枝のように折り、しかし目標の両断には至らず、朧の胴どうに切っ先を食い込ませて止まった。銃剣で受けられたのに加え、外がい被ひの内側に装着されたそれらは、刃自体が鎖くさり帷子かたびらのようにして朧の身体からだを守ってもいたのだ。

　九曜は舌打ちし、朧がぎろりとこちらを見る。

「──疾シッ!!」

　紫電の刀身から電流を叩き込み、何かされる前に身体を翻ひるがす。

　九曜は片脚を振ふり上げ、未いまだ宙にある朧を真横に蹴けり飛ばしていた。

　朧の身体からだが吹き飛び、露ろ店てんの果物屋に激突する。骨組みと幌ほろだけで造られた店は呆あつ気けなく崩くずれ、籠かごに積まれた大小様々な果物が地面に散乱した。

　普通の相手なら、あれで間違いなく死んでいる。

　それなのに、奴やつはまだ生きていると確信できる。

　巻き上がった雲のような埃ほこりを蹴け散ちらし、夥おびただしい銃剣が弾だん幕まく──いや、「刃」幕を張った。

「まだ来るか……ッ！」

　疑似神経加速タキオン・エミユレート、再展開。

　今度は０・１秒。視界に入った全ての銃剣の軌き道どうを計算し切り、直ちよく撃げきコース上にある投とう擲てきを的確に全て斬きり弾はじいた。

「……その見切り、やっぱり只ただ事ごとじゃないな」

　露店の残ざん骸がいから、朧が一歩踏み出す。

　隕いん鉄てつの刀身から直接高出力の電撃を流し込んだ筈はずだ。しかし朧は九曜と同じ能力をもって、体内の電流を中和し、至って平気でいる。

　紫電の食い込んだ傷きず痕あとからぼたぼたと出血しているが、朧は表情を変えず即座に止血した。

　左手にはたまたまそこにあったからという理由で掴つかみ取られた店のリンゴ。朧はそれを珍しい形の石でも見るような目で見下ろし、齧かじりついて口いっぱいに果肉を頬ほお張ばり、よく噛かんでごくんと飲み下した。

「うん、うん。んぐ。──確か、そうだな、蜂はちを奪うばい返された時もそうだった。まるで蜻蛉とんぼの神タ経キ加オ速ンだ。九番式はそんな力は持ってなかったと聞くんだが……」

　疑似神経加速タキオン・エミユレートは、名の通り神タ経キ加オ速ンそのものではない。電でん磁じ制せい御ぎよの一つの応用からなる模も倣ほうである。特定波長の電流を自身の脳に流すことで電脳を異常活性化、かなりの負ふ荷かと引き換えにして知覚能力と思考速度の加速を再現する技だ。

　朧おぼろはリンゴの芯しんを種ごと「ごりっ」と噛み砕くだき、一片も残さず腹に収めて、開いた左手の指先を自分のこめかみに当てる。

　何をするつもりか、と九く曜ようが警けい戒かいする間もなく、彼は自分の頭部に電でん撃げきを打ち込んだ。

「こうか、」

　ばちん。

「こう％か、×」

　ばちん。

「こ±うか＃＊、──」

　ばちん。

　出力と波長を変え、何度も繰り返し、打ち込む。無む銘めいの切きっ先さきは九曜にぴたりと向いてぶれることなく、両の瞳ひとみも九曜を見たまま瞬まばたきもしない。確かに電気ショックを受けていると証明するように頭が小こ刻きざみに揺ゆれる。まともな負荷ではない。朧の鼻び腔くうと目め尻じりからそれぞれ一ひと筋すじのねばついた血が垂れるのが見える。

　──こいつは。

　何をしようとしているのかを理解し、九曜の背せ筋すじを怖おぞ気けが走った。

　疑似神経加速タキオン・エミユレートは自在に電気と磁じ気きを操あやつる特とつ攻こう術があればこそ可能な、いわば九曜にしかできない再現。これまではそうだった。

　それでは、同じ能力を持つ者がもう一人いれば。

　朧は思い至ったのだ。

　九曜は仕し掛かけた。

　相手の両目と額ひたいと左手と無む銘めいの柄つかそれぞれに狙ねらいをつけ、長いニードルを射しや出しゆつ。同時に踏み込んで三歩目で地を蹴けり砕くだき、跳ちよう躍やくと同時に左腕を展開して電界を形成。朧を巻き込んで周囲の空間を電でん磁じ波はで打つ。それは、手投げの電磁爆弾パルスグレネードをも凌りよう駕がするジャミングの爆発だった。

　九曜はそれに紛まぎれて、凄すさまじい速度で朧を跳とび越えて彼の視界から消える。晦くらましは一いつ瞬しゆんで十分、ニードルで倒せるとも思わない。本命は紫し電でんの斬ざん撃げき、その黒い刀身に今度こそ大出力の電流を漲みなぎらせ、崩くずれた屋や台たいの背にあるビル壁を蹴って朧の背後を取った。

「──／こうか」

　ぞる、と深く暗い紅くれない色の目が滑すべり、朧おぼろは九く曜ようの戦闘機動を見切った。

　瞬しゆん時じに、全て。

　何か空間が揺ゆれたと思った時には、神速で翻ひるがえる朧が体ごと間合いに飛び込んでいた。ニードルは九曜すら知覚しえない何かで叩たたき落とされ、電磁爆発パルスグレネードも見切られて九曜の位置すら一ひと息いきのうちに割れた。ついさっき自分がやったような、桁けた違いの反応速度だった。

　──こいつは、疑似神経加速タキオン・エミユレートを!?

　無む銘めいが斬きり上げられる。

　紫し電でんを打ち下ろす。

　刃と刃がかち合うと同時に、戦術電刃の激げき烈れつな電光が周囲を真っ白に染め上げる。

　そして九曜が紫電に電磁を漲みなぎらせたように、朧もまた無銘に何かを秘めていた。

「…………ッ!!」

　鍔つば競ぜりの衝しよう撃げきによるものか、九曜の体は信じられない勢いで真上に押し飛ばされていた。

　豪風を感じる。すぐ傍そばには物もの凄すごい速さで過ぎていくビル壁。九曜は空中で必死に姿勢を整えて両脚を壁に叩たたき付け、後ろ走りの形で勢いを殺す。

　真下から朧が迫る。彼は確かに、体を真横にして垂直の壁を駆かけ上がっていた。世界が九十度傾いたような光景を視界いっぱいに映うつしながら九曜は赤い隻せき眼がんを敵から外はずさない。

　どこかから、地鳴りがする。

　何かが近付いてくる。




「……はぁ、はっ、ふっ……！」

　静かな路ろ地じを走り抜け、叶かな葉はは必死に呼吸を整えた。遠くから聞こえてくるのはきっと戦いの音だ。断続的に聞こえてくるそれが返って静せい寂じやくを強調しているようで不ぶ気き味みだった。

　避難所は近い。繋つないだ手の感触をしっかり確かめて叶葉は振ふり返る。

「鴇とき子こさま、もうすぐです。急ぎましょう！」

　鴇子は頷うなずくしかできない。いつもの強気な態度がすっかり消え失せ、悄しよう然ぜんとした瞳ひとみが揺ゆれていた。汗ばんだ手をしっかり掴つかんで離さないのは、そうしてしまうと間違いなく菊きく丸まるのところへ行ってしまうからでもあった。

　鴇子の頭の中は彼のことで一杯な筈はずだ。その気持ちは痛いほどわかる。叶葉だって、あんな攻こう撃げきの直撃を受けた菊丸が無事でいるのか気がかりで仕方ない。

　それに、九曜も。聞こえてくる音は、きっと九曜が戦っている音でもある。

「今は……今は、逃げましょう。九曜を信じるしかないんです。それに巴ともえさんや剣けん菱びしさんや、井い筒づつさんだって来てくれるかもしれません」

「……ぅん……」

　掠かすれた声で答える鴇子の弱々しい姿に、胸の奥がちくりと傷む。

　だが今は急ごう。前に向き直ったところで、叶かな葉はは不意に数歩たたらを踏んだ。

「……え？」

　バランスを崩くずしたという自覚は無い。地じ震しん？　いや違う。何かもっと、感触としては船の床越しに海が波打つのを感じたような。

　地鳴りがする。それが何かわからず、叶葉はもう一度鴇とき子こを気き遣づかうように振ふり返った。

　先に気付いたのは鴇子だった。

　進路の向こうから地鳴りと共に、何かが物もの凄すごい速さで近付いてくる。波打つ地面に道みち端ばたの小さなガラクタや側そつ溝こうの蓋ふたがぼこんと浮き上がる。そして、あり得ないものを見た。

　路地を埋め尽つくす壁のようなものが、何の破は壊かいの痕こん跡せきもなく地面から飛び出したのだ。

「叶葉!!」

　前後左右に逃げ場はなく、鴇子は無我夢中で叶葉に抱きついて庇かばう。
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　突とつ如じよ飛び出た「鋼こう鉄てつの壁」の正体が巨大な甲こん虫ちゆうのアームであるともわからぬまま、二人は成す術すべも無く捕とららえられる。




　電でん磁じ気きを伴ともなう嵐が市場の通りを縦じゆう横おう無む尽じんに突き抜け、辺あたりは外の廃はい墟きよとさして変わらぬ様相を呈ていし始める。

　風圧で飛んだ幌ほろの陰かげから朧おぼろが飛び出し、斬きりかかる。九く曜ようはすんでのところで受うけ太だ刀ちを作って直ちよく撃げきを回避、周囲のものを吹き飛ばしながら間合いを取った。

　浮き上がった石くれやゴミ満まん載さいのバケツは障害物でも何でもなく、連発される銃じゆう剣けんの投とう擲てきで瞬まばたきする内にずたずたになって宙に散る。朧おぼろは壁を踏んで、右上から攻せめた。信じがたいことに、彼にとっては左右の壁も等しく足場だった。

　互いの視線がかち合って切り結ぶ瞬しゆん間かんごとに、時を刻きざむがごとく知覚を加速させた。

　世界が目まぐるしく加速と減速を繰り返し、実時間がどれほど経たったかもわからない。朧は己おのれの電磁制御エレキテル・深しんを使いこなし、戦いの最中に九く曜ようの疑似神経加速タキオン・エミユレートをも再現していた。

　脳にかかる負ふ荷かがもはや無視できない。そもそもあんな技は連続使用できるものではないのだ。思考にノイズが走り、それでも止まることを微み塵じんも考えず白はく兵へい戦せんを繰り返す。

　どれほど戦闘機動を繰り返したか。

　双そう方ほうがたっぷり距離を取って着地した時、九曜は横合いからの意外な声を聞いた。

「──朧！」

　幼い叫びだった。年とし端はもいかぬ少年の、聞き覚えのある、どこか小こ生なま意い気きな感じのする声。

「日ひ足あし!?　何な故ぜここに……!?」

　彼は、登と坂さかの一室に拘こう束そくされていた筈はずだ。

　ごく短距離の空間転移を繰り返しつつ、日足は朧の反応を追ってようやくここまで来た。単体での特とつ攻こう術の使用はかなりの負担だったと見えて、壁に手を突いた日足の表情には深い疲労が刻まれている。

「……ああ、日足じゃないか」

　ちら、とそちらを一いち瞥べつする朧。

　久く留る守すを振ふり切り、ようやく「味方」と出会った日足の表情に安あん堵どが浮かんでその目付きが強気さを取り戻す。

「死んでたらどうしようかと思った。ちゃんと生きてたようで安心したよ」

「は──あったり前じゃん」

　ほら見ろ、というように日足は笑った。

　九曜には知り得ないことだが、それは久留守に向けて勝ち誇る笑みだった。仲間はいるし、そいつらはまだ自分を必要としていると。まさか朧がいるとは思ってもいなかったようだが、普段は邪じや険けんにしていても彼の実力を目まの当たりにして表情を緩ゆるめる。

「天テン道トウは？」

「……回収できないから置いてきた。久留守のバカもね。それより早く逃げようよ、烏え帽ぼ子しの虫がいるんだろ？　合流しなきゃさ、ボクの機体なら後からだって、」

　そうか蜘く蛛もが停止したから、と思い至り、九曜は朧が自分の懐ふところに手を差し込むのを見る。

　自分への照しよう準じゆんは感じない。朧は日足を見ている。日足は何も警けい戒かいしていない。

　九曜は、自分にではなく、彼に迫る危険を直感した。

「日ひ足あし！　逃げろ！」

「そうだな、じゃあ隊長の命令だ」

「え、」

　遅かった。朧おぼろの声と九く曜ようの叫びが重なり、日足は一いつ瞬しゆんわけもわからず思考停止する。

　その一瞬で、彼の小さな体に一条の長い棘とげが突き刺さっていた。いつの間にか朧の背にあるザックが開いている。そこから取り出したものだった。

　電でん磁じ誘ゆう導どうにより狙ねらいは完かん璧ぺき。その棘は先せん端たんが鋭く幾つかの関節を持ち、あたかも巨大な昆こん虫ちゆうの触角を取り外はずして加工したかのように見える。

《触角》の先端は、日足の首の付け根の真ん中を射い抜ぬいていた。

「へ──、？　え？　ッか、」

　触角が蠢うごめき始める。日足の内部に食い込んだそれが、鋭えい利りな先端を彼の脊せき柱ちゆうと同化させる。

　反射的に九曜が踏み込んだ。朧を、そして何より日足をそのままにしてはおけないと直感が叫んでいた。

　だが朧がそれを許さない。彼はもはや頭の中で優先順位を切り替え、九曜に対する戦意をも捨て去っていた。九曜の追つい撃げきを振ふり切って日足の体を片手で抱かかえ、一飛びで距離を取る。

「……彼に、何をした」

「さてね、詳くわしくは知らない。悪いがもう相手をする時間もなさそうだ。なにしろ……」

　九曜から見てもおぞましい光景だった。痙けい攣れんする少年の体が徐々に「何か」に主導権を奪うばわれていくようだった。

　そして不意に地面が波打ち、九曜は急接近する巨大な機械の反応を感知する。朧はそちらに視線をやり、呟つぶやいた。

「もう迎えが来た」

　市場を埋め尽つくし、巨大な甲こう虫ちゆうが地下から地上に完全に露ろ出しゆつする。

　──特機!!

　蛍ホタルでも天テン道トウでもなく、いつか見た兜カブトでもなく、形から察するに鍬クワ形ガタでもない。

　それは分厚い装そう甲こうに身を包んだ、途と方ほうもなく巨大な一匹のコガネムシだ。

　地中から唐突に現れただけで、周囲のものを完全に覆おおい隠かくしていた。

　恐ろしく大きい。そのサイズは兜さえ完全に上回っている。

　二号丸《金亀コガネ》──中でも最も目を引くのは、異常に長く太い前まえ肢あし。伸縮性のアーム状となるそれを一杯に伸ばせば、機体全長は蜈蚣むかでにすら匹ひつ敵てきするだろう。

『なんじゃ、回収対象は揃そろうておるのか。なら手間もかからんな』

「貴様か、島しま田だ宗そう吾ご……！」

『──ほう、九番式か。朧とやり合って未いまだ五体満足であるとは。流石さすがだのう』

　その甲虫が放つ威い圧あつ感は、単純なサイズ差から来るものではあるまい。

　体の前面を、五感のどれにも訴うつたえないプレッシャーがびりびり叩たたく。馬鹿馬鹿しいほどに巨大な機体はしかし肢あしの先、アームの先せん端たんに至るまで余すことなく膨ぼう大だいなエネルギーに満ちている。その様は確かに、あの老いてなお壮健な筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨きよ躯くを思い起こさせた。

　そして機体の巨大さにも関わらず、そもそも地中から飛び出たにも関わらず、周辺の地形は何一つ変わっていなかった──特とつ攻こう術の類たぐいか。

　黒光りする甲こう虫ちゆうの装そう甲こうは見るだに分厚く、甲虫の翅はねがあるべき背部は何かポケット状の格かく納のうスペースになっているようだった。恐らく、奴やつはそれで「運うん搬ぱん」もできるのだ。

　そこが「がぱっ」と開いて、ぞろりと並ぶ幾つもの孔あなのうち、最も小さなものが開く。人型ないしはそれに準ずるサイズのものを格納する為ためのポケットだろう。日ひ足あしを脇わきに抱かかえた朧おぼろは、躊躇ためらわずその中の一つに飛び込もうと身を翻ひるがえす。

　その時、南から急速接近する小さな反応を、九く曜ようも朧も感知していた。

　空。高い熱源と共に、物もの凄すごい「推すい力りよく」で来る。

　──あれは、

「《火焔制御フロギストン・改かい》……っ!!」

　空から、高圧縮された火球が降り注いだ。

「……！」

　自分を狙ねらう高温の火か炎えん弾だんを、朧はすんでのところで回避する。散る火の粉を外がい被ひで振ふり払うが、その弾みで朧は日足を離してしまう。

　そこに小さな影が飛び込み、九曜は目を見開いた。

「久く留る守すか!?」

　百も舌ずの応急手当てを済ませ、登と坂さかから大急ぎでここまで来たのだ。高出力の火焔制御フロギストン・改かいを使い、炎ほのおをジェットのように噴ふん射しやすることで推力を得、文字通り半なかば飛ぶようにしてここまで辿たどり着いた。

　久留守はすぐさま着地し、ぐったりする日足の体を奪うばい返して距離を取る。そのまま九曜の横に並び、小さく頷うなずき返して日足を見下ろし呻うめいた。

　間に合ったとは言い難がたい。日足の意識はなく、時たま小こ刻きざみに痙けい攣れんしている。何が起こったのか何をされたのか、久留守にも何もわからない。

「なるほど君はそっちに回るわけか、久留守」

「そんなんじゃない。でも、おまえはきらいだ」

『うははははははっ！　嫌きらわれたもんだのう朧よ！』

　金亀コガネに抱かれたままの烏え帽ぼ子しは、世せ間けん話ばなしででもあるかのように呵か々か大たい笑しようした。その状況に不似合いな笑い声の明るさに九曜も久留守も眉まゆをひそめたが、直後に打って変わって一段低い静かな声で告つげる。

『──まあよい、触角は仕込んだ。四号の童わつぱも使いではあるだろうて。行くぞ、朧』

「……逃がさぬ！」

　九く曜ようが仕し掛かけようとしたところで、金亀コガネの巨大なアームが唸うなりを上げた。丸太よりも太い多関節のそれが直下に振ふり下ろされ、いとも容た易やすく地面を叩たたき砕くだいて瓦が礫れきと土つち塊くれの雨を降らす。

　九曜も久く留る守すも危うく回避したが、それが隙すきとなった。金亀の格かく納のう孔こうが開き、朧おぼろが飛び込む。

　そこに。

「──」

　九曜は、気付いた。

　孔の一つに放り込まれた二つの人影。この角度からでは頭しか視認できないがすぐにわかった。乱れたお下げの髪が一人、黒く長い髪がもう一人、気を失っているのか両方ともぐったりして動かず──

　叶かな葉はと、鴇とき子こだ。

　二人が敵に掴つかまっている。

「貴様ッ!!」

　考えるよりも先に頭の芯しんが白熱し、反射的に踏み込んでいた。

　金亀の単眼がそれを嘲笑あざわらうように、彼にとって蟻ありほどにも小さな九曜の矮わい躯くを見下ろす。

　そしてもう一発、またアームが周囲を砕いた。今度こそ視界が塞ふさがれる。九曜は衝しよう撃げきで吹き飛ばされ、それでも必死に反応を追った。そうして敵が地面に潜もぐり、ぐるりと機体を翻ひるがえして進路を東に取ったことを確認する。

　直後、入れ違いに井い筒づつからの通信が飛び込む。

『──曜！　聞こえてっか九曜!!　オレと剣けん菱びしが虫で出る！　テメェは今すぐ登と坂さかに戻ってあの蜂はちを叩たたき起こせッ!!』

『それでは……間に合わない』

　地下道への進入経路を検けん索さくする。今もこの帝てい都との地下を走る蜘く蛛もの巣のような地下経路──通称「裏うら線せん」の路線図を頭の中で一いつ瞬しゆんで組み立て、取るべきルートを選び取る。

『ばッ、まさかテメェ!?　早まンんじゃねェ！　大人おとなしくしてやがれってんだ!!』

　耐え切れず、九曜は叫んだ。

『叶葉と鴇子が捕つかまったんだ!!』

『!!』

　予想外の事態と搾しぼり出すような九曜の叫びに、井筒は息を呑のむ。

『ここで追わないと間に合わない！　絶対……絶対に、逃がさん!!』

『やめろバカ!!　一人で行っても犬いぬ死じににするだけ──』

　有う無むを言わさず通信を切った。

「く、くよう……！」

「君は日ひ足あしを連れて登坂に戻れ。小しよう生せいは即そつ刻こくあの甲こう虫ちゆうを追跡する」

「でも、」

「早く!!」

　鋭く叫ぶ九く曜ように、久く留る守すがびくんと跳はねる。

「危ないのはわかっている。だが、行かねばならぬ。……行かせてくれ……!!」

　言い残し、返事も待たず九曜は駆かけ出した。

　通りを真横に突き抜けて路ろ地じに飛び込み、幾つもの経路をショートカットして入り口を見つける。戦前まで使用されていた帝てい都と地メ下ト鉄ロの入り口には市民の進入を止める為ためのバリケードが張られており、九曜はそれを体ごとの飛び蹴げり一発でぶち抜いた。

　砕くだけた板と叩たたき折れたパイプと千ち切ぎれた有ゆう刺し鉄線、それらと中に飛び込んだ。列車の軌き道どうを無視してもう一階層下へ続くハッチを蹴り開け、より深い、今度こそ光の全く届かない裏うら線せんの中へ。地下数十メートル、闇やみとガスと瓦が礫れきと黴かびの胞ほう子しが支配する空間が長く伸びている。

　東の方角から地鳴りめいた腹の底に響く音。そこだ。

　闇を突き抜け、九曜は全力で疾しつ走そうする。

　叶かな葉は、

「──叶葉!!」

　思考と声の両方で無意識に叫び、頭の中が一杯になった。

　最も恐れていたことが起こったのだ。絶対に、何がなんでも逃がすわけにはいかない。




　十月二十日、午後三時を十分ほど過ぎていた。

　会議が始まってたった一時間と少し、帝都は、激動した。






　　　伍　─　金きん翅し







　目的地は東の海。大洋からこちらへ味方が接近している。

　黒くろ塚づか部隊が帝てい都とへこれほど接近するのは、二十年間で初のことだ。

『しばらくだな、じいさん。元気にしてたかい』

『お蔭かげ様さまでの。まさかこんな強きよう硬こう手段に出るとは思わなんだがのう。──とりあえず今は逃げの一手よ、長居しすぎると恐い恐い虫が出よるでな』

『お偉えら方がたが先さき走ばしったって言うじゃないか』

『弐に番式が思いのほか鋭うてな、あのまま黙だまっておるとどの道見み破やぶられたであろう。ちと強引ではあったが、あのお嬢さんを無力化できただけでも僥ぎよう倖こうであったわ』

『彼女が司令塔とうらしいからな。ところで、人間の反応が二つある。攫さらってきたのか？　一体どういう風の吹き回しで？』

『見てわからんか？』

『いや』

『両方とも、か？』

『ああ。それが？』

　暫しばしの沈ちん黙もく、

『……ま、良かろう。これも余よ興きようのようなものぞ。お前さんも遊び心を持った方がよいぞ、これは人生の先せん輩ぱいからの助言と受け取るがよい』

『生あい憎にくそういうのとは無縁の人生でね──で、気付いてるかい？　九番式が追ってきてる』

『追いかけっこか。ふむん、面おも白しろい！』

　地中を泳ぎ、金亀コガネは加速する。

　その遥はるか後方、物もの凄すごい速度でこちらを追うたった一つの小さな反応を捉とらえながら。
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　運び込まれた時点で、巴ともえの血はかなり失われていた。

　輸血の必要がある。機械の血液は人間のそれとは細かな成分が違うが、鬼き虫ちゆうの本体と機械兵の血には互ご換かん性があった。輸血用の人工血液と、弐に番式の繭まゆにあった予備の生体パーツを引っ張り出す。

　まずは主脳の再起動。今は下半身の死んだ部位を後回しにして神経接続を強制切断し、せめて首から上だけでも蘇そ生せいを試みる。時間との勝負だった。

「ち、キリがねえな……！」

　刀の柄つか尻じりで敵に振しん動どうをぶち込み、剣けん菱びしは舌打ちする。

　ドックの中には、叩たたきのめされて機能停止した機械兵がごろごろ転がっている。もはや足の踏み場もない有あり様さまで、機材を破は壊かいしないように戦うだけでも努力が必要だった。

　機械兵は次から次へと襲い掛かってくる。もともと施設内にいた者、中央や下した街まちを巡じゆん回かいしていた者、郊外の廃はい墟きよ区を巡回していた者や本来は整備中で停止していた者に至るまで、帝てい都と中の機械兵がまとめてここへ押し寄せている。

　彼らは、烏え帽ぼ子しの放った甲こう種しゆ指令に従いここを襲っている。

　だがどう考えても一人の広域通信でカバーできる範囲ではない。恐らく奴やつは「鬼き虫ちゆうを狙ねらえ」というのに加えてもう一つの指令を打ち込んでいたのだ。

　さしずめ「一…鬼虫を制圧せよ／二…一の指令を周辺の味方機に伝達せよ」といったところか。最優先の甲種指令ならそれくらいは簡単にさせられる。最初に烏帽子の指令を受け取った機械兵達が自分の通信範囲にいる味方の電脳に入電し、感染する疫えき病びようのように、狂気の「甲種指令」を伝えていったのだ。帝都の機械兵の統制が仇あだになった形だ。

　そして巴の蘇生作業が佳か境きように入ったところで、井い筒づつの通信が飛び込んでくる。そのままドック内の通信機が大音量で井筒の叫びをぶち撒まけ、一同は息を呑のんだ。

　それからさほど時を待たず、もう一度井い筒づつの通信。

　今度は九く曜ようのことも内容に入っていた。

『あのバカ野郎が先走りやがった!!　お下げのチビと皇女のガキが捕つかまったって話だ！　オレも追ってるが出遅れた、虫の発進急げッ！』

「ったく張り切りやがって、あんにゃろ」

　剣けん菱びしは戦いながら九曜の生き真ま面じ目めな顔を思い出し、手術台を振ふり返る。

「聞いたな！　手の空あいた奴やつは蜈蚣むかでの起動に回ってくれ！　俺はここを抑おさえる！」

　巴ともえの蘇そ生せい作業に加わっていた菘すずなは、井筒の報告に愕がく然ぜんとした。

　捕まった。叶かな葉はと、鴇とき子こが。一いつ瞬しゆん気が遠くなり、手が止まる。その間にも職員は激流のように動き、巴の蘇生に努つとめる者、蜈蚣の繭まゆに走る者、発進経路の隔かく壁へきを開く者に分かれた。

　その時、誰かが叫んだ。

「──弐に番式の主脳、回復しました！」

　巴の目が、開いた。

　言葉はまだ出てこない。

　薄く開かれた紫むらさきの眼めがぴくりと動き、視線が虚こ空くうを泳ぐ。職員の一人が信号の応答を確認しながら必死に声をかける。巴は辛かろうじてといった塩梅あんばいで応答するが、まだ完全に意識が戻っているわけではなさそうだ。

　彼女の眼がゆっくりと、仰あお向むけになったまま端はしから端へ動く。何事か、夢でも見ているような思し案あんの気配が数秒。そのまま小さな頭がくてんと横向きになり、真っ白な顔が、半なかば呆ほうけたままの菘と向き合う。

　思わず息を呑のんだ。巴は菘と、菘の背後にある機械仕掛けの巨大な虫を見ていた。

　巴が何かを言った。正確には言ったのではなく、言葉の形で唇くちびるを動かした。

　菘はそれを見て、音声ではない巴の言葉を理解する。

「は」「ち」「を」──

「……!!」

　何をするべきか理解した。

　巴は、他ならぬ菘にそれを伝えたのだ。

　菘は最後に一度だけ巴を見下ろし、その姿を振り切って駆かけ出した。倒れた機械兵の体を大おお股またで何機も跨またいで、向かう先には、未いまだ翅はねを広げぬ巨大な蜂はち。

　叶葉と鴇子が敵の手に落ちた。九曜が必死にそれを追っている。自分はまだここにいる。

　いきなり泣きそうになった。自分の頬ほおに平手を一発、ぎりぎりで涙を押し留とどめ、蜂の傍そばに置きっぱなしだったメモと機材を手た繰ぐり寄せる。

「もうすぐ……そうだ、この子だって、もうすぐなんだ……！」

　独断専行に走った菘に、職員が何か訴うつたえかけている。だがもう集中に入った菘の頭にはその言葉が半分も入らなかった。振ふり返らず、自分の作業手順を思い出しながら叫び返す。

「やらせて下さい！　一人でいいからっ！　九く曜ようが一人で危ないとこにいるんです！　あいつに早く、早く蜂はちを送らないと!!」

　どうする、どうすればいい、どんな手を施ほどこせばいい。

　あの時、祖父はどうしたか。

　傷付いた蜂をもう一度飛ばす為ためのプロセスを思い出す。記憶に蘇よみがえるのは、うだるように暑かったあの夏の廃はい墟きよの街。皺しわだらけの祖父の手と、彼の指示で作業を進める整備班の手順。けれどあの時の模も倣ほうでは駄目だ。状況が違えば要素も違う。

「──起きて」

　金色の蜂は、動く気配を見せない。極限状態での菘すずなの集中力は自分と蜂以外の全てを遠くに引き離した。だがたった一人で蜂の前にいる彼女を機械兵が見み逃のがすわけはなく、一機が身を翻ひるがえして彼女に手を伸ばし、

　剣けん菱びしの刃が閃ひらめいた。

　峰みね打うちの一発で機械兵が天てん井じよう近くまで吹き飛び、頭から落ちて止まる。その音にようやく我に返り、菘は自分の前に立つ甚じん平べいの背中と襟えり元もとの「参さん」を見上げた。

「剣菱、さん……」

　剣菱は背を向けたまま、簡潔に問う。

「そいつはお前さん一人でどうにかできるのか？」

　菘は逡しゆん巡じゆんし、

「多分、できると思──いや、」

　多分ではない。思う、でもない。

「できる。私が、やってみせる」

「そうかい、上等だ」

　振り向きざまににやりと笑い、彼は菘を守るように構えた。

　ここは安全だ。菘はそう確信して再びどっかと座り込み、今度こそ深い集中の淵ふちに沈み込んでいく。こんな感覚はこれまでに無かった。過去の記憶と新しい知識を擦すり合わせ、誰の教えでもない自分自身の「手順」を紡つむぎ出す。深呼吸、

「──あんたは、また飛べる。もう一回……ううん、何度だって飛べる。待ってて、私が起こしてあげるから……!!」

　蜂はまだ無言。光を宿さぬ赤い複眼は、自機と比して小さすぎる菘の姿を見下ろしていた。
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　闇やみ。豪ごう風ふう。巻き上がる塵ちりと煙けむり。閃ひらめく電でん磁じの光。

　九く曜ようは地中を泳いで逃げる金亀コガネを追い、帝てい都と地下、廃はい棄きされた裏うら線せんの本道と支道を次から次へと突き抜けて疾しつ走そうしていた。

　倒れた車両の中を突き抜け、薄く開いて止まったゲートの隙すき間まを抜け、崩くずれた瓦が礫れきの下を潜くぐり、速度を緩ゆるめるどころか徐々に加速さえしていた。ものの一秒で百メートルもの距離を飛ばし、九曜は反射電でん磁じ波はで一キロ先までの障害物を手に取るように分ぶん析せきし、なお走る。

　──入電、

　九曜は目を見開いた。遥はるか先を泳ぐ金亀のどこかから通信波が来る。よく知る周波数。

　ノイズ混じりの聞き慣れた、今聞きたくて仕方のなかった声が届く。

『九曜っ！　九曜ですか!?』

　気が付いたのだろう。高速で移動する金亀に取り込まれ、わけもわからぬまま九曜に通信を入れることを考え付いたのだ。

「叶かな葉はか!!　今そちらに向かっている!!」

　狂おしいまでの焦しよう燥そうを感じた。鴇とき子こはまだ気を失っているらしく、声の代わりに浅い呼吸音だけが聞こえてくる。

　叶葉は、彼女なりに必死に状況を理解しようと努つとめ、どうにか思考をまとめていた。非常事態に晒さらされ続けた少女の頭は、こんな時でもよく回った。何か大きな、多分甲こう虫ちゆうに掴つかまって物もの凄すごい速さでどこかへ連れて行かれている。

　目的はわからない。人質だろうか。殺されるかもしれない。

　けれど何かの目的で自分達を連行しようとしているのなら、少なくともそれだけの理由があるということだ。あの場でついでのように殺されなかったことには意味があるのだ。当然、かといって安全かと言われれば断じてそうではない。

　だが一方で、九曜がたった一人で、味方から孤立して身一つでこちらを追跡しているのだ。

　今この時、危険なのはむしろ九曜の方だ、と思うに至った。事実その判断は正しかった。

『やめ、危ないです、こんな！　あたっ、あたし達は、大丈夫ですから！』

「大丈夫なわけがない!!」

『九曜の方が危ないって言ってるんです!!　追いかけちゃだめ！』

「断ことわる!!」

『たいっ、たいひ！　退避してください!!　このままじゃあなたが！』

「嫌いやだ!!」

　しかし。

　九曜は生なま身み、追うのは甲虫のしかも特機だ。九曜が死んでしまうかもしれないのだ。

　叶葉は苦く悶もんにも似た苦悩の末に、せめて彼の命を救う為ために、もう二度と使うまいと誓ちかったあの言葉を口に出す──

『──甲こう種しゆっ、』

「そんな命令は聞きたくないッ!!」

　言うかもしれないということぐらい、九く曜ようにもわかる。

　出がかりを潰つぶした。聞きさえしなければ反応はしなかった。

　悲しいほど開いた彼ひ我がの戦力差と、それが導き出す戦闘の結果など知れている。自律兵器としての本能が高確率の死を予感して追跡中止を提案する。しかしそれでも、機械的な理性では抑おさえ込めぬ少年の意思が絶叫していた。

　知ったことか。

　ここで走らねば、ぼくはぼくを永遠に許せなくなる。

　闇やみの中に牙きばを剥むき、九曜は一いち言ごん一いつ句くを刻きざむように叫んだ。

「待っていろ！　君達を、必ず、助ける!!」

　もはやここから先は、叶かな葉はの制止であっても絶対に聞かない。

　通信を強制的に切り、以降の入電を全て拒否する。彼女は怒るだろうか、泣くだろうか。どちらでもいい。怒られるよりも泣かれるよりも、ここでいなくなられる方が万まん倍ばい嫌いやだ。

　疑似神経加速タキオン・エミユレートすら駆く使しした。全神経が摩ま耗もうすることにも構わず、脳のみならず全身の人工筋肉に電流を放つ。四し肢しが戦闘機動にすら適さない超過駆く動どうを見せ、一歩を刻むごとに傷付きながら、更さらに、更に加速する。

　異常に広い歩ほ幅はばの、四メートル以上開いた足跡ごとに、電でん磁じの燐りん光こうが浮かんでは消える。

　真っ暗闇の地下道に光の軌き跡せきが刻まれる。鼻先に音の壁を感じる。

　無数の地下経路の網あみを抜け、道はいつしか幹かん道どうの太い一本のみになる。帝てい都との圏内を抜けたのだ。九曜は漆しつ黒こくの長い長い通路を貫つらぬき、幾つもの、幾つもの障害物やゲートを飛び越え潜くぐり抜け破は壊かいしぶち抜いて、疾しつ風ぷうと共にただ前進した。

　遥はるか前方に、どこまでも続く広大な何かの気配がある。

　海だ。
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　帝都港わん湾がん地帯を更に東に外はずれ、遥かに広がる大洋の海中を影が横切る。

　潜水艦《嶽がく》はゆっくりと陸に近付き、ある地点にぴたりと留まった。

　それは、海の底にあった。

　一機の潜せん水すい艦かんよりも巨大な影が、ゆっくり、ゆっくりと浮上していた。

　彼らの「基地」は地上の廃はい墟きよに点在し、状況に応じてそれらを移動することでリスクを分散させている。中でも白しら萩はぎは、その規模と設備もあって大きな拠きよ点てん基地だった。

　ともあれ基地を移動するにあたり、当然人員や装備が分散することになる。実作業の手は、制せい御ぎよ下に置いた機械兵や作業用自動機械によってまかなった。であれば、人員や機材の動きを把は握あくして連絡を取る中ちゆう枢すうが必要となる。いわば、帝てい都とにおける中央管理局だ。

　然しかり。

　浮上する影とは、そのものが黒くろ塚づか部隊の「主要基地」だった。

　実現することなく頓とん挫ざした兵器がある。開発期間や実現性の問題で計画から立ち消えた、ある意味で鬼き虫ちゆうの陰かげに隠かくれた特とく秘ひの機動兵器が。

　嶽がくが潜せん行こうし、浮上してくる影と合流。大魚に呑のまれる小魚のように内部に格かく納のうされる。

「七番式の主脳を最大稼か働どう。副脳一から一〇八まで全起動、量産型甲こう虫ちゆうの補佐脳をあるだけ突っ込め。人形が自じ壊かいしても構わん」

　虎杖いたどりは鋭く指示を飛ばし、踵きびすを返した。

「金亀コガネを回収。《蟻あり塚づか》と日ひ足あしの接続急げ。九番式の後ご詰づめは参さん番式と四番式だ、奴やつらが追いつく前に事を済ませる」

　さて──

　これより先、持ちうる手て駒ごまを全て使う。

　限られた強力な駒を奪うばい合い、戦場に放つことは、どこか将しよう棋ぎに似てもいる。

　鬼虫は極めて強力な兵器だ。真正面から彼らを打ち破やぶれる存在は、同じ鬼虫以外に存在しないと断言できる。かの帝てい國こくでさえ圧倒的物量に訴うつたえるしかなく、その物量すらもたった九機を前に冗談のように削けずられ尽つくした。

　だが今、鬼虫に匹ひつ敵てきする兵器、甲虫の《特機》が戦場に在る。

　天才・片かた霧ぎり巴は月づきの残した理論を練り上げ、実じつ践せんし、実現したもう一つの虫が。それは模も倣ほうではない。時を経て完成させた、巴月の鬼虫に対する黒塚部隊の最終回答だ。

　黒い眼を細め、虎杖は呟つぶやいた。

「──ここから先は、喰くらい合いだ」
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　地下通路の階層を駆かけ昇り、突風よりも速く地上へと飛び出す。

　光に、視界が白くなった。

　陽光を受け、九曜は視覚の採さい光こう度を瞬時に切り替える。地下道への入り口のバリケードが一いち撃げきで破は壊かいされ、塵ちりとガスもろとも噴ふき上がる突風と共に地上のアスファルトを踏み砕くだいた。

　開けた景色、潮しおの匂におい、視界を線のようになって過ぎていく苔こけ生むした壁や雑草の這はい回るひび割れた地面。

　九曜は海の気配を感じながら、そこに何か途と轍てつもなく巨大な、それだけで脳の奥がざわめくような異様な反応を感知した。

　大きすぎる。

　大型兵器、いや戦せん艦かんか、いや空母か──あれは、何だ。

　疑念を振ふり切り、坂道を駆かけ上がり、跳とんだ。一発でその体が信じがたい速度と高度の放物線軌き道どうを描き、過か剰じようなまでの助走を取った跳ちよう躍やくの最高点は実に地上三十メートルを超えた。

　ぼろぼろの地上があっという間に眼下に去り、吹きすさぶ風が全身を洗う。

　飛ぶような跳躍、と言えるかもしれない。だがこんなものは断じて「飛行」ではない。今なおこの身を縛しばる重力が、空に対しあまりに矮わい小しような身体からだがそれを物語っていた。

　殴なぐり付けるような速度で迫りくるビル壁に足を叩たたき込んでめり込ませ、真上に跳んで屋上へ飛び乗る。誰もいない廃はい墟きよ、それだけ妙みように真新しい通信塔とう、人の気配の失せた街まち並なみ。その向こうに、ゆるくカーブした水平線が光っている。

　逃がすわけにはいかない。ただひたすらに前進のみを志向した孤独な疾しつ走そうは、九く曜ようの頭の片かた隅すみにいつかのことを思い出させた。

　夏の尽じん天てん、真っ暗な廃墟。無人ヘリを狙ねらう《蜻蛉とんぼ》を追わんとしたあの時の疾走。

　あの時は、間に合わなかった。

「今度こそ、絶対に、間に合わせる……ッ!!」

　急速に近付いてくる海の色は、空と同じほどに深く鮮あざやかな青だ。その一点がある瞬しゆん間かんから急速に黒味を増した。

　何かの、影だ。

　浅瀬から遠く外はずれた沖おき、ぽつんと一点のみ生まれたかのような影が、墨を垂らしたかのように広がっていく。もはやたっぷり距離を置いてもそれとわかるほどの巨大さはつまり、海底から急浮上してくる物体を意味していた。

　まるで、浮き上がる島のようだった。

　──あれは。

　そして九曜は、たった一人でその光景を目まの当たりにする。




　海の底から、巨大な「鯨くじら」が姿を現した──少なくともそう見えた。

　敵の帝てい國こくが放った巨大空母か、陸上戦艦さえ上回る。

　海を進み風を切り陸地を進む、あたかも鉄で出来た生き物を思わせる艦体。その「体内」は無数のブロックに分かれた基地そのもの。無数に備そなえた対地・対空兵へい装そう、内部で蠢うごめく何人何機もの人間、兵器、兵装、設備、動力源。

　その形は、歪いびつだった。

　途と方ほうもなく巨大な鋼はがねの表面に、有機質と無機質が同化しているようだった。どこか継つぎ接はぎの、最初から傷だらけのような。塗装の無い鉄と錆さびそのものの色が海の青に毒どく々どくしく滲にじみ、それでいて艦体そのものが脈打つが如ごとき異常な力の漲みなぎりを感じさせる。

　九曜は疾走しながら、その醜しゆう怪かいであり、一方で異様な荘そう厳ごんさすら持つ存在に息を呑のむ。

　あれが敵の主要基地。

　机上の空論にて消え去った筈はずの、移動城じよう塞さい《神しん鯨げい》である。




　──金亀コガネの接近を確認。

　──神鯨、高度安定。

　──《蟻あり塚づか》副脳十八から五十一、艦かん体たい制せい御ぎよへ。

　──後部鉄てつ翼よく、展開。

　──重力制御機構、最大出力にて発動。




　津波が起こった。

　急速浮上した《神鯨》によって海が激げき震しんし、馬鹿げた規模の波は紋もんを海上に生み出したのだ。

　壁のような高さの波が陸地を襲う。誰もいなくなった港こう湾わん地帯がまずひとたまりもなく呑のみ込まれ、高所から見れば妙みようにゆっくりと、しかし実際には恐ろしいほどの速度で海水が陸地を蹂じゆう躙りんしていく。

「浮上しただけで、これか……！」

　建物の上を跳び渡る九く曜ようは、足場となるビルさえ揺ゆるがす波に歯は噛がみする。

　沖おきはどうしようもなく遠かった。柱状の本体部分にはどう足あ掻がいても届かない。

　だが、好機はある。九曜は帝てい都とから追い続けてきた金亀の反応が、陸地を突き抜け海へ出るのを確認していた。九曜は一いつ瞬しゆんも迷わなかった。

　ここから飛び降り、奴やつに取りつくのだ。

　例の「透とう過か」を用いて海に飛び込み、そのまま海中を泳ぐ金亀。奴の座ざ標ひようおよび自分との相対距離を一気に演算、跳ちよう躍やく点から導き出される落下ポイントを重ね、九曜は眼下の海を睨にらむ。

　港湾地帯に至り、奇き跡せき的に生き残ったクレーンを駆かけ昇る。軋きしむ鉄骨の音を無視し、そのまま先せん端たんを蹴けって一ひと際きわ大きく跳とんだ。踏み込みの衝しよう撃げきで、辛かろうじてバランスを保っていた錆さびだらけのクレーンがついに倒とう壊かいする。

　視界一杯に海面が広がる。九曜は紫し電でんを逆さか手てに構えて先端に電力を集中させた。己おのれの電磁制御エレキテルをもって海水を分解、落下の勢いを極力殺さずそのまま金亀に刃を食い込ませる算段だ。

　これ以外にはない。しくじったらもう二度と追いつけない。

「届けッ！」

　声を絞しぼり出し、ただそう念じる。

　潮しお気けを孕はらんだ豪ごう風ふうの直下、とぐろを巻く荒波の更さらに奥、虫の影がある──届け。

　届け、届け、届け、届け──！




『いいや……それは駄目だよ、九曜』




　声と弾だん丸がんが、同時に来た。

　狙そ撃げきだ。

「!?」

　激流となった風の中で、遥はるかか彼方かなたから銃じゆう弾だんが飛来していた。

　右腕が射い抜ぬかれる。紫し電でんを握にぎる右の上腕が抉えぐられて鮮血を吹き出し、刃の切きっ先さきがぶれた。

　信じがたいタイミングと精せい確かく性だった。狙撃点は神しん鯨げいの舷げんに備えられたごくごく小さなハッチの一つ。彼ひ我がの距離は少なく見積もっても四キロは下らない筈はずなのに、強風の中で高速落下する点のような九ま曜とに、弾道を計算し尽つくした上で当てた。

　九曜は弾道を辿たどり、遥か距離を隔てた先にちらつくその姿を見た。

　その気になれば自みずからが放つ一いつ切さいの痕こん跡せきを絶ぜつ無むにさえできた筈だ。そうしなかったのは、己おのれの姿を九曜に見せる為ためか。

「──庵いおり!!」

　叫ぶ九曜。庵の顔を覆おおうヘッドギアの、無機質な光学カメラが「きゅう」と焦点を窄すぼめる。

　第二射が、九曜の右目を捉とらえた。

　眼帯が弾はじけ飛び、粉こな々ごなになって宙に散る。

　咄とつ嗟さの反射で直撃は避けたが、完全にバランスが崩くずれた。眼帯を砕くだいた弾丸はそのまま九曜の額ひたいを抉って彼方へ消えた。衝撃で九曜の体がもんどりうって回転し、上も下もわからなくなる。空と海が目まぐるしく逆転して視界が青で埋まった。

　記憶の底に蘇よみがえるのは、やはり尽じん天てんのあの夜だった。

　──また、届かないのか。

　白雲の渦うず巻く空が遠ざかっていく。重力に引かれ落ちる九曜を、底知れぬ海が待っていた。

　巨大な波の荒れ狂う海域にあって、少年一人が落ちた波は紋もんは、生まれてすぐに消えた。

　その背に翅はねは無く、その身は重力を断ち切れない。

　遠く、海水に閉じられた視界のどこか遠くに向けて、九曜の右手が何かを求めるように突き出されたが──それっきりだった。
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　最後の機械兵が動きを止め、ようやく襲しゆう撃げきが止む。折り重なる彼らの数はざっと二百は下らない筈で、振しん動どうと打撃で電脳を強制停止させられた彼らは誰も死んでいない。剣けん菱びしは次々と襲おそい来るフル装備の機械兵を、たった一人で一体残らず叩たたき伏ふせていた。

　だが予断を許さぬ状況であることに変わりはなかった。巴ともえは回復の兆きざしを見せたがまだ昏こん睡すい状態にあり、九曜が先走り、蟷螂かまきりと蜈蚣むかでは起動準備中。更さらに特機の子供達が解放され、日ひ足あしは脱走を試み、久く留る守すはそれを追っているという報告が入った。それを伝えた百も舌ずは医務室で応急処置を受け、動けずにいる。

　一方で管理局では、可か児にがどうにか管かん制せい室を機能させるに至ったようだ。彼らを縛しばっていたワイヤーは巴ともえの無力化により解け、異常を聞きつけた局員らによって黒くろ塚づか派の老人達は取り押さえられた。可児は部下に老人らの拘こう束そくを命じ、自分は押おっ取とり刀がたなで管制室に飛び込んだ。

　そして──彼曰いわく、東の海に、恐ろしく巨大な「何か」が浮上したと。




　菘すずなは、たった一人で蜂はちの前に座り込んでいた。

　周りの音が既すでに耳に入っていない。沈ちん黙もくを続ける蜂の回路に干かん渉しようし、副脳を完全覚かく醒せいさせるべく作業に没ぼつ頭とうする。

　当たり前だが前とは勝手が違う。副脳が収まる頭部には星ほし鉄がねのフレームが追加されており、黒塚部隊の改造を受けた為ためかこれまでの起動キーが通じない。一方で外がい装そうの損そん害がいは修理を終えている。あとは目覚めるかどうかの問題だ。

　祖父の言葉を思い出せ。あの時の整備班の手順を思い出せ。

　巴の教えを思い出せ。

　そして、今ここで蜂と向き合う自分自身の手と頭を信じろ。最後の一手は自分の手で成なされなければならない。蜂の起動如何いかんは自分にかかっている。今、菘は誰の手も借りず、完全に独力で試し行こう錯さく誤ごを繰り返していた。

　集中する。周囲の全てが遠くなり、菘にとっては痛いほどの沈黙と静せい寂じやくだけがある。

　ただ集中し、神経を尖とがらせ──

『　　　』

　──？

　今、何か、

「なに？」

　思わず返事をしてしまう。

　誰かの声がした。空そら耳みみなのかもしれない。

　聞いたこともないような声である一方、聞き覚えのある少年の声でもあるような気がした。

　菘はただの人間だからもちろん電脳など持っていない。電波の声が聞こえる筈はずはない。であれば誰かが発した音声に違いないが、しかし、では誰が。熱くなった頭が幻げん聴ちようでも聞いたか。

　菘は教本通りの手順を踏むことが得意ではない。九曜を相手にする時などは雑談をしながら手を進める方がやり易やすく、頭のスイッチが入って「なんとなく」で事を進めた時にこそ良い仕事ができたりもする。それがどうしてなのかも、未熟な菘はわかっていない。

　こうして思考が冷静に熱を湛たたえている今、菘のペースは、一周していつもの雑談しながらのような軽いものに戻っており──そしてだからこそ、聞こえた。

　誰かが何かを訴うつたえている。

「──こう？　こっち？　それとも、こっち……？」

　今まさにこの瞬しゆん間かん、自分と相手に何が起こっているのか、菘すずなは正確には把は握あくしていない。

　声に返事をして、それに従いシグナルを通していく。その声とは「機械の声」と言うべきものかもしれないが、あくまでもそれを証明するものは存在しない。沈ちん黙もくする機械が喋しやべるわけはない。ただ菘の「なんとなく」が、幻げん聴ちようとして発現した結果なのかもしれない。

「……うん。これはこうで、そっちはこうなって……うん。うん、わかる──うん」

　傍はたから見たら人間の頭を疑う光景だ。だが菘にとってそんなものはどうでも良かった。他には何も見えず何も聞こえず、誰にともなく一人で頷うなずきながら、水が流れるような淀よどみのない手付きで作業を進めた。

　尽じん天てんで発電機や車の電装系にそうしたように。

　登と坂さかで機械兵や多脚戦車に手を入れたように。

　巴ともえの横で鬼き虫ちゆうの整備を手伝ったように。

　あるいは、子供の頃、少女趣味とは程ほど遠とおい機械仕じ掛かけの玩がん具ぐで遊んでいたように。

　もはや迷いも気負いもなく、自然な手つきで、伸び伸びと機械かれらに触れるように──




　どくん、と鋼はがねが脈打った。




　驚いて見上げると、蜂が顔を上げていた。

「あ──」

　赤い複眼が仄ほの明あかるく光を放つ。今度ははっきり音として聞こえる、低い駆く動どう音。

　もはや誰もが、菘が行ったこととその結果に気付いていた。この時ばかりは皆が呆ぼう然ぜんと手を止めて、巨大な金の虫を見上げている。

「たくよお。待たせすぎなんだよ、お前は」

　剣けん菱びしは敵影が消えたことを確認して納のう刀とう、にやりと笑って待機中の蟷螂かまきりへ急ぐ。

『▼告／《蜂ハチ》ノ覚カク醒セイヲ確認／当トウ該ガイ機体ノ機動ニ異常無シ──汝ナンジノ帰キ還カンヲ歓迎ス』

　蟷螂が静かにそれを告つげた。

『【〽敵ハ幾万アリトテモ】先サキンジテ出シユツ撃ゲキセヨ！／当機ハ後ゴ詰ヅメ也ナリ！／貴様ノ翅ハネニテ惑マドワズ征ユクベシ!!【〽全テ烏ウ合ゴウノ勢ナルゾ】』

　出撃直前の蜈蚣むかでがいきなり騒ぎ立てた。

『▼起動／隔カク壁ヘキノ開放ニ入リマス／貴機ノ飛行ニヨル到達予測時間ハ凡オヨソ八十六秒デス』

　そして、恐らくは巴のなけなしの信号をたった今受け取ったのだろう、蜘く蛛もが一いつ瞬しゆんだけ目覚める。蜘蛛は一部の隔壁のロックに干かん渉しようし、最短の出撃経路を開いた。

　蜂は、ゆっくり、ゆっくりとその身に力を溜ためていた。

　それからまるで夢見る子供のような素そ振ぶりで頭部を動かし、並ぶ三機の鬼き虫ちゆうを、眠る巴ともえと笑う剣けん菱びしを、唖あ然ぜんとしてこちらを見守る無数の職員を、そして「彼」自身にとっても見覚えのある菘すずなを見下ろし、

　ぱり、とその身に電でん磁じを纏まとった。

「ちょ、ちょっと、」

　蜂はちの機体が、音もなく浮き上がる。

　瞬しゆん間かん、鋼はがねの虫は突風となった。

　最高速度のほんの一割にも満たない速度であれ、ドック内で巻き上がる風圧は物もの凄すごいものがある。職員全員が踏ん張り、菘も大きくよろけてたたらを踏む。蜂はそのまま錐きり揉もみ回転しながら、開いたゲートに突っ込んだ。

　もはや考える暇ひまも無い。自律駆く動どうで飛び出した蜂がどこへ向かおうとしているのか、この場の誰しもがすぐにわかった。

「はっ、蜂が研究所の上空まで飛び出しました！」「んなこた見りゃわかる！　今すぐ反応を追え！」「こちらの信号に応答しません！」「おーい、蟷螂かまきりの出しゆつ撃げき経路も頼むわー」「ま、まさか、暴走……!?」

　混乱する職員達を見守ることなく、菘は無意識に走り出していた。

　ドックを飛び出して通路を駆かけ抜ける。折り重なって倒れる機械兵達をまたも大おお股またで跳とび越えてエレベーターに体当たりのように飛び込み、地上階へ出て一番近い非常口から外へ飛び出した。息を整える間もなく、空に光を探さがした。

　いた。

　蜂の機体は既すでに上空にあり、しかしその飛行にはまだ淀よどみがある。背部の翅はねは明めい滅めつを繰り返して光の粒りゆう子しを散らしている。蜂は空で回転し、浮き沈みを繰り返しながら迷っていた。まるで翅を得たばかりの成虫が、初めての空に戸と惑まどうような動きだった。

　まさか暴走──職員のそんな言葉が記憶に蘇よみがえる。

「……違う、そんなんじゃない、あれは──」

　暴走である筈はずがない。

　理屈ではない。あの動きを見たら、きっと誰だってわかる筈だ。

「探してるんだ……っ!!」

　そして。

　蜂の触角が東のある一点を指し、赤い複眼が遠目にもそれとわかるほど強く発光した。

　金の光が瞬またたく。蜂が全身で「そちら」を向く。

　菘はそれを一人見上げていた。目が離せず、魅み入いられたように空に釘くぎ付づけになっていた。

　今にも飛んでいくのだ。混こん迷めいの空を突き抜けて、己おのれが半身と再会を果たす為ために。

　自分は、そこへは行けないから。

　叶かな葉はと鴇とき子こと、九く曜ようを助けることはできないから。

　菘すずなは蜂はちの姿を目に焼き付けた。そして肺はいいっぱいに息を吸い込み、声を絞しぼって、叫んだ。

「──いっっけぇぇぇぇえええええぇぇえええぇええぇええっ!!」




　蜂の姿が、空の一点から消えた。

　風は地上まで届く。蜂が生んだ風に髪を揺ゆらされながら、菘は光の軌き跡せきを見た。

　空を走る黄金の残光は、ただ真っ直ぐに東の果てを目指している。
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　何かが、近付いてくる。

　深く、底知れない海へと沈んでいく九く曜ようは、直感でそれを理解していた。

　まだだ。

　上には僅わずかな陽光を滲にじませる海面、下にはぽっかりと口を開いた真っ黒な海底。波に翻ほん弄ろうされ水に呑のみ込まれながら、しかし、それでもまだ九曜は足あ掻がく。刃を手に海面を睨み付け、完全に浮上した神しん鯨げいの大きすぎる反応を追う。

　まだ動ける。ここで止まるわけにはいかない。彼女達を、助けなくては。

　その時、九曜は、懐なつかしい光を見た。

　あれは──

　水面越しにもそれがわかった。僅わずかに見える小さく鋭い光は、帝てい都との方角から凄すさまじい速度でこちらに接近していた。

　光の正体を、九曜は誰よりもよく知っている。

　ならば、必要なのは言葉ではなかった。余よ計けいな動作でもなかった。

　──ああ、そうだ、よくわかっている。

　あの光が自分のよく知るものならば。己おのが「鬼き虫ちゆう」であるならば。必要なのはただ、我と我が身に命じるただ一つの指令コマンドであると。

　水中で光源を掴つかみ取るがごとく手を伸ばし、九曜は、白熱する思考で叫ぶ──




『──装そう着ちやくッ!!』

『▼了解!!』




　海面が、大きく爆はぜた。

　超音速で海中に突とつ撃げきを仕し掛かけたそれはあっという間に本体を回収し、突入時をずっと上回る速さと鋭さで飛び出す。大小様々な水滴が天高く舞い上がり、それぞれが日光を反射してきらきらと輝いた。
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　水滴は局地的な豪ごう雨うになって海に降り注ぐ。分厚い水の幕に大穴を穿うがち、鋼こう鉄てつの虫が飛ぶ。

　海を振ふり切り、重力をも断ち切り、その内部に一人の少年を抱いて。




　全機能制限解除。最大戦速にて戦闘機動に移行。

　その《蜂はち》は、蒼そう穹きゆうを切り裂さく金の翅はねを広げた。
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「……来たか」

　空域に突入する超音速の機影を確認し、虎杖いたどりは目を細める。

「対空迎げい撃げき隊と量産機《郭公カツコウ》出撃。これは神しん鯨げいの試験飛行も兼ねている。並へい行こうして蟻あり塚づかと日ひ足あしの電脳の接続急げ、艦体に傷を付けさせるな」

「──おうおう、久しいではないか、夕せき馬まよう！」

　指示するのとほぼ同時に銅ど鑼ら声ごえが滑すべり込んできて、虎杖は僅わずかに眉まゆをひそめる。

　直接会うのは確かに幾年ぶりか。旧知の老人、烏え帽ぼ子しを振り返り、虎杖は苦く言げんを呈ていした。

「作戦行動中はその名で呼ぶなと言った筈はずだぞ、烏帽子」

「ふん。私にゃどーもその辺あたりの理屈がわからん。必要ならば名は使い分けるがの、どうにもこの識別名というのには慣れんぞ」

　金亀コガネを格かく納のうさせた烏え帽ぼ子しは、首と肩を大きく回して骨を鳴らした。少し後ろから朧おぼろがついてくる。のはいいが、烏帽子の横にいる二人の少女はどういうわけか。

「……それで、これは何のつもりだ？」

「行き掛けの駄だ賃ちんというやつよ。痛い目を見て命からがら帰ってきたのだ、道連れが男だけではあまりにむさ苦しいと思うてな」

　飄ひよう々ひようと返す烏帽子は、数年前から何も変わっていない。

　虎杖いたどりはその二人に視線を転じた。びく、と彼女達が怯おびえる。

　一人は、第三皇女蓮宮はすのみや鴇とき子この複製人間。そしてもう一人は──すぐには思い出せなかったが──尽じん天てんから帝てい都とまで九番式と行動を共にしていた、民間人の少女だったか。

　こんな二人に今いま更さら用は無かった。鴇子にしてもその記憶から欲しい情報は得ている。だが烏帽子は酔すい狂きよう者ものではあるが何の意味もないことはしない男だ。

　民間人の方が肝きもは据すわっているようだ。小さな体で鴇子を庇かばうように立ち、気き丈じようにも虎杖を睨にらみ付けた。

「あ、あなたが、隊長さん、ですか……？」

「いかにも本官が一号丸の虎杖だ。黒くろ塚づか夕せき馬ま、という名もある」

　少女は息を呑のみ、

「こ、こんなことをして……！　何をしてるのかわかってるんですか!?」

「わかっているさ。君達よりは余よ程ほどな」

「か、叶かな葉はっ」

　鴇子が彼女を制止する。置かれた状況よりも、むしろ少女の剣けん幕まくに怯おびえているようにも見えた。この二人の有用性など無いと思っていた虎杖だが、ふと頭に引っかかるものがあった。

　──叶葉？

　どこかで聞いた名だ。どこだったか。

「九番式、急速接近！　迎げい撃げき戦力展開！　続いて《郭公カツコウ》十二機、出撃します！」

　管かん制せい官の報告に振ふり返り、モニターを見る。いかにも急造といった趣おもむきの艦かん橋きよう内部だが機能は万全で、中枢演算装置マザーコンピユーターの稼か動どう状況も問題ない。

「九く曜よう……！」

　九番式と縁の深い叶葉は、信頼と心配が同居する複雑な表情でモニターを見た。

「──そんなものじゃ止められないよ。相当しつこいし手て強ごわいぜ、彼は」

　ふと、朧が呟つぶやく。

　軍帽を目ま深ぶかに被かぶり、今までずっと沈ちん黙もくを守っていた彼には何か思うところがあるようだ。直接刃を交えた九曜の意思の強さを肌はだで感じ取っているのか。

「……ほう。どう見る、朧おぼろ。奴やつは郭公カツコウの部隊を抜けられるか？」

「時間の問題だろう。せっかくの量産型だけど覚かく悟ごしといた方がいいな。それより──そろそろ、いいんじゃないのか？」

　朧の言わんとすることは、その場の全員が理解している。

　だからこそ準備も終えていた。朧が帰き還かんした時点で、いつでも出せるようにしていたのだ。

「自分がやりたい、と言うのか、朧？」

「他に誰もいなければ」

　虎杖いたどりは数秒だけ思考し、頷うなずいた。

「……いいだろう、蟋蟀こおろぎの狙そ撃げき砲ほうもまだ使用できない。許可する。だが深追いはするな」

「承知の上だよ。──さて、ならば《鍬クワ形ガタ》で出る」
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　神しん鯨げいは天を衝つくように進み、その全身を陽光に晒さらしていた。

　巨大な艦体の後部に、放射状に広がる八つの鋼こう鉄てつの翼つばさがある。その形状は空母の甲かん板ぱんにも似ており、あの巨体を浮かすほどの──恐らくは鬼き虫ちゆうの飛行システムと同じ反重力エンジンを搭とう載さいしている。

　そして艦かん体たい中心のある一点は異様に膨ふくらんでおり、そこから強い熱源を感じた。

　九く曜ようにはそれが、何か巨大な、翅はねを広げる女じよ王おう蜂ばちのような歪いびつな姿に見えた。

　──声が聞こえる。

　正体の知れない、電脳に直接囁ささやきかける声が。

　それは、神しん鯨げいの中の「何か」の声か。

『……時間が無い。このままあの要よう塞さいを攻こう撃げきする!!』

『▼了解／戦闘演算開始』

　兵へい装そうを確認。大だい口こう径けいニードルランチャーの弾たまがざっと八十、後部の可か動どう肢しで放つレールガンに至っては十二発しか弾が入っていない。覚醒からそのまま飛び出してきたのだ、繭まゆから十分な弾を乗せる暇ひまなど無かったに違いない。

　だが、九曜の双そう眸ぼうはいささかも揺ゆれることはない。

　脳神経が拡大していく。今や半身を取り戻した九曜は傷も知覚も万全の状態に戻り、両目を見開いて複眼越しに移動城じよう塞さいを睨にらんだ。

　直後に、神しん鯨げいの輪りん郭かくから沸わき立つような迎げい撃げき戦力が飛び出てきた。

　対空機銃およびミサイル、自律稼か働どうの小型航空機。数え上げるのも馬鹿馬鹿しいほどの照しよう準じゆんが全てたった一機の虫に集中している。

　だが、

　──邪じや魔まだ!!

『電磁制御エレキテル起動、《疑似神経加速タキオン・エミユレート》瞬しゆん間かん発動!!』

『発動受理／電流操作安定／全電脳ニ伝達／

　──【加速開始】

　／＊＊＊秒読ミ開始【三】──』

　そして、九く曜ようは初しよ手てで全てを見切る。

　思考の超加速による、長い、長い長い三秒が刻きざまれる。

『【二】』

　最初の発動とは感覚がまるで違う。全ての電脳が異常活性化しながらも破は綻たんしない。限界を見極め、電流を精せい妙みように操作し、九曜は蜻蛉とんぼの加速を自分の手で使いこなした。

『【一】──【零ゼロ】』

　それのみで、十分。

　どこの何がどのタイミングで、いかな角度から撃うってくるかをまず知覚。

　最高速で直線に飛んでいた蜂はちが、信じがたい機動を見せた。速度を保ったまま直角に軌き道どう修正、そのまま一いつ切さい速度を緩ゆるめず鋭角に、あるいは鈍角に何度となく曲がり、ありとあらゆる角度から雨あられと放たれた高速ミサイルや機関砲ほう弾だんの弾だん幕まくを回避してのけたのだ。

　飛行コースを大きく変えることも無い、必要最小限の見切りである。物理的にありえない空中機き動どうは、蜂の背部で大きく輝く反はん重じゆう翅し──重力／慣性制せい御ぎよフィールドによるもの。

　そして回避を終える頃には、蜂は自機を中心とした三六〇度全方位の射しや程てい内に存在する航空隊を、数と構成と電脳の位置に優先順位までつけて照しよう準じゆんした。

　墜おとす。

　実弾の使用さえ必要ない。

『電界形成ッ！』

『形成／射程内ノ通常航空機ヲ照準／電磁打撃ニテ無力化』

　蜂はただ、迫り来る航空隊の電子回路に、最大出力の電でん磁じパルスをぶち込んだ。

　まさに文字通り、電子回路に直接放つ電磁の打だ撃げき。帝てい都とで機械兵に放ったそれより何十倍もの出力だった。

　対抗手段を持たない自律航空機は全身をぶん殴なぐられたように痙けい攣れんし、一時的にコントロールを失ってバランスを崩くずす。そうなれば撃うつまでもない。回復する頃にはもう遅く、眼下の海へと真っ逆さまに墜つい落らくしていく。

　それらの行方ゆくえを見守ることなく、赤い複眼は対たい空くう砲ほうを視界に納めた。

　蜂の機体が竜たつ巻まきめいて旋せん転てんする。金の翅はねが残像を描いたかと思えば、細長い鋼はがね色の光が陽光を照り返し──電磁加速による圧倒的な初速で射しや出しゆつされていた。

　直径十センチを超えるニードル弾だんが、こちらを向く全ての砲ほう口こうに吸い寄せられるように撃うち込まれていく。針は鋼こう鉄てつの砲身を容た易やすくぶち抜き、弾倉をも射い抜ぬいて連れん鎖さ爆発を起こさせた。

　中距離・高速戦闘下でのカウンター狙そ撃げきこそ、九く曜ようが本来得意とする戦法だ。その精せい度どはいささかも鈍ることなく、むしろかつてより速度共に跳はね上がっている。

　ふと、主脳が蜂はちの警けい告こく信号を受け取った。

『▼告／未定義反応多数確認／前方ヨリ襲シユウ来ライ／反応数・十二／戦闘演算開始』

　速い。甲こう虫ちゆうか。

　見れば、螺ら旋せん状になった神しん鯨げいの甲かん板ぱんを滑すべり、複数の虫が飛び立つ姿がある。

　初めて見るフォルムで、かつて戦闘した斑はん猫みようや天牛かみきりよりも一回りは小さい。

　九曜は与あずかり知らぬことだが、その小型の甲虫は《郭公カツコウ》。七番式の蟻ありの子機と同じく自律駆く動どうし、それぞれが飛行システムを搭とう載さいしている新型量産機である。

　郭公の群れが翅はねを広げ、蜂に突撃を仕し掛かける。その顎あごは天牛のものを流用し、それぞれが機体に大だい口こう径けいの機き銃じゆうを備えていた。神鯨の航空護ご衛えい機として、これらもまた通常兵器を圧倒する性能を誇る。

「すぅ──」

　蜂の内部で、精神を集中。

　出し惜おしみの必要はない。今なら可能だという確信がある。

『……蜂よ、あれを使うぞ！』

『受理／粒リユウ子シ反転・充ジユウ填テン・収シユウ束ソク／出力上昇──』

　今や九曜の状態は直接リンクすることで蜂に全て伝わっている。説明の言葉は一ひと言ことも要いらない。蜂がいない間に九曜がどのような道を辿たどったか、どう戦い、どう勝ちどう負け、どう生き抜いてきたのか。

　ただの道具ではない。文字通り半身なのだ。

　だからこそ、九曜が新たに得たその力をも、蜂は完かん璧ぺきに管かん制せいしてのける。




　──光線、ねえ。

　白しら萩はぎでの戦闘を終えた後のある時、巴ともえは九曜が放った攻こう撃げきを分ぶん析せきしていた。

　第一には、星ほし鉄がねの争そう奪だつ戦において無意識で九曜が放った一撃。第二には、白萩で蛍ホタルと久く留る守すを切り離したという「光の斬ざん撃げき」だ。

　剣けん菱びしと井い筒づつが実際に目撃したし、鬼き虫ちゆうの記録にも残っている。巴でさえ予測していなかったこれらの攻撃法について、星鉄との共鳴による変化なのでは、という仮説が立てられた。

　変化とはつまり、九曜の特とつ攻こう術、電磁制御エレキテルの変化だ。

　──キミの特攻術は周囲の粒子を荷か電でんして、それを増ぞう幅ふくするもの。言い換えれば空間に作用するものでもあるのね。

　愛用の眼鏡めがねを指で押し上げ、巴ともえはそう言った。

　それは間違いなく超常現象の一種ではある。粒子に干かん渉しようし、荷電して電でん磁じを生み出す──ならばそこで更さらに大気中の粒子を「変換」させ、電磁とは違う「別のもの」を生み出したのではないか。その結果が、あの光ではないか。

　巴は愉たのしそうににんまり笑い、その仮説に名前を付けた。

　──単たん騎きで使える光学兵器ってとこかしら。電磁制御エレキテルの進化系、そうね、さしずめ──




　今や仮説ではない。九曜は確固たる技量でその力を操あやつり、放つ。

『▼告／充ジユウ填テン完了／射シヤ出シユツ可能』

　──墜おちるがよい。




『《光エ子ー制テ御ル》展開──目標多重照準マルチロツクオン、発射!!』




　蜂はちの機体を中心に、閃せん光こうが弾はじけた。

　それは、圧縮された光の弾たまだった。

　一機に一発、文字通り光速で射出される誘導性光弾ホーミングレーザーの雨が空を白く染め上げる。

　狙ねらいは外はずさない。郭公カツコウに反応する余裕さえも与えない。装そう甲こうをも焼き切る超高熱の光こう弾だんがそれぞれの頭部を射い抜ぬき、会かい敵てきからたった数秒で、十二機の郭公を十二機とも一いち撃げきのもとに撃げき墜ついしてのけた。

　刹せつ那なの空白の後、連れん鎖さするように次々と爆ばく散さんする甲こう虫ちゆう。爆ばく炎えんと黒こく煙えんと破は片へんの中を突き抜けて蜂が飛ぶ。超音速飛行で生じた衝しよう撃げき波はにより、郭公だったものは吹き飛ばされて完全に形を失った。九く曜ようは、それらを振ふり返りもしなかった。




　蜂の進撃は止まらない。誰も追い付ける者がない。

　金の翅はねが描く軌き跡せきに、光の粒りゆう子しとねじれた電光が残った。

　そして、一いつ切さいの迷いがない機動が証明しているのは、とりもなおさず操そう縦じゆう者たる九曜自身の強い意思である。

　今この時、叶かな葉はは九曜にとって「司令」ではなくなっている。

　蜂との接続によって副脳とのリンクが確立し、九曜の鬼き虫ちゆうとしての自律判断は完全に回復しているのだ。暫ざん定てい指令の登録は必要なくなり、九曜は叶葉と行動を共にせずとも問題なく動くことができる。

　だがそんな事実など、この進撃を止める理由にはなりえない。敵の手に落ちた叶葉と鴇とき子こを救出したいというのは、機械としての本能ではなく九曜自身の願いだからだ。

　あの時、「あの男」は進めと言ったのだ。

　それが何な故ぜか、何の為ためかを選び取り、自分の意思で進めと。

　ならばこの戦いは、己おのが心によって志向するもの。自分にとって大切なものを救い、守る為の、九く曜よう自身の戦いだ。
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　速い。恐ろしいほどに。

　甲こう虫ちゆうの知覚能力ですら、あの蜂はちを一いつ瞬しゆん以上認識できぬまま撃げき墜ついされていく。

　闘争は数──とは限らない。少なくとも、オリジナルの鬼き虫ちゆうを相手取る場合には。これまで何度となく示されてきた事実は、蜂の徹底的なまでの殲せん滅めつでまた証明されたようなものだ。通常兵器を寄せ付けない量産型甲虫も、彼らの手にかかれば赤子だ。

「……凄すごい。あれほどの物量で、傷一つ付けられない」

「相手はたった一機だぞ。ただの一機で、ここまで……！」

　見守る管かん制せい官が、呆ぼう然ぜんと──あるいは陶とう然ぜんと呟つぶやいた。

　彼らは鬼虫をよく知る者。その開発に携たずさわり、その闘争を見守ってきた者達だ。二十年後の八洲やしまに蘇よみがえり、眼前の海域を思うがままに飛ぶ九番式の《蜂》の姿は、心のどこかで彼らが見たいと願ってやまない光景でさえあった。

「以前のデータよりも戦闘力が跳はね上がっている。これほどとは……!!」

　なるほど男の言う通り、蜂は二十年前の戦中よりも間違いなく圧倒的に強い。

　ならば、それに対抗できるものとは何か。

　ある意味で二十年待った答えが、示されようとしていた。




「──待って！　待ってください！」

　通路に出て格かく納のう庫こへ向かう朧おぼろを、叶かな葉はが呼び止めた。朧は足だけ止めて、すぐ背後の小さな気配を振ふり返りもしない。

「やっ、やめろ叶葉！　そいつに近付いたら……っ！」

　同じく艦かん橋きようから飛び出た鴇とき子こが、叶葉の腕を掴つかんだ。止めるというよりはまるで縋すがるような素そ振ぶりだ。鴇子が朧を見る眼めには、強い憎しみと、それ以上に強い恐怖がある。

　無理もない。この男こそ、菊きく丸まるを一いち撃げきのもとに吹き飛ばした張本人なのだから。

　そして叶葉の瞳ひとみにも、鴇子と同じ感情があるには違いなかった。それでいてなおかつ、怒りと疑問と困こん惑わくがあった。

「戦うんですか、虫に乗って……！」

「ああ」

　朧は機械的に返した。恐らく、問われたから答える、という以上の意味は無いだろう。

　叶かな葉はは、この男を知っているような気がしてならなかった。

　目ま深ぶかに被かぶった軍帽のせいで顔がよく見えない。声を聞いても確信が持てない。これほど冷たく低い、感情が窺うかがい知れない男の声など聞いたことが無いからだ。こんな恐ろしい相手など見たこともない──だというのに、何な故ぜこんなに心に引っかかるのか。

　叶葉は朧おぼろの背をきっと睨にらみ付け、噛かみ付くように叫んだ。

「どうして……！　どうしてそんなことするんですか!!　あなただって、隊長さんだって室長さんだって、こんなものまで作って！　みんな八こ洲こで必死に生きてるのに！　誰も悪いことなんかしてない！　なのに、どうしてまた戦争なんかっ!!」

　朧は、答えなかった。

　その必要性を感じなかったからだろう。

　ついぞ一度も振ふり返らず、思い出したように歩を進める。甲こう虫ちゆうに乗って、九く曜ようを倒しに出るのだ。叶葉はその背を見て身を焼くような焦しよう燥そうに駆かられた。

「──待ってっ!!」

「あっ、叶葉！」

　鴇子の手をついに振り解ほどき、走った。どうにか朧に追いつき、ほとんど体当たりの勢いで背中にぶつかる。朧の身体からだがぐらりと傾かしいで、叶葉は両手で彼の外がい被ひを掴つかんで止めた。軍帽がそのあおりを受けて落ち、床にぱさりと転がった。

「こっ、答えるまで、離しませんから……っ!!」

　九曜が戦っている。彼のもとに行かせるわけにはいかない。そういう気持ちもあった。

　しかし、何な故ぜか。

　すぐ傍そばまで近付き、この朧という男の背を見上げるこの感覚に覚えがある。どうして、

　どうして、懐なつかしいと思うのだろう。

「…………面おも白しろい答えじゃあないさ」

　朧はゆっくりと振り返った。短く切った無む造ぞう作さな黒髪が揺ゆれる。深く昏くらい紅くれないの瞳ひとみが、自身と比して小さすぎる少女の顔を見下ろした。
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「それが任務で、おれの力が必要だからだ」




　叶葉は、朧の顔を、見た。

　見てしまった。

　それは、心を圧へし折るのに十分すぎるだけの確信であり、真実そのものだった。




　全身から力が抜けた。体の中心の芯しんを抜かれたように、叶葉はぺたんとへたり込んだ。

　頭の中にあった全ての言葉と、全ての思考が消え失せていた。

　零こぼれ落ちそうなほどに目を見開いて、口は赤あか子ごのようにぽかんと開いている。一いつ切さいの力が入らなくなった両手から朧おぼろはすり抜け、もう通路のずっと先を歩いている。その背が遠い。どうしようもなく遠い。

「叶かな葉はっ!!」

　鴇とき子こがもつれるように駆かけ寄ってくる。彼女はもう泣きそうになっている。

「どうしたっ!?　あいつに何かされたのか!?　叶葉！　──叶葉ぁっ!!」

　そんな親友の言葉も涙も、今の叶葉の頭には入らなかった。

　ただ、あの背中が記憶と重なった時──追うことも、考えることもできなくなった。

　床に転がったままの軍帽だけが、ぽつんと目の前に影を落としている。
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　やがて、迎げい撃げき戦力が引き下がった。

　これで全部ではあるまい。無駄だと知ったか、何か罠わなを仕し掛かけているのか。

　危き惧ぐされた蟋蟀こおろぎの狙そ撃げきは来なかった。庵いおり自身の小しよう銃じゆう弾だんで蜂は落とせず、また蟋蟀の大型狙撃砲ほうは剣けん菱びしが先の戦闘で切断していたからだろう。

『外がい装そうにこれ以上かかずらっている暇ひまはない。格かく納のう庫こへの経路がある筈はずだ、そこを探さがす！』

『▼了解』

　九く曜ようは神しん鯨げいへの突入経路を計算しながら、宙に浮く巨大な鯨くじらに最接近する。

　不ぶ気き味みなほどに反はん撃げきが来ない。蜂は神鯨の真上を飛び、中心部の近くに差し掛かかる。

『……やはり』

　奇き妙みような声が聞こえる。

　その声は、こちらに何かしらの干かん渉しようをするものではなかった。何か数え切れないほどいる、顔も知れない「誰か」が囁ささやき合う声。何を言っているのかも判はん然ぜんとしない、喩たとえるなら、すぐ近くで語り合う何者かの声を聞くともなしに聞いているような感覚だ。

　今のところ危険度の判定はしようがない。正体は不明、無害かもしれないがいつどのように作用するかもわからない。それよりも。

『▼告／被ヒ照シヨウ準ジユン／電デン磁ジ場バヲ確認／高熱源反応感知』

　そう、それよりも、実体として迫り来る脅きよう威いだ。

『──未定義反応・一機／特とつ機きト思ワレル』

　進行方向、外壁のある一点から雷らい光こうが爆はぜる。

　亜あ光こう速そくの一いち撃げきだった。

　すんでのところで飛行軌き道どうを修正し、斜め前方に錐きりもみ回転しながら回避。そこから放たれた砲ほう撃げきは蜂の装そう甲こうを僅わずかに掠かすめ、表面を焼き、凄すさまじい勢いで彼方かなたへ消えていく。掠ったそれだけで蜂の脳が「ちり」とノイズを放つ。

　恐らく、直撃すれば一撃でも危ない。

　一いち文もん字じに駆かけ抜ける雷らい霆ていそのものとしか言いようがない、大出力の砲撃だ。軌道上の空間は砲撃が過ぎ去った後も帯電しており、通常兵器ならそこに触れただけでも電子回路に異常を来きたすに違いない。

　砲撃の正体にすぐさま思い至り、九曜は呻うめいた。

『荷か電でん粒りゆう子し砲ほうか……単機で放てるとは……！』

　それは名の通り、弾だん体たいと化した荷電粒子を加速させて放つ兵器である。

　威い力りよくは凄まじく、出力さえ確保できればいかに堅けん牢ろうな装甲でも貫つらぬき、また副次的に発生する強きよう烈れつな磁気によって脆ぜい弱じやくな電子装備ならそれだけで破は壊かいできる。つまりはあらゆる機械に対しての、最強にして最悪の攻撃手段となりうるのだ。

　しかし、それだけの大電流を生み出すことは容易ではなかった。電磁制御エレキテルを自在に操あやつる蜂でさえ、撃うつには演算補助と外装の粒子加速器を装備しなくてはならなかったのだ。

　複眼が見てセンサーが捉とらえるものはたったの一つ。

　神鯨の艦かん上じように立ち、帯電する巨大な一対の「鋏はさみ」を持つ甲こう虫ちゆうだ。

『来たか!!』

　直感で理解していた。必ずあの男が立ちはだかるであろうことを。

　あの影が、奴やつだ。

　甲こう虫ちゆう式／特とつ機き五号丸《鍬クワ形ガタ》が──朧おぼろが、戦場に出たのだ。




「鍬形が会かい敵てきしたな」

　腕組みをしたまま、艦かん橋きようの虎杖いたどりは呟つぶやく。

　艦体制せい御ぎよの傍かたわら、誰もがその光景を見守っている。

　五号丸の《鍬形》は、最新、最後、最強の甲虫として設計された機体だ。

　これまで実戦投入された全ての鬼き虫ちゆうを踏まえ、あの九機の中において最新の《蜂はち》を下敷きにし、特機一号丸の《兜カブト》をその試作機として、ついに完成にこぎつけた。

「さあて。それでは、若わか造ぞうのお手て並なみ拝見といこうか」

　顎あご鬚ひげを撫なでつけながら、烏え帽ぼ子しは楽しそうにひとりごちる。




　鍬形の機体は、これまで出会った甲虫のどれよりも鋭く思えた。

　鋭角的なシルエット。意外なことにサイズそのものはかつて出会った兜より一回り小さく、恐らくは蜂と同程度。それでいて、前方に張り出した鋏はさみ──文字通り「鬼おに」のような角の存在感が際きわ立だつ。

　主しゆ装そう甲こうの色は、光こう沢たくの無い赤みがかった黒。角や肢あしなどの関節部を中心にくすんだ金がちらつき、ガンメタルのフレームが陽光を照り返す。

　何より朧と同じ色をしたあの深しん紅くの眼めが、強く妖あやしい光を湛たたえてこちらを見ている。

　鍬形の全身が、激しい電光を纏まとう。その音はこちらにまで届いた。

『電でん磁じ加速、並へい行こうして光こう子しを収しゆう束そく！』

『受理／針シン弾ダン装ソウ填テン／可カ動ドウ肢シ展開／充ジユウ填テン』

　蜂に命じ、距離を隔へだてて敵に照しよう準じゆんをつける。

　奴やつが動いた。

　足場の不ふ都つ合ごうなど奴には最初から関係ない。六つの強きよう靭じんな肢あしで神しん鯨げいの外壁をしかと噛かみ、あたかも大樹にへばり付く本物の甲虫のように、しかしそれより遥はるかに速い動作で駆かけ上がる。

　鍬形の疾しつ走そうに電気の残像が引かれる。そこに楔くさびを撃うつように、蜂が連続射出したニードルが次々と突き刺さっていく。

　速い。あるいは地を走るよりも上回るのではないかと思われる速度で艦体後部まで駆け、鍬形は大きく跳ちよう躍やく、神鯨が広げる鉄てつ翼よくの上に飛び乗った。

　直後に、左右の側面から「牙きば」を発射した。

　少なくとも九く曜ようには牙に見えた。鉤かぎ状の後こう端たんに、真っ直ぐに伸びた刃状の先端。右から四、左から四の計八本。甲虫の鋭い顎あごに似ている。

　牙は鍬形の機体から弾はじかれたように散り散りに飛び、そのまま落下していくのではなく──突然まったく同じタイミングで先端を蜂に向け、猛スピードで飛んだ。

　牙きばは、全て、端はしから端まで強きよう烈れつな電でん磁じ気きでコーティングされていた。

　来る。

　蜂はちは迫りくるそれらの先せん端たんを正確に狙ねらい、迎げい撃げきすべくニードルを放つ。針と牙が結ぶ直線軌き道どうは間違いなく激突コースにあり、あれが何であったとしても破は壊かいか最低でも軌道を逸そらすことはできる確信があった。

　しかし、九曜は直後に異常なものを見た。

　牙が、意思を持つ生き物のようにぐるりと回転し、ニードルを避けたのだ。

『高電力反応／一種ノ刺シ突トツ・斬ザン撃ゲキ兵器ト推スイ測ソク／貫カン通ツウ力ハ極メテ高イモノト判定／磁気誘ユウ導ドウニテ操作シテイル模モ様ヨウ』

　蜂が告つげる。

　からくり自体は朧の銃じゆう剣けんの投とう擲てきと同じ。しかしただ投げるだけではない。鍬クワ形ガタは磁気を用もちいて一つ一つの牙を遠隔操作し、自みずからの肢あしと同じほど正確に操あやつっているのだ。銃剣とは質量も速度も操作性も、もちろん威い力りよくも桁けたが違う。

　八つの刃が蜂に殺到する。速い。

『回避ヲ推スイ奨シヨウ』

『いいや、直線で突っ切る……!!』

　九曜は蜂に応答するが早いか、翅はねを操作して逆に牙目め掛がけて全速で突撃した。

『疑似神経加速タキオン・エミユレート!!』

　そしてまた、一秒だけの超加速を行う。

　蜻蛉とんぼと違い、常時発動は脳への負ふ荷かが大きすぎてできない。必要なのは刹せつ那な、迫りくる攻撃の全てを見切る集中力だ。

　思い出せ。正確無む比ひな攻撃の中に、針の穴のような活路を見出した蜂の飛び方を。

　全てが必殺として迫り来る、蜻蛉の水みず鉄かねの斬ざん撃げきを思い出せ。

　──あれよりは、容た易やすい!!

　翅を機体の真後ろに倒し、蜂は一本の矢のような形となって、減げん速そくどころか加速した。飛来する牙の、磁気誘導による軌道修正の暇ひまも与えない。一撃一撃はそれだけで致命打にはならない。多少の傷を厭いとうことなく、躊躇ためらわず、九曜は牙の軌道を見切って小さな小さな突とつ破ぱ点に突っ込んだ。

　誘導ホーミングして殺到する八つの牙は、紙かみ一ひと重えで蜂の装そう甲こうを抉えぐるには至らない。八つが八つ、蜂の装甲表面に引っ掻かくような傷きず跡あとを刻きざむばかりで、急加速した蜂の速度に追い付けない。

　抜けた。

　知覚が戻る。磁力の刃を振ふり切った先には、鍬形の紅あかい眼めがある。

　神しん鯨げいの守り神のように立ち、奴やつは超音速飛行を繰り返す蜂をじっと見つめていた。機械仕掛けの虫の体の内部には凄すさまじい電力が満ち、全ての電脳は二手も三手も先を踏まえた絶え間ない戦闘演算を繰り返しているに違いない。

　朧おぼろは、終始、無言だった。

　待っていたのだ。最高速で突っ込んでくるのを。

　今度は瞬しゆん間かんをしかと見た。鋏はさみ状鍬クワ形ガタの角が変形し、まっすぐ前方に伸びる粒りゆう子し加か速そく器きとなっていたのだ。既すでにチャージは十二分。鍬形はさながら巨大なレール状となった角の間に大電流を漲みなぎらせ、蜂はちにさえ再現不可能な高出力の電でん磁じの砲ほう弾だんを形成する──

　荷か電でん粒子砲ほう、第二射、発射。

『対たい衝しよう撃げき！　全副脳に電子防ぼう壁へきをかけろ！』

　翅はねを返す蜂。反重力を具ぐ現げん化した光の翅は真下の空間を打ち、飛行の軌き道どうを直上に修正。当然鍬形も、高い知覚能力と照しよう準じゆん精せい度どで蜂の動きをトレースしている。

　完全回避は難しい。ならば、真まっ向こうから立ち向かうまでだ。

『光エ子ー制テ御ル発動、連続発射!!』

　鍬形の鋏より放たれた荷電粒子砲の雷でん光こうが蒼そう穹きゆうを貫つらぬく。

　同時に、何十閃せんもの激しい光線が、蜂の機体を起点に後ご光こうのように炸さく裂れつする。標ひよう的てきを限定せず、予測される荷電粒子砲の通過点に対する集中発射である。

　蜂と鍬形を結ぶ宙の一点で、両者の放った光が激突した。

　加速された荷電粒子と、圧縮された光こう子しがかち合って弾はじける。真昼の空中にあって影を刻きざむほどの眩まばゆい閃光が爆発して空域に散る。その光と電磁パルスには、蜂と鍬形の視覚でさえ一いつ瞬しゆん塗り潰つぶされた。

　必然的に、ほんの一瞬だが鍬形が蜂を見失った。

　それが好機だった。

　両者の視覚が回復する頃、蜂は縦たて回転しながら、放物線を描いて上に飛んでいた。座ざ標ひようを鍬形の真上に定め、慣性のみでそこまで飛び込んだのだ。

　間合いにある。蜂は今、自機のある一点に眩いばかりの光を束たばねている。

『光線収しゆう束そく──斬る!!』

　きん、と閃光が走った。

　然しかり、それは斬ざん撃げきだった。

　光を纏まとうのは真っ直ぐに伸ばした可か動どう翅し。蜂の後部を根元として一直線にエネルギーを集中させ、近距離の間合いから放つ。光線のように距離を隔てた敵を撃ち抜けはしないが、束ねた光の出力は極めて高い。

　急速旋せん回かいと共に薙なぎ払う光は、文字通り「光の剣」となった。

『……！』

　朧の気配が一瞬だけざわめくのを感じた。

　鍬形が跳ちよう躍やくする。寸前まで鍬形が立っていた場所を光こう子しの斬ざん撃げきが滑すべり、斬きり飛ばされた外壁が鏡のような断面を晒さらして落ちていく。

　直ちよく撃げきは取れなかったが、それも九く曜ようの読み通りだった。

　九曜が斬り離したのは、咄とつ嗟さに跳とんだ鍬クワ形ガタの足場そのものだ。着地する先を失った鍬形はバランスを崩くずし、鉄てつ屑くずと化した外壁の残ざん骸がいと共に落ちていく。その下に広がる海ごと鍬形を見下ろし、真まっ逆さかさまになった敵を睨にらむ九曜。

『このまま畳たたみかけるぞ！　頭部に照しよう準じゆん、電レ磁ー投ル射ガ砲ン用意！』

『▼了解／──』

　弾だん体たいを加速、標ひよう的てきは直下。今や海中に没ぼつする寸前の鍬形の頭部を狙ねらう──外はずさない。
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　激動する神しん鯨げいの中、叶かな葉はは朧おぼろを見送ったまま、魂たましいが抜かれたようにへたり込んでいた。

　頭の中にこだまするのは、同じ言葉だった。

　あれは。

　あの人は。

　視点がゆっくりと焦しよう点てんを取り戻す。鴇とき子この声がようやく頭に入ってくる。これは夢ではないという実感が頭の中をゆっくりと満たしていく。だからこそ救われなかった。通路の奥の闇やみから目を離せない。

　今、九曜が戦っている。自分達を助け出す為ために、蜂はちに乗って戦ってくれている。叶葉にはそれがわかる。

　だがまさに今この時、九曜と戦っている相手は。

《虫》の使い手は、もしかしたら、かつて人間だったのではないか。

　叶葉のなかにあったそんな疑問は今、確信に変わっていた。

　彼の顔を目まの当たりにすることで。




「────伍ご長ちよう」
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　落下する鍬形に抱かれ、朧はぽつりと呟つぶやく。

『強いな』

　九番式は確かに、参照した過去の記録より遥はるかに力をつけている。彼に起こった変化とは何か、過去の彼には無かったものが今はあるのか。

　鍬形は実戦データを貪どん欲よくに呑のみ込んでいく。紅あかい眼めの光はいささかも翳かげりを見せない。

『鍬クワ形ガタ。あれをやるぞ』

『▽諒リヨウ解カイ』

　叶かな葉はと対たい峙じした時も、今こうして蜂はちと激闘を繰り広げている時も、朧おぼろは眉まゆ一つ動かさず──己おのれの半身に発動を告つげた。




『《重力制御グラビトン》起動。黒こく翅し展開／飛ひ翔しよう形態』




　機体が、光を歪ゆがめるほどの「黒」を纏まとった。

　翅はねだった。

　そして鍬形は急速に形を変える。六本の肢あしを格かく納のうし、三角に閉じた鋏はさみは衝しよう角かくに似て、鋭い機体から更さらに空気抵抗を削そぐフォルムに移行。全身をまるで戦闘機のように変じさせ、背部装そう甲こうを大きく展開した。

　左右に大きく広がる真っ黒な翅は、蜂が今まさに背負う金のそれとほぼ全く同じもの。
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　その姿を直視して、九く曜ようは驚きよう愕がくする。

『──変形だと!?』

　鍬形が、飛んだ。

　反動で海面が爆はぜる。

　纏まとうのは反重力の翅はね。九く曜ようが電でん磁じと光こう子しを操あやつるに至ったように、朧おぼろが使う力は電磁と重力そのもの。その飛行は重力も慣性も当然のように無視し、蜂はちと蜻蛉とんぼに匹ひつ敵てきする速度を実現する。

　黒こく翅しを展開した姿こそ、高速飛ひ翔しよう形態と呼ばれる《鍬クワ形ガタ》のもう一つの姿である。






　　　六　─　試練







　主観ではほんの少し前の、実時間では二十年も前のこと。

　叶かな葉ははとある縁えんから、ある人物に女中として仕つかえたことがある。たった一年のことだ。あまりにも短い期間ではあったが、その一年は後のちの叶葉の人生に大きな影響を与えた──大恩のある雇やとい主はまだ若い一人の男で、彼もまた天てん涯がい孤独で、叶葉は「伍ご長ちよう」と呼んでいた。

　彼は、自分のことをほとんど話さない人だった。故郷はどこか、どこの隊に所属しているのか、いつもどこへ行ってどこから帰ってくるのか。

　あの一年で彼についてはっきりわかったことは三つ。叶葉を本当に妹のように可愛かわいがってくれたこと、お萩はぎと麦むぎとろ飯めしが好物であること、子供のような冗談が好きなこと。

　それだけだった。




「奴やつは不ふ思し議ぎな男でなあ。君にとっては伍長と言うた方がいいか？」

　いつの間にかすぐ後ろに烏え帽ぼ子しが立っていた。

　叶かな葉はは反応できない。叶葉に寄り添う鴇とき子こが弾はじかれたように振ふり返り、巨漢をきっと睨にらみ付ける。烏え帽ぼ子しはその視線を悠ゆう々ゆうと受け止め、腕組みしたまま通路の向こうを見やる。

「子供のように純粋で、かつ一本気な男だ。ぼんやりしているようには見えるが、己おのれでこうと決めたことに関しては絶対に折れん。任務を失敗したことも一度もない……気難しい夕せき馬まも、奴やつには一目置いたものだ」

　叶葉の耳には烏帽子の言葉が半分も入ってこなかった。頭の中に浮かぶものといえば「どうして」という言葉と、あの日とはまるで様さま変がわりした朧おぼろの紅くれないの双そう眸ぼう。

　あの瞬しゆん間かんの朧は、叶葉のことを完全にただの物体として見ていた。

「しかし──そうではないかと思うたが、やはり君か。奴が最後の一年に女中として雇やとったという、妹に似た娘は……。もっとも、奴は覚えてはおらんが……」

　叶葉の肩が跳はねる。

　その体がにわかに震ふるえ出した。他者から「あの人」の話を直じかに聞いて、実感が猛もう毒どくのように全身に伝でん播ぱしていく。歯がかちかち鳴り始め、叶葉は小さな体を無意識にぎゅっと縮めた。烏帽子は通路の奥を見ながら、彼自身の知る朧のことについて口を開きかけ、

「やめろ」

　鴇子が低い声で烏帽子の言葉を遮さえぎった。彼女とて状況を全て把は握あくしているわけではない。だが叶葉のこんな姿を、鴇子は初めて見た。こいつらのせいだということだけはわかる。

「叶葉を……わたしの友達を、いじめるな」

「人間のようなことを言うのだな」

「……！」

　遥はるかに高い位置から鴇子を見下ろし、烏帽子は相そう好ごうを崩くずす。

「君を連れてきたのにも理由があってな。今いま更さら複製人間に利用価値などあるのかと夕馬は問うが、とんでもない、利用できるか否いなかで物の値打ちを図るのは間違っていると思わんか？」

　鴇子は答えない。震える叶葉の体を庇かばうように抱きながら、その理由とやらに思い至らず戸と惑まどいを隠かくせない。鴇子の顔をじっと見下ろし、烏帽子は呟つぶやいた。

「──それにしても、まったくもって、よう似ておいでだ」

『遊びは終わりだ、烏帽子。その二人を拘こう束そくしておけ』

　虎杖いたどりの声が横入りして、烏帽子は露ろ骨こつに顔をしかめた。

『おうおう何じゃい、こちとら忙しいというにまったくお前はいつもいつも』

　文句を言うつもりで通信を開いたが、直後の虎杖の言葉にすっと目を細める。

『……私は出しゆつ撃げきせんでよいのか？』

『構わん。全面的に事を構えるにはまだ早い。本官は塚つかまで降りる、艦かん橋きようは任まかせるぞ』

『ほう。では、奴等らは誰が止めるのだ？』

『……考えがある』

　ふう──と鼻息を漏もらし、烏え帽ぼ子しは通信を切った。わけもわからず通路に座り込む二人の少女をもう一度見下ろして、低く呟つぶやく。

「さてさて。面おも白しろいものが見られるかもしれんぞ」
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　吹き飛んだ海の雫しずくが、あまりの風圧に撹かく拌はんされて水みず煙けむりのようになった。

　ゼロから一いつ瞬しゆんで最高速に達し、飛ひ翔しよう形態となった鍬クワ形ガタは超音速で蜂はちに迫る。

『ちいっ！』

　鋭い鋏はさみの先せん端たんに電でん磁じが漲みなぎり、最高速度のまま蜂の機体を狙ねらった。

　蜂はすぐさま電レ磁ー投ル射ガ砲ンの射しや撃げきを中止、可か動どう肢しを畳たたんで真横に飛んで回避する。

　ご、と風よりも音よりも速い鍬形が直近を過ぎる。交こう錯さくの瞬間、蜂の複眼と鍬形の単眼がかち合った。一秒にも満たないその時、鍬形の──朧おぼろの観察的な目がこちらを「じいっ」と見ていることを九く曜ようは知る。

　真っ黒な翅はねが可能とする飛行は、蜻蛉とんぼや蜂と全く同等のもの。ならば、一いつ旦たん攻撃を回避して後ろを取ったなどという有利が発生しえないことを九曜は知っている。深追いは禁きん物もつだ。

　蜂は今すぐ敵に照しよう準じゆんを付けるよりも、金の翅を翻ひるがえして距離を取り、鍬形を視界に捉とらえ続けることを選んだ。

　予測が当たった。

　鍬形は攻撃を外はずしたと知るや翅を返し、速力を完全に保ったまま鋭角にターン、荒れ狂う大気を引き裂さいて尚も蜂に迫ったのだ。

『弾だん幕まくは張れぬか……！』

　絶対的な装そう弾だん数が少なすぎる。今撃うてる最低限のニードルを水平に連射しながら、蜂は機体の周囲に光こう子しを充じゆう填てんさせる。

　鍬形が、機体からまたあの「牙きば」を展開した。先に放った八つに加えて更さらに八、合計十六のそれが電磁を纏まとって自在に飛ぶ──今ようやくわかった。牙は電磁誘ゆう導どうばかりでなく、小型の重力場を纏わせて高速で飛ばしているのだ。

　母機と同等の速度で風を切り、牙の先端が蜂に向けられる。

　──いや、蜂ではない。あの先端が示しているのは、蜂を通り越してその向こう、同じく切きっ先さきを向き合わせるもう一本の牙だ。

　挟はさみ込まれた。

　前後の牙が同時に眩まばゆい電光を放つ。その時にはもう、直後に何が起こるか九曜は理解した。

　閃ひらめく雷光──これは、牙と牙の間で放つ「指向性を持った稲いな妻づま」だ。

『電磁防ぼう壁へき!!』

　瞬しゆん間かん、蜂はちの装そう甲こうを特定波長の電流が覆おおう。

　直後、雷らい撃げきが轟ごう音おんと共に空に奔ほとばしった。

　機体に衝撃。完全回避こそ間に合わなかったが、蜂の機体に深いダメージは無い。まさしく防ぼう壁へきの形で安定還かん流りゆうする電気が、打ち込まれた雷を相そう殺さいしていたのだ。

『データと違うな。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないってわけか』

『貴様にばかり構っている暇ひまはない、叶かな葉はと鴇とき子こはどうした!?』

『──それが、君の支柱なのか？』

　朧おぼろは答えず、逆に問い返した。思わぬ質問に九く曜ようは一瞬言葉に詰まる。

『菊きく丸まる……といったかな。あのでかい彼もそうだった。あの時おれに挑いどんだのは、鴇子という皇女の複製を守る為ためだろう。叶葉という子が、君にとって菊丸と同じ存在なのか？』

『答える必要は無い……！　貴様が、菊丸を語るな！』

　記憶に蘇よみがえるのは、胸部に強きよう烈れつな一いち撃げきを喰くらった菊丸の姿。朧の推測は全くその通りだと言える。彼の口調はどこまでも俯ふ瞰かん的でありながら、どこか「そういうもの」に対する理解の色があるように思えた。

『羨うらやましいよ。おれにも昔、そういうものがあった』

　後半はまるで独ひとり言ごとのように、朧はそう結ぶ。

　発射。

　牙きばの雷撃が宙で弾はじけ、応じて放たれるニードルが空を裂さき、電でん磁じ加速弾だんが空間を穿うがつ。言葉のやり取りの中、二機の戦闘機動が鈍ることは無い。振ふり切ることはできない。光こう子しの充じゆう填てんは八割終了、確実に当たる瞬間に撃うたなければならない──

『▼告／味方信号感知』

『!!』

　帝てい都との方角から高速で接近する、たった二つの機影を両者のセンサーが捉とらえた。

　そちらを触角で指し、蜂の電脳が告つげる。

『参サン番式《蟷螂カマキリ》及オヨビ四番式《蜈蚣ムカデ》・急速接近』
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　ぼろぼろになった都市の地上は、まるで海水に浸ひたったようになっていた。

　波打つ水を蹴け散ちらしながら、蜈蚣は速度を緩ゆるめず海へ急ぐ。

『おいおい、なんだありゃあ』

　驚きを通り越していっそ呆あきれ返った剣けん菱びしの呟つぶやきが、通信越しに届いた。蜈蚣より先を高速で疾しつ走そうする蟷螂はもう視覚で捉とらえたのだろう。蜈蚣のセンサーにも、沖に浮かぶ恐ろしく巨大な反応は捕ほ捉そくされている。

『いつだったか姐あね御ごが言ってた要よう塞さいだかなんだかだ。計画だけってハナシのな。ったく次から次へとアホみてェなモン出してきやがってよォ……！』

　そして、神しん鯨げいの周囲で空中戦を繰り広げている二機もまた、確認できている。

　一機は蜂はち、もう一機は見たこともない虫だ。

　目もく視し距離ではないが、解かい析せきするとそれが一匹の甲こう虫ちゆうであることがわかる。異常に速い。飛行型であることに間違いはないが、全速で戦闘機動を取る蜂に追つい随ずいするなど。

　あれが、鍬クワ形ガタか。剣けん菱びしと井い筒づつは同時にそう結論付けた。

『俺が先に突っ込む。お前は地上に留とどまって火か砲ほう支援頼むぜ。デカブツを狙ねらうか──もしかすりゃ、鍬形とやらを先にどうにかした方がいいかもしれねえが』

『例の、五番目のヤロウか！』

『ああ。──強つえぇぞ、あいつは』

　歴戦の参さん番式が、確信を持って短く断言した。

　彼自身の勘かんがそう告つげており、何よりも全開の蜂と渡り合うこと自体がその証明だ。はっきり言って戦闘力では天テン道トウや蛍ホタルと比べ物にもならない。そればかりか、かつて対たい峙じした一号丸の兜カブトさえも上回るかというほどの圧力を感じる。

『わァってンだよ、やるこた変わんねェ!!　テメェこそしくじんじゃねーぞ!!』

『ああ……にしても海上かよ、足場最悪だな』

『るせー！　つべこべ言ってる暇ひまがあンなら水の上くれェ走ってみせろや!!』

　は、と通信の向こうで剣菱が鼻を鳴らした。

　蟷螂かまきりは、既すでに港こう湾わんから海へ抜けようとしている。

『何かと思えば随ずい分ぶんむちゃくちゃなこと言いやがる──』

　蟷螂は既に最高速。四つの肢あしを目にも留とまらぬ速度で駆く動どうさせ、風切り以外に音を持たない疾しつ走そうは全く減速しない。もう地面が途と切ぎれるのにも関わらずだ。

　水平線の向こうと、天を衝つく要塞、その周囲を舞う二匹の虫。剣菱は蟷螂の緑みどりの複眼でそれらを見み据すえながら、

『──できるけどよッ!!』

　飛び出した。

　最高速に至った蟷螂の肢が海面に触れ、そのまま疾走を続けた。

　沈みもせず、速度が落ちる気配さえも見せない。鋭角的な機影を前傾姿勢に、一ひと筋すじの地を駆かける矢になった蟷螂は全速力で海上さえも走った。左右に巻き上がる海水は幕まくとなって日光を反射し、疾走後には嵐に見舞われたような大波が荒れ狂う。

　海上を文字通り走りながら、剣菱は跳ちよう躍やくの足掛がかりを探さがす。

　この海は、錆さびの海でもあった。所どころにあらゆる機械の残ざん骸がいが浮いており、岩場には座ざ礁しようしたままの船まである。要塞の下に適当な足場があれば、そのまま跳とんで取り付くことも可能だが──それも鍬クワ形ガタが許せばの話だ。九く曜ようを信じるしかない。

　そして蟷螂かまきりが飛び出すのに数秒遅れて、蜈蚣むかでが港で天を仰あおいだ。

　波は止と場ばに無数の肢あしを食い込ませる。だが足場は少し不安定だった。

『《多重砲塔ドレツドノート》起動ッ!!　ちと遠いが射しや程てい内だ、やンぞ蜈蚣むかで!!』

『▼了解！／全火器開放──』

　背部装そう甲こうを展開した蜈蚣の触角が、虚こ空くうの一点を指して一いつ瞬しゆん動きを止めた。

『どォした!?』

『【警ケイ告コク】追加ノ反応・一!!』

『あァ……!?』

　その時、蜈蚣が発した信号は「戸と惑まどい」と言うべきもの。

　蟷螂もまた同じようなものだった。

　鍬形と空戦を繰り広げる蜂はちも、そうだった。

　ただの敵であればこうはならない。状況を考えれば、この空域に現れる未定義の反応は間違いなく黒くろ塚づか側の新あら手て、それを深く理解していればこそ。戦場にある三機の鬼虫は、各おの々おのの副脳が捉とらえたその信号が既知のものであるからこそ戸惑ったのだ。神しん鯨げいのハッチが開き、要よう塞さいと比してあまりにも小さい何かの機影が光を反射し──

　見えなかった。

　剣けん菱びしにも、井い筒づつにも。

　ステルスや、まして蟋蟀こおろぎの《幻影擬態フアントム》のような高度な隠いん匿とくがあったわけではない。

　ただ単純に──速すぎたのだ。

　銀色の閃せん光こうが奔ほとばしった。

　機体の左右から放たれた白銀の鋼はがねは、それぞれ最初の一閃から、二閃、四閃、八閃、十六、三十二、六十四に百二十八に二百五十六に五百十二に枝分かれし、ついには一いつ瞬しゆんで千二十四閃もの夥おびただしい数の「斬ざん撃げき」となった。

　海面が爆ばく裂れつする。

　単分子レベルの鋼こう線せん状となった水みず鉄かねの刃が、蟷螂のいた海を水滴さえ両断し尽つくす勢いで微み塵じんに斬きり刻きざんだ。

『!!』

　蟷螂の副脳が被ひ照しよう準じゆん警告を放つ暇ひますらも無い。あれの全速とはそれほどのものだった。

　足場が悪すぎる。剣菱は咄とつ嗟さに疾しつ走そうを止め、蟷螂を水中形態に移行させていた。肢を畳たたんだ蟷螂が慣性のまま水中に没ぼつし、思考よりも先に本能が自分の生存をどうにか確認する。

　そうして海中に逃げてやっと、咄嗟に盾たてとしたブレードが板切れのようにばらばらに切断されていることに気付いた。

「……つくづく、」

　蟷螂かまきりの中で、剣けん菱びしは呻うめくように呟つぶやく。

「化ばけモンだよな、お前って奴やつは……!!」

　瞬しゆん間かん、細い機影が蜈蚣むかでの眼前の空中に居た。

『そう……かよ』

　躊躇ためらえば死ぬ。動かねば死ぬ。背を向ければ死ぬ。超加速の複眼を前に逡しゆん巡じゆんする時間など皆かい無む。光を視認した瞬間、井い筒づつは蜈蚣の対空ミサイルと回転機き銃じゆうを空に向けていた。「手心」などという概念が、今この瞬間いかに愚おろかしいかを井筒は誰よりもよく知っていた。

『そうなのかよ、アンタはッ!!』

　弾だん幕まくが地を揺ゆらして波を作り、小さな機影目め掛がけて過か剰じようなほどの火力を開放した。

　手て加か減げん一いつ切さいなしの全力でありながら、この程度で墜おとせるなどとは微み塵じんも思わず。

　蜈蚣の顎あごが真下を向く。鋼こう鉄てつの装そう甲こうをも容た易やすく捩ねじ切る顎が足場の地面に食い込み、コンクリートの波は止と場ばを抉えぐって破は壊かいした。蜈蚣はほとんどバランスを崩くずすように姿勢を下げ、その判断が正しかったことを知る。

　頭のすぐ上を巨大な風が通り過ぎていた。

　射撃の予測と回避機動と照しよう準じゆんを一いつ遍ぺんに済ませ、それでいて斬ざん撃げきは全て必殺だった。軌き道どう上に存在した左の誘導弾ミサイルコンテナと右二番目のガトリングが斬きり飛ばされる。しかしそれは、幸運なほどに軽い損害だ。

　そいつは超音速のまま上昇し、銀のアーチを描いてぐるりとターンする。

　そうして、太陽を背負ってぴたりと滞空する。彼かの者の飛行は美しくすらあった。




　空の青に細く鋭く線を引く、夜を塗り固めたかのような漆しつ黒こく。

　残光を引いてうっすら輝く、紺こん碧ぺきの複眼。

　左右に水平に広げられた、銀色の光の翅はね。

　戦場に君臨したよく知っている機体を視認して、九く曜ようは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




『竜胆りんどう』




　鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆が、刹せつ那な、全員の視界から消えた。
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　時間は限られている。

　虎杖いたどりはまず神しん鯨げいの下層へ向かった。そうしてセクション間を環状に繋つなげる小型の軌道車両に乗り込み、艦かんの中心へと向かう。艦橋の指揮は烏え帽ぼ子しに任まかせておけば問題は無いだろう。

　そして最深部へ降り、虎杖いたどりは細い通路を歩く。

　──声が聞こえる。

　数え切れないほどの何かの囁ささやき声。寄せては返す漣さざなみにも似ている。耳ではなく「感覚」から入って脳の表面を撫なで去るような声は、向かう先にあるものが安定稼か動どうしていることを意味している。

　幾つもの隔かく壁へきを抜け、螺ら旋せん状の通路を更さらに下って一ひと際きわ分厚いゲートの前に立つ。

「……六番式か」

　扉の前に、六番式の庵いおりが座っている。

　壁に背を預け、古びた小しよう銃じゆうを抱いたままぴくりとも動かない。眠っているのではない。その証しよう拠こに通路の奥から現れた虎杖の姿から、目線を片時も外はずさない。

　特に何も無い場合、彼は必ずここにいた。まるでこの先にあるものを守る番人のように。

制御下にあるのは間違いない筈はず。だが彼がこうしてここにいる間、その脳に何が起こっているのかを知る術すべはない。虎杖は庵の視線に一いち瞥べつを返し、無言のまま彼の横を通過してゲートの開放キーを打ち込んだ。

　冷えた空気が漏もれ出て足元を滑すべる。一歩踏み出し、中に入る。

　中は開けた空間だった。何階層もぶち抜き、見上げるほど高い天てん井じようから床までコードがびっしり這はい回っている。暗くら闇やみの中で点てん滅めつする幾つもの光は、夜にさんざめく星々を思わせる。それらは全て──一から一〇八まで揃そろえられた《蟻あり》であり、副脳だ。

　ここが、神しん鯨げいの中ちゆう枢すう機関。

　鬼き虫ちゆう七番式《蟻》・霖りん鬼きの楓かえでを擁ようする、通称《蟻あり塚づか》である。

　彼女は、そこにいた。

　蟻塚の中心に一匹の女王蟻が鎮ちん座ざしている。分厚い装そう甲こう、色は純白。その胸部装甲が開き、楓自身が上体を出したまま停止している。

　静かに目を伏ふせた白い顔を見れば、眠っているようにも思えるだろう。だが主脳がある楓の頭と副脳がある蟻の頭部は夥おびただしいケーブルに繋つながれ、この蟻塚を構成する知覚ネットワークの核かくとなっている。

　楓の特とつ攻こう術は《知覚疑験シムステイム》という極めて広く深いシンクロ能力だ。

　適性に重きを置いた第三世代の鬼虫の中でも、戦闘力を持たない蟻と楓は特攻術の性能が突出していた。楓自身の才覚もあるだろう。

　彼女の死因は、激動する戦場の只ただ中なか、最大で何十キロも隔へだてた味方全員にこの能力を行使し続けたところにある。兵力が疲ひ弊へいした戦局で広域レーダーも破は壊かいされた中、敵の数や状況、味方の動きなどを思考で繋ぎ続けたのだ。その時間は実に三〇〇時間、少数の八洲やしまの兵力が帝てい國こくの大群を撃げき退たいするまで続いた。

　明らかに、楓自身の限界を超えた稼か動どうだった。全てが終わった後、楓は蟻の中で祈るような姿勢のままその動きを止めていた。

　その体を黒くろ塚づか部隊が回収して、今に至る。

　彼女の信号は変質しすぎて、かつての鬼き虫ちゆうの仲間であっても確信を持てない。無理もない。楓かえで自身は、あの戦争から死んだままでいるのだ。

　ここに、楓の人格は存在しない。彼女の主脳と蟻ありの副脳、子機の副脳に加えてこちらの手で追加・改造された電脳による特とつ攻こう術は範囲・威い力りよく・精せい度どともに生前の彼女を上回る。

　この蟻あり塚づかこそ神しん鯨げいの核かく。常じよう軌きを逸いつした演算を続け、鬼虫の思考すら掌しよう握あくする一つの兵器だ。

　だが虎杖いたどりにはわかる。蟻の能力をもってしても、蜻蛉とんぼは抵抗を続けている。奴やつの機動を御ぎよするのにかなりのリソースが割かれており、神鯨の艦かん体たいの制せい御ぎよにも影響が出ている。

「……このまま続けるのは早まりすぎか」

　復活した蜂はちに加えて、蟷螂かまきりと蜈蚣むかでもいるのだ。鍬クワ形ガタと蜻蛉とんぼが戦場に出ているにしても、このまま戦闘を続けたら余よ計けいな痛手を被こうむることになりかねない。

　特に、あの九番式だ。

　単純な戦闘力から見た脅きよう威いという以上に、奴やつには何をするかわからないという潜せん在ざい的な危険性がある。虎杖の慎重さは、つまりそれだけ九曜ら鬼虫の力を評価していることの裏返しだ。

　虎杖は分厚い軍服のボタンを外はずし、素す肌はだを露あらわわにした。

　表面上は人間と変わらぬ肌。しかしその首の付け根、鎖さ骨こつの下から左腕の先にかけて、蚯蚓みみず腫ばれにも似た長い傷きず痕あとがある。

　虎杖が体内に埋め込み、取り込んでいるのは、蟻の親機の一部──触覚そのものだった。

　死してなお機能だけで動き続ける楓の脳に、直接干かん渉しようする手段がこれだ。この蟻塚の実質的な支配権は虎杖にこそあった。

「四号丸の電脳に干渉。特とつ攻こう術遠隔操作、最大出力」

　もはや一つの機能そのものと化した《知覚疑験シムステイム》に接触し、動かす。日ひ足あしの体にも同じものを埋め込んだ。ならば、可能だ。

　虎杖の電脳にも凄すさまじい負ふ荷かがかかる。見開かれた眼めが音もなく血走り、思考に、全感覚に津波のように押し寄せる無数の「声」「声」「声」──

　──接続。
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　同じ頃、帝てい都とでは久く留る守すが日足を背負って登と坂さかに飛び込んでいた。

　空を横切る光は久留守も視認していた。あれは、蜂はちだ。白しら萩はぎでの戦いで自分も見た、あの強く鮮せん烈れつな金の翅はねだ。

「ひあし……！」

　日ひ足あしの意識はまだ戻っていない。胸に何かが刺さり、蠢うごめいている気配を感じる。何かはわからないが、とてもおぞましいものだということだけはわかった。日足を背負っているだけで、頭ず蓋がいの裏を引っ掛かかれるような感触がある。

　ドックに戻ると、研究員たちに驚きよう愕がくが広がった。脱走した甲こう虫ちゆうの本体が戻ってきたのだ。

「ちがう！　まって！」

「……敵じゃない、でしょ？」

　弁解しようとした久く留る守すに、菘すずなが後ろから声をかける。

　菘の息はまだ荒い。飛び去った蜂はちを見送って地上からここへ戻ってきたのだ。

「カナが言ってた。あんたは悪い子じゃないって。……それで、その子はどうしたの？」

「う、うん……」

　見知らぬ相手に久留守は少しだけ怯おびえを見せたが、すぐ気を取り直す。何かされた日足に手を施ほどこせるとしたらここしかないのだ。

　たどたどしく説明を終える。菘は頷うなずきながら、遠巻きに研究員もそれを聞く。

「何かが、刺さってる……？」

「うん、あの、それで、おかしいの。ひあしがおきなくて、それで……」

　言葉を続けようとした時、菘の表情が変わった。

　久留守からその後ろに視線を転じ、慎重に声をかける。

「──ねえ、」

「え……？」

「その子、起きてるわよ？」

　振ふり返る久留守と、日足の目が合った。

　日足は、零こぼれ落ちそうなほどに大きく目を見開いていた。

　目尻に、血が滲にじんでいた。

「『　あ　』」

　発声と電波の二つの声で、日足は呻うめく。

「『あ　う　あ、ああ　ああああ』」

　呻きは徐々に、血を吐はくような絶叫に変わっていった。

「『うぅうううぅあぁぁあぁあぁあああああああああああああああッッ!!』」

　久留守の背から転げ落ち、頭を押さえてのた打ち回る日足の目に意思の光は無い。

「計測！　電脳の状態をモニターしろ！」

　異常事態に研究員の一人が叫んだ。しかし、どの計器にも何も引っかからない。この少年に何が起こっているのか、電子的な手段で知る術すべが無かった。

「ひあし!?　どうしたの、ひあし!!」

　久留守はただ、日足に対して必死に呼びかけるしかできない。日足はそれでも答えない。小さな体に突き刺さった蟻ありの触覚が彼の脊せき柱ちゆうと同化して蠢うごめき、宿主の電脳に直接干かん渉しようし、遠隔から強引に特とつ攻こう術を発動させようとしている。

　日足の体がぶれた。映像にノイズが走るように実態が薄くなり、触れる感触がまるで雲を掴つかむようなそれになる。

「──ひあしっ!!」

《空間転移ジヨウント》の前ぜん兆ちようだった。

　久く留る守すは必死になって日ひ足あしに呼びかけ、彼の体の感触を確かめる。行ってしまう──直感でそう思い、どこへも逃がすまいと強く掻かき抱こうとする。

　だが久留守の腕の中には、もう、誰もいなかった。

　日足の意思によるものではない。ただ何かに呼ばれるように、全員の目の前で、彼の小さな姿が消えた。
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　海中を、蟷螂かまきりが高速で旋せん回かいする。

　四本の足を畳たたんで全身を伸ばす姿は、蟷螂の水中形態である。機体後部から放つ衝しよう撃げき波はを推すい進しん力りよくとし、鋭いフォルムで水の抵抗を殺し、その機体は水中を切り裂さくように進む。

『確かによ、お前とはいっぺんやり合いてえと思っちゃいたよ』

　もし生きた竜胆あいつに会うことになったらどうするか、考えたことは無くもない。

　しかし結局のところ、敢あえて捻ひねり出すべき言葉など無いのだ。

　巴ともえが興奮するかもしれないが、そういうのは彼女に任まかせるつもりでいた。一日ぶりだろうが二十年ぶりだろうが、会えば会ったでその時の言葉が出てくるものだし、会えなければ会えないでそれもまた「なるべくしてなったこと」だろうと思っていた。今いま更さら、互いに肩かた肘ひじを張るような相手ではないからだ。

　だから、彼が九く曜ようと戦い、墜おちたということでも納得していた。

　初めて聞いた時は異物感にも似た不ふ思し議ぎな驚きが胃の腑ふに落ちたものだが、「九曜ならばやるだろう」という奇き妙みような理解もあった。

　それでいい筈はずだった。だが。

『こいつは……楽しかぁねえな！』

　水柱を上げ、蟷螂が飛び出した。

　位置はぴったりだ。対空する蜻蛉とんぼの真後ろで機体を旋転させ、蟷螂は蜻蛉の飛行ユニットを狙ねらい刃を振ふり上げる。

　蜻蛉はそちらを振り返りもしない。翅はねと同じく白銀色の水みず鉄かねがぞっとする速度で流動し、下から斬り上げる巨大な斬ざん撃げきとなって蟷螂に襲おそい掛かかる。

『《超振動ジエツト》ッ！』

　蟷螂かまきりの刃の軌き道どうは鋭く理想的だった。振ふり下ろされた一刀が水みず鉄かねを迎むかえ撃うち──そのまま、甲かん高だかい金属音と共にそれを断ち割る。

　高周波振しん動どうを付与された蟷螂の刃は、蜻蛉の水鉄を真正面から両断することができる恐らく唯ゆい一いつの物理手段だ。

　いかな装そう甲こうにも容た易やすく斬きり込む振動刃にとっては、強固に凝ぎよう結けつした液体金属の塊かたまりさえも例外ではない。だが、そればかりで蜻蛉とんぼを墜おとすには至らない。水鉄の結けつ界かいという壁を超えた先には《神タ経キ加オ速ン》というもう一つの絶大な壁があるのだ。

　斬られたことを認識し、理解し、計算し、次の一手を放つまでのタイムラグは無い。

　切断された水鉄のナノマシン群はまだ生きている。幾兆ものそれらが、間かん髪はつ入れず放たれた蜻蛉の神しん速そくのコマンドによって即座に形態を変化させた。刃の形を失った瞬しゆん間かんに広がったかと思えば、直後に生まれたのは何本もの無数の針。

『ちいっ！』

　全ての攻撃行動を中断。刃を中心に機体前面から衝しよう撃げき波はを放ち、水鉄の針を弾はじく。まともに振動波を受けた針は泡あわ状に弾け、きらきら輝く液体金属に戻って蜻蛉に取り込まれる。蟷螂は空中でそれ以上の追撃を放てず、頭を真下にして海中へ没ぼつしていく。

　一方で蜈蚣むかでは、無数の重火器の照しよう準じゆんを小さな蜻蛉に全て向けていた。

『……アンタほどの男が、あんな連中の手に易やす々やすと落ちるものかよ……!!』

　我知らず呻うめく井い筒づつ。庵いおりも、楓かえでも、竜胆りんどうも、一体何があったというのだ。

　だが余よ計けいな思考が命取りであることも百も承知だ。殊ことに、他ならぬ壱いち番式を前にしては。

　剣けん菱びしの攻撃が捌さばかれたことを確認した。蟷螂が蜻蛉から離れて海中へ落ちた直後、井筒は蜻蛉の対空している領域を徹底的に埋め尽くすべく戦意を爆発させた。

　──まずは、止めてから考える！

『兄貴！　弩ど将しようの井筒、仕つかまつりやすッ!!』

　ぼ。

　展開式加農カノン砲ほう以外の全火器を一いつ斉せい解放。弾たまを惜おしんでいる暇ひまは無い。崩くずれかけた港の地表が銃じゆう火かと炸さく薬やくに彩いろどられた大だい轟ごう音おんで埋まり、それだけで海が波打ち、蜈蚣を起点とする夥おびただしい火線が射しや程てい圏内を食い尽つくす。

　文字通りの「弾だん幕まく」だった。蜻蛉を中心として敢あえて狙ねらいを絞しぼりすぎず、彼が飛ぶと予測される座ざ標ひようを一瞬で全て埋めるほどの砲撃密度。

　対する蜻蛉は回避機動を取るどころか、弾幕の中心目め掛がけ一直線に突っ込んだ。

　細い機体の頭部を真まっ向こうから突き出し、馬鹿馬鹿しいまでの密度の弾道に対して当たる面積を最小限にして水鉄を展開。自機の先頭を中心にコーン状の盾たてを形成し、それらの表面を高速で回転・流動させた。

　弾だん幕まくの只ただ中なかを突き抜けて弾たまを弾はじき、受け流し、見切って避ける蜻蛉とんぼの機動は、激流を斬きり裂さく一ひと筋すじの刃のようでもあった。これほどの弾幕を受け切ることなど、他の鬼き虫ちゆうにさえ真ま似ねはできまい。井い筒づつはしかし冷静に蜻蛉の飛行をトレースし、真っ直ぐ突っ込む蜻蛉と自機の砲ほう塔とうが直線状に結ばれる瞬しゆん間かんを見極めた。

　──真ま芯しん！

『どらァァァアッ!!』

　四十五糎センチ加農カノン砲ほう、発射。

　一いつ手て前の弾幕展開にも劣らぬ「一発」の発射音がまたも大気を揺ゆらし、衝しよう撃げきで蜈蚣むかでの肢あしが地面に深く食い込み、砲ほう火かと砲ほう煙えんと共に馬鹿でかい薬やつ莢きようが排はい出しゆつされ、一機の標ひよう的てきに比して過か剰じようなまでに巨大な砲弾が放たれる。軌き道どう上の空間に大きなペイパーコーンを穿うがち、砲弾は飛ぶ蜻蛉に対して常じよう軌きを逸いつした相対速度で迫る。

　蜻蛉は、それまでも見切っていた。

　照しよう準じゆん・弾道・威い力りよくを割り出して弾速・質量の数値をコンマ以下十二桁けたまでも正確に計算、速度を殺さず銀の翅はねで空を打って僅わずかに上方に軌道修正。

　同時に、機体に纏まとっていた水みず鉄かねを大きく広げた。

　蜻蛉の駆使する水鉄は蜈蚣の砲弾を包むように展開し、直線に貫つらぬくその軌道を逸そらすレールを形成したのだ。ジャイロ回転する四十六糎砲弾が水鉄のレールを喰くらって削けずり、しかし完かん璧ぺきな計算によるレールで僅かにずらされ、ついに標的を捉とらえることなく遥はるか後方の海へ消えた。
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　どれほどの複合装そう甲こうを築こうがぶち抜く圧倒的破は壊かい力の砲ほう弾だんが相手だ。蜻蛉とんぼは、当然のようにそうした。そもそも盾たてとは元来、敵の攻こう撃げきを正面から受け止める為ためのものではない。角度を作り、巧たくみに受け流す為に存在するものだ。

　ばちん、と耳をつんざく甲かん高だかい音が轟とどろき、激しい火花と銀の雫しずくが散り、砲弾は遠く離れた海面を貫つらぬいて巨大な飛ひ沫まつと水蒸気を上げた。

　蜻蛉は縦たてに激しく回転し、衝撃の余波を殺し切る。余りの威力に水みず鉄かねが雫となって砕くだけ散るが、それも数秒のことだった。蜻蛉から無数に伸びた銀の糸がそれらを繋つなぎ、使い物にならなくなった組織をパージして蜻蛉へ戻っていく。

　漆しつ黒こくの機体は、やはり、無傷。

　加農カノン砲ほう一発で落とせるなどという甘えたことは考えていない。だがそれでも「あれ」を目まの当たりにし、井い筒づつは頬ほおに冷たい汗を感じた。

　あれが、二十年ぶりに見る「最強の鬼き虫ちゆう」だ。

『クソッ！　直撃させねェと傷一つ付けられねェってか！』

　四し天てんの竜胆りんどうと戦う場合においては、どちらか一つではなくてはならない。

　即ち一つは、完全な直撃を取って一撃のもとに仕留めるか。

　もう一つは、どんな攻撃も避けるかいなされて、ただの一撃も当てられないかだ。

　その「一撃」が果てしなく遠い。

　蜻蛉とんぼの戦闘機動には、大きく二種類ある。

　一つは、神しん速そくの機動と斬ざん撃げきをフルに活用した「先の先」──攻せめの機動。もう一つは、敵の攻撃を見切ってカウンターを返す「後の先」──つまりは守りの機動だ。

　尽じん天てんにて蜂はちを追い詰めた時、そして出現と共に蟷螂かまきりと蜈蚣むかでに襲おそい掛かかった時は前者の「先の先」だった。だが蜻蛉を相手取るにあたり、実は後者の機動、つまり「後の先」の方がタチが悪いことを剣けん菱びしも井い筒づつも知っている。

『いくらなんでも海ここじゃやべぇな……！』

　潜せん行こうしながら、剣菱は歯は噛がみした。有効打を放てない。陸戦型の二機が思う存分に動けない場所ということもあるが、それ以上に、蜻蛉の機動によるところが大きい。

　蜻蛉は今、防ぼう御ぎよに徹てつしている。

　攻せめることをせず、二機の間を飛び渡り、その攻撃を見切って捌さばく。自在に動く千せん変ぺん万ばん化かの水鉄と、常時発動している神タ経キ加オ速ンの恐るべき見切りによって為なせる業わざだ。

　それがどれほどの絶ぜつ技ぎか。超攻撃型の二機を相手に未いまだ無傷でいることが何よりの証しよう左さだ。

　本気で守りに入った蜻蛉の鉄てつ壁ぺきを崩くずし切れるものが、果たしてこの世に存在するだろうか。




　追つい随ずいする鍬クワ形ガタに応戦しながら、九く曜ようは離れた位置にちらつく銀の光を確かに視認していた。

　蜻蛉とんぼが、飛んでいる。今まさにあそこで。

　脳のう裏りに浮かぶのは尽じん天てんの空。夕ゆう映ばえを集める真っ赤な海。落ちゆく漆しつ黒こくの虫とばらばらに散る銀の雨。そして、竜胆りんどうの最さい期ごの言葉だった。

　ぎり、と噛かみ締しめた歯が音を立てた。

『貴様ら……！　竜胆に、何をした!!』

　九く曜ようの叫びに、朧おぼろは答えない。

　こちらもまた、一いつ瞬しゆん以上この紅こう眼がんの虫から意識を外はずすことができなかった。

　全方位から超音速の牙きばが襲おそいかかり、蜂はちを追う。急制動と上昇と下降と旋せん回かいを繰り返し、重力を無視して戦う九曜にとってもはや空も海もなかった。全て視界を埋め尽つくす青、その只ただ中なかに滲にじむ黒こく翅しの揺ゆらぎと、獰どう猛もうな雷らい光こうの閃ひらめきのみが真実となる。

　蜂が猛追し、鍬クワ形ガタが応じる。或あるいは喰くらい付く鍬形を迎げい撃げきせんと蜂が光を束たばねる。両者が飛行する軌き道どうには眩まばゆい閃せん光こうの爆発が散り、空域の大気を貫つらぬいて揺るがした。

『敵機ノ表面ニ重力ノ力場ヲ確認／偏ヘン向コウ重力ヲ装ソウ甲コウトシテイルモノト推測サレル』

　やはり。

　生なま半はん可かな攻撃が通じないのはその為ためか。蜂が自機に電でん磁じ防ぼう壁へきを施ほどこしているように、鍬形もまた、分厚い重力の結けつ界かいを纏まとっているのだ。甘えた角度の射撃などいとも容た易やすく軌道を曲げるか弾はじいてしまうだろう。

　攻撃を通すとしたら、高い貫かん通つう力を持つ一撃で、鍬形の真ま芯しんを捉とらえなくてはならないのだ。

　戦闘から既すでに相当の時間が過ぎている。九曜は神経を尖とがらせて自機の電脳に干かん渉しよう、刹せつ那なの見切りに賭かけて疑似神経加速タキオン・エミユレートを発動──

　ざわ。

『っ!!』

　声が、聞こえた。

　これまでも聞こえてきたあの囁ささやき声が、思考に津波のようにして押し寄せてくる。何かをしようとしているのか。こちらの電脳に異常は無い。囁きは急激に大きくなっていく。

　そして、何よりも──

『これは……!?』

　九曜が直感し、同時に剣けん菱びしも、井い筒づつも気付いた。

　それらは、全て、楓の声だった。

　薄うす々うす感じていたことではあった。だが今この瞬しゆん間かん、三人にとって疑問は確信に変わる。

　あの要よう塞さいの内部、最深部に楓かえでがいる。

　何らかの手段で蟻ありごと同化し、中ちゆう枢すう機関として使われているのだ。そればかりではない。あの声と反応が楓と蟻だとするなら、恐ろしいのはそれらが無数にあるということ。

　声を受け、蜻蛉の機体が一度大きく痙けい攣れんする。

『──そろそろか』

　朧おぼろが呟つぶやいた。

　直後、蜻蛉とんぼが機体を翻ひるがえし、銀の残光を引いて神しん鯨げいへと戻っていく。

『あァ……!?』

　その反応を追おうと試み、井い筒づつは奇き妙みような違和感を覚えた。

　蜈蚣むかでが、極めて強力な暗号迷めい彩さいが為なされた何かのデータを受け取ったのだ。蜻蛉が戦闘機動を止める瞬しゆん間かんのことだった。気を付けていなければ見み逃のがしてしまうような、膨ぼう大だいな戦術情報に紛まぎれて受信した何かを、井筒は確かに見つけ出した。

　蜈蚣の動きが一瞬止まる。

『剣けん菱びし！』

『わかってる！』

　蜻蛉の照しよう準じゆんが外はずれた蟷螂かまきりが、水中から神しん鯨げいを目指す。

　だがそこに、朧の冷たく低い声が割り込んだ。

『……追わせるわけにはいかないな。悪いがここで切り上げさせて貰もらう』

　鍬クワ形ガタが旋せん転てんしながら上を取った。

　天地が逆転する反重力の空戦において、再び「空」と「海」の境界が引かれた。急上昇した鍬形が上を取って海を見下ろし、迎むかえ撃うつ蜂はちが下に回って空を見上げる。

『▼告／【危険】異常重力感知／反応膨張』

　蜂と蟷螂が、同時に特大級の危険信号を発した。

　鍬形の鋏はさみに、何か得え体たいの知れない力が存在する。

　衝しよう角かくのように先を閉じた鍬形の鋏が、今は水平になるほど大きく開かれている。全身を覆おおう偏へん向こう重力の障しよう壁へきが溶けるように消え去り、引き換えにあの悪あつ鬼きを思わせる鋭い角に全ての力が集まるのを九く曜ようは見た。

　翅はねと同じ、光を歪ゆがめる黒。端はしから端まで黒を纏まとう鍬形の鋏を目まの当たりにした時、九曜は獲え物ものに対して開かれた超重力場の顎門あぎとを直感した。

『避よけろッ!!』

　叫ぶと同時に、全ての照準と武装慣性を放ほう棄きして全速で回避起動。何でもいい、あの鋏から外れなければ絶対に死ぬという確信があった。

　機体全てに絶大な力を籠こめ、朧は厳命するが如ごとく短く吼ほえる──

『広域殲せん滅めつ兵器禁制解除／重力乱らん転てん《鬼おに鋏ばさみ》!!』




　鋏が閉じられ、空間が捩じ切れる。




　時間差は無かった。鍬形の鋏が閉じた刹せつ那なに異常な力場が発生し、蜂は余よ波はを受けて態勢を崩くずしかけ、回転しながら立て直す。

　そして、直下の海に穿うがたれた「破は壊かい」の痕こん跡せきを見た。

　──!!

　鋏はさみの軌き道どうをなぞって横よこ一いち文もん字じに、数キロにも渡る規模で海が割れている。

　何が起こったのか解かい析せきする暇ひまも無かった。唯ゆい一いつわかるのは、これが鍬クワ形ガタの特とつ攻こう術《重力制御グラビトン》によるものだということ。文字通り鋏で断たち切るようにして、一直線に、文字通り海を割ったのだ。範囲内に存在したと思われる座ざ礁しよう船せんが、圧倒的な力に引き千ち切ぎられ圧縮されて、散り散りの異様に小さい鉄クズとなっているのが見えた。

　重力異常で割れた海が戻らず、極めて深く恐ろしく長い水の亀き裂れつが晒さらされている。左右で大きく断ち割れた海面が大滝と化した断面を見せ、剥むき出しになった海底の地面さえも見えた。

　そして最大の異常は、この直後に起こった。

　機体が、重い。

　翅はねの動きが鈍く、思うように飛べないことに気付いた時には、蜂はちの機体に何が起こっているのかを九く曜ようは察さつ知ちしていた。

　──吸い寄せられる!?

　海の傷が閉じ、巨大な渦うず潮しおとなっている。

　開き、閉じる。言葉にしてみればごく単純なことだった。重力の牙きばで抉えぐられた海水は時を待たず元に戻り、その中心自体が過大な「引き」の重力場となる──咄とつ嗟さにそこまで推測し、九曜は歯は噛がみする。

　蜂が重い。

　楓かえでの声が聞こえる。

　鍬形が高速で神しん鯨げいの中へ戻っていく。それを追う速さが、今の蜂には無い。
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　今、虎杖いたどりの腕には、人形のように動かない日ひ足あしが抱かかえられている。

　意識は無い。蟻ありの触覚に電脳を乗っ取られ、もはや自我の大部分がシステムの一部として組み込まれていた。

　この少年の特とつ攻こう術は《空間転移ジヨウント》。四号丸の天テン道トウは奇き襲しゆうと強ごう奪だつを旨むねとした突とつ撃げき機だが、その実態は本体の特攻術を補佐する一種の実験機に過ぎない。

　元よりこうするつもりだった。

「──転移発動。神鯨を指定の座ざ標ひようへ。耐たい衝しよう撃げき」

　思念の糸が日足を絡からめ取る。

　小さな体が今一度大きく痙けい攣れんしてのけぞり、同時に、艦かん体全てが大きくぶれた。日足の能力は破は格かくだ。だがそれを行使する際の負ふ荷かはかなり大きく、ましてこれほど巨大な物体を丸ごと飛ばすとなれば、蟻あり塚づかの全力の補佐をもってしてもただでは済むまい。

　彼の人格は耐えられないだろう。それもまた、織り込み済みのことだ。
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　飛ぶつもりだ。

　磁じ場ばの揺ゆらぎに、鬼き虫ちゆうはあの《空間転移ジヨウント》の前ぜん兆ちようを悟さとる。

『ええい、冗談じゃねえっての……！』

　岩場にブレードを突き刺し、激流に堪たえながら剣けん菱びしは呻うめく。中心に強きよう烈れつな重力を持つ渦うず潮しおは海域に存在する全てを呑のみ込むべくとぐろを巻き、少しでも気を抜けばもろともに取り込んで圧縮し押し潰つぶす獰どう猛もうさを発はつ揮きした。

　九く曜ようはその奔ほん流りゆうに耐えながら、しかし追うことができない。大気が揺ゆれている。空間転移ジヨウントはもはや秒読みの段階にあった。

　──また、届かないとでも言うつもりか。

　ここまで駆かけ抜け、翅はねを得て、ここで止まるつもりか。

　鴇とき子こと菊きく丸まるの姿が脳のう裏りに浮かんだ。

　そして、叶かな葉はの顔が。




　最初に出会った時を、叱しかられた時のことを、過ぎ去った夏の日々を、初めて涙を見た時のことを、夕日に染まる港での笑顔を、共に辿たどった道みち筋すじを、帝てい都とでの生活を、激動する状況下でいつも気き丈じように振ふる舞っていた彼女を、九曜は全て覚えている。

　そしていつも自分が発たち、いつも彼女が待っていてくれたことを。

「ただいま」と「おかえり」の言葉を。

　共にいたいと思った。司令と兵器の関係としてではない。九曜は九曜として、叶葉の傍そばにいて彼女を守り続けると決めたのだ。




『…………逃がす、ものか…………ッ』

　それは他ならぬこの意思のもとに決定したこと。命を賭としても、何があっても、今ここで叶葉と離れるわけにはいかない。

　離れたくない。

『蜂はちを……舐なめるなッ!!』

　光エ子ー制テ御ル展開、充じゆう填てん、圧縮、射しや出しゆつ。

　眩まばゆいばかりの光を束たばね、小さく鋭く──今や点のようになった鍬クワ形ガタを、狙そ撃げきする。

『!!』

　光速の一いつ閃せんが、鍬クワ形ガタに触れて炸さく裂れつした。

　限界まで圧縮されたエネルギーが真っ白な爆発を起こし、鍬形の重力装そう甲こうを歪ゆがめた。打ち払われた夜の闇やみのように力場が散り、それに伴ともない鍬形の装甲が一部吹き飛んで火花を散らす。朧おぼろは土ど壇たん場ばで放たれた攻撃の痛いた手でよりもむしろ、この期ごに及んで尚なおも諦あきらめない九く曜よう自身に驚きを感じているようだった。

『何な故ぜだ』

　喩たとえ今この瞬しゆん間かんに飛び込んだとしても、生せい還かんの望みは極めて薄い。

　自律機械としての本能で語るならば、「死」はつまり作戦失敗であり、可能な限り避けるべき事態だ。少なくとも兵器の電脳はそのように出来ている。

　そして九曜にとってこの事態は、冷静に考えれば考えるほど、生きる為ために退ひくべき場面だ。

『君は何故、そうも折れずに飛び続ける？』

　重力の渦うずが収まりかける。その隙すきを九曜は見み逃のがさない。

　疑似神経加速タキオン・エミユレート展開。全駆く動どう機関に電流。反重力最大展開。

　今己おのれが出せる最速で、羽は撃ばたく。

　風が裂さけて音が消える。高速で推すい移いする戦闘演算の中、九曜はただ前を、前だけを睨にらむ。

『バッ！　馬鹿かテメェは!?　マジで死ぬぞ!!　テメこのさっきから一人で突っ走りまくりやがって何回ムチャクチャやりゃ気が済むんだボケーッ!!』

『構やしねえ！　行け九曜ッ！』

『あァン!?』

　井い筒づつと剣けん菱びしの怒ど鳴なり声が、同時に思考に割り込みをかける。

『今行けるのはお前だけだ！　必ず追いつくから好きに暴れてこい！　……生き残れよ!!』

『ええくそ、オレの獲え物ものも残しとけよなァッ!!　──くたばンじゃねえぞ、九曜ッ!!』

　承知の上だ。

　今度こそ絶対に、止まらない。

『────届けッ!!』




　果たして、蜂はちの翅はねは、届いた。




　その時、特大規模の空間転移ジヨウントがついに起動した。

　大きすぎる機影が一いつ瞬しゆんで姿を消す。巨大な真空が生まれ、空気が激動した。それでまた物もの凄すごい規模の波が起こり、散る水滴や水蒸気が雲のように天高く広がって陽光を遮さえぎり、やがて雨となって海うな原ばらに戻っていく。

　最後の激風さえ鎮しずまってしまえば、後は何事もなかったかのような静せい寂じやくだけが残った。

　その空域にはもはや、神しん鯨げいも、鍬クワ形ガタも、蜂はちの機影も反応も、無かった。






　　　終／甲　─　秋／重なる因果／そして







　伍長あのひとの本当の名前は、空く閑が透とおる。

　だが、彼はその名で呼ばれるのがあまり好きではないようだった。

　静かで、穏おだやかな人だったと覚えている。ある種の諦てい念ねんにも似た落ち着きを持ち、いつも優しい目をしていた。

　彼には妹がいた。名前は空閑譲ゆず葉は。雇やとわれた最初の日に一度だけ聞いたがそれきりで、鬼き籍せきに入った妹のことを彼が語ることはほとんど無かった。

　最初の数日は、叶かな葉はも彼を名前で呼ぼうとした。いくらなんでも家中で伍ご長ちようと呼ぶのはおかしいと思った為ためだ。しかし「透さん」と呼ばれた時、彼は面おも映はゆそうに苦笑して首を振ふった。

　──よしてくれ。伍長、でいい。おれはただの伍長だ。

　──でも。

　──いいんだ。そいつは、思い出の名前だよ。

　あの頃は彼の言っていることがよくわからなかったし、人が自分の名前を捨てるということの意味も理解しておらず、彼も理由を説明することはついぞ無かった。




　何でもない出来事を思い出す。

　雇やとわれてまだ数日の夏の終わり頃、小さな家の庭先に座って、伍ご長ちようは何かを見ていた。

　洗濯物を取り込んでいた叶かな葉ははそれに気付いて、彼の後ろからそっと近付き「何をなさってるんですか？」と聞いた。伍長は肩越しに振ふり向いて、「しーっ」と声を抑おさえ、立てた指をそのまま庭の隅すみの花か壇だんに向けた。

「蜜みつ蜂ばちだ」

　なるほど確かに、花の周囲を一匹の蜜蜂がぶいぶい飛んでいる。

「ハチさんですねえ」

「一匹だけなんだ。どこかから迷い込んだのか……こいつは一体どこから来たんだろうな？」

　いつものようにどこかぼんやりして、伍長は呟つぶやく。思い返せば、彼は不ふ思し議ぎと家にいる日がちょくちょくあった。叶葉にはよくわからないことだが、軍人というのだかもっとずっと忙しいのではないかと思っていたのだ。特に時勢が時勢だ。

　だがこの一年間、伍長は家でこうしていることが度たび々たびあった。叶葉は少し考え、

「あの、裏うらに雑ぞう木き林ばやしがありますから。もしかしたらそこに巣があって、はぐれちゃったのかも」

「……そうか。はぐれちまったのか、お前は」

　伍長は静かに蜜蜂に語りかけた。蜂は彼の思考など知らぬげに翅はねを返し、竹たけ垣がきを乗り越えてぶぶぶぶとどこかへ飛び去っていく。伍長は、それをずっと見送っていた。

　あの虫が、どこから来てどこへ行くのか、知りたがっているようだった。

「けど家があるならいいことだ」

　最後にぽそりと言い残し、立ち上がる。小さく折り畳たたんでいた体がむっくり立ち上がると、叶葉とはかなりの身長差がある。まだ慣れていないので、壁のように大きな背中を前にして思わず「わ」と声を出してしまった。

「帰れるといいな、あいつは」

　叶葉の頭をくしゃりと一ひと撫なでして、伍長は穏おだやかに言った。

「あ──、はい。そうですね」

　気を取り直す叶葉。まだ家事はあるのだ。ゆったりした足取りで縁えん側がわに戻っていく彼に、ふと思い立って声をかけた。

「あの、伍長っ。今夜のお夕飯は何にしましょうか？」

「ビーフシチュー」

「びいふ……？」

　名前を聞いて少し焦あせった。叶葉には洋食の心こころ得えがない。どうしよう。むむむと難しい顔をする叶葉に対して、伍長はヒントを投げた。

「肉やじゃがいもやらの野菜をな、醤しよう油ゆとみりんで煮込むんだ。上官から教えて貰もらった」

　肉とじゃがいも。醤油とみりんで。叶かな葉はは少し考え、答えに思い至る。

　これもまた、彼なりのどこか子供らしい冗談だった。

「……あ！　肉じゃがですね!?」

「うん」

　顔中で笑い、伍ご長ちようは家の中に戻る。

　本当になんでもない日常の出来事だった。元来あまり口数が多い方でなかった伍長の言葉はどれもよく覚えている。その中のなんでもないように思える一つ、これもまたぼんやりした様子の、遠くを見るような目で零こぼした言葉が、今となっては妙みように気にかかる。

　──帰れるといいな、あいつは。

　思えば叶葉は、あの人のことを、ほとんど何も知らなかったような気さえする。
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「叶葉」

　二人は、移動城じよう塞さい《神しん鯨げい》の内部のある一室に幽ゆう閉へいされていた。

　小さく膝ひざを抱かかえる叶葉に、鴇とき子こが気き遣づかうように寄り添う。叶葉はまだ少し震ふるえる顔で鴇子を見返し、それでも無理をして笑ってみせた。

　朧おぼろの顔を見た瞬しゆん間かんよりは冷静さを取り戻せている。衝しよう撃げきが過ぎ去った後に残るのは「どうして」という感情と、吹けば散るような己おのれ自身の無力感だった。

「……ごめんなさい……鴇子さま。心配させちゃって……」

「ん。いつまでもそんなんじゃ、おまえらしくない」

　ようやく返事されて、鴇子は少し嬉うれしそうに笑んだ。そしてやはり心配げに続ける。

「……それで、あいつ、知り合いなのか？」

「はい。ちょっと、話すと長くなりますけど……」

　頷うなずいて、叶葉は朧──「伍長」──と自分との関係を説明した。

　鴇子は黙だまって聞いていた。彼女の過去と、冷凍睡眠に入る前に過ごした最後の一年を聞き終え、一つ小さく頷いた。そうして気を取り直し、むんと胸を張った。

「大丈夫だ」

　叶葉はちょっと目を丸くする。

「おまえが言ったんじゃないか、大丈夫だって。菊きく丸まるも九く曜ようも諦あきらめの悪いやつだろ。あのクモ女とかタレ目とかニワトリ頭だってそうだ。きっとすぐに来る。あいつらを待ってだな、難しいことは後で考えればいい。だから大丈夫だ、な？」

　励まそうとしてくれているのだ。叶葉はぽすんと鴇子の胸に頭を預けて、ようやくほんの少し表情を和やわらげた。今はとにかく待つしかない。しかしこれから何があるかもわからない──

　不意に扉が開いた。正面扉の電子ロックが、高位の権限をもって外はずされる。

　ふらりと入ってきたのは、一人の女だった。叶かな葉はと鴇とき子こは警けい戒かいしてぎゅっと身を縮める。入ってきた彼女は何を言うでもなく顔を上げ、二人を見比べた。

「…………ああ」

　ため息のような呟つぶやきが、形のいい唇くちびるから漏もれ出た。

　長い黒髪と同色の瞳ひとみ。年のころは叶葉や鴇子より五つか六つ上で二十と少し程てい度どか。大人おとなびた雰ふん囲い気きだが、どこかにまだ幼さを残しているようにも思える。叶葉の知らない相手だ。だが叶葉は、女の雰囲気に慣れ親しんだものを感じ取って戸と惑まどった。

　一方で鴇子は、硬こう直ちよくしていた。

「……あの爺じいが連れてきたっていうから、まさかと思ったよ。懐なつかしいな……すごく、懐かしいぞ。おまえは本当のおまえじゃないかもしれないが、それでも、本当に、あの頃のままだ」

　叶葉には彼女が何を言っているのかわからない。

　鴇子は、言葉を失っている。いつしか女の視線は鴇子一人に注がれていた。ひどく眩まぶしそうで、何かを懐かしむような、そんな目をしていた。

　そして女は、鴇子に語りかけた。

「──敢あえて言うよ。久しぶりだな、鴇子」

　鴇子は彼女を覚えている。

　彼女の記憶には確かに残っている。「あの頃」より時が進んで、すっかり大人おとなになっているようだが、まさか肉親の顔を忘れる筈はずがなかった。

　女を見返し、鴇子は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……姉上」

　八洲やしま国第一皇女・鵠こう子こは、かつての妹の顔をした娘に微ほほ笑えみかける。
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　戦闘から朧おぼろが戻った。初うい陣じんを終えた鍬クワ形ガタは格かく納のうされ、さっそく記録を吸い上げている。

「……座ざ標ひようは？」

「おおむね計算通りだ。だが……異物が紛まぎれ込んだ。奴やつは転てん移いの巻き添えになったようだが、どこか別の場所へ飛ばされたようだ。しかしそう遠くはないだろうな」

　虎杖いたどりの答えを聞いて満足し、朧は踵きびすを返す。

「おれは少し休むよ。流石さすがに骨が折れた……ただで済む相手じゃない」

　鍬形の損害そのものは大したことはない。初陣としては理想的な機動ができた。何よりも蜂はちとの実戦データは何物にも代えがたい収しゆう穫かくだ。今後、またあの蜂と戦う可能性があればこそ。

　ふと記憶の片かた隅すみに蘇よみがえるものがある。

　転移の直前に見せた、蜂はちの最後の機き動どうだ。

　あれに疑問を感じたのは確かだ。仮に立場が逆なら自分は間違いなく退たい却きやくを選んだという確信がある。事実、あの瞬しゆん間かんの九く曜ようの機動は命を捨てていた。少なくとも朧おぼろにはそう見えた。

　──いや。

　足を止め、朧は無意識に自分の手をじっと見下ろしていた。何な故ぜそんなことをしたのかはわからない。手が手である以上の意味はなく、今見下ろしているそれも出しゆつ撃げき前と何ら変わりのない「ただの手」だ。

「隊長。あの二人の女の子は？」

　虎杖いたどりの黒い眼めが意外そうに朧を見返した。彼は腕組みをしたまま淡々と話す。

「艦かん内ないの一室にいる。それがどうした」

「いや……少し気になったんだ」

　それ以上特に何か言うこともない。朧はただ、小さく首を振ふった。

　余よ計けいなことをしている暇ひまは誰にもない。次の作戦が待っていた。




「難しい顔をしておるではないか、夕せき馬ま？」

　いつの間にか背後に烏え帽ぼ子しが立っていた。神しん鯨げいの内部を「透とう過か」しながら見物していたようだが、そろそろ飽きたらしい。壁に背を預ける巨きよ躯くの老人を振り返り、虎杖は表情を変えず、

「貴様は相変わらず酔すい狂きようなことをしたがるな」

「まあそう言うな。空く閑がの女中が生きてあそこにおるとは思わなんでのう。姫様に妹君の顔も見せてやりたかったしな」

「あれはただの複製だ。殿でん下かは会いに行ったようだが、所しよ詮せんは気き慰なぐさみにしかならん」

　ふん、と烏帽子は鼻を鳴らした。

「火を付けるには適しておろうよ。あの御方は過去に囚とらわれておる。私には夕馬、お前も同じに見えるがの」

「当然だ。過去は、絶対に消えんものだ。誰しも例外なく、それぞれの因果があって然しかるべき場所に立っている。どうあってもそこから逃げることはできない」

「ほう。されば、何とする？」

　久ひさ方かたぶりの問答を愉たのしむように烏帽子は問う。虎杖は黒い瞳ひとみで烏帽子を振り返り、断固として答えた。

「我々が消えぬ過去に取れる手は、二つだけだ。

　目を逸そらし耳を塞ふさいで忘ぼう却きやくするか。

　或あるいは、全てを抱かかえて、地じ獄ごくまでの道連れにするか。

　……そのどちらかでしかない。吾わたしは後者を選んだ。貴様も同じ筈はずだ」

　問答を切り上げ、格かく納のう庫こへ足を向ける虎杖いたどり。《兜カブト》の様子を見ておかなければならない。虎杖の背に、烏え帽ぼ子しは最後の一ひと言ことを投げた。

「これもまた、運命かのう」

「かもしれんな」

　答え、虎杖は振ふり返りもせず口だけで笑う。

「ならば吾わたしの運命は、父上を殺した日から定まっていたということだろう」

　あの日の引き金の軽さを覚えている。

　父の死から、兄弟はそれぞれ別の遠えん戚せきの家に預けられることとなった。彼らの道はそこから分かたれ、長い年月を経てここに至る。

　これもまた、夕せき馬まと静しず馬まが持つ、逃のがれようのない因果の糸だ。




　──兄上。

　遠い過去の、あの日。父の葬そう儀ぎを終えた後の帰り道、後あと処理の為ために家に向かう道すがら、静馬は兄の背に言葉を投げた。夕馬は肩越しに振り返り、返事をした。

　──ああ。

　──…………、いえ。僕の気のせいでした。やめておきます。

　──何だ、言え。

　喪も服ふくの黒に、布に包まれた木箱の白。木箱の中には骨こつ壺つぼがあり、静馬はそれを後ご生しよう大だい事じに抱かかえながら少し言葉を選んだ。いつもの農道には、晩夏のヒグラシの高い声が響き渡っていた。

　坂の少し上を進む兄を見上げ、弟は静かな声で、こう述べた。




　──あなたの背が、どこか遠く見えた。
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　波は静まり、海は噓うそのように凪ないでいた。

　剣けん菱びしと井い筒づつは一帯にもう何も残っていないことを確認し、帝てい都とに帰投した。

　登と坂さかに戻って全ての出来事を報告、一度蟷螂かまきりから降りて剣菱は大きくため息をつく。

「……色々ありすぎだ。肩が凝こらあな」

　ぶっ倒れた機械兵達を片付ける暇ひまもなく、ドック内はとことん雑然としている。

　巴ともえの容よう体だいは一応の安定を見たが、まだ完全回復には至らず、眠ったままだ。

　戦場と化した廃はい墟きよの海で起こったこと、その間に登坂で起こったこと、それらの情報をまとめて中央の管かん制せい室に伝えた。休んでいる暇はない。連中はどこへ飛んだものか。

　場所の候補はある程度まで割り出せないこともないが、時は一いつ刻こくを争う。なにしろ、九く曜ようだけが巻き添えで飛んでいったのだから。

　そして──考えることはまだある。

　楓かえでと、庵いおりと、そして竜胆りんどうだ。

「楓は生きてるんじゃねえ。あのまま、使われてんだ。竜胆と庵はまだはっきりしたことはわからねえが……」

『七番式が、その巨大な艦かん体たいにシステムとして組み込まれていると？　それは確かか？』

　通信の可か児にに頷うなずき、剣けん菱びしは眠る巴ともえを一いち瞥べつした。

「目で見たわけじゃねえがな……いずれありゃマトモな状態とは思えんぜ。反応が変わってたし、特とつ攻こう術の規模も強さも段違いだ。巴がいなくて良かったよ、あんなもん前にしたら怒りすぎて気が狂ってたんじゃねえかな」

　一方で井い筒づつは黙って蜈蚣むかでに触れ、ようやくといった塩梅あんばいで小さく一ひと息いきついた。

「──んで、どうした井筒？　さっきから静かじゃねえか」

「蜈蚣ン中に情報が入ってたんだよ。間違いねェ、兄貴の蜻蛉とんぼからだ」

　井筒の断言に周囲がざわめく。

　あの場で最もセンサー性能と解かい析せき能力が高かったのは蜈蚣だ。この手の解析作業は本来ならば蜘く蛛もに任まかせるところで、巴の能力を前提とした強力な暗号化だったから井筒では少しばかり時間がかかった。

「音声記録か？」

「いや……。解析したがよ、こりゃ……座ざ標ひようだ」

　確かにその数字は、八洲やしま国内のある地点を示す座標だった。

　白しら萩はぎよりも更さらに北の未み踏とう査さ地区。だが状況を考えれば今更そこに黒くろ塚づか部隊の基地などある筈はずもない。八洲の最北部に当たる大きな島──北州にほど近い、ある地点だ。

　──まさか。

　剣菱と井筒は、ごく最近に閲えつ覧らんした記録によってしかその場所の意味を知らない。だがそこにあるものを考えれば、敵がわざわざ件くだんの座標まで赴おもむく理由も察しがつく。

　竜胆が、それを教えたというのか。あの戦闘の中で。

「罠わなかも知れんぜ」

「知るか。オレは兄貴を信じる。九曜あのバカをほっぽってまごまごしてるワケにもいかねェだろが」

「……だな」

　どの道、時間は無い。

　即座に追跡隊を編成する。

　主力は蟷螂かまきりと蜈蚣むかで、それぞれを繭まゆごと輸送車に詰め込んで、蜂はちの繭も持っていく。通常兵力を幾ら出すかは帝てい都との防ぼう衛えい、隊の機動力を加か味みして決める。一機のみ現存している高速輸送艇てい《鴻こう翼よく》を用もちいるとすれば、蟷螂と蜈蚣のどちらかだろう。

　それから、最低限の整備要員。

　繭まゆごと持っていくのだ。いちいち調整を待つ余裕はなく、機材を持ち込んで道すがら済ませるしかない。となれば、登と坂さかの研究員のうち何名かを連れて行く必要があった。

　それに、菘すずなが名乗りを挙げた。

「行きてえのか、お前さん」

「……うん」

「楽しい旅行ってわけにゃいかねえ。先に言っとくが、死ぬかもしれねえぞ」

　何の衒てらいもなく、当然あるべき危険を淡々と述べる剣けん菱びし。菘はしかしそれに怯ひるむ様子も見せず、一度大きく頷うなずいて、毅き然ぜんと返した。

「いい。……ここでじっとしてる方が、死ぬよりイヤだもん」

「…………。へ。蜂はちの時といい、大した嬢ちゃんだ。……わかった、他には？」

　何人かの研究員が追って名乗り、整備班はそれぞれの準備を整える。

　井い筒づつがそれを待ちながら蜈蚣むかでの戦闘データを反はん芻すうしていると、すぐそこに久く留る守すが立っていることに気付いた。彼女の体は無力感に小さく震ふるえており、井筒は相手が次に何を言い出すかをすぐ察して顔を顰しかめた。

「あたしもいく」

「ダメだ。テメェは待ってろ」

「っ、でもっ！」

「蛍ホタルはブッ潰つぶれた、テメェ一人戦場に出たって生き残れやしねェ。足手まといなんだよ」

「いやだ!!　あたしもいく!!　あたしも、何か……!!」

　縋すがるように叫ぶ久留守の前髪が揺ゆれ、藍あい色の瞳ひとみが光る。そこにはまだ迷いがあった。久留守は今なお考え続けているのだ──自分はどうあるべきかと。自分の手を抜けていった日ひ足あしの感触をまだ覚えている。答えを得る為ためには、自分も再び黒くろ塚づか部隊に接触する必要がある。久留守は、本気でそう考えていた。

「……いいか、よォく聞きやがれチビガキ」

　しかし井筒は許さない。ずい、と顔を寄せ、睨にらみを利きかせて噛かみ付くように言った。

「テメェが犬いぬ死じにしちまったら、万まん字じのヤロウに合わすツラがねェンだよ」

「…………っ」

「……大人おとなしくしてろ。いいな？」

　俯うつむき、小さな両手で自分の服の裾すそをぎゅうっと掴つかむ久留守。井筒はそれには余よ計けいな言葉をかけない。言わねばならないことは言った。こいつだけが出ても死ぬだけだし、万字の為ためにも死なせてしまうわけにはいかない。それだけだった。

　その時、ずん、と床を力強く踏み締しめる足音が届いた。

　視線が一いつ斉せいにドックの入り口に向く。

　菊きく丸まるだった。

　自力で目覚め、もう戦闘が終わってしまっていることを察さつし、ここまで帰ってきた。そして鴇とさ子こがどこを探さがしてもいないと知り、その原因が敵にあることを理解した。

　そしてどうやら、卓たく越えつした聴覚で大おお方かたの話はもう聞いているようだ。

　彼の胸中はいかばかりか。表現する言葉は無いが、察することはできた。剣けん菱びしと井い筒づつは菊丸のアイセンサーの強い光を受け止め、もう一つの戦力の存在を認める。

「おう、やっと来たかい。……行けるんだな？」

「黙だまっちゃいらンねェよな、テメェもよ」

　菊丸はこくんと頷うなずき、凹へこんだ正面装そう甲こうに指先で触れ、ドックへ入っていく。




　それから、巴ともえは。

　彼女を連れてはいけまい。蜘く蛛もは動けず、本人も目覚めていない。これ以上何かあったら今度こそ本当に死ぬだろう。それよりもまず回復させなければならないのだ。

「……こいつは無理だな。留守を頼むぜ、蜘蛛よ」

「あァ。どうせならでけェ土産みやげ持ってきてやンねェとな」

　剣菱と井筒は眠る巴と、今は沈ちん黙もくを守り続ける蜘蛛を見て、静かにそう言った。




　そして、すぐさま急ピッチで追跡隊が組まれる。

　これから向かう「その地」にて、全てを終わらせるつもりで。






　　　終／乙　─　蜂が舞い、そして──







　──ねえ、九く曜よう。

　冬のような少女はある時、そう言った。

　──私が死んだら、君は悲しむ？

　味方が順に消えていく、二十年前までの戦いの日々。既すでに戦争は末期、九曜と同じく戦友達の行く末を目まの当たりにした彼女は、冗談のようにそう嘯うそぶいて笑った。冷たい風が頬ほおを撫なで、彼女の長い髪とマフラーが揺ゆれ、細かな光が散っては消えていた。

　あれは確か、しんしんと雪が降り積もる、真っ白な夜だった。




『──────』

　途と切ぎれた意識が戻り、九曜は目を覚ます。

　蜂はちから分離し、仰あお向むけに倒れていた。無防備な九曜を守るように鎮ちん座ざしているのは、いつ見ても変わらぬ一匹の蜂だ。起き上がる前に彼の複眼を見返し、質問した。

『……無事か？』

『問題無シ／機体損害軽ケイ微ビ／継続シテ飛行可能』

『そうか。……すまない、無む茶ちやをしすぎたかもしれぬ。どれほど時間が経たっている？』

『問題無シ／直近ノ戦闘機動ヨリ一時間ガ経過』

　どこかの森の中のようだ。つい先せん刻こくまでとは景色ががらりと変わっていることから、自分も転移されたのだということはわかる。

　蜂はちの一機で神しん鯨げいを追ったのだ。そして今ここがどこなのか──九く曜ようは座ざ標ひようの計算をするまでもなく、蜂に聞くまでもなく、すぐに悟さとった。

　辺あたり一面、銀世界だった。

　足首の辺りまで雪が積もっている。森の木々もまた真っ白な雪を被かぶり、どこかで塊かたまりが落ちる音がした。周囲の気温は氷点下。吐はく息が雲のように白く、風に撹かく拌はんされて散った。

　季節は秋である。八洲やしまの北部であっても、真昼の平地に雪が降る筈はずがない。それでもこの地には雪が降り続けている──冬のみならず春も夏も秋も、絶え間なく、「あの日」から今に至るまで二十年以上ずっとだ。時に雲が晴れ、陽光がゆっくりゆっくり積雪を融かし、そしてまた新たに降っての繰り返しだ。

　九曜と蜂は同時に、空中のある一点を見み据すえる。




　空に、巨大な氷の花が咲いていた。




　地上数百メートルの上空。直径は一キロを下るまい。

　放射状に広がる巨大な氷はどこか蒲公英たんぽぽにも似て、雲の切れ間から漏もれ出る日光を反射してはきらきら光っていた。花を支える茎くきのような氷柱は末広がりの形で地面に伸び、根元の一帯を完全に凍結させている。

　何も変わらない。かの虫が光の結晶を散らしながら舞い、あの花を作った日と。

　なるほど、次の目的はここか。

　帝てい都とからの応援が来ると考えても、相当の時間を要するだろう。待つ暇ひまは無い。黒くろ塚づか部隊はまた転移をするだろうかと考えたが、恐らく無いだろう。あれほどの巨大なものを飛ばすには相当の負ふ荷かを強しいられるだろうし、目的を果たす前にここから去るとは思えない。

　つまり、自分が止めなくてはならないのだ。

「──一機ひとりきり、か」

　だからとて、九曜の闘志は全く萎なえることがない。蜂が低く唸うなる。全身に力を溜ため、九曜は氷の花を真っ直ぐに見据えた。

「行くぞ、蜂よ。彼女までも奪われるわけにはいかぬ……!!」

『▼了解』

　ここは永久の冬。ある少女が命を懸かけて「静止」させた、極低温の隔離区画だ。

　氷と雪、極低温は副次的な効果に過ぎない。花の中心は時間そのものが停止しているかのような無む明みようの空間。どれほどの時を経ても融けることはなく、どれほど灼しやく熱ねつの炎ほのおをも止め、中心に近付こうとしただけでたちまちに停止・凍結する。火か焔えんも転移もあれには届かない。

　いかな物体であってもだ。

　物理的に何もかもが止まって、また止まり続けている世界。




　その花の中心こそ──鬼き虫ちゆう八番式《蜉蝣かげろう》・無明の柊ひいらぎが、今なお眠る領域だ。
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　　　──　廃はい墟きよに、秋の雪が降る






　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしてます、九く岡おか望のぞむです。どうにかこうにか伍ご巻でございます。

　びっくりするほど男祭りです。

　びっくりしました。誰のせいだ。僕のせいでした。

　今回はとにかく色々な思おも惑わくや事情やら何やらが絡からみ合って、九く曜ようがとうとう飛んで、とんでもない奴やつが出てきて、舞台は帝てい都とを離れて更さらに北へ……と、かなり忙しい巻でした。

　この先ネタバレありありですので、ご注意ください。




　今回のテーマは「大復活」です。あらゆる意味で。そして同時に、激動の回です。

　前巻のあとがきで「壱いつ巻からの登場人物にフォーカスを当てる」と申し上げましたが、彼らが出ずっぱりだったわけではないものの、一つの焦点は絞しぼれたのではないかなと思います。

　壱巻からの登場人物とはつまり、九曜と、叶かな葉はと、竜胆りんどうと、朧おぼろです。

　もともとこの物語はこの四人から始まったものです。特に朧については壱の冒頭が「彼」の言葉から始まったと考えれば、彼こそ主人公らを僅きん差さで押しのけて最さい古こ参さんと言える……のかもしれません。彼が一体どうなったのか、どのような軌き跡せきを辿たどって今に至ったのかは、この後で語りたいと思っております。色々ぶっ込んだ最強スペックの鍬クワ形ガタと共にどう立ち回るか、もう少しお待ち頂ければと思います。

　竜胆についても、壱巻限り（と回想とかでチラチラ）程度の出番でしたがこれがなかなか読者の方々にも愛されている果か報ほう者ものでして、もう出番は無いのですか、というお声もちらほら頂いておりました。だからというわけではありませんが、再登板と相あい成なりました。もともと彼は作中においてかなりのウェイトを占める立場にいたので、どうあれ書くつもりいたのです。虎杖いたどりとの関係性を踏まえ、彼が何を思い何の答えを出すのか、ご期待下さい。

『エスケヱプ・スピヰド』は個々人の因いん果がの話で、また「終わらせること」がテーマの話です。

　もちろん九曜と叶葉もこれから自分の答えを求められます。他の鬼き虫ちゆうや甲こう虫ちゆうも、菊きく丸まるも鴇とき子こも菘すずなも、帝都の者達も、例外なく「辿った道」と「これから行く先」を見ることになるでしょう。そういう話に、もうちょっとだけお付き合い下さい。




　なんか真ま面じ目めモードなあとがきになってしまいました。巻末ウルトラクイズとか色々ネタ考えてたんですけどね、ページ数とか時間とかがね、色々あれでございまして……。

　担当の荒あら木きさん、今回もお世話になります。筆が突っ走ってるとこにうまくアドバイスを打ち込んで頂いて毎度ながら感謝しています。それがあるから書いてる最中も自分にストップをかけずにウショアーイ！　と駆かけ抜けることができるのです。ありがとうございます！

　またイラストの吟ぎんさん、ロボ祭りに加えて今回は更さらに男濃度が高たこうございました！　もう、その、なんだ、そういうあれですこの話は。みんな目がギラギラしてる。そんな場面を彩いろどる和風の色彩豊かなイラストが、やはりこのシリーズのキモでしょう。ありがとうございます！

　そして、この本をお手に取って下さった読者の皆さん。

　ほんの気まぐれで買って頂いた方も、継続して読んで頂いている方も本当にありがとうございます。さてここから先はジェットコースターです。待ち構える名有りの敵キャラはみんな大ボス級。一気にガーッと決着まで突っ走ることになると思いますので、ここで一息ついて、雪国での戦いを待って頂ければと思います。




　夏はとっくに終わってこれから秋も深まり、ゆっくりゆっくり冬が近付いてきます。

　次回、鬼き虫ちゆう最後の一人、「冬の少女」の登場です。





二〇一三年（平成二十五年／昭和八十八年）某ぼう日じつ　九岡望
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九く岡おか 望のぞむ

滑り込み昭和の人。好きな花はコスモスとキンモクセイ。最近やりたいことは一週間くらい温泉宿にこもってじっくり原稿だけやること。

ちなみに著者近影は、四巻のものとセットで作って頂いたシルバーのブローチです。イカす！
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吟ぎん

分かり辛くなってしまったのでここで説明しますと、表紙の竜胆さんが見てるのは尽天です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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